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は
じ
め
に 

   

日
本
に
お
け
る
医
学
史
の
研
究
と
言
え
ば
、
古
く
は
富
士
川
游
の
『
日
本
医
学
史
』（
一
九
〇
四
年
刊
）
が
あ
り
、
近
く
は
酒
井
シ
ヅ
の
『
日
本
の
医
療

史
』
（
一
九
八
二
年
刊
）
が
あ
り
、
近
年
に
至
り
更
に
多
数
の
成
果
に
恵
ま
れ
て
、
お
お
む
ね
出
揃
っ
た
感
さ
え
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ

ら
は
主
に
所
謂
「
漢
方
薬
」
を
処
方
し
て
疾
患
の
治
療
に
当
た
る
内
科
的
医
療
技
術
の
実
際
と
展
開
を
、
数
々
の
医
方
書
を
中
心
的
資
料
と
し
て
研
究
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
そ
こ
に
お
い
て
は
針
灸
の
理
論
や
技
術
、
ひ
い
て
は
、
そ
の
医
学
思
想
的
背
景
に
つ
い
て
の
研
究
が
、
い
さ
さ
か
不
当
に
等
閑

視
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
、
確
か
に
優
れ
て
完
成
度
の
高
い
研
究
が
、
し
か
し
所
謂
「
現
代
医
学
」
の
観
点
か
ら
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
内
科
学
的
な
漢
方
薬
の
使
い
方
に
目
が
注
が
れ
、
針
灸
の
理
論
や
実
際
の
応
用
に
つ
い
て
は
、
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
来

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

し
か
し
そ
れ
は
日
本
医
学
思
想
史
の
実
際
を
十
分
に
跡
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
中
期
の
医
家
で
あ
る
中
神
琴
渓
（
一

七
四
四
～
一
八
三
三
）
は
、
そ
の
医
療
的
実
践
に
お
い
て
、
こ
の
針
灸
と
投
薬
と
を
絶
妙
の
組
み
合
わ
せ
で
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に

舘
野
が
詳
細
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
（
一
）
。
い
ま
舘
野
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
中
神
琴
渓
に
よ
る
針
治
療
の
実
際
と
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
鈹
針
療
法
に
つ
い

て
、
彼
自
身
が
、 
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予
ハ
曽
テ
恒
ノ
師
ト
云
モ
ノ
ナ
ク
皆
古
人
ヲ
師
ト
シ
テ
学
ブ
ナ
レ
バ
鈹
針
ト
テ
モ
古
人
ノ
跡
ヲ
見
テ
行
フ
也
又
鈹
針
ノ
用
ハ
毒
血
ヲ
去
ル
ニ
止
マ
レ

ド
モ
…
…
針
ヲ
以
テ
毒
血
ヲ
抜
ク
事
ハ
専
ニ
行
フ
（『
生
生
堂
医
譚
』、
16
ａ-

ｂ
） 

 

と
述
べ
る
通
り
、
こ
の
鈹
針
と
は
、
先
ず
基
本
的
にhemospasia/phlebotomy

即
ち
所
謂
〝
瀉
血
〟
で
あ
り
、
上
の
引
用
に
続
い
て
、
例
え
ば
〈
卒
倒
昏

暈
し
て
人
事
不
省
な
る
も
の
〉
に
〈
鈹
針
ヲ
以
テ
地
倉
百
会
尺
沢
委
中
手
足
ノ
十
指
頭
ヨ
リ
血
ヲ
出
ス
〉
と
い
う
〈
鈹
針
〉
療
法
を
処
し
（『
生
生
堂
医
譚
』、

17
ａ
）
、
ま
た
〈
両
足
冷
テ
氷
ノ
如
ク
拘
彎
シ
テ
遠
ク
行
ク
事
能
ハ
ズ
〉
と
い
う
患
者
に
両
足
瀉
血
し
て
、『
金
匱
要
略
』
に
駆
瘀
血
剤
の
第
一
と
さ
れ
る

〈
桂
枝
茯
苓
丸
〉（
桂
枝
・
茯
苓
・
桃
仁
・
牡
丹
皮
・
芍
薬
の
処
方
）
に
更
に
峻
剤
の
〈
大
黄
〉
を
加
え
て
与
え
て
治
療
し
（『
生
生
堂
医
譚
』、
17
ｂ-

18

ａ
）
、〈
全
身
肉
脹
シ
テ
脚
最
巨
大
四
体
不
仁
〉
な
る
者
に
鈹
針
の
上
、『
傷
寒
論
』
に
〝
清
熱
瀉
下
駆
瘀
血
〟
の
処
方
で
あ
る
〈
桃
核
承
気
湯
〉（
桃
仁
・
大

黄
・
芒
硝
・
桂
枝
・
甘
草
）
を
与
え
（『
生
生
堂
医
譚
』、
18
ａ
）、〈
面
色
土
ノ
如
ク
短
息
ニ
シ
テ
腹
中
物
有
テ
時
々
心
ヲ
衝
ク
〉
の
者
に
は
、
鈹
針
の
上
、

『
傷
寒
論
』
の
〝
緩
急
止
痛
〟
の
処
方
で
あ
る
〈
小
建
中
湯
〉（
桂
枝
・
芍
薬
・
甘
草
・
生
姜
・
大
棗
・
膠
飴
）
に
〈
茯
苓
〉
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
、

吉
益
東
洞
（
『
方
機
』
）
の
処
方
で
あ
る
〈
茯
苓
建
中
湯
〉
を
施
し
（『
生
生
堂
医
譚
』、
18
ａ-

ｂ
）、〈
聊
カ
モ
労
働
ス
レ
バ
身
体
痛
ミ
テ
忍
ブ
ベ
カ
ラ
ズ
〉

に
、
鈹
針
の
上
、
『
傷
寒
論
』
にm

y
o
r
e
la
x
a
n
t

筋
弛
緩
剤
の
典
型
で
あ
る
〈
芍
薬
甘
草
湯
〉
を
処
し
（『
生
生
堂
医
譚
』、
18
ｂ
）、
文
字
通
り
の
〈
心
下

痞
鞕
〉
の
患
者
に
は
、
鈹
針
の
上
、『
万
病
回
春
』
の
〈
浮
萍
湯
〉（
浮
萍
・
当
帰
・
川
芎
・
赤
芍
薬
・
荊
芥
・
麻
黄
・
甘
草
）
に
〈
大
黄
〉
を
加
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
〈
浮
萍
加
大
黄
湯
〉
を
与
え
（
『
生
生
堂
医
譚
』、
19
ａ
）、〈
腰
冷
両
脚
痿
弱
シ
テ
一
歩
モ
行
ヘ
カ
ラ
ズ
〉
に
は
、
鈹
針
の
上
、『
金
匱
要
略
』
に

見
え
る
、
一
種
の
補
薬
で
あ
る
〈
苓
姜
朮
甘
湯
〉（
茯
苓
・
白
朮
・
甘
草
・
乾
姜
）
を
与
え
（『
生
生
堂
医
譚
』、
19
ａ
）、〈
四
肢
疼
痛
緊
急
不
能
屈
伸
〉（
四

肢
疼
痛
し
、
緊
急
し
て
屈
伸
す
る
こ
と
能
わ
ず
。）
と
い
うrheumatism

様
の
患
者
に
は
、〈
尺
沢
〉・〈
委
中
〉
に
鈹
針
の
上
、
琴
渓
独
自
の
〈
防
風
散
痧

湯
〉
を
処
し
（
『
生
生
堂
治
験
』
、
巻
上
、
14
ａ
）
、
同
様
に
〈
両
足
一
屈
不
能
復
伸
者
多
年
〉（
両
足
一
に
屈
し
て
、
復
た
伸
ば
す
こ
と
能
わ
ざ
る
こ
と
多
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年
。
）
に
も
〈
脚
裏
刺
之
放
血
〉（
脚
裏
之
を
刺
し
て
血
を
放
つ
）
と
鈹
針
を
施
し
（『
生
生
堂
治
験
』、
上
17
ｂ-

18
ａ
）、
ま
た
同
様
に
〈
両
膝
惞
腫
不
能

屈
伸
〉（
両
膝
惞
腫
し
て
、
屈
伸
す
る
こ
と
能
わ
ず
。）
の
者
に
も
、
ま
ず
鈹
針
を
施
し
た
上
で
、〈
浮
萍
湯
〉
と
琴
渓
独
自
の
〈
玄
玄
散
〉
を
施
し
（『
生
生

堂
治
験
』、
上
20
ａ
）
、
更
に
〈
痧
（
病
）〉
の
二
例
（
『
生
生
堂
治
験
』、
上
10
ａ-

12
ｂ
）
や
、
又
、
や
は
り
〈
痧
〉
の
頭
痛
（『
生
生
堂
治
験
』、
上
17
ｂ
）、

更
に
〈
面
色
青
黄
四
肢
微
腫
其
乳
下
動
悸
撞
掌
〉（
面
色
青
黄
に
し
て
、
四
肢
微
腫
し
、
其
乳
下
の
動
悸
掌
を
撞
く
。）（『
生
生
堂
治
験
』、
上
26
ａ
）
と
い

う
患
者
や
、
更
に
、
こ
れ
は
〝
結
果
的
に
〟
で
は
あ
る
が
（
ネ
コ
に
引
っ
掻
か
れ
た
た
め
、
鈹
針
と
同
じ
く
瀉
血
し
）〈
頭
痛
〉
を
治
す
に
も
応
用
さ
れ
（『
生

生
堂
治
験
』、
下
１
ｂ
）
、
更
に
ま
た
、〈
吃
逆
経
三
四
日
而
不
休
〉（
吃
逆
、
三
四
日
を
経
て
も
休
ま
ず
。）
のsingultus

に
〈
三
稜
針
〉
に
よ
るphlebotomy

瀉
血
を
施
す
（
『
生
生
堂
治
験
』
、
上
19
ａ
）
等
々
、
常
に
〈
規
則
〉
に
捉
わ
れ
ず
、
自
由
自
在
・
臨
機
応
変
に
縦
横
無
尽
の
治
療
行
為
の
展
開
に
、
こ
の
鈹

針
、
す
な
わ
ち
ハ
リ
に
よ
る
治
療
が
厳
然
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

か
く
し
て
日
本
医
学
思
想
史
に
お
け
る
針
灸
の
分
野
は
、
未
だ
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
が
現
状
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
論
攷
は
、
日
本
中
世
に
お
け
る
針
灸
の
実
態
と
展
開
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
先
ず
は
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
特
に
安
土
桃
山
時
代

に
活
躍
し
後
世
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
日
本
医
学
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
曲
直
瀬
道
三
を
中
心
に
、
曲
直
瀬
一
門
の
針
灸
医
学
思
想
お
よ
び
経
穴
研
究

に
つ
い
て
、
一
方
で
綿
密
な
書
誌
学
・
文
献
学
的
な
観
点
か
ら
、
そ
し
て
そ
の
際
に
実
際
の
針
灸
実
技
の
上
か
ら
も
考
察
を
加
え
て
研
究
を
試
み
て
ゆ
き
た

い
。
後
に
垣
間
見
る
よ
う
に
、
日
本
医
学
史
に
お
け
る
針
灸
書
伝
来
の
記
述
は
六
世
紀
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
そ
れ
に
関
す
る
書
物
も
我
が
国
で
多
数

執
筆
刊
行
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
概
観
は
可
能
な
も
の
の
、
そ
の
萌
芽
を
な
す
日
本
中
世
に
お
け
る
そ
れ
は
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
本
論
攷
に
お
け
る
中
心
的
課
題
は
、
針
灸
医
学
思
想
と
く
に
経
穴
（
或
い
は
、
よ
り
厳
密
に
経
穴
部
位
）
研
究
を
中
心
と
し
て
日
本

中
世
で
中
国
針
灸
医
学
思
想
を
い
か
に
受
容
し
、
ま
た
そ
れ
以
降
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
は
従
来
の
日
本
医
学
思
想
史
の
欠
を
補
い
、
か
つ
、
現
代
に
お
け
る
針
灸
研
究
・
経
穴
研
究
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
資
す
る
所
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
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で
あ
る
。 

 

こ
れ
を
詳
細
に
言
い
換
え
れ
ば
、「
十
四
経
脈
（
正
経
十
二
経
脈
・
任
脈
・
督
脈
）
に
所
属
し
名
称
を
持
ち
部
位
が
定
ま
っ
て
い
る
も
の
（
二
）
」
と
現
在
定

義
さ
れ
て
い
る
経
穴
は
、
針
灸
の
施
術
・
診
断
部
位
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
運
用
に
お
い
て
経
穴
部
位
が
基
本
的
要
素
と
な
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
医
学
古
典
の
諸
書
に
お
い
て
は
経
穴
の
列
記
法
（
身
体
部
位
ご
と
に
ま
と
め
て
記
載
す
る
か
、
経
穴
が
所
属
す
る
経
絡
ご
と
に
ま
と

め
て
記
載
す
る
か
、
対
応
病
症
ご
と
に
ま
と
め
て
記
載
す
る
か
）
に
相
違
が
見
ら
れ
、
ま
た
経
穴
部
位
の
表
記
に
も
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
説
の
何

れ
に
従
う
か
は
し
ば
し
ば
論
究
さ
れ
て
き
た
（
三
）
。
経
穴
部
位
の
研
究
が
、
具
体
的
に
い
か
よ
う
に
な
さ
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
医
学
思

想
史
的
意
義
は
も
と
よ
り
、
現
代
の
経
穴
研
究
に
資
す
る
こ
と
は
大
き
く
、
ひ
い
て
は
針
灸
臨
床
に
お
け
る
経
穴
運
用
の
幅
を
拡
げ
る
上
に
も
大
い
に
意
義

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
具
体
的
に
言
い
換
え
れ
ば
、
我
が
国
に
お
け
る
経
穴
の
研
究
は
十
七
世
紀
前
半
を
境
に
そ
の
依
拠
す
る
中
国
典
籍
が
大
き
く
変
遷
し
て
い
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
安
土
桃
山
時
代
に
興
っ
た
針
灸
諸
流
派
の
流
儀
書
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
永
禄
（
一
五
五
八
～
一
五
七
〇
）

頃
に
興
っ
た
吉
田
流
（
四
）

の
流
儀
書
で
は
経
穴
は
部
位
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、
ま
た
経
穴
名
に
隠
名
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
自
流
の
学
術
秘
匿
の
た
め

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
ま
た
文
禄
（
一
五
九
二
～
一
五
九
六
）
慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
頃
に
興
っ
た
入
江
流
（
五
）

の
流
儀
書
で
は
経
穴

名
に
は
仏
教
系
医
学
書
『
耆
婆
五
蔵
経
』
に
基
づ
い
た
隠
名
を
用
い
、
病
症
名
も
仏
教
系
医
学
書
の
『
五
体
身
分
集
』
に
よ
っ
て
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

吉
田
流
、
入
江
流
に
は
仏
教
系
医
学
の
影
響
が
見
ら
れ
、
経
穴
の
記
載
に
お
い
て
も
同
様
に
仏
教
系
医
学
の
影
響
が
見
ら
れ
る
（
六
）
。 

 

一
方
、
同
じ
く
文
禄
慶
長
頃
に
興
っ
た
扁
鵲
新
流
（
扁
鵲
真
流
）（
七
）

の
流
儀
書
で
は
経
穴
の
記
載
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
や
は

り
文
禄
慶
長
頃
に
興
っ
た
雲
海
士
流
（
八
）
、
匹
地
流
（
九
）

の
流
儀
書
に
お
い
て
、
経
穴
の
記
載
は
『
十
四
経
発
揮
』
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以

降
、
十
七
世
紀
半
ば
に
興
っ
た
妙
針
流
、
路
針
流
な
ど
諸
流
派
の
流
儀
書
は
『
十
四
経
発
揮
』
に
基
づ
く
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
く
。 
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こ
れ
ら
日
本
の
針
灸
流
儀
書
か
ら
見
た
、
経
穴
研
究
の
主
に
依
拠
す
る
テ
キ
ス
ト
は
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
仏
教
系
医
学
書
か

ら
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
、
そ
し
て
『
十
四
経
発
揮
』
へ
と
変
遷
し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
事
に
つ
い
て
大
浦
宏
勝
は
詳
細
な
研
究
を
行
い
、
そ
の
ま
と
め
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
一
〇
）
。 

 

 

今
回
取
り
あ
げ
た
一
五
六
〇
～
一
六
四
〇
年
頃
ま
で
の
取
穴
資
料
は
『
耆
婆
』
取
穴
に
代
表
さ
れ
る
仏
教
医
学
的
鍼
灸
術
の
実
践
か
ら
、
明
代
鍼
灸

医
学
へ
の
変
遷
過
程
を
示
し
て
お
り
、
近
世
鍼
灸
医
学
へ
の
脱
皮
を
模
索
し
て
い
た
一
端
が
理
解
で
き
よ
う
。 

 

こ
う
し
た
明
代
鍼
灸
医
学
の
本
格
的
導
入
の
流
れ
と
軌
を
一
に
し
て
、
諸
流
派
と
も
に
『
耆
婆
』
取
穴
の
影
響
を
脱
し
、『
十
四
経
発
揮
』
あ
る
い

は
『
明
堂
灸
経
』
の
経
絡
経
穴
に
基
づ
く
取
穴
へ
と
衣
替
え
を
し
て
ゆ
く
。 

  

そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
十
七
世
紀
半
ば
以
降
に
日
本
で
活
発
に
出
版
さ
れ
る
経
穴
研
究
書
は
『
十
四
経
発
揮
』
に
基
づ
き
著
さ
れ
た
も
の
が
圧
倒

的
に
多
く
な
り
、
そ
の
影
響
の
ほ
ど
が
窺
い
知
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
経
穴
研
究
の
依
拠
す
る
中
国
典
籍
の
変
遷
に
は
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
『
十
四
経
発
揮
』
が
古
活
字
で
印
行
さ
れ
て
以
降
、
幾
度
と

な
く
翻
刻
さ
れ
（
一
一
）

広
く
流
布
し
た
こ
と
が
そ
の
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
『
十
四
経
発
揮
』
が
翻
刻
出
版
さ
れ
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
点
に
つ
い
て
小
曽
戸
洋
は
次
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
（
一
二
）
。 

 

 

本
書
（
筆
者
注
：
『
十
四
経
発
揮
』
）
は
元
代
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
元
刊
本
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
明
代
に
入
り
、



- 18 - 

弘
治
年
間
（
一
四
八
八
～
一
五
〇
五
）
太
医
院
医
士
の
任
に
あ
っ
た
薛
鎧
（
良
武
）
の
校
訂
を
受
け
、
息
子
の
薛
己
（
一
四
八
七
～
一
五
五
九
）
の
手

に
よ
っ
て
嘉
靖
七
年
（
一
五
二
八
）
盛
応
陽
の
序
を
付
し
て
刊
行
。
後
に
薛
鎧
・
薛
己
父
子
の
編
著
を
ま
と
め
た
『
薛
氏
医
案
』（
二
十
四
種
本
。
十

六
種
本
に
は
入
っ
て
い
な
い
）
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
の
薛
氏
本
が
現
伝
本
の
祖
本
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
で
は
清
代
ま
で
は
『
薛
氏
医
案
』
本
の
み
で
、

単
行
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
朝
鮮
で
は
全
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

一
方
、
日
本
は
と
い
う
と
薛
氏
父
子
の
校
訂
本
が
出
さ
れ
た
嘉
靖
・
万
暦
間
の
医
学
文
献
は
、
日
本
近
世
医
学
文
化
の
黎
明
期
に
お
け
る
最
先
端
の

医
学
情
報
で
あ
っ
た
か
ら
、
す
こ
ぶ
る
歓
迎
さ
れ
、
中
国
よ
り
も
か
え
っ
て
日
本
の
土
壌
に
浸
透
し
て
し
ま
う
結
果
を
生
ん
だ
。
す
な
わ
ち
こ
の
『
十

四
経
発
揮
』
は
簡
明
で
あ
る
と
と
も
に
、
薛
氏
の
校
刊
と
い
う
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
日
本
で
初
め
て
の
古
活
字
版
医
書
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
慶
長
元

年
（
一
五
九
六
）
十
二
月
、
小
瀬
甫
庵
（
道
喜
。
さ
き
に
豊
臣
秀
次
の
侍
医
を
つ
と
め
た
。『
信
長
記
』『
太
閤
記
』
の
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
）
の

刊
行
し
た
『
十
四
経
発
揮
』
が
こ
れ
で
あ
る
。
以
後
こ
れ
を
皮
切
り
に
本
書
は
何
度
と
な
く
翻
刻
を
重
ね
、
わ
が
国
に
お
け
る
最
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
医

書
と
な
っ
た
。 

  

す
な
わ
ち
、
日
本
で
『
十
四
経
発
揮
』
が
か
く
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
嘉
靖
・
万
暦
間
の
医
学
文
献
は
日
本
近
世
医
学
文
化
の
黎
明
期
す
な

わ
ち
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
お
い
て
は
最
先
端
の
医
学
で
あ
っ
た
、『
十
四
経
発
揮
』
が
簡
明
で
あ
っ
た
、
日
本
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
た

薛
氏
の
校
刊
を
経
て
『
薛
氏
医
案
』
に
編
入
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
背
景
に
日
本
で
初
め
て
の
古
活
字
版
医
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
、
と
い
う
。 

 

古
活
字
版
医
書
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
町
泉
寿
郎
は
「
古
活
字
本
は
曲
直
瀬
家
な
ど
有
力
な
医
者
が
学
塾
で
教
え
る
際
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
印
刷
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
か
」
と
の
見
解
を
示
し
て
お
り
（
一
三
）
、『
十
四
経
発
揮
』
受
容
の
先
駆
け
と
な
っ
た
古
活
字
本
印
行
に
曲
直
瀬
家
な
ど
有
力
な
医
者
の
関
わ

り
を
示
唆
し
て
い
る
。 
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こ
れ
ら
先
行
研
究
に
よ
り
『
十
四
経
発
揮
』
が
日
本
に
受
容
さ
れ
た
概
略
は
述
べ
ら
れ
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
経
穴
研
究
の
拠
る
と
こ
ろ
と
な
る
テ
キ
ス

ト
が
『
十
四
経
発
揮
』
へ
と
変
遷
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
経
穴
研
究
の
依

拠
す
る
中
心
テ
キ
ス
ト
の
変
遷
の
具
体
的
な
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
針
灸
分
野
に
お
け
る
中
国
医
学
思
想
の
受
容
の
具
体
的

様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
言
え
よ
う
。
本
論
攷
で
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
お
い
て
中
国
医
学
思
想
が
い
か
に
日
本
に
受
容

さ
れ
た
か
、
そ
の
具
体
的
様
相
を
針
灸
・
経
穴
を
中
心
に
論
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
我
が
国
に
お
け
る
経
穴
の
研
究
は
十
七
世
紀
前
半
を
境
に
そ
の
依
拠
す
る
中
国
典
籍
が
大
き
く
変
遷
し
て
い
っ
た
。
こ
の

時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
経
穴
研
究
の
具
体
例
に
つ
い
て
従
来
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
我
が
国
に
お
け
る
経
穴
お
よ
び
経
穴
部
位

の
研
究
は
江
戸
時
代
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
、
多
く
の
経
穴
書
が
編
ま
れ
た
。
そ
の
初
期
に
著
さ
れ
、
以
降
の
経
穴
研
究
の
先
駆
け
と
な
っ
た
書
と
し
て
、
秦

宗
巴
（
一
五
五
〇
～
一
六
〇
七
）
の
『
兪
穴
参
伍
的
法
』〔
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
曲
直
瀬
道
三
奥
書
〕、
饗
庭
東
庵
の
『
黄
帝
秘
伝
経
脈
発
揮
』
が
知
ら

れ
る
。
こ
の
秦
宗
巴
は
曲
直
瀬
道
三
の
門
人
で
あ
り
、
ま
た
饗
庭
東
庵
は
曲
直
瀬
玄
朔
の
門
人
で
あ
り
、
と
も
に
曲
直
瀬
家
に
従
学
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

経
穴
研
究
の
初
期
に
曲
直
瀬
家
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
曲
直
瀬
一
門
な
か
で
も
特
に
曲
直
瀬
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
お
よ
び
経
穴
研
究
の
実
例
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る

経
穴
研
究
の
依
拠
す
る
中
国
典
籍
の
受
容
と
変
遷
の
具
体
例
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
て
日
本
中
世
に
お
け
る
針
灸
技
術
・
経
穴
理
論
の
概
要
が

明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
具
体
的
に
言
え
ば
、
本
論
攷
に
お
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
流
れ
の
中
に
あ
っ
て
、
先
ず
は
曲

直
瀬
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
を
記
し
た
著
書
『
針
灸
集
要
』
を
概
観
し
、
そ
の
針
灸
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
検
討
し
、
こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
、
道
三
の

針
灸
医
学
思
想
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
ま
た
道
三
と
そ
の
門
弟
・
秦
宗
巴
と
の
間
で
行
わ
れ
た
経
穴
に
関
す
る
問
答
書
簡
の
記
録
で
あ
る
『
黄
帝
明
堂
灸

経
不
審
少
々
』
と
、
道
三
・
宗
巴
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
書
入
れ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
、
正
に
そ
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の
書
入
れ
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
っ
て
、
こ
れ
ま
た
従
来
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
経
穴
に
つ
い
て
の
、
当
時
の
医
家
た
ち
の
理
解
に
つ
い
て
精
査

し
、
更
に
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
意
味
で
、
従
来
そ
の
内
容
は
お
ろ
か
、
そ
の
存
在
す
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
の
内

容
を
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
こ
そ
、
道
三
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
手
に
成
る
、
所
謂
「
抄
物
」

―

す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
そ
の
弟
子
た
ち
に
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
を
講
釈
し
た
時
の
筆
録
、
謂
わ
ば
「
講
義
ノ
ー
ト
」

―
で
あ
り
、
彼
ら
一
派
の
、
ひ
い
て
は
、

当
時
の
主
流
を
な
す
針
灸
技
術
・
経
穴
理
論
の
つ
ぶ
さ
な
内
容
が
看
取
で
き
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

  

か
く
し
て
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
諸
文
献
の
詳
細
な
研
究
を
通
じ
て
、
従
来
見
逃
さ
れ
て
き
た
曲
直
瀬
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
の
実

態
を
概
観
し
、
日
本
中
世
に
お
け
る
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
と
展
開
の
様
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
、
以
て
こ
の
領
域
の
研
究
の
礎
た
ら
ん
と
す
る
も
の
で

あ
る
。 

  

そ
こ
で
以
下
、
本
論
攷
に
お
け
る
検
討
の
背
景
を
な
す
日
本
中
世
の
医
学
の
全
体
像
を
概
観
す
る
が
、
先
ず
は
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
更
に
そ
の
淵
源
を
な

す
所
の
、
中
国
伝
統
医
学
史
に
つ
い
て
、
既
に
い
さ
さ
か
研
究
を
行
っ
て
い
る
ゆ
え
、
そ
の
大
ま
か
な
流
れ
を
垣
間
見
て
お
き
た
い
。 
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第
一
節 
中
国
伝
統
医
学
と
、
そ
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
歴
史 

   

は
じ
め
に
、
中
国
伝
統
医
学
の
歴
史
を
概
観
し
、
本
論
攷
が
検
討
の
対
象
と
す
る
曲
直
瀬
道
三
の
、
我
が
国
の
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
お

け
る
医
学
史
的
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
一
四
）
。 

 

中
国
伝
統
医
学
は
中
国
に
そ
の
源
流
を
発
す
る
伝
統
医
学
で
、
薬
物
湯
液
治
療
、
針
灸
治
療
、
養
生
を
三
大
柱
と
し
て
行
わ
れ
る
。
薬
物
湯
液
治
療
は
、

動
・
植
・
鉱
物
薬
を
単
独
あ
る
い
は
複
数
を
用
い
て
治
療
に
あ
た
る
。
針
灸
治
療
の
う
ち
、
針
治
療
は
主
に
金
属
製
の
針
を
用
い
て
人
体
に
刺
入
（
と
き
に

圧
迫
・
擦
過
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
た
灸
治
療
は
ヨ
モ
ギ
の
葉
を
精
製
し
て
作
る
艾
を
人
体
上
で
燃
焼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と

を
治
療
手
段
と
す
る
。
そ
の
刺
激
は
、
長
年
に
わ
た
る
経
験
の
蓄
積
に
よ
り
高
い
治
療
効
果
が
認
め
ら
れ
た
部
位
（
所
謂
腧
穴
・
経
穴
・
ツ
ボ
）
や
、
症
状

の
あ
る
部
位
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
。
養
生
は
按
摩
、
運
動
、
飲
食
、
性
生
活
、
生
活
指
導
な
ど
を
通
じ
、
健
康
維
持
や
長
寿
の
実
現
を
図
る
も
の
で
あ
る
。 

 

中
国
伝
統
医
学
の
歴
史
は
長
く
、
そ
の
淵
源
は
古
代
中
国
に
ま
で
遡
る
。
そ
の
医
学
は
日
本
・
韓
国
な
ど
周
囲
へ
広
が
り
、
各
々
独
自
の
展
開
を
果
た
し

た
。
わ
が
国
で
は
、
こ
の
中
国
伝
統
医
学
は
東
洋
医
学
あ
る
い
は
漢
方
医
学
と
も
呼
ば
れ
、
現
代
に
お
い
て
も
疾
病
の
治
療
お
よ
び
予
防
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。 
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一
．
中 

 

国 

 

（
一
）
中
国
伝
統
医
学
の
形
成
と
三
大
古
典 

 

中
国
伝
統
医
学
は
そ
の
源
流
を
中
国
に
発
す
る
。
こ
の
伝
統
医
学
は
、
殷
（
～
前
十
一
世
紀
頃
）、
西
周
（
～
前
七
七
〇
）、
春
秋
（
前
七
七
〇
～
前
四
〇

三
）
、
戦
国
（
前
四
〇
三
～
前
二
二
一
）、
秦
（
前
二
二
一
～
前
二
〇
二
）
の
時
代
を
通
じ
厖
大
な
経
験
と
知
識
が
集
積
さ
れ
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。 

 

殷
の
甲
骨
文
字
史
料
に
は
神
意
を
問
う
こ
と
が
目
的
で
刻
ま
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
中
に
は
疾
病
に
関
す
る
記
述
も
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
経

験
的
医
療
も
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。『
呂
氏
春
秋
』『
淮
南
子
』
な
ど
に
も
中
国
伝
統
医
学
の
形
成
過
程
の
一
端
が
残
さ
れ
て
い
る

（
一
五
）
。 

 

『
史
記
』
は
前
漢
の
司
馬
遷
が
編
ん
だ
中
国
最
初
の
通
史
。
そ
の
列
伝
（
重
要
人
物
の
伝
記
）
に
は
春
秋
戦
国
時
代
の
伝
説
上
の
名
医
・
扁
鵲
と
、
前
漢

時
代
の
倉
公
淳
于
意
の
伝
記
や
医
療
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
史
記
』
に
次
ぐ
前
漢
の
正
史
『
漢
書
』
に
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
年
前
、
紀
元
前
後
の
宮
廷
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
図
書
の
目
録
「
芸
文
志
」
が

あ
る
。
当
時
、
医
学
は
「
方
技
」
と
称
さ
れ
、
『
漢
書
』
芸
文
志
で
は
医
書
を
方
技
書
と
呼
び
、「
医
経
（
医
学
総
合
理
論
書
）」「
経
方
（
薬
物
治
療
書
）」

「
房
中
（
性
技
養
生
書
）
」「
神
仙
（
不
老
長
生
術
書
）」
の
四
つ
に
分
類
、
総
計
三
十
六
書
八
百
六
十
八
巻
を
収
載
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
当
時
す
で
に

医
学
の
理
論
は
体
系
化
さ
れ
、
専
門
書
が
著
さ
れ
る
ほ
ど
の
水
準
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
他
の
医
学
的
資
料
と
し
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
中
国
で
相
次
い
で
発
掘
さ
れ
た
医
薬
に
関
わ
る
出
土
資
料
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と

し
て
馬
王
堆
医
書
が
挙
げ
ら
れ
る
。
紀
元
前
一
九
三
年
に
長
沙
の
王
侯
と
な
っ
た
利
蒼
と
そ
の
妻
子
の
墓
で
あ
る
、
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
の
出
土
物
に
医
学
資

料
が
含
ま
れ
て
い
た
。
妻
の
墓
で
あ
る
一
号
墓
か
ら
は
婦
人
の
遺
体
が
出
土
。
夫
妻
の
子
の
墓
で
あ
る
三
号
墓
か
ら
は
帛
書
・
竹
簡
・
木
簡
に
書
か
れ
た
十
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四
種
の
医
学
書
も
出
土
し
た
。
す
な
わ
ち
『
足
臂
十
一
脈
灸
経
』『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』『
脈
法
』『
陰
陽
脈
死
候
』『
五
十
二
病
方
』『
養
生
方
『
雑
療
方
』

『
胎
産
書
』『
十
問
』『
天
下
至
道
談
』『
合
陰
陽
方
』『
雑
禁
方
』『
却
穀
食
気
』『
導
引
図
』
の
医
書
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
は
前
漢
の
医
学
思
想
を
伝
え

る
一
級
の
遺
物
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。 

 

湖
北
省
江
陵
県
で
は
張
家
山
漢
墓
が
一
九
八
三
～
八
四
年
に
発
掘
さ
れ
た
。
被
葬
者
は
、
楚
国
人
、
前
漢
王
朝
の
下
級
文
官
と
し
て
九
年
間
勤
務
し
、
没

し
た
の
は
呂
后
二
年
（
前
一
八
六
）
も
し
く
は
そ
の
や
や
後
と
さ
れ
て
い
る
。
張
家
山
漢
墓
か
ら
は
『
脈
書
』『
引
書
』
が
出
土
。『
脈
書
』
は
竹
簡
六
十
六

枚
に
書
か
れ
、
内
容
は
六
十
余
種
の
病
名
、
馬
王
堆
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』『
陰
陽
脈
死
候
』『
脈
法
』
と
類
似
の
文
を
含
む
。『
引
書
』
は
竹
簡
百
十
二
枚

に
書
か
れ
、
内
容
は
四
季
の
養
生
、
導
引
の
術
式
、
導
引
術
を
用
い
た
疾
病
の
治
療
、
導
引
養
生
の
理
論
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
馬
王
堆
『
導
引
図
』

と
類
似
の
術
式
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

か
く
し
て
、
馬
王
堆
（
湖
南
省
）
と
張
家
山
（
湖
北
省
）
か
ら
類
似
の
内
容
を
持
つ
医
学
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
時
こ
れ
ら
の
医
学
が
広
範

囲
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
、『
黄
帝
内
経
』
以
前
の
医
学
を
示
す
資
料
と
し
て
、
そ
の
価
値
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
一
九
七
二
年
に
甘
粛
省
武
威
県
で
発
掘
さ
れ
た
武
威
漢
墓
か
ら
の
出
土
物
に
は
、
木
簡
七
十
八
枚
、
木
牘
十
四
枚
の
医
学
資
料
が
含
ま
れ
て
い

た
。
そ
こ
に
は
箇
条
書
き
で
、
医
薬
処
方
名
、
病
名
、
薬
物
名
、
薬
物
の
量
、
調
合
方
法
、
服
薬
時
間
、
経
穴
名
、
禁
忌
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い
る 

 

ま
た
、
一
九
六
八
年
に
河
北
省
満
城
県
で
発
見
さ
れ
た
満
城
漢
墓
か
ら
は
医
療
器
具
と
さ
れ
る
遺
物
（
金
針
、
銀
針
、
銅
盆
、
銅
薬
匙
な
ど
）
が
出
土
。

金
針
に
は
、
鋒
針
と
目
さ
れ
る
も
の
一
本
、
毫
針
と
目
さ
れ
る
も
の
二
本
、
円
針
と
目
さ
れ
る
も
の
一
本
が
あ
り
、
銀
針
は
円
針
と
目
さ
れ
る
も
の
一
本
が

あ
る
。 

 

あ
る
い
は
、
一
九
九
二
年
に
四
川
省
綿
陽
の
前
漢
墓
（
前
一
七
九
～
前
一
四
一
年
間
）
で
出
土
し
た
黒
漆
塗
り
の
木
製
人
形
に
は
朱
漆
線
で
経
脈
と
目
さ
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れ
て
い
る
線
が
引
か
れ
て
い
た
（
左
右
対
称
に
九
本
、
背
部
正
中
に
一
本
）。 

 

さ
ら
に
二
〇
一
三
年
、
四
川
省
成
都
の
前
漢
墓
で
あ
る
老
官
山
か
ら
漆
経
穴
人
形
と
竹
簡
医
書
が
出
土
し
た
。
出
土
し
た
竹
簡
九
百
二
十
支
の
う
ち
七
百

三
十
六
支
が
医
書
で
九
部
あ
っ
た
。
『
五
色
脈
診
』
『
敝
昔
医
論
』『
脈
死
候
』『
六
十
二
病
法
』『
尺
簡
』『
病
源
』『
経
脈
書
』『
諸
病
証
候
』『
脈
数
』
（『
五

色
脈
診
』
の
み
原
書
に
名
が
あ
り
、
あ
と
は
暫
定
的
付
け
ら
れ
た
書
名
）
。『
経
脈
書
』
は
馬
王
堆
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
や
張
家
山
『
脈
書
』
と
同
系
統
の

経
脈
書
で
あ
り
、『
霊
枢
』
経
脈
篇
に
繫
が
る
内
容
を
持
つ
。
し
か
し
、『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』『
脈
書
』
で
「
歯
脈
」
と
記
さ
れ
て
い
た
脈
が
「
手
陽
明
脈
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、『
霊
枢
』
経
脈
篇
の
「
大
腸
手
陽
明
之
脈
」
の
名
称
に
近
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
注
目
に
値
す
る
。
同
時
に
出
土
し
た
漆
経
穴
人

形
は
、
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
写
真
で
は
詳
細
ま
で
は
分
か
ら
な
い
が
、
白
色
と
赤
色
で
経
脈
と
思
わ
れ
る
線
が
引
か
れ
、
そ
の
線
上
に
は
経
穴
と
思
わ
れ

る
点
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
背
部
の
正
中
に
は
上
か
ら
「
心
」「
肺
」「
肝
」「
胃
」「
腎
」
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
老
官
山
か
ら
出
土
し
た
医
書
と
経
穴
人

形
は
、
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
『
黄
帝
内
経
』
系
の
医
学
と
別
系
統
の
も
の
（
扁
鵲
系
）
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も
あ
る
（
一
六
）
。
今
後
の

画
像
公
開
と
研
究
が
待
た
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
出
土
資
料
か
ら
は
当
時
の
医
学
お
よ
び
医
学
理
論
の
断
片
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
い
ず
れ
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
医

学
理
論
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
編
纂
さ
れ
後
世
へ
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
に
、
前
漢
（
前
二
〇
二
～
九
）
か
ら
後
漢
（
二
五
～
二
二
〇
）
に
成
立
し
た

と
さ
れ
る
『
黄
帝
内
経
』
『
神
農
本
草
経
』
『
張
仲
景
方
（
傷
寒
論
・
金
匱
要
略
）』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
今
な
お
中
国
伝
統
医
学
の
最
重
要
書
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
三
大
古
典
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
『
黄
帝
内
経
』
は
『
黄
帝
内
経
素
問
』『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
か
ら
な
り
、
春
秋
戦
国
時
代
以
来
の
医
論
を

綴
り
合
わ
せ
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

『
素
問
』
は
医
学
理
論
書
で
、
陰
陽
五
行
説
な
ど
を
主
な
理
論
背
景
と
し
て
、
養
生
・
生
理
・
病
理
・
医
学
思
想
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。『
素
問
』
の

伝
承
経
緯
を
略
述
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
五
世
紀
末
に
全
元
起
が
注
解
を
施
し
た
（
全
元
起
本
）。
次
に
、
唐
の
王
冰
が
当
時
の
『
素
問
』
の
伝
本
は
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錯
誤
が
多
く
未
整
理
で
あ
る
た
め
、
全
元
起
本
に
基
づ
き
『
素
問
』
を
改
訂
、
全
元
起
本
に
欠
け
て
い
た
一
巻
分
を
付
け
加
え
（
所
謂
運
気
七
篇
）、
七
六

二
年
に
注
解
書
（
王
冰
本
・
次
注
本
）
を
作
っ
た
。
北
宋
の
政
府
主
導
に
よ
る
医
書
校
勘
・
出
版
事
業
で
は
、
『
素
問
』
は
全
元
起
本
・
王
冰
本
・『
太
素
』

な
ど
に
よ
り
林
億
ら
に
よ
り
校
正
さ
れ
、
一
〇
六
九
年
に
出
版
さ
れ
た
（
新
校
正
本
・
林
億
本
）。
し
か
し
こ
の
北
宋
版
は
現
存
せ
ず
、
現
伝
の
『
素
問
』

で
最
善
と
さ
れ
る
の
は
北
宋
版
に
連
な
る
明
・
十
六
世
紀
の
版
本
（
顧
従
徳
本
）
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
霊
枢
』
は
針
灸
医
学
の
専
門
書
と
も
言
え
る
内
容
で
構
成
さ
れ
る
。
前
述
の
出
土
文
献
で
は
経
脈
は
十
一
本
と
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、『
霊
枢
』
で
は

十
二
本
に
想
定
さ
れ
、
お
の
お
の
独
立
し
て
い
た
経
脈
は
十
二
本
が
繫
が
り
全
身
を
め
ぐ
る
と
い
う
循
環
概
念
が
加
わ
り
、
ま
た
臓
腑
（
六
臓
六
腑
）
と
接

続
す
る
と
い
う
概
念
も
付
加
さ
れ
た
。
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
経
脈
説
は
こ
の
『
霊
枢
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
経
脈
・
経
穴
・
針
具
な
ど

針
灸
医
学
の
重
要
事
項
は
多
く
本
書
を
典
拠
と
し
て
い
る
。 

 

『
神
農
本
草
経
』
は
、
個
々
の
生
薬
の
薬
効
に
つ
い
て
述
べ
た
薬
物
学
書
。
後
漢
代
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
三
百
六
十
五
種
の
動
・
植
・
鉱
物
薬

が
、
薬
効
別
に
分
類
収
録
さ
れ
（
上
品
・
中
品
・
下
品
：
三
品
分
類
と
称
さ
れ
る
）
、
そ
れ
ぞ
れ
別
名
・
気
味
・
産
地
・
薬
効
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
君
臣
佐
使
、
七
情
と
い
っ
た
薬
物
配
合
に
お
け
る
配
慮
、
原
則
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
後
代
の
本
草
学
書
の
基
礎
と
な
っ
た
。 

 

『
張
仲
景
方
』
は
後
漢
の
張
仲
景
が
三
世
紀
の
初
頭
に
著
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』
と
し
て
伝
わ
り
、
こ
の
両
書
は
現
在
も
湯
液

治
療
の
古
典
に
お
い
て
最
も
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。 

 

三
大
古
典
の
ほ
か
に
、
針
灸
に
お
い
て
重
要
古
典
と
さ
れ
る
も
の
に
『
難
経
（
黄
帝
八
十
一
難
経
）』
が
あ
る
。『
難
経
』
は
『
黄
帝
内
経
』
に
基
づ
き
つ

つ
独
特
と
も
言
え
る
医
論
を
展
開
、
八
十
一
の
問
答
形
式
で
述
べ
た
書
。
扁
鵲
（
秦
越
人
）
の
作
と
さ
れ
る
が
こ
れ
は
偽
託
で
、
後
漢
頃
の
作
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
内
容
は
脈
・
経
絡
・
臓
腑
・
病
侯
・
経
穴
・
治
法
な
ど
、
針
術
の
理
論
と
臨
床
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
現
伝
す
る
『
難
経
』
の
最
善
テ
キ

ス
ト
は
『
難
経
集
注
』
と
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
『
難
経
』
の
古
い
注
釈
を
集
め
た
も
の
で
、
呉
の
呂
広
、
初
唐
の
楊
玄
操
、
北
宋
の
丁
徳
用
・
虞
庶
・
楊
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康
侯
の
注
釈
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
元
代
に
は
滑
寿
（
伯
仁
）
が
『
難
経
本
義
』
（
一
三
六
一
年
成
）
を
著
し
、
本
書
は
日
本
で
広
く
流
布
し
『
難
経
』
読

解
研
究
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。 

 
（
二
）
唐
代
ま
で
の
医
学 

 

中
国
伝
統
医
学
の
基
本
典
籍
が
編
ま
れ
た
漢
代
の
後
に
、
三
国
（
二
二
〇
～
二
六
五
）、
西
晋
（
二
六
五
～
三
一
七
）、
東
晋
・
五
胡
十
六
国
（
三
一
七
～

四
二
〇
）
、
南
北
朝
（
四
二
〇
～
五
八
九
）
、
隋
（
五
八
九
～
六
一
八
）、
唐
（
六
一
八
～
九
〇
七
）
と
時
代
が
続
き
、
三
大
古
典
を
基
本
と
し
て
さ
ら
に
経

験
と
知
見
を
積
み
重
ね
て
医
書
が
編
ま
れ
た
。 

 

『
脈
経
』
は
西
晋
の
太
医
令
・
王
叔
和
の
撰
と
さ
れ
、
二
八
〇
年
頃
に
成
立
。『
黄
帝
内
経
』『
張
仲
景
方
』『
難
経
』
な
ど
種
々
の
医
書
を
引
用
し
、
脈

診
、
経
絡
、
治
療
な
ど
を
述
べ
た
総
合
医
学
書
。『
甲
乙
経
（
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
）』
は
皇
甫
謐
に
よ
り
三
世
紀
後
半
に
著
さ
れ
た
書
で
、『
素
問
』『
九

巻
（
霊
枢
）』
『
明
堂
』
を
事
類
ご
と
に
再
編
纂
し
て
編
ま
れ
た
。
同
書
は
針
灸
学
の
基
本
典
籍
と
し
て
後
世
尊
ば
れ
た
。 

 

本
草
学
書
と
し
て
は
、
陶
弘
景
の
『
本
草
経
集
注
』（
五
〇
〇
年
頃
）、
蘇
敬
ら
に
よ
る
中
国
初
の
勅
撰
正
統
本
草
書
『
新
修
本
草
』（
六
五
九
年
成
）
な

ど
が
あ
る
。 

 

『
黄
帝
内
経
太
素
』
は
、
唐
の
初
め
頃
（
六
二
〇
年
代
）
楊
上
善
が
『
素
問
』『
針
経
（
霊
枢
）』
の
内
容
を
事
類
別
に
再
編
集
し
、
注
釈
を
加
え
て
編
纂

し
た
。
中
国
で
は
宋
代
に
は
散
失
し
た
が
、
平
安
時
代
の
写
本
が
京
都
の
仁
和
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
黄
帝
内
経
明
堂
』
は
経
脈
・
経
穴
に
関
す
る
専

門
書
で
、
唐
初
（
七
世
紀
前
半
）
に
『
太
素
』
と
同
じ
く
楊
上
善
が
注
解
を
施
し
た
。
本
書
も
ま
た
中
国
で
は
失
わ
れ
た
が
、
日
本
の
仁
和
寺
と
尊
経
閣
文

庫
に
巻
一
が
現
存
す
る
。 

 

こ
の
時
代
に
著
さ
れ
た
書
で
後
世
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
も
の
に
、
陳
延
之
が
五
世
紀
後
半
に
著
し
た
『
小
品
方
』、
巣
元
方
ら
が
勅
を
奉
じ
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て
編
纂
し
た
『
諸
病
源
候
論
』
（
六
一
〇
年
成
）、
孫
思
邈
が
七
世
紀
半
ば
に
著
し
た
医
学
全
書
『
千
金
方
』、
王
燾
に
よ
り
七
五
二
年
に
編
纂
さ
れ
た
医
学

全
書
『
外
台
秘
要
方
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 
（
三
）
宋
代
～
清
代
の
医
学 

 

唐
が
滅
亡
し
て
後
、
五
代
十
国
（
九
〇
七
～
九
六
〇
）
を
経
て
、
宋
（
九
六
〇
～
一
二
七
九
）
が
中
国
を
統
一
す
る
。
そ
し
て
、
中
国
東
北
部
で
は
遼
（
九

一
六
～
一
一
二
五
）・
金
（
一
一
一
五
～
一
二
三
四
）
と
非
漢
民
族
に
よ
る
王
朝
が
続
き
、
元
（
一
二
七
一
～
一
三
六
八
）
に
い
た
っ
て
中
国
全
土
が
支
配

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
元
を
倒
し
て
漢
民
族
に
よ
る
明
（
一
三
六
八
～
一
六
四
四
）
が
建
国
さ
れ
、
中
国
最
後
の
王
朝
・
清
（
一
六
四
四
～
一
九
一
二
）
へ
と

続
く
。 

 

宋
代
に
は
い
る
と
印
刷
技
術
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
。
医
書
も
多
数
印
刷
出
版
さ
れ
た
。
従
来
、
国
子
監
で
行
わ
れ
て
い
た
医
書
の
校
刊
は
、
一
〇

五
七
年
に
校
正
医
書
局
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
こ
こ
が
担
い
、
多
数
の
医
書
が
校
刊
さ
れ
た
。 

 

ま
た
宋
代
に
は
『
太
平
聖
恵
方
』
百
巻
（
九
九
二
年
刊
）、『
聖
済
総
録
』
二
百
巻
（
一
一
一
一
～
一
八
年
成
）
と
い
っ
た
大
部
の
医
学
全
書
も
編
纂
さ
れ

た
。
あ
る
い
は
国
定
処
方
集
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』（
一
一
〇
七
～
一
〇
年
成
）
が
発
刊
さ
れ
、
同
書
は
わ
が
国
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

 

当
時
諸
説
あ
っ
た
経
絡
経
穴
学
説
の
統
一
を
図
る
た
め
、
勅
命
に
よ
り
王
惟
一
が
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』（
一
〇
二
七
年
刊
）
を
編
纂
し
、
同
年
に
は

経
穴
を
穿
っ
た
銅
人
形
（
等
身
の
標
準
経
穴
人
形
）
も
鋳
造
さ
れ
た
。
本
書
は
経
脈
・
経
穴
の
諸
説
を
考
定
し
、
十
四
経
脈
の
流
注
を
明
示
、
経
穴
の
位
置
・

所
属
経
脈
・
主
治
な
ど
を
示
し
た
書
で
、
経
脈
経
穴
の
標
準
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
。
ま
た
本
書
は
「
穴
腧
都
数
」
一
巻
を
付
し
石
碑
に
も
刻
さ
れ
一
般
公
開

さ
れ
た
。 

 

前
述
の
『
難
経
集
注
』
も
こ
の
頃
に
な
っ
た
。
本
書
の
成
立
刊
行
経
緯
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
中
国
で
は
亡
失
し
、
日
本
で
の
み
伝
存
し
た
。
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我
が
国
で
は
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
武
村
市
兵
衛
刊
本
、
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
濯
纓
堂
刊
本
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
林
述
斎
『
佚
存
叢
書
』
本

の
版
本
が
あ
る
。
ま
た
近
年
、
室
町
後
期
～
江
戸
前
期
の
写
し
と
見
ら
れ
る
一
本
（
森
立
之
旧
蔵
）
が
現
れ
影
印
出
版
さ
れ
た
（
一
七
）
。 

 

宋
の
後
半
期
は
金
の
侵
攻
に
よ
り
中
国
の
南
半
分
に
撤
退
、
こ
れ
以
降
を
南
宋
（
一
一
二
七
～
一
二
七
九
）
と
い
う
。
こ
の
時
代
に
編
ま
れ
た
『
針
灸
資

生
経
』
（
一
二
二
〇
年
刊
）
は
王
執
中
に
よ
る
針
灸
書
。
多
数
の
針
灸
関
係
の
文
献
を
用
い
、
自
己
の
経
験
を
加
え
て
著
さ
れ
た
。 

 

金
・
元
の
時
代
に
は
、
金
元
四
大
家
と
称
さ
れ
る
医
家
達
を
筆
頭
に
、
三
大
古
典
の
理
論
を
統
合
し
発
展
さ
せ
る
試
み
が
起
こ
っ
た
。
劉
完
素
（
河
間
）

は
心
火
を
降
し
、
腎
水
を
益
す
こ
と
を
治
療
の
軸
と
し
、
寒
涼
派
と
称
さ
れ
る
。
主
著
に
『
素
問
玄
機
原
病
式
』（
一
一
五
四
年
頃
成
）、『
黄
帝
素
問
宣
明

論
方
』（
一
一
七
二
年
成
）
が
あ
る
。
張
子
和
（
従
正
）
は
汗
吐
下
の
療
法
を
多
用
し
、
攻
下
派
と
称
さ
れ
る
。
主
著
に
『
儒
門
事
親
』（
一
二
二
八
年
頃
成
）

が
あ
る
。
李
東
垣
（
杲
）
は
脾
胃
（
五
行
の
土
）
を
養
う
こ
と
を
重
視
し
、
補
土
派
と
称
さ
れ
る
。
主
著
に
『
脾
胃
論
』（
一
二
四
九
年
成
）、『
内
外
傷
弁

惑
論
』（
一
二
四
七
年
成
）
、『
蘭
室
秘
蔵
』（
一
二
五
一
年
成
）
が
あ
る
。
朱
丹
渓
（
震
亨
）
は
陰
の
不
足
を
補
う
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
養
陰
派
と
称
さ
れ

る
。
主
著
に
『
格
致
余
論
』（
一
三
四
七
年
成
）
、『
局
方
発
揮
』（
一
三
四
七
年
以
後
成
）
が
あ
る
。
劉
完
素
・
張
子
和
は
劉
張
医
学
と
称
さ
れ
、
瀉
法
に
重

き
を
置
く
。
朱
丹
渓
・
李
東
垣
は
李
朱
医
学
と
称
さ
れ
、
補
養
を
主
と
す
る
。
い
ず
れ
も
後
世
へ
の
影
響
は
大
き
い
。
わ
が
国
へ
は
李
朱
医
学
、
と
く
に
朱

丹
渓
学
派
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
金
・
元
時
代
の
医
家
に
は
、
金
元
医
学
の
端
緒
を
開
き
李
東
垣
の
師
で
も
あ
る
張
元
素
（
潔
古
）、
張
元
素
・

李
東
垣
に
師
事
し
そ
の
医
論
を
進
展
さ
せ
た
王
好
古
、『
傷
寒
論
』
解
釈
に
独
自
の
理
論
展
開
を
み
せ
た
成
無
己
な
ど
が
い
る
。
滑
寿
（
伯
仁
）
は
経
絡
経

穴
書
『
十
四
経
発
揮
』
、
『
難
経
』
の
解
説
書
『
難
経
本
義
』
を
著
し
た
。
両
書
は
わ
が
国
に
お
い
て
特
に
好
ま
れ
、
幾
度
も
翻
刻
さ
れ
大
い
に
流
布
し
た
。 

 

明
代
に
編
ま
れ
た
『
黄
帝
内
経
』
の
研
究
解
説
書
に
は
、
馬
玄
台
の
『
黄
帝
内
経
素
問
・
霊
枢
註
証
発
微
』（
一
五
八
六
年
刊
・
一
五
八
八
年
刊
）、
張
介

賓
の
『
類
経
』（
一
六
二
四
年
序
刊
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
で
も
広
く
流
布
し
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
本
草
書
に
は
、
劉
文
泰
ら
に
よ
る
勅
撰
の
『
本

草
品
彙
精
要
』
（
一
五
〇
五
年
成
）
が
あ
り
、
ま
た
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』（
一
五
七
八
年
成
）
が
あ
る
。
医
方
書
は
数
多
く
、
熊
宗
立
の
『
医
書
大
全
』
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（
一
四
四
六
年
自
序
刊
）、
虞
摶
の
『
医
学
正
伝
』（
一
五
一
五
年
成
）、
李
梴
の
『
医
学
入
門
』（
一
五
七
五
年
成
）、
龔
廷
賢
の
『
万
病
回
春
』（
一
五
八
七

年
成
）
な
ど
が
あ
る
。
針
灸
書
で
は
、
徐
鳳
の
『
針
灸
大
全
』（
一
四
三
九
年
刊
）、
高
武
の
『
針
灸
聚
英
』（
一
五
一
九
年
刊
）、
楊
継
洲
の
『
針
灸
大
成
』

（
一
六
〇
一
年
刊
）
な
ど
が
著
さ
れ
た
。 

 

清
代
の
代
表
的
医
学
書
に
は
、
勅
命
に
よ
り
編
刊
さ
れ
た
『
医
宗
金
鑑
』（
一
七
四
二
年
刊
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
明
の
呉
有
性
の
『
温
疫
論
』（
一

六
四
二
年
成
）
を
端
緒
に
、
葉
天
士
の
『
温
熱
論
』
（
十
八
世
紀
前
半
成
）、
呉
鞠
通
の
『
温
病
条
弁
』（
一
七
九
八
年
成
）
な
ど
温
病
学
に
関
す
る
書
も
著

さ
れ
た
。 

 

清
末
か
ら
中
華
民
国
（
一
九
一
二
～
一
九
四
九
）
の
時
代
に
は
、
西
洋
医
学
の
流
入
な
ど
に
よ
り
伝
統
医
学
継
承
の
危
機
に
面
す
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、

種
々
の
活
動
に
よ
り
途
絶
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
中
華
人
民
共
和
国
（
一
九
四
九
～
）
に
至
っ
て
、
新
政
府
の
指
導
の
も
と
従
来
の
伝
統
医
学
理
論
の
整

理
・
統
合
が
行
わ
れ
、
所
謂
現
代
中
医
学
理
論
と
称
さ
れ
る
体
系
が
整
備
さ
れ
た
。 

 

二
．
日 

 

本 

 

（
一
）
平
安
時
代
ま
で
の
医
学 

 

日
本
へ
の
中
国
伝
統
医
学
の
伝
播
は
、
他
の
大
陸
文
化
と
同
じ
く
六
世
紀
頃
ま
で
は
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。
医
薬
書
伝
来
の
記
録
は
呉
人
の
智

聡
が
半
島
経
由
で
「
薬
書
・
明
堂
図
」
な
ど
を
将
来
（
五
六
二
か
）
し
た
こ
と
が
残
る
（
一
八
）
。 

 

平
安
時
代
（
七
九
四
～
一
一
九
二
）
に
は
、
七
世
紀
か
ら
の
遣
唐
使
、
平
安
中
期
か
ら
の
日
宋
貿
易
を
通
じ
、
中
国
と
の
直
接
交
流
が
行
わ
れ
医
学
文
化

が
直
接
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
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丹
波
康
頼
に
よ
り
九
八
四
年
に
著
さ
れ
た
『
医
心
方
』
は
、
そ
の
内
容
は
医
学
全
般
を
網
羅
し
薬
物
・
飲
食
・
養
生
・
房
中
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
隋
唐
代
ま
で
の
医
書
の
引
用
か
ら
な
り
、
現
在
は
失
わ
れ
た
医
書
か
ら
の
引
用
も
多
く
含
み
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
貴
重
な
書
で
あ
る
。 

 
（
二
）
鎌
倉
時
代
～
安
土
桃
山
時
代
の
医
学 

 

武
家
に
政
権
が
移
っ
て
い
く
鎌
倉
時
代
（
一
一
九
二
～
一
三
三
六
）、
そ
し
て
南
北
朝
時
代
（
一
三
三
六
～
一
三
九
二
）
を
経
て
、
足
利
氏
に
よ
る
武
家

政
権
が
行
わ
れ
た
室
町
時
代
（
一
三
九
二
～
一
五
七
三
）、
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
が
政
権
を
握
る
安
土
桃
山
時
代
（
一
五
七
三
～
一
六
〇
三
）
へ
と
続
く
。 

 

鎌
倉
時
代
に
は
、
医
学
の
担
い
手
が
宮
廷
医
か
ら
僧
医
た
ち
に
移
っ
た
。
そ
し
て
、
宋
か
ら
渡
来
し
た
医
書
を
積
極
的
に
受
容
し
医
学
書
が
著
さ
れ
た
。

僧
医
・
梶
原
性
全
に
よ
る
『
頓
医
抄
』
（
一
三
〇
二
ま
た
〇
四
年
成
）
や
『
万
安
方
』（
一
三
一
三
～
二
七
年
初
稿
成
）、
同
じ
く
僧
医
の
有
林
に
よ
る
『
福

田
方
』
（
十
四
～
十
五
世
紀
成
）
は
そ
の
代
表
と
言
え
る
書
で
あ
る
。 

 

室
町
時
代
に
は
日
明
貿
易
が
行
わ
れ
、
明
の
医
学
文
化
が
積
極
的
に
吸
収
さ
れ
た
。
明
に
留
学
・
帰
朝
し
た
医
師
の
代
表
的
人
物
に
は
竹
田
昌
慶
、
月
湖
、

坂
浄
運
、
半
井
明
親
、
吉
田
宗
桂
ら
が
い
る
。
当
時
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
明
初
の
医
学
で
あ
り
、
こ
と
に
李
朱
医
学
は
後
の
日
本
漢
方
発
展
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。 

 

室
町
末
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
最
も
著
名
な
医
師
に
曲
直
瀬
道
三
が
い
る
。
道
三
は
、
李
朱
医
学
を
学
び
、
ま
た
宋
か
ら
明
の
中
国
医
書
を

独
自
の
考
え
に
基
づ
き
整
理
し
て
多
く
の
医
書
を
著
し
た
。
そ
の
功
労
か
ら
日
本
医
学
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
。 

 

（
三
）
中
世
ま
で
の
針
灸 

 

上
述
の
通
り
、
中
世
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
中
国
伝
統
医
学
思
想
の
受
容
は
、
平
安
時
代
ま
で
の
受
容
を
主
に
す
る
時
期
と
、
鎌
倉
～
安
土
桃
山
時
代
に
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お
け
る
宋
～
明
医
書
の
積
極
的
受
容
と
そ
の
日
本
的
咀
嚼
が
行
わ
れ
始
め
る
時
期
と
い
っ
た
様
相
が
見
て
取
れ
よ
う
。
本
項
で
は
、
本
論
攷
と
も
深
く
関
わ

る
日
本
の
中
世
ま
で
の
針
灸
に
特
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
概
略
を
述
べ
る
。 

 

我
が
国
の
医
書
に
お
け
る
針
灸
治
療
に
関
す
る
記
述
は
、
十
六
世
紀
半
ば
ま
で
は
多
く
は
見
ら
れ
な
い
。
今
、
そ
れ
ら
の
う
ち
代
表
的
著
述
を
概
観
し
、

当
時
の
針
灸
治
療
に
つ
い
て
そ
の
あ
ら
ま
し
を
見
て
み
た
い
。 

 

丹
波
康
頼
の
『
医
心
方
』〔
永
観
二
年
（
九
八
四
）
成
〕
で
は
巻
二
が
針
灸
に
あ
て
ら
れ
、
経
穴
の
位
置
、
針
灸
の
禁
忌
お
よ
び
禁
針
穴
・
禁
灸
穴
（
針

灸
を
施
す
こ
と
を
避
け
る
べ
き
経
穴
）
、
針
具
・
灸
具
、
針
灸
法
な
ど
が
、
六
朝
・
隋
唐
を
中
心
と
し
た
中
国
医
書
か
ら
の
引
用
を
も
っ
て
記
さ
れ
る
（
一
九
）
。

本
書
に
引
か
れ
る
針
灸
の
特
徴
は
次
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。「
内
科
的
諸
疾
患
一
般
に
は
孔
穴
（
経
穴
）
へ
の
施
灸
、
癰
疽
な
ど
の
外
科
的
諸
疾
患

に
は
直
接
患
部
に
針
ま
た
は
灸
で
施
術
す
る
と
い
う
も
の
で
、
…
…
。
こ
う
し
た
灸
法
中
心
の
針
灸
は
、
六
朝
～
隋
唐
の
針
灸
の
影
響
で
あ
る
」、「
経
脈
に

対
す
る
否
定
的
姿
勢
が
あ
る
」（
二
〇
）
。
六
朝
～
隋
唐
代
に
は
、
針
治
療
を
危
険
で
あ
る
と
し
灸
治
療
が
多
く
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
、『
肘
後
備
急
方
』（
晋
・

葛
洪
原
撰
、
梁
・
陶
弘
景
補
訂
）（
二
一
）
、
『
外
台
秘
要
方
』〔
唐
・
王
燾
、
天
宝
十
一
年
（
七
五
二
）
成
〕（
二
二
）

に
そ
の
跡
が
見
ら
れ
る
。 

 

『
座
右
抄
』
は
、
倉
部
侍
郎
に
よ
る
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
筆
写
本
が
伝
存
（
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）。
人
神
の
所
在
に
基
づ
く
針
灸
の
禁

忌
（
施
術
可
不
可
の
日
・
年
）
を
記
し
た
書
。
佚
書
か
ら
の
引
用
が
多
い
点
に
お
い
て
も
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
。 

 

惟
宗
具
俊
の
『
医
談
抄
』（
十
三
世
紀
後
半
成
？
）（
二
三
）

は
、
鎌
倉
時
代
の
宮
廷
医
に
よ
る
医
学
随
筆
集
。
本
書
に
は
針
治
療
に
関
す
る
記
述
が
散
見
さ

れ
る
も
の
の
、
「
療
不
如
灸
事
」
の
篇
を
た
て
る
な
ど
灸
に
関
す
る
記
述
が
多
い
。
灸
治
療
を
重
視
し
、
ま
た
当
時
灸
治
療
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
。 

 

惟
宗
時
俊
の
『
続
添
要
穴
集
』〔
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
成
〕
は
、
上
巻
の
巻
首
よ
り
第
三
十
篇
ま
で
が
現
存
す
る
。
時
俊
序
に
よ
る
と
、
旧
伝
の
『
要

穴
之
抄
』
に
時
俊
が
続
添
し
て
本
書
を
な
し
た
と
い
う
。
各
種
の
病
症
に
対
す
る
灸
に
よ
る
処
方
（
施
術
経
穴
）
を
中
国
医
書
か
ら
の
引
用
に
よ
り
示
し
て
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い
る
。
現
存
部
分
に
よ
る
と
、
原
本
部
に
は
『
千
金
方
』
を
中
心
に
『
明
堂
経
』『
耆
婆
方
』『
小
品
方
』
な
ど
を
引
用
し
、
続
添
部
に
は
『
銅
人
腧
穴
針
灸

図
経
』
『
太
平
聖
恵
方
』
な
ど
宋
刊
本
に
基
づ
く
書
を
引
用
し
て
い
る
。 

 

梶
原
性
全
の
『
頓
医
抄
』〔
乾
元
元
年
（
一
三
〇
二
）
ま
た
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
成
〕
で
は
、
針
灸
に
関
し
て
は
巻
四
十
二
に
経
穴
百
二
十
七
穴
に

つ
い
て
、
各
穴
ご
と
に
部
位
、
主
治
症
、
灸
法
を
王
惟
一
の
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』〔
天
聖
五
年
（
一
〇
二
七
）
刊
〕
を
中
心
に
引
用
す
る
。
多
く
の
穴

で
は
灸
法
の
み
を
あ
げ
、
針
法
は
採
録
し
て
い
な
い
（
二
四
）
。
第
四
十
三
は
五
蔵
論
、
巻
四
十
四
は
五
蔵
図
と
十
二
経
脈
図
と
と
も
に
解
説
を
載
せ
る
。 

 

久
志
本
常
光
の
『
管
蠡
草
灸
診
抄
』〔
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
跋
〕
は
、
跋
に
よ
る
と
常
光
の
『
管
蠡
備
急
方
』（
天
文
三
年
成
）
の
続
編
と
し
て
編
ま

れ
、
本
草
主
治
・
針
灸
腧
穴
（
経
穴
）・
診
切
脈
法
か
ら
な
る
。
針
灸
腧
穴
部
分
で
は
針
具
・
灸
具
、
針
法
・
灸
法
、
禁
忌
、
経
穴
の
記
述
が
あ
る
が
（
二
五
）
、

分
量
的
に
は
経
穴
の
記
載
が
大
半
を
占
め
る
。
そ
の
経
穴
の
記
載
は
お
よ
そ
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
の
引
用
か
ら
な
る
。 

 

『
康
富
記
』（
二
六
）

の
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
十
月
十
七
日
条
に
は
称
光
天
皇
の
癰
（
で
き
も
の
）
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
そ
の
治
療
と
し
て
針
治
を

進
言
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、「
宮
廷
に
針
博
士
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
と
き
に
役
立
て
る
た
め
で
あ
る
」
と
し
、
ま
た
康
富
は
「
宮
廷
の
医

師
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
時
、
役
に
立
つ
医
師
が
い
な
い
の
は
医
道
の
零
落
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
（
二
七
）
。
こ
れ
は
、
当
時
針
治
療
は
癰
腫
な
ど
に
対
す

る
外
科
的
処
置
に
多
く
用
い
ら
れ
、
ま
た
そ
の
技
術
に
宮
廷
医
は
精
通
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
種
々
の
日
記
史
料
に
も
や
は
り

灸
を
主
に
用
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
二
八
）
。 

 

以
上
、
十
六
世
紀
半
ば
ま
で
の
本
邦
医
書
に
お
け
る
針
灸
の
記
述
を
概
観
し
た
。
従
来
述
べ
ら
れ
て
き
た
如
く
（
二
九
）
、
当
時
は
諸
病
の
治
療
に
は
灸
が
主

に
用
い
ら
れ
、
針
は
主
に
癰
腫
や
外
科
領
域
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
針
灸
治
療
の
総
論
・
各
論
を
網
羅
す
る
よ
う
な
針
灸
専
門

書
は
見
ら
れ
ず
、
日
本
独
自
の
針
灸
術
も
こ
れ
ら
の
書
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
中
国
医
書
か
ら
の
引
用
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
針
灸
治
療
は
、
残
さ
れ
た
資
料
の
少
な
さ
も
あ
り
未
だ
詳
細
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。 
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先
に
述
べ
た
通
り
、
病
気
の
治
療
に
は
灸
が
主
に
用
い
ら
れ
、
針
は
主
に
癰
腫
や
外
科
領
域
に
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
永
禄
（
一
五
五
八
～
一
五
七
〇
）

頃
か
ら
慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
な
る
と
、『
黄
帝
内
経
』
を
基
礎
と
す
る
所
謂
「
内
経
系
医
学
」
の
み
な
ら
ず
仏
教
系
医
学
や
道
教
に
影
響
を

受
け
、
針
治
療
を
中
心
と
し
た
諸
流
派
が
勃
興
し
た
。
十
六
世
紀
半
ば
以
降
、
慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
以
降
に
な
っ
て
徐
々
に
針
灸
書
が
編
ま
れ
、

日
本
独
特
と
も
言
え
る
針
灸
術
が
発
展
し
た
。
今
新
流
（
三
〇
）
、
吉
田
流
（
三
一
）
、
無
分
流
・
意
斎
流
（
三
二
）
、
雲
海
士
流
（
三
三
）
、
入
江
流
（
三
四
）
、
匹
地
流
（
三
五
）
、

扁
鵲
新
流
（
三
六
）

な
ど
で
あ
る
。
小
槌
を
用
い
る
打
針
術
や
、
管
を
用
い
る
管
針
術
と
い
っ
た
、
副
針
具
を
用
い
た
針
術
な
ど
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
大
き

な
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
本
針
灸
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
時
期
の
代
表
的
人
物
に
御
薗
意
斎
、
入
江
頼
明
ら
が
い
る
。 

 

そ
し
て
こ
れ
以
降
、
十
七
世
紀
半
ば
以
降
の
活
発
な
針
灸
書
の
出
版
へ
と
繫
が
る
。
大
浦
宏
勝
は
、
こ
れ
ら
諸
流
派
の
ル
ー
ツ
に
は
「
①
中
世
仏
教
医
学

の
理
論
を
基
礎
と
し
た
禅
僧
や
神
官
を
開
祖
と
す
る
針
灸
術
の
流
れ
」（
無
分
流
・
吉
田
流
な
ど
）
と
、「
②
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
を
機
と
し
て
渡
来
し
た
明
医

や
朝
鮮
医
の
伝
授
を
受
け
て
出
発
し
た
針
灸
術
の
流
れ
」（
吉
田
流
・
匹
地
流
・
雲
海
士
流
・
入
江
流
な
ど
）
が
あ
り
、「
そ
の
上
で
、
③
慶
長
以
後
、
と
り

わ
け
江
戸
初
期
に
は
出
版
事
情
が
格
段
に
進
歩
し
」
「
中
国
医
学
の
積
極
的
受
容
は
、
針
灸
医
学
の
理
論
的
発
展
と
と
も
に
針
術
の
技
術
的
発
展
を
も
積
極

的
に
促
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
三
七
）
。 

 

（
四
）
江
戸
時
代
か
ら
現
代
の
医
学 

 

徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
き
、
江
戸
時
代
（
一
六
〇
三
～
一
八
六
八
）
が
幕
を
開
け
た
。 

 

十
六
世
紀
に
は
朝
鮮
か
ら
活
字
印
刷
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
古
活
字
版
が
盛
行
、
文
禄
・
寛
永
年
間
（
一
五
九
二
～
一
六
四
四
）
に
は
多
数
の
医
書
が
出
版

さ
れ
た
。
寛
永
以
降
は
再
び
木
版
に
よ
る
医
書
出
版
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
印
刷
本
の
流
布
は
医
学
知
識
の
水
準
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
た
。 

 

安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
前
期
に
活
躍
し
た
曲
直
瀬
道
三
の
養
嗣
子
・
玄
朔
は
道
三
の
医
術
を
継
承
、
そ
の
門
か
ら
多
く
の
名
医
を
輩
出
し
た
。 
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十
七
世
紀
後
半
、
元
禄
時
代
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
を
迎
え
る
と
日
本
漢
方
の
独
自
化
が
大
き
く
進
み
、『
傷
寒
論
』
を
基
本
テ
キ
ス
ト
と
す
る
古

方
派
が
出
現
し
た
。
そ
の
代
表
的
人
物
に
は
名
古
屋
玄
医
・
後
藤
艮
山
・
香
川
修
庵
・
内
藤
希
哲
・
山
脇
東
洋
・
吉
益
東
洞
ら
が
い
る
。 

 

元
禄
時
代
の
前
後
に
は
、
前
述
の
針
灸
諸
流
派
に
加
え
更
に
多
様
な
針
灸
流
派
が
興
っ
た
。
中
で
も
杉
山
和
一
を
開
祖
と
す
る
杉
山
流
・
杉
山
真
伝
流
は

現
代
に
至
る
ま
で
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
和
一
は
幼
時
に
失
明
、
針
術
に
志
し
た
。
の
ち
将
軍
綱
吉
に
厚
遇
を
受
け
、
奥
医
師
、
初
代
関
東
総
検

校
を
任
じ
た
。
視
覚
障
害
者
の
教
育
、
自
立
の
道
を
開
い
た
功
績
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

 

江
戸
後
期
に
は
、
臨
床
を
第
一
義
と
し
て
、
学
派
に
と
ら
わ
れ
ず
諸
派
の
長
所
を
取
り
入
れ
る
医
家
も
現
れ
た
。
折
衷
派
と
称
さ
れ
る
こ
の
医
家
に
は
和

田
東
郭
、
華
岡
青
洲
、
本
間
棗
軒
な
ど
が
い
る
。 

 

江
戸
後
期
か
ら
幕
末
に
は
、
江
戸
医
学
館
を
中
心
と
し
て
古
典
医
籍
の
蒐
集
・
研
究
に
多
大
な
業
績
を
残
し
た
考
証
学
派
が
活
躍
し
た
。
多
紀
元
簡
・
元

堅
、
伊
沢
蘭
軒
、
渋
江
抽
斎
、
小
島
宝
素
、
森
立
之
ら
を
中
心
と
し
て
、
医
書
の
研
究
、
整
理
、
復
刻
事
業
を
行
っ
た
。 

 

徳
川
幕
府
に
代
わ
り
新
政
府
が
成
立
し
明
治
時
代
（
一
八
六
八
～
一
九
一
二
）
を
迎
え
る
と
、
様
々
な
方
面
で
西
洋
化
が
急
速
に
押
し
進
め
ら
れ
た
。
一

八
七
五
年
、
明
治
政
府
は
西
洋
医
学
に
よ
る
医
師
開
業
試
験
を
実
施
。
漢
方
医
た
ち
は
漢
方
存
続
運
動
を
展
開
し
た
が
、
一
八
九
五
年
の
国
会
第
八
議
会
に

お
い
て
漢
医
継
続
願
は
否
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
漢
方
医
学
は
そ
の
命
脈
を
保
ち
、
和
田
啓
十
郎
『
医
界
之
鉄
椎
』（
一
九
一
〇
年
刊
）、
湯
本
求
真
『
皇
漢

医
学
』
（
一
九
二
七
年
刊
）
な
ど
の
著
述
に
よ
り
漢
方
医
学
の
有
用
性
が
説
か
れ
、
昭
和
に
入
る
と
再
び
脚
光
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

太
平
洋
戦
争
後
、
針
灸
は
前
近
代
的
で
あ
る
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
改
革
を
迫
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
業
界
は
運
動
を
展
開
、
現
在
の
身
分
法
（
あ
ん
摩
マ

ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
等
に
関
す
る
法
律
）
の
前
身
が
制
定
さ
れ
た
。
現
代
の
日
本
で
針
灸
あ
る
い
は
按
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
を
業

と
し
て
行
う
た
め
に
は
、
高
等
学
校
卒
業
後
に
法
律
で
認
め
ら
れ
た
学
校
ま
た
は
養
成
施
設
で
三
年
以
上
学
び
国
家
試
験
を
受
験
し
、
合
格
し
て
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
免
許
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
国
家
資
格
と
な
っ
て
い
る
。 
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近
年
、
中
国
伝
統
医
学
は
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
国
際
化
し
て
い
く
潮
流
の
中
で
、
そ
の
標
準
化
が
海
外
よ
り
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
近
頃
で
は
伝
統
医
学
用
語
や
経
穴
部
位
の
標
準
化
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。 
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第
二
節 
経
脈
経
穴
学
の
歴
史 

   

前
節
に
お
い
て
、
中
国
伝
統
医
学
の
歴
史
を
そ
の
源
流
か
ら
現
代
ま
で
概
観
し
た
。
日
本
に
お
け
る
中
国
医
学
思
想
の
受
容
は
、
平
安
時
代
ま
で
の
唐
代

ま
で
を
中
心
と
し
た
医
書
の
受
容
を
主
に
す
る
時
期
と
、
そ
の
後
の
鎌
倉
～
安
土
桃
山
時
代
に
お
け
る
宋
～
明
医
書
の
積
極
的
受
容
と
そ
の
日
本
的
咀
嚼

が
行
わ
れ
始
め
る
時
期
と
い
う
様
相
が
見
て
取
れ
よ
う
。
ま
た
、
針
灸
に
お
い
て
は
十
六
世
紀
半
ば
以
降
、
慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
以
降
に
な
っ

て
徐
々
に
針
灸
書
が
編
ま
れ
日
本
独
特
と
も
言
え
る
針
灸
術
が
発
展
し
た
。
そ
し
て
、
十
七
世
紀
半
ば
以
降
の
活
発
な
針
灸
書
の
出
版
へ
と
繫
が
る
。 

 

そ
こ
で
本
節
で
は
以
下
に
お
い
て
、
本
論
攷
で
検
討
す
る
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
に
お
い
て
主
に
取
り
あ
げ
る
経
穴
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的

経
緯
を
明
確
に
し
、
日
本
中
世
に
お
け
る
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
経
脈
経
穴
学
の
歴
史
を
後
代
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

代
表
的
医
書
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
概
観
し
て
み
た
い
（
三
八
）
。 

 

一
．
経
脈
説
の
形
成 

  

正
経
十
二
経
脈
に
基
づ
い
た
医
説
を
経
脈
説
と
い
い
、
そ
の
骨
幹
は
『
霊
枢
』
経
脈
篇
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の
経
脈
篇
の
祖
型
と
も
言
え

る
医
書
が
二
十
世
紀
末
に
相
次
い
で
出
土
し
た
。
馬
王
堆
医
書
、
張
家
山
医
書
で
あ
る
。 
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馬
王
堆
医
書
は
、
一
九
七
二
～
七
四
年
に
か
け
て
中
国
湖
南
省
長
沙
に
あ
る
紀
元
前
二
世
紀
の
墳
墓
か
ら
出
土
し
た
十
四
種
の
医
書
。
こ
の
う
ち
経
脈
に

関
わ
る
文
献
と
し
て
は
『
足
臂
十
一
脈
灸
経
』
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』『
脈
法
』『
陰
陽
脈
死
候
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
帛
書
が
あ
る
（
三
九
）
。 

 

張
家
山
医
書
は
一
九
八
三
～
八
四
年
に
か
け
て
中
国
湖
北
省
江
陵
に
あ
る
前
漢
初
期
の
墳
墓
か
ら
出
土
。
導
引
に
関
す
る
『
引
書
』、
お
よ
び
経
脈
に
関

わ
る
『
脈
書
』
が
あ
り
、
と
も
に
竹
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
脈
書
』
に
は
馬
王
堆
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』『
脈
法
』『
陰
陽
脈
死
候
』
に
相
当
す
る
文
章
が

あ
り
、
互
い
の
欠
損
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
（
四
〇
）
。 

 

こ
れ
ら
出
土
医
書
と
『
霊
枢
』
経
脈
篇
を
比
較
す
る
と
、
両
者
は
相
近
い
内
容
で
あ
り
な
が
ら
相
違
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
相
違
点
は
出
土
医
書
か
ら
『
霊

枢
』
経
脈
篇
に
至
る
経
脈
説
の
形
成
過
程
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
す
な
わ
ち
、
出
土
医
書
に
お
い
て
十
一
条
の
脈
の
名
称
、
循
行
部
位
、

初
期
の
連
繫
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
経
脈
篇
に
至
り
、
経
脈
の
循
行
が
延
長
・
詳
述
さ
れ
、
一
条
増
え
て
十
二
条
と
な
り
、
臓
腑
と
の
連
絡
が
明
示
さ
れ
、

大
循
環
が
な
さ
れ
、
経
脈
説
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二
．
古
代
の
経
脈
・
経
穴
を
伝
え
る
文
物 

 

（
一
）
武
威
医
簡 

 

一
九
七
二
年
に
中
国
甘
粛
に
あ
る
後
漢
前
期
の
墳
墓
か
ら
出
土
（
四
一
）
。
木
簡
・
木
牘
に
記
さ
れ
、
種
々
の
病
症
に
対
す
る
治
方
が
記
載
さ
れ
る
。
薬
物
療

法
が
主
で
あ
る
が
、
針
灸
治
療
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。 

 

寒
気
在
胃
脘
、
腹
懣
□
…
…
□
病
者
呼
四
五
十
乃
出
箴
、
次
、
刺
膝
下
五
寸
分
間
栄
、
深
三
分
、
留
箴
如
炊
一
升
米
頃
出
箴
、
名
曰
三
里
、
次
、
刺
項
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従
上
下
十
一
椎
、
挟
椎
両
栄
、
深
四
分
、
留
箴
百
廿
息
乃
出
箴
、
名
曰
肺
輸
、 

（
寒
気 

胃
脘
に
在
り
、
腹
懣も

だ

え
□
…
…
□
病
者 

呼
す
こ
と
四
五
十
に
し
て
、
乃
ち
箴
を
出
す
。
次
、
膝
下
五
寸
分
間
の
栄
を
刺
す
、
深
さ
三

分
、
箴
を
留
む
る
こ
と
一
升
の
米
を
炊
く
頃
の
如
く
に
し
て
箴
を
出
す
、
名
づ
け
て
三
里
と
曰
ふ
。
次
、
項
上
よ
り
下
る
こ
と
十
一
椎
、
椎
を
挟

み
て
両
の
栄
を
刺
す
、
深
さ
四
分
、
箴
を
留
む
る
こ
と
百
二
十
息
に
し
て
乃
ち
箴
を
出
す
、
名
づ
け
て
肺
輸
と
曰
ふ
。） 

  

こ
こ
に
は
、
胃
脘
に
寒
気
が
あ
り
、
腹
が
重
苦
し
い
と
い
っ
た
時
の
治
療
と
し
て
、
三
里
・
肺
輸
（
兪
）
へ
の
刺
針
を
深
さ
・
置
針
時
間
と
も
に
指
示
し

て
い
る
。
両
穴
と
も
に
そ
の
名
称
は
現
代
で
も
使
わ
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
位
置
が
異
な
る
。
ま
た
、
経
脈
名
は
こ
こ
に
は
見
え
ず
、
経
穴
と
経
脈
と

を
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

（
二
）
綿
陽
出
土
の
木
製
人
形 

 

一
九
九
二
年
に
四
川
省
綿
陽
の
前
漢
墓
（
前
一
七
九
～
前
一
四
一
年
間
に
埋
葬
と
推
定
）
か
ら
出
土
し
た
黒
漆
塗
り
の
木
製
人
形
で
、
そ
の
表
面
に
は
左

右
対
称
に
各
九
本
と
背
部
正
中
に
一
本
の
朱
漆
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
朱
漆
線
は
経
脈
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
四
二
）
。 

 

（
三
）
成
都
出
土
の
医
書
お
よ
び
漆
経
穴
人
形 

 

二
〇
一
三
年
に
四
川
省
成
都
の
前
漢
墓
で
あ
る
老
官
山
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
医
書
の
『
経
脈
書
』
は
、
馬
王
堆
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
や
張
家
山
『
脈
書
』

と
同
系
統
の
経
脈
書
で
あ
り
、
『
霊
枢
』
経
脈
篇
に
繫
が
る
内
容
を
持
つ
。
し
か
し
、『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』『
脈
書
』
で
「
歯
脈
」
と
記
さ
れ
て
い
た
脈
が

「
手
陽
明
脈
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
脈
の
名
称
が
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』『
脈
書
』
よ
り
も
『
霊
枢
』
経
脈
篇
の
「
大
腸
手
陽
明
之
脈
」
に
近
く
な
っ
て
い
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る
。
ま
た
、
同
時
に
出
土
し
た
漆
経
穴
人
形
に
は
、
白
色
と
赤
色
で
経
脈
と
思
わ
れ
る
線
が
引
か
れ
、
そ
の
線
上
に
は
経
穴
と
思
わ
れ
る
点
が
刻
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
背
部
の
正
中
に
は
上
か
ら
「
心
」
「
肺
」
「
肝
」「
胃
」「
腎
」
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
な
ど
興
味
深
い
点
が
多
い
。 

 
（
四
）『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝 

 

『
史
記
』
の
中
に
扁
鵲
と
倉
公
と
い
う
名
医
の
伝
記
を
記
し
た
「
扁
鵲
倉
公
列
伝
」
が
あ
る
。
倉
公
は
前
二
～
前
三
世
紀
、
斉
の
臨
菑
（
山
東
広
饒
の
南
）

の
人
。
姓
は
淳
于
、
名
は
意
。
斉
の
太
倉
の
長
（
穀
倉
の
管
理
者
）
を
し
て
い
た
の
で
倉
公
と
呼
ば
れ
る
。
倉
公
伝
に
は
医
案
二
十
五
項
が
あ
り
、
前
漢
初

期
の
診
療
録
と
し
て
注
目
さ
れ
、
古
代
医
学
の
実
際
を
う
か
が
う
研
究
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
医
案
に
は
刺
灸
部
位
と
し
て
「
足
少
陽
脈
口
」「
少
陰
脈
」（
第
六
医
案
）、「
足
少
陽
脈
」「
足
蹶
陰
之
脈
、
左
右
各
一
所
」（
第
十
医
案
）、「
足
心
各

三
所
」
（
第
十
一
医
案
）
、
「
左
大
陽
明
脈
」
（
第
十
三
医
案
）、「
足
陽
明
脈
、
左
右
各
三
所
」（
第
十
六
医
案
）
が
見
ら
れ
る
。
施
術
部
位
は
多
く
脈
名
を
も

っ
て
記
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
医
案
中
に
は
脈
と
臓
腑
と
の
関
連
ら
し
き
も
の
も
う
か
が
わ
れ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。 

 

三
．
漢
代
の
医
書 

 

（
一
）『
黄
帝
内
経
素
問
』
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』 

 

『
黄
帝
内
経
素
問
』
（
以
下
『
素
問
』
と
略
）『
黄
帝
内
経
霊
枢
』（
以
下
『
霊
枢
』
と
略
）
は
春
秋
戦
国
時
代
以
来
の
医
論
を
綴
り
合
わ
せ
、
前
漢
末
か

ら
後
漢
初
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
両
書
は
現
代
に
お
い
て
も
な
お
中
国
伝
統
医
学
に
お
い
て
最
重
要
古
典
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

既
述
の
通
り
、『
霊
枢
』
経
脈
篇
に
お
い
て
現
在
の
経
脈
説
の
根
幹
が
整
備
さ
れ
た
。
経
穴
に
つ
い
て
、『
霊
枢
』
で
は
要
穴
（
経
穴
の
中
で
特
に
臨
床
上
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重
要
な
作
用
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
四
三
）
）
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
五
臓
の
原
穴
（
九
針
十
二
原
篇
）、
五
臓
六
腑
（
十
一
脈
）
の
五
兪
穴
（
本
輸
篇
）、

経
脈
説
で
は
手
三
陽
脈
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
腑
（
大
腸
・
小
腸
・
三
焦
）
の
下
合
穴
（
邪
気
蔵
府
病
形
篇
）、
経
脈
を
連
絡
す
る
別
絡
の
起
点
と
な
る
絡
穴

（
経
脈
篇
）、
背
兪
穴
（
背
腧
篇
）
が
あ
る
。
あ
る
い
は
根
結
篇
で
は
足
の
三
陰
三
陽
の
「
根
結
」
、
ま
た
手
足
三
陽
の
「
根
溜
注
入
」
が
経
穴
名
を
以
て
記

載
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
病
症
と
治
療
穴
の
組
み
合
わ
せ
は
『
霊
枢
』
の
各
所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

（
二
）『
黄
帝
内
経
明
堂
』 

 

本
書
は
経
脈
・
経
穴
に
関
す
る
最
古
の
専
門
書
で
、
針
灸
各
論
の
基
本
典
籍
。
漢
代
に
は
『
黄
帝
明
堂
（
経
）』
と
い
う
三
巻
本
が
作
ら
れ
た
ら
し
い
が
、

す
で
に
失
わ
れ
た
。
二
十
世
紀
初
頭
に
出
現
し
た
敦
煌
文
書
に
そ
の
片
鱗
と
見
ら
れ
る
断
片
が
あ
る
（
ロ
シ
ア
・
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
博
物
館
現
蔵
）。
唐
初

（
七
世
紀
前
半
）
に
楊
上
善
が
『
黄
帝
内
経
太
素
』
と
並
行
し
て
『
黄
帝
内
経
明
堂
（
類
成
）』
を
編
注
。 

 

楊
上
善
の
『
明
堂
』
は
十
三
巻
か
ら
な
り
、
手
太
陰
之
脈
か
ら
足
厥
陰
之
脈
に
至
る
十
二
正
経
脈
を
お
の
お
の
巻
一
～
巻
十
二
に
配
し
、
奇
経
八
脈
を
巻

十
三
に
あ
て
る
。
伝
存
す
る
残
巻
は
巻
一
の
手
太
陰
之
脈
の
部
の
み
で
あ
る
が
、
古
来
『
甲
乙
経
』『
千
金
方
』『
外
台
秘
要
方
』『
医
心
方
』
な
ど
に
引
用

さ
れ
、
そ
の
逸
文
は
多
く
残
っ
て
い
る
。
巻
一
手
太
陰
之
脈
の
部
を
モ
デ
ル
に
し
て
逸
文
を
配
列
し
直
す
こ
と
に
よ
り
『
明
堂
』
本
文
の
復
元
が
試
み
ら
れ
、

数
種
の
復
元
本
が
作
ら
れ
て
い
る
（
四
四
）
。 

 

現
存
す
る
手
太
陰
之
脈
の
部
を
も
っ
て
そ
の
構
成
を
述
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
総
論
部
で
は
、
肺
臓
（
重
さ
形
状
・
神
気
、
異
常
・
病
状
お
よ
び

体
型
に
よ
る
肺
の
診
断
、
五
行
配
当
）
と
脈
（
十
干
と
の
関
係
、
循
行
、
全
長
、
所
属
経
穴
名
）
に
関
し
て
記
述
さ
れ
る
。
②
各
論
部
で
は
所
属
経
穴
の
名

称
・
要
穴
特
性
・
別
名
、
位
置
、
刺
灸
法
、
主
治
が
記
述
さ
れ
る
。
要
穴
特
性
で
は
、
中
府
に
「
肺
募
」、
孔
最
に
「
手
太
陰
の
郄
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
経
文
に
対
し
楊
上
善
が
す
こ
ぶ
る
詳
し
い
注
を
加
え
て
い
る
。 
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（
三
）『
難
経
』 

 

『
難
経
』
で
は
正
経
十
二
経
脈
の
ほ
か
に
奇
経
八
脈
と
い
う
枠
が
設
け
ら
れ
た
（
二
十
七
～
二
十
九
難
）。
督
脈
・
任
脈
・
衝
脈
・
帯
脈
・
陽
蹻
脈
・
陰

蹻
脈
・
陽
維
脈
・
陰
維
脈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
脈
名
は
す
で
に
『
素
問
』『
霊
枢
』
に
見
え
る
が
、
本
書
で
総
括
さ
れ
流
注
・
病
症
と
と
も
に
記
述
さ
れ
た
。 

 

（
四
）『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』 

 

『
傷
寒
論
』
に
見
ら
れ
る
刺
灸
指
示
の
う
ち
、
部
位
が
比
較
的
明
ら
か
な
も
の
を
あ
げ
る
（
括
弧
内
は
出
現
回
数
、
可
不
可
篇
に
お
け
る
重
複
は
除
い

た
）
。
刺
針
部
位
に
は
大
椎
（
二
）、
巨
闕
（
一
）、
期
門
（
六
）、
肝
兪
（
二
）、
肺
兪
（
二
）、
風
府
（
一
）、
風
池
（
一
）、
足
陽
明
（
一
）、
五
十
九
穴
（
一
）

が
あ
り
、
施
灸
部
位
に
は
少
陰
（
一
）
、
厥
陰
（
一
）
が
あ
る
。 

 

『
金
匱
要
略
』
に
見
ら
れ
る
刺
針
部
位
に
は
労
宮
（
一
）、
関
元
（
一
）、
期
門
（
二
）、
腨
（
一
）
が
あ
り
、
施
灸
部
位
に
は
心
下
一
寸
（
一
）、
臍
上
三

寸
（
一
）
、
臍
下
四
寸
（
一
）、
手
足
両
爪
（
一
）
が
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
は
、『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』
で
は
漢
方
湯
液
治
療
と
と
も
に
針
灸
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

四
．
晋
～
唐
の
医
書 

 

（
一
）『
脈
経
』 

 

本
書
の
巻
二
に
収
め
ら
れ
る
平
三
関
病
候
幷
治
宜
第
三
に
は
寸
口
・
関
上
・
尺
中
の
脈
状
か
ら
病
侯
を
診
断
し
、
そ
れ
に
対
す
る
針
灸
湯
液
の
併
用
治
療
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法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
経
穴
名
二
十
四
種
と
薬
方
名
七
十
種
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
篇
と
相
似
す
る
文
章
を
も
つ
敦
煌
文
書
（
Ｓ
三
二
八

七
）
に
は
経
穴
部
位
の
記
述
も
残
さ
れ
て
い
る
。 

 
（
二
）『
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
』 

 

も
と
十
巻
、
の
ち
に
改
変
さ
れ
現
伝
本
は
十
二
巻
か
ら
な
る
。
巻
一
～
六
で
は
臓
腑
・
経
脈
・
経
穴
・
脈
状
を
初
め
と
し
た
生
理
・
病
理
が
述
べ
ら
れ
、

巻
七
以
降
で
は
病
状
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
、
経
穴
の
主
治
病
症
を
記
し
た
治
療
各
論
と
な
っ
て
い
る
。 

 

巻
三
は
経
穴
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
経
穴
は
所
属
経
脈
に
よ
ら
ず
、
身
体
部
位
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
配
列
さ
れ
る
。
そ
の
配
列
は
、
頭
体
幹
は
頭
、
背
、

面
、
耳
、
頸
、
肩
、
胸
、
腹
と
続
き
、
つ
い
で
四
肢
は
経
脈
別
に
手
三
陰
・
三
陽
、
足
三
陰
・
三
陽
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
四
肢
の
経
穴
は
経
脈
の
流
注
に

か
か
わ
ら
ず
遠
位
か
ら
近
位
に
む
け
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
各
経
穴
に
つ
い
て
、
経
穴
名
、
要
穴
特
性
、
別
名
、
位
置
、
経
脈
と
の
関
係
、
刺
灸
法
が
詳
述

さ
れ
て
い
る
。
経
穴
と
経
脈
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
本
巻
に
は
三
百
四
十
九
穴
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
書
は
針
灸
学
の
典
範
と
し
て
後
世
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ま
た
、
現
伝
の
『
素
問
』『
霊
枢
』
を
校
勘
す
る
す
る
上
で
も
、『
明
堂
』
を
復
元
す

る
上
で
も
重
要
な
典
籍
と
な
っ
て
い
る
。 

 

（
三
）『
千
金
方
』 

 

『
千
金
方
』
は
全
三
十
巻
か
ら
な
り
、
巻
二
十
九
・
三
十
が
針
灸
に
あ
て
ら
れ
る
。
巻
二
十
九
に
は
明
堂
三
人
図
第
一
と
題
さ
れ
る
経
穴
の
位
置
を
記
し

た
篇
が
録
さ
れ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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然
去
聖
久
遠
、
学
徒
蒙
昧
、
孔
穴
出
入
、
莫
測
経
源
、
済
弱
扶
危
、
臨
事
多
惑
、
余
慨
其
不
逮
、
聊
因
暇
隙
、
鳩
集
今
古
名
医
明
堂
、
以
述
針
灸
経
一

篇
、
用
補
私
闕
、
庶
依
図
知
穴
、
按
経
識
分
、
則
孔
穴
親
疏
、
居
然
可
見
矣
、
旧
明
堂
図
年
代
久
遠
、
伝
写
錯
誤
、
不
足
指
南
、
今
一
依
甄
権
等
新
撰

為
定
云
耳
、 

（
然
れ
ど
も
聖
を
去
る
こ
と
久
遠
に
し
て
、
学
徒
蒙
昧
、
孔
穴
の
出
入
、
経
源
を
測
る
莫
し
。
弱
を
済
い
危
を
扶
く
る
に
、
事
に
臨
み
て
惑
ふ
こ

と
多
し
。
余
、
其
の
逮
ば
ざ
る
を
慨
き
、
聊
か
暇
隙
に
因
り
て
、
今
古
名
医
の
明
堂
を
鳩
集
し
て
、
以
て
針
灸
経
一
篇
を
述
べ
、
用
ひ
て
私
闕
を

補
ふ
。
庶
は
く
は
図
に
依
り
て
穴
を
知
り
、
経
に
按
じ
て
分
を
識
せ
ば
、
則
ち
孔
穴
親
疏
、
居
然
と
し
て
見
る
可
し
。
旧
明
堂
図
は
年
代
久
遠
に

し
て
、
伝
写
錯
誤
し
、
指
南
す
る
に
足
ら
ず
。
今
一
に
甄
権
等
が
新
撰
に
依
て
定
を
為
す
と
云
ふ
の
み
。） 

 

す
な
わ
ち
「
当
時
経
穴
学
が
廃
れ
て
い
た
こ
と
を
憂
い
、
古
今
名
医
の
明
堂
を
集
め
針
灸
経
一
篇
を
な
し
た
。
そ
こ
で
図
を
作
っ
て
経
穴
学
習
の
助
け
と
し

た
い
が
、
従
来
の
明
堂
図
（
経
穴
図
）
で
は
伝
写
に
よ
り
錯
誤
が
生
じ
て
い
る
た
め
学
習
に
役
立
た
な
い
。
そ
こ
で
甄
権
な
ど
が
新
撰
し
た
明
堂
図
に
よ
っ

て
定
と
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
甄
権
は
『
旧
唐
書
』
『
新
唐
書
』
に
も
伝
が
見
え
る
隋
唐
代
の
著
名
な
医
家
で
、
こ
と
に
針
灸
術
に
秀
で
、『
明
堂
人
形
図
』

な
ど
を
著
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
孫
思
邈
が
作
成
し
た
明
堂
図
は
仰
人
・
伏
人
・
側
人
の
三
図
か
ら
な
り
、
人
体
に
模
し
て
縮
尺
さ
れ
、
十
二
経
脈
は
五
色
、

奇
経
八
脈
は
緑
色
を
以
て
彩
色
さ
れ
、
総
計
三
百
四
十
九
穴
が
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
明
堂
三
人
図
第
一
に
は
明
堂
図
は
付
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
記
述
は

前
述
の
通
り
仰
人
・
伏
人
・
側
人
に
分
か
た
れ
、
総
計
三
百
四
十
九
穴
に
つ
い
て
穴
名
と
取
穴
が
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

巻
二
十
九
灸
例
第
六
に
は
取
穴
の
際
に
用
い
る
同
身
寸
法
と
一
夫
の
法
が
記
載
さ
れ
る
。
同
身
寸
法
に
つ
い
て
は
「
其
の
尺
寸
之
法
、
古
に
依
れ
ば
八
寸

を
尺
と
す
。
仍
て
病
を
取
る
者
、
男
は
左
、
女
は
右
手
の
中
指
の
上
、
第
一
節
を
一
寸
と
す
。
亦
た
長
短
定
ま
ら
ざ
る
者
、
即
ち
大
母
指
の
第
一
節
を
横
に

度
て
一
寸
と
す
」
と
記
述
す
る
。
一
夫
の
法
に
つ
い
て
は
「
其
の
一
夫
と
言
ふ
者
は
、
四
指
を
以
て
一
夫
と
す
」
と
記
述
す
る
。
こ
の
両
者
は
後
世
の
取
穴



- 44 - 

法
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。 

 

巻
三
十
は
病
症
別
に
経
穴
と
主
治
症
を
列
記
す
る
。
八
章
、
四
十
六
門
か
ら
な
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
巻
二
十
九
・
三
十
以
外
の
各
巻
に
も
多
く
の
針
灸
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。 

 

（
四
）『
千
金
翼
方
』 

 

孫
思
邈
が
自
著
の
『
千
金
方
』
を
扶
翼
す
る
目
的
で
晩
年
に
な
っ
て
編
ん
だ
と
さ
れ
る
医
学
全
書
。
三
十
巻
か
ら
な
り
、
巻
二
十
六
・
二
十
七
・
二
十
八

が
針
灸
に
あ
て
ら
れ
る
。
巻
二
十
六
の
取
孔
穴
法
第
一
に
は
、
甄
公
の
明
堂
図
を
定
と
し
た
三
百
五
十
穴
に
つ
い
て
穴
名
と
位
置
が
記
さ
れ
る
。『
千
金
方
』

巻
二
十
九
の
明
堂
三
人
図
第
一
と
比
較
す
る
と
、
経
穴
の
類
別
と
記
載
配
序
が
異
な
っ
て
い
る
。
一
穴
の
増
加
は
、
気
衝
穴
が
腹
第
三
行
に
「
在
帰
来
下
一

寸
、
鼠
鼷
上
一
寸
」、
足
太
陰
脾
経
に
「
在
陰
股
内
動
脈
」
と
二
度
出
現
す
る
こ
と
に
よ
る
。
取
孔
穴
法
第
一
よ
り
以
降
、
巻
二
十
八
ま
で
病
門
に
分
か
た

れ
針
灸
治
療
法
が
述
べ
ら
れ
る
。 

 

（
五
）『
外
台
秘
要
方
』 

 

全
四
十
巻
か
ら
な
り
、
巻
三
十
九
が
明
堂
灸
法
に
あ
て
ら
れ
、『
素
問
』『
九
巻
』『
甲
乙
経
』『
千
金
方
』
お
よ
び
甄
権
や
楊
玄
操
な
ど
諸
家
の
灸
法
を
基

に
編
ま
れ
て
い
る
。「
十
二
身
流
注
五
蔵
六
腑
明
堂
」
と
題
さ
れ
た
篇
に
は
、
肺
人
、
大
腸
人
、
肝
人
、
胆
人
な
ど
と
項
目
が
立
て
ら
れ
、
経
穴
に
つ
い
て

記
述
さ
れ
て
い
る
。
収
録
穴
数
は
三
五
七
。
『
甲
乙
経
』
の
三
四
九
穴
に
加
え
、
後
腋
・
転
谷
・
飲
郄
・
応
突
・
脅
堂
・
旁
庭
・
始
素
お
よ
び
膏
肓
兪
の
八

穴
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

本
書
で
は
、
「
針
は
能
く
生
け
る
人
を
殺
す
も
、
死
せ
る
人
を
起
こ
す
能
は
ざ
る
な
り
」
と
し
て
、「
今 

並
び
に
針
経
を
録
さ
ず
、
唯
だ
灸
法
を
取
る
の
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み
」
と
い
い
、
実
際
、
ほ
ぼ
全
巻
に
わ
た
り
引
用
文
中
の
「
針
」「
刺
」
の
字
が
「
灸
」
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
時
、
未
熟
練
な
医
師
に
よ
る
針

術
の
弊
害
が
世
に
蔓
延
し
て
い
た
と
い
う
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
（
六
）『
医
心
方
』 

 

平
安
時
代
、
丹
波
康
頼
（
九
一
二
～
九
九
五
）
が
当
時
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
六
朝
・
隋
唐
の
医
方
書
を
博
渉
節
略
し
て
『
医
心
方
』
三
十
巻
を
編
纂
し

た
。
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
医
書
か
ら
の
引
用
よ
り
な
る
た
め
、
日
本
で
編
ま
れ
た
書
だ
が
こ
こ
に
論
究
す
る
。 

 

内
容
は
医
学
各
科
を
網
羅
し
、
薬
物
学
・
養
生
・
房
中
ま
で
に
及
ぶ
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
漢
～
唐
の
医
薬
書
か
ら
の
引
用
か
ら
成
る
。
こ
の
う
ち
多
く
は

亡
失
し
た
医
書
で
あ
り
、
古
医
書
の
研
究
上
、
き
わ
め
て
貴
重
な
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
古
態
を
残
す
こ
と
か
ら
、
現
伝
す
る
医
書
を
考
訂
す
る
上

で
も
重
要
な
文
献
で
あ
る
。 

 

巻
二
が
針
灸
に
あ
て
ら
れ
る
。
孔
穴
主
治
法
第
一
で
は
、
身
体
部
位
ご
と
に
分
け
ら
れ
た
経
穴
三
百
五
十
四
穴
に
つ
い
て
、
名
称
、
別
名
、
位
置
、
刺
灸

法
、
主
治
、
経
脈
が
記
述
さ
れ
る
。 

 

諸
家
取
背
輸
法
第
二
で
は
五
家
の
背
兪
穴
取
穴
法
が
記
さ
れ
、
す
で
に
失
伝
し
た
医
書
の
背
部
経
穴
の
位
置
が
載
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
位
置
は
現

在
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
ま
た
今
で
は
用
い
ら
れ
な
い
経
穴
名
も
多
く
残
る
。
医
史
学
上
ま
た
針
灸
臨
床
上
に
お
い
て
も
大
変
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。 

 

巻
二
十
二
は
婦
人
妊
娠
に
あ
て
ら
れ
お
り
。
こ
こ
に
妊
娠
脈
図
月
禁
法
第
一
と
名
づ
け
ら
れ
た
篇
が
あ
る
。『
産
経
』
か
ら
引
用
さ
れ
る
本
篇
で
は
、
婦

人
が
妊
娠
す
る
と
、
十
カ
月
の
間
、
経
脈
が
交
代
で
胎
児
を
養
う
役
目
に
あ
た
る
た
め
、
養
胎
に
あ
た
っ
て
い
る
経
脈
に
は
針
灸
を
し
て
は
い
け
な
い
と
述

べ
る
。
そ
し
て
、
各
月
で
養
胎
に
当
た
る
経
脈
と
経
穴
を
文
字
と
図
で
示
す
。
一
月
目
は
足
厥
陰
肝
脈
、
二
月
目
は
足
少
陽
胆
脈
、
以
降
、
手
心
主
心
脈
、

手
少
陽
三
焦
脈
、
足
太
陰
脾
脈
、
足
陽
明
胃
脈
、
手
太
陰
肺
脈
、
手
陽
明
大
腸
脈
、
足
少
陰
腎
脈
、
足
太
陽
膀
胱
脈
の
順
で
養
胎
に
あ
た
る
と
記
載
す
る
。 
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五
．
宋
代
以
降
の
医
書 

 
（
一
）『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』 

 

前
述
の
通
り
、
当
時
あ
っ
た
経
脈
・
経
穴
の
諸
説
を
整
理
考
定
す
べ
く
、
勅
命
に
よ
り
王
惟
一
が
種
々
の
資
料
を
参
じ
て
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
三
巻

を
撰
述
、
一
〇
二
七
年
に
刊
行
さ
れ
、
経
脈
経
穴
の
標
準
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
。
本
書
に
「
穴
腧
都
数
」
一
巻
を
付
し
石
碑
に
も
刻
さ
れ
、
あ
る
い
は
経
穴

を
穿
っ
た
銅
人
形
も
鋳
造
さ
れ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
北
宋
原
刻
の
残
石
が
出
土
、
あ
る
い
は
明
代
に
北
宋
の
原
碑
を
再
刻
し
た
碑
石
（
す
で
に
亡
失
）

の
明
拓
本
が
宮
内
庁
書
陵
部
な
ど
に
現
存
し
て
い
る
。 

 

明
拓
本
に
よ
る
と
本
書
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。
巻
上
は
、
十
四
経
脈
に
つ
い
て
経
脈
ご
と
に
流
注
・
病
症
を
挙
げ
、
そ
れ
に
所
属
す
る
経
穴
が
記

載
さ
れ
る
（
経
穴
の
位
置
は
細
字
双
行
に
て
記
さ
れ
る
）。
経
脈
の
記
載
順
は
手
と
足
に
大
別
し
、
陰
脈
と
陽
脈
が
交
互
に
並
べ
ら
れ
、
最
後
に
督
脈
、
任

脈
と
続
く
。
記
載
経
穴
数
は
三
百
五
十
四
。
巻
中
・
下
は
身
体
部
位
ご
と
に
経
穴
が
分
け
ら
れ
、
経
穴
名
、
別
名
、
位
置
、
経
脈
、
主
治
、
刺
灸
法
、
避
忌

が
詳
述
さ
れ
る
。
記
載
経
穴
数
は
三
百
五
十
四
。
巻
下
の
末
に
は
「
穴
腧
都
数
」
が
付
さ
れ
、
身
体
部
位
ご
と
に
経
穴
名
と
位
置
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
記
載

経
穴
数
は
三
百
五
十
、
聴
会
・
（
膝
）
陽
関
・
（
腰
）
陽
関
・
兌
端
の
四
穴
が
欠
落
し
て
い
る
、
ま
た
、
中
注
の
穴
名
が
中
渚
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
三
百
五
十
四
穴
は
『
甲
乙
経
』
と
比
べ
る
と
五
穴
多
く
、
青
霊
、
厥
陰
兪
、
膏
肓
兪
、
霊
台
、
陽
関
が
増
加
し
て
い
る
。 

 

（
二
）『
針
灸
資
生
経
』 

 

本
書
の
巻
一
で
は
、
経
穴
を
頭
・
面
・
肩
・
背
兪
・
側
頸
項
・
膺
兪
・
側
腋
・
腹
・
側
胸
、
手
足
の
三
陰
三
陽
の
各
部
分
に
分
け
、
三
百
六
十
の
経
穴
に
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つ
い
て
位
置
・
主
治
・
刺
灸
法
を
記
述
。
巻
二
で
は
針
灸
法
に
つ
い
て
、
巻
三
以
降
で
は
百
九
十
三
の
病
症
に
つ
い
て
の
針
灸
治
療
法
を
記
載
し
て
い
る
。 

 

（
三
）『
十
四
経
発
揮
』 

 

十
四
世
紀
、
元
の
滑
寿
の
撰
に
な
る
経
脈
経
穴
の
専
書
。
元
・
忽
泰
必
列
の
『
金
蘭
循
経
』
を
基
本
文
献
に
、『
素
問
』『
霊
枢
』『
甲
乙
経
』
な
ど
の
諸

説
を
参
考
に
し
て
著
さ
れ
た
（
一
三
四
一
年
成
）。
三
巻
か
ら
な
り
、
巻
上
は
正
経
十
二
経
脈
の
総
論
。
巻
中
は
正
経
十
二
経
脈
に
督
脈
・
任
脈
を
加
え
た

十
四
経
脈
の
各
論
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
経
脈
図
、
歌
訣
を
付
し
、
経
脈
の
流
注
と
所
属
経
穴
、
及
び
病
症
に
つ
い
て
簡
明
に
記
述
す
る
。
巻
下
は
奇
経
八
脈
に

つ
い
て
記
し
て
い
る
。 

 

先
に
些
か
述
べ
た
通
り
、
本
書
は
日
本
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
、
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
一
五
九
六
年
の
古
活
字
に
よ
る
印
行
を
皮
切
り
に
幾
度

と
な
く
出
版
さ
れ
、
ま
た
注
解
書
も
数
多
く
著
述
さ
れ
た
。 

  

上
述
の
医
書
の
他
に
現
代
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
書
物
の
う
ち
い
く
つ
か
を
挙
げ
る
。
王
懐
隠
ら
が
勅
を
奉
じ
て
撰
し
た
『
太
平
聖
恵
方
』（
九

九
二
年
刊
）
は
当
時
伝
わ
る
医
方
を
広
く
集
め
編
纂
さ
れ
た
。
巻
九
十
九
に
は
「
針
経
」
が
録
さ
れ
、
百
六
十
五
の
経
穴
・
奇
穴
に
つ
い
て
、
名
称
、
要
穴

特
性
、
別
名
、
位
置
、
経
脈
、
主
治
、
刺
灸
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
百
に
は
「
明
堂
」
が
録
さ
れ
、
灸
法
に
関
す
る
記
述
と
と
も
に
各
穴
の
位
置
と
主
治

症
が
記
さ
れ
、
ま
た
小
児
の
灸
法
も
記
さ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
、
巻
九
十
九
は
『
銅
人
針
灸
経
』
と
し
て
、
巻
百
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
と
し
て
単
行
さ
れ

た
。
後
者
は
元
・
竇
桂
芳
に
よ
り
『
針
灸
四
書
』（
一
三
一
一
年
刊
）
に
編
入
さ
れ
、
ま
た
日
本
で
は
単
行
和
刻
さ
れ
流
布
し
た
。
流
注
八
穴
や
補
瀉
手
法

な
ど
が
後
世
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
竇
黙
（
一
一
九
六
～
一
二
八
〇
）
に
よ
る
『
針
経
指
南
』。
嘉
靖
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
高
武
『
針
灸
聚
英
』『
針
灸
節
要
』

は
針
灸
の
指
針
書
と
し
て
流
布
。
『
針
灸
大
成
』
は
、
楊
継
洲
が
家
伝
の
資
料
を
集
め
て
作
っ
た
『
衛
生
針
灸
玄
機
秘
要
』
を
後
に
靳
賢
が
増
修
、
一
六
〇
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一
年
に
刊
行
さ
れ
た
書
で
、
中
国
清
代
で
は
広
く
流
布
し
た
。
張
介
賓
の
『
類
経
』（
一
六
二
四
年
序
刊
）
は
わ
が
国
で
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、『
十
四
経

発
揮
』
と
と
も
に
日
本
の
経
絡
経
穴
学
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
同
書
の
経
絡
経
穴
に
関
す
る
記
載
は
『
類
経
』
巻
七
～
九
、『
類
経
』
の
附
篇
で
あ

る
『
類
経
図
翼
』
の
巻
三
～
十
一
、
『
類
経
附
翼
』
の
巻
四
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

六
．
日
本
の
経
絡
経
穴
書 

  

我
が
国
の
経
絡
経
穴
学
に
お
い
て
、
滑
寿
『
十
四
経
発
揮
』
は
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
本
書
は
古
活
字
版
印
行
以
来
、
何
度
と
な
く
翻
刻
が
重
ね
ら

れ
、
そ
の
形
式
も
原
文
に
返
点
・
送
仮
名
を
付
し
た
も
の
か
ら
、
漢
文
の
右
傍
に
訓
読
文
を
記
し
た
も
の
、『
仮
名
読
十
四
経
発
揮
』（
一
八
〇
五
年
刊
）
と

い
っ
た
平
仮
名
交
じ
り
で
読
み
下
し
を
し
た
も
の
ま
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、『
十
四
経
久
世
舞
』（
一
六
八
三
年
跋
刊
）
な
ど
の
よ
う
に
謡
曲
形

式
で
暗
唱
す
る
た
め
の
書
も
刊
行
さ
れ
た
。 

 

『
十
四
経
発
揮
』
の
注
解
書
は
江
戸
前
期
を
中
心
に
数
多
く
著
さ
れ
た
。
谷
村
玄
仙
『
十
四
経
発
揮
鈔
』（
一
六
六
一
年
刊
）
は
曲
直
瀬
道
三
の
流
れ
を

汲
む
就
安
斎
玄
幽
の
講
説
を
玄
仙
が
編
纂
し
た
と
見
ら
れ
、
本
文
に
続
い
て
注
釈
す
べ
き
語
を
抜
き
出
し
て
解
説
が
加
え
ら
れ
る
。『
十
四
経
発
揮
』
注
解

書
の
う
ち
質
量
と
も
に
優
れ
た
も
の
と
し
て
定
評
が
あ
る
。
ほ
か
に
林
玄
厚
『
経
絡
捷
径
』（
一
六
七
四
年
刊
）、
雨
森
桂
洲
『
十
四
経
秘
訣
』（
一
六
八
六

年
刊
）
、
逵
瑞
郁
『
十
四
経
眸
子
』（
一
六
九
四
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
著
者
不
詳
『
十
四
経
発
揮
俗
解
』（
一
六
八
〇
年
刊
）、
岡
本
一
抱
『
十
四
経

絡
発
揮
和
解
（
十
四
経
和
語
鈔
）
』（
一
六
九
三
年
刊
）
な
ど
和
文
で
解
説
を
加
え
た
も
の
も
出
版
さ
れ
、
特
に
後
者
は
広
く
流
布
し
た
。
十
九
世
紀
に
も
衡

山
幸
珉
『
十
四
経
発
揮
箋
註
』
（
一
八
〇
六
年
刊
）
が
著
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
中
期
に
は
『
十
四
経
発
揮
』
の
内
容
を
種
々
の
古
典
を
用
い
て
検
証
研
究
あ

る
い
は
弁
誤
す
る
書
も
編
ま
れ
た
。
中
生
寸
木
子
『
十
四
経
発
揮
評
誤
』（
一
六
八
二
年
刊
）、
菊
池
玄
蔵
『
経
絡
発
明
（
十
四
経
早
合
点
）』（
一
七
五
三
年
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刊
）
、
広
瀬
見
龍
『
非
十
四
経
弁
』
（
一
七
七
八
年
刊
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
が
著
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、『
十
四
経
発
揮
』
が
日
本
の
針
灸
お
よ

び
経
穴
学
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
が
窺
い
知
れ
る
。 

 

曲
直
瀬
道
三
の
後
継
者
・
玄
朔
の
門
人
で
あ
る
饗
庭
東
庵
は
『
黄
帝
秘
伝
経
脈
発
揮
』（
十
七
世
紀
中
頃
刊
）
を
著
し
た
。
本
書
は
『
黄
帝
内
経
』
の
説

に
基
づ
き
、
そ
れ
以
降
の
諸
書
を
引
い
て
経
脈
経
穴
な
ど
を
論
述
、
江
戸
前
期
の
経
脈
経
穴
学
書
と
し
て
優
れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

 

江
戸
中
期
に
著
さ
れ
た
優
れ
た
経
穴
研
究
書
の
一
つ
に
堀
元
厚
『
隧
輸
通
攷
』（
一
七
四
四
年
自
序
）
が
あ
る
。
饗
庭
東
庵
『
黄
帝
秘
伝
経
脈
発
揮
』
を

基
本
資
料
に
諸
家
の
説
と
自
説
を
加
え
て
編
纂
さ
れ
た
。
刊
行
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
写
本
と
し
て
伝
わ
り
、
後
世
の
経
穴
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
元
厚
の
男
・
元
昌
は
、
各
穴
の
取
穴
で
準
拠
す
べ
き
寸
法
を
同
身
寸
法
お
よ
び
十
二
支
の
名
を
冠
し
た
骨
度
法
で
表
す
「
挨
穴
法
」
を
提
唱
、
同
法
は

広
く
用
い
ら
れ
た
。
堀
家
の
門
流
か
ら
は
寺
尾
隆
純
『
十
四
経
絡
腧
穴
弁
解
』（
一
七
八
四
年
成
）
な
ど
優
れ
た
経
穴
研
究
書
が
多
く
編
ま
れ
た
。 

 

江
戸
中
期
に
刊
行
さ
れ
た
経
絡
経
穴
書
に
は
、
歴
代
諸
書
か
ら
奇
穴
を
収
載
し
た
岡
本
一
抱
『
針
灸
阿
是
要
穴
』（
一
七
〇
三
年
刊
）
や
、
経
絡
経
穴
を

考
究
し
た
夏
井
透
玄
『
経
脈
図
説
』
（
一
七
〇
三
年
刊
）、
骨
度
研
究
書
の
村
上
宗
占
『
骨
度
正
誤
図
説
』（
一
七
五
二
年
刊
）
な
ど
が
あ
る
。 

 

江
戸
後
期
に
編
ま
れ
た
経
穴
研
究
書
の
う
ち
特
筆
す
べ
き
も
の
に
、
原
南
陽
『
経
穴
彙
解
』（
一
八
〇
七
年
序
刊
）、
小
阪
元
祐
『
経
穴
籑
要
』（
一
八
一

〇
年
刊
）
が
あ
る
。『
経
穴
彙
解
』
は
『
甲
乙
経
』
を
骨
子
と
し
、
中
国
・
日
本
の
歴
代
医
書
を
博
引
旁
証
し
経
脈
経
穴
を
解
説
。
小
阪
元
祐
は
、
宮
本
春

仙
・
多
紀
元
孝
か
ら
連
な
る
系
譜
に
属
し
、
多
く
の
医
書
を
引
用
し
『
経
穴
籑
要
』
を
な
し
た
。
ま
た
、
多
紀
元
簡
『
挨
穴
集
説
』
も
そ
れ
ま
で
の
日
中
の

経
穴
学
を
集
成
し
た
著
と
し
て
前
二
書
と
な
ら
び
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

 

江
戸
後
期
に
は
経
穴
を
イ
ロ
ハ
順
で
配
列
し
、
実
用
上
の
検
索
の
便
を
図
り
編
集
し
た
書
も
刊
行
さ
れ
た
。
竹
田
景
淳
『
穴
名
備
考
』（
一
七
五
六
年
刊
）、

杉
原
敦
『
挨
穴
捷
径
』
（
一
七
六
一
年
刊
）
、
百
々
漢
陰
『
経
穴
類
彙
』、
関
口
東
園
『
経
絡
以
呂
波
分
』
な
ど
で
あ
る
。
藍
川
玄
慎
『
穴
名
捜
捷
』
は
別
名

を
含
め
経
穴
を
画
数
順
で
配
列
、
古
今
諸
家
の
説
を
数
多
く
引
用
し
て
お
り
、
良
質
の
経
穴
工
具
書
と
言
え
る
。 
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以
上
、
ま
ず
従
来
の
日
本
医
学
史
研
究
に
お
い
て
は
針
灸
史
の
研
究
が
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
現
状
を
述
べ
、
つ
い
で
日
本
医
学
史
に
お
け
る
針

灸
書
伝
来
の
記
述
は
六
世
紀
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
そ
れ
に
関
す
る
書
物
も
我
が
国
で
多
数
執
筆
刊
行
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
概
観
は
可
能
な
も
の
の
、

そ
の
萌
芽
を
な
す
日
本
中
世
に
お
け
る
そ
れ
は
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る
経
穴
の
研
究

は
十
七
世
紀
前
半
を
境
に
そ
の
依
拠
す
る
中
国
典
籍
が
大
き
く
変
遷
し
て
い
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
経
穴
研
究
の
具
体
例
に
つ
い
て
従
来

そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
加
え
て
、
日
本
に
お
け
る
当
時
の
医
学
の
歴
史
的
位
置
を
明
確
に
す
る
た
め
、
中
国
伝
統
医
学
の
歴
史

お
よ
び
経
穴
学
の
歴
史
を
概
観
し
た
。 

 

か
く
し
て
本
論
攷
に
お
け
る
中
心
的
課
題
は
、
曲
直
瀬
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
に
お
け
る
、
針
灸
と
く
に
経
穴
（
或
い
は
、
よ
り
厳
密
に
経
穴
部
位
）
研

究
を
中
心
と
し
て
、
日
本
中
世
で
そ
れ
ら
を
い
か
に
受
容
し
、
ま
た
そ
れ
以
降
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

本
章
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
中
世
で
の
中
国
医
学
思
想
の
受
容
に
は
曲
直
瀬
家
お
よ
び
曲
直
瀬
門
が
果
た
し
た
役
割
が
大
き
く
、
ま
た
針
灸
と
く

に
経
穴
研
究
に
お
い
て
も
彼
ら
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
曲
直
瀬
家
お
よ
び
曲
直
瀬
門
の
針
灸
お
よ
び
経
穴

研
究
に
つ
い
て
は
子
細
に
検
討
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
論
攷
に
お
い
て
は
ま
ず
第
一
に
具
体
的
に
は
曲
直
瀬
家
お
よ
び
曲
直
瀬
門
の
針
灸
お

よ
び
経
穴
研
究
を
取
り
上
げ
論
究
し
て
い
き
た
い
。 
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文
献
と
注 

 

（
一
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
舘
野
正
美
、
『
中
神
琴
渓
医
学
思
想
の
研
究
』、
医
聖
社
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
、
二
一
〇
～
二
一
一
頁
を
参
看
。 

（
二
） 

教
科
書
執
筆
小
委
員
会
、
『
新
版 

経
絡
経
穴
概
論
』、
医
道
の
日
本
社
、
東
京
、
二
〇
一
三
年
、
第
二
版
第
一
刷
、
七
頁
。 

（
三
） 

中
国
で
は
、
一
〇
二
七
年
に
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
が
勅
命
に
よ
り
従
来
混
乱
の
あ
っ
た
経
脈
・
経
穴
の
諸
説
を
考
定
し
経
脈
経
穴
の
標
準

テ
キ
ス
ト
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
王
執
中
『
針
灸
資
生
経
』(

一
二
二
〇
年
刊)

、
張
介
賓
『
類
経
図
翼
』
な
ど
で
経
穴
部
位
の
諸
説
の

比
較
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
饗
庭
東
庵
『
黄
帝
秘
伝
経
脈
発
揮
』（
十
七
世
紀
中
頃
刊
）、
山
本
玄
通
『
針
灸
枢
要
』〔
延
宝
四
年
（
一
六

七
六
）
刊
〕、
堀
元
厚
『
隧
輸
通
攷
』
〔
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
自
序
〕、
安
井
元
越
『
腧
穴
折
衷
』〔
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
自
序
〕、
多
紀
元

簡
『
挨
穴
集
説
』
（
十
八
世
紀
成
）
、
原
南
陽
『
経
穴
彙
解
』〔
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
序
刊
〕、
小
阪
元
祐
『
経
穴
籑
要
』〔
文
化
七
年
（
一
八
一

〇
）
刊
〕
な
ど
多
く
の
書
で
経
穴
部
位
の
諸
説
に
つ
い
て
論
究
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
二
〇
〇
八
年
にWHO/WPRO

が
合
議
決
定
し
た
経
穴
部

位
に
つ
い
て
『W

H
O 
S
t
a
n
dar

d
 
A
c
u
p
u
nc
t
u
r
e Point Locations in the Western Pacific Region

（WHO/WPRO

標
準
経
穴
部
位
）』

（W
o
r
l
d
 
He
a
l
t
h
 O
r
g
a
n
iza

t
i
o
n

、
二
〇
〇
八
年
）
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。 

（
四
） 

吉
田
流
は
『
皇
国
名
医
伝
』
（
浅
田
宗
伯
、
一
八
五
二
・
七
一
年
刊
）
に
よ
る
と
、
開
祖
の
吉
田
意
休
（
生
没
年
未
詳
）
は
も
と
出
雲
大
社
の
神

官
で
、
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
～
七
〇
）
に
渡
明
、
七
年
間
留
ま
り
、
針
術
を
崔
林
杏
（
琢
周
）
に
受
け
た
と
い
う
。『
刺
針
家
鑑
集
』（
一
六
六

一
年
刊
）
な
ど
が
伝
存
。 

（
五
） 

入
江
流
は
『
皇
国
名
医
伝
』
に
よ
る
と
、
入
江
流
の
開
祖
・
入
江
頼
明
は
、
は
じ
め
豊
臣
秀
吉
の
医
官
・
園
田
道
保
に
針
術
を
学
び
、
の
ち
、
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朝
鮮
出
兵
時
に
捕
虜
と
な
っ
た
明
人
の
呉
林
達
に
針
術
を
授
か
り
、
京
都
に
て
入
江
流
を
興
し
た
と
い
う
。
な
お
、
江
戸
期
以
降
、
現
代
に
至
る

ま
で
針
灸
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
杉
山
流
の
開
祖
で
あ
り
、
本
邦
独
自
の
管
を
用
い
て
針
を
打
ち
入
れ
る
管
針
術
を
広
め
た
杉
山
和

一
は
、
頼
明
の
孫
・
豊
明
に
師
事
し
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。 

（
六
） 

大
浦
宏
勝
、
江
戸
前
期
に
お
け
る
鍼
灸
諸
流
派
間
の
穴
名
変
遷
過
程
の
考
察
、『
杏
雨
』、
十
七
号
、
二
〇
一
四
年
、
二
七
～
八
七
頁
。 

（
七
） 

扁
鵲
新
流
（
扁
鵲
真
流
）
は
『
扁
鵲
新
流
針
書
』
の
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
識
語
に
よ
れ
ば
、
奥
州
の
越
斎
寿
閑
が
得
た
妙
針
を
村
井
四

郎
右
衛
門
に
伝
え
て
興
っ
た
流
派
と
い
う
。 

（
八
） 

雲
海
士
流
は
『
針
要
集
』
序
な
ど
に
よ
る
と
、
桑
名
将
監
は
長
宗
我
部
元
親
の
家
臣
と
し
て
文
禄
の
役
〔
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）〕
に
従
軍
、

捕
虜
と
し
て
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
の
針
医
・
金
得
拝
か
ら
針
術
を
学
ん
だ
こ
と
に
よ
り
興
っ
た
流
派
と
い
う
。
金
得
拝
は
明
の
雲
海
士
に
学
ん
だ
と

さ
れ
る
。
『
針
法
蔵
心
巻
』〔
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
）
写
〕『
広
狭
神
倶
集
』
〔
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
写
〕、『
理
穴
集
』〔
慶
長
十
七
年

（
一
六
一
二
）
写
〕
な
ど
が
伝
存
。 

（
九
） 

匹
地
流
は
『
大
明
琢
周
針
法
一
軸
』
の
序
お
よ
び
跋
に
よ
る
と
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
に
長
崎
に
渡
来
し
て
い
た
明
人
の
琢

周
に
、
出
雲
の
匹
地
喜
庵
が
針
術
を
受
け
て
な
さ
れ
た
流
派
と
い
う
。『
大
明
琢
周
針
法
一
軸
』
〔
福
田
道
折
、
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
刊
〕、

『
大
明
琢
周
針
法
鈔
』
（
福
田
道
折
、
刊
年
未
詳
）
な
ど
が
伝
存
。 

（
一
〇
）
前
掲
注
六
、
大
浦
宏
勝
、
江
戸
前
期
に
お
け
る
鍼
灸
諸
流
派
間
の
穴
名
変
遷
過
程
の
考
察
を
参
照
。 

（
一
一
）
小
曽
戸
洋
に
よ
る
と
、
『
十
四
経
発
揮
』
は
印
刷
年
次
が
明
ら
か
な
も
の
で
次
の
二
十
一
回
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
書
名
未
記
載
は
『
十
四
経
発

揮
』
）
。
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）、
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）、

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
『（
新
刻
）
十
四
経
絡
発
揮
』、
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）、
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）『（
新
刊
）
十
四
経
発
揮
』、
延
宝
三
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年
（
一
六
七
五
）
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）、
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）、
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）、
享
保
十
六
年

（
一
七
三
一
）
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）、
享
和
元
年
（
一

八
〇
一
）
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
『（
假
名
読
）
十
四
経
発
揮
』、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）『
十
四
経
穴
分
寸
歌
』。
小
曽
戸
洋
、
和
刻
漢
籍
医

書
出
版
年
表
、
『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』、
大
修
館
書
店
、
東
京
、
一
九
九
九
年
、
四
一
七
～
四
三
七
頁
。 

（
一
二
）
小
曽
戸
洋
、
漢
方
古
典
文
献
概
説
（
三
十
二
）
元
代
の
医
薬
書
（
そ
の
四
）、『
現
代
東
洋
医
学
』、
十
二
巻
二
号
、
一
九
九
一
年
、
九
九
頁
。 

（
一
三
）
町
泉
寿
郎
、
『
十
四
経
発
揮
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題 

日
本
に
お
け
る
受
容
を
中
心
に
、『
経
絡
治
療
』
、
一
七
四
号
、
二
〇
〇
八
年
、
四
一
～
五
七

頁
。 

（
一
四
）
本
節
の
論
述
は
次
の
文
献
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
小
曽
戸
洋
、『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
』、
塙
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
五
年
。
小

曽
戸
洋
（
一
部
真
柳
誠
）
、
漢
方
古
典
文
献
解
説 

一
～
五
二
、『
現
代
東
洋
医
学
』、
三
巻
四
号
～
一
七
巻
二
号
、
一
九
八
二
～
一
九
九
六
年
、
漢

方
古
典
文
献
解
説 

五
三
～
五
七
、
漢
方
療
法
、
一
巻
一
号
～
二
巻
一
号
、
一
九
九
七
～
一
九
九
八
年
。
小
曽
戸
洋
、『
漢
方
の
歴
史
』、
大
修
館
書

店
、
東
京
、
二
〇
〇
二
年
（
第
二
刷
）
。
小
曽
戸
洋
、『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』、
東
京
、
一
九
九
九
年
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
中
国
医
学
古
典
そ
の
も

の
と
、
そ
の
日
本
に
お
け
る
受
容
と
展
開
に
つ
い
て
の
研
究
書
で
あ
り
、
本
節
に
お
け
る
論
述
の
概
観
に
は
格
好
の
書
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て

各
々
の
典
籍
に
つ
い
て
の
詳
細
や
、
典
拠
の
引
用
に
つ
い
て
は
い
ち
い
ち
注
記
し
な
い
。
な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
天
野
陽
介
・
小
曽
戸
洋
、

漢
方
医
学
の
歴
史
、『
か
ら
だ
の
科
学
増
刊 

こ
れ
か
ら
の
漢
方
医
学
』、
日
本
評
論
社
、
東
京
、
二
〇
一
一
年
七
月
、
二
八
～
三
二
頁
を
も
参
看
。 

（
一
五
）
舘
野
正
美
、
『
中
国
医
学
と
日
本
漢
方

―
医
学
思
想
の
立
場
か
ら
』
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
二
〇
一
四
年
、
二
一
～
三
六
頁
。
舘
野
正
美
、
『
吉

益
東
洞
『
古
書
医
言
』
の
研
究

―
そ
の
書
誌
と
医
学
思
想
』、
汲
古
書
院
、
東
京
、
二
〇
〇
四
年
、
五
〇
～
五
一
頁
等
を
参
看
。 

（
一
六
）
猪
飼
祥
夫
、
目
で
み
る
漢
方
史
料
館
（
三
一
〇
）
前
漢
の
漆
経
穴
人
形
と
医
書
の
出
土
、『
漢
方
の
臨
床
』、
六
一
巻
六
号
、
二
～
四
頁
。 
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（
一
七
）
『
難
経
集
註 

旧
鈔
本
』
、
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
、
東
京
、
二
〇
一
〇
年
。 

（
一
八
）
『
新
撰
姓
氏
録
』
に
「
和
薬
使
主
。
…
…
出
自
呉
国
主
照
淵
孫
智
聡
也
。
持
内
外
典
、
薬
書
、
明
堂
図
等
百
六
十
四
巻
、
…
…
等
、
入
朝
。」（
和

薬
使
主
。
…
…
呉
国
主
照
淵
孫
智
聡
よ
り
出
づ
る
な
り
。
内
外
典
、
薬
書
、
明
堂
図
等
百
六
十
四
巻
、
…
…
等
を
持
て
入
朝
す
。）
と
あ
る
。 

（
一
九
）
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
。
「
孔
穴
主
治
法 

第
一
」「
諸
家
取
背
輸
法 

第
二
」「
針
禁
法 

第
三
」「
灸
禁
法 

第
四
」「
針
例
法 

第
五
」「
灸
例
法 

第
六
」
「
針
灸
服
薬
吉
凶
日 

第
七
」
「
人
神
所
在
法
第
八
」「
天
医
扁
鵲
天
徳
所
在
法
第
九
」「
月
殺
厄
月
襄
日
法
第
十
」「
作
艾
用
火
法
灸
治
頌
第

十
一
」
「
明
堂
図 
第
十
二
」。 

（
二
〇
）
森
和
・
西
條
一
止
編
集
顧
問
、『
鍼
灸
医
学
大
辞
典
』、
医
歯
薬
出
版
社
、
東
京
、
二
〇
一
二
年
、
六
五
二
～
六
五
三
頁
。 

（
二
一
）
『
肘
後
救
卒
方
』
は
、
晋
代
の
道
士
と
し
て
著
名
な
葛
洪
（
お
よ
そ
二
八
三
～
三
四
三
）
が
著
し
た
一
般
庶
民
向
け
の
救
急
処
方
集
。
の
ち
に
梁

の
陶
弘
景
に
よ
り
補
訂
さ
れ
、
『
肘
後
備
急
方
』
と
い
う
名
で
伝
わ
る
。
施
灸
部
位
は
専
門
的
な
経
絡
経
穴
名
に
よ
ら
ず
、
部
位
の
分
寸
や
、
縄
な

ど
を
用
い
た
簡
便
な
方
法
で
記
さ
れ
て
い
る
。
一
般
向
け
の
書
物
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
針
治
療
は
危
険
な
た
め
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
灸
法
の
み

記
載
。
灸
と
肌
の
間
に
物
を
挟
む
、
隔
物
灸
の
記
載
も
見
ら
れ
る
。 

（
二
二
）
『
外
台
秘
要
方
』
で
は
、
針
は
危
険
で
あ
る
た
め
灸
法
の
み
を
録
す
と
い
い
（
巻
三
十
九
明
堂
序
）
実
際
、
ほ
ぼ
全
巻
に
わ
た
り
引
用
文
中
の

「
針
」
「
刺
」
の
字
を
「
灸
」
に
改
変
し
て
い
る
。
巻
三
十
九
明
堂
序
で
は
「
針
は
能
く
生
け
る
人
を
殺
す
も
、
死
せ
る
人
を
起
こ
す
能
は
ざ
る
な

り
」
と
い
い
、
「
今
、
並
び
に
針
経
を
録
さ
ず
、
唯
だ
灸
法
を
取
る
の
み
」
と
し
て
い
る
。 

（
二
三
）
富
士
川
游
等
編
、『
杏
林
叢
書
』
、
思
文
閣
、
京
都
、
一
九
七
一
年
復
刻
版
。 

（
二
四
）
巻
四
十
二
の
巻
末
に
は 
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已
上
銅
人
形
等
ノ
灸
所
ヲ
ヤ
ワ
ラ
ケ
テ
是
ヲ
書
シ
ル
シ
畢
。
容
易
（
タ
ヤ
ス
ク
）
人
ニ
不
可
見
ス
。
…
…
。 

 

と
の
識
語
が
あ
る
。 

（
二
五
）
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
。
「
九
針
法
」「
用
針
法
」「
点
灸
法
」「
灸
火
八
木
忌
」「
点
灸
用
火
」「
淋
洗
灸
瘡
」「
点
灸
瘡
法
」「
日
神
忌
」「
毎
月
忌

灸
」
「
四
季
人
神
」「
常
用
人
神
」
「
腧
穴
頭
部
」「
背
部
中
行
」「
背
部
二
行
」「
背
部
三
行
」「
背
部
寄
灸
」「
膺
部
中
行
」「
膺
部
二
行
」「
膺
部
三

行
」
「
膺
部
四
行
」「
腹
部
中
行
」
「
腹
部
四
行
」「
側
脇
部
」「
肩
髆
手
臂
」。 

（
二
六
）
室
町
時
代
の
公
家
、
中
原
康
富
の
日
記
。
十
五
世
紀
前
半
の
記
事
が
断
続
的
に
残
る
。 

（
二
七
）
服
部
敏
良
、
『
室
町
安
土
桃
山
時
代
医
学
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
八
八
年
第
二
刷
、
四
三
～
四
四
頁
。
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
化
資
料
、
康
富
記
二
十
二
、h
t
tp
:
/
/
dl.ndl.go.jp/

。
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
イ
〇
四 

〇
二
四
七
八 

〇

〇
〇
三
、
第
六
冊
、h

t
t
p
://

w
w
w
.
w
u
l
.w
a
s
e
da.ac.jp/kotenseki/html/i04/i04_02478_0003/index.html

。 

（
二
八
）
服
部
敏
良
、
『
室
町
安
土
桃
山
時
代
医
学
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
八
八
年
第
二
刷
、
三
八
～
一
九
〇
頁
。 

（
二
九
）
富
士
川
游
、
『
日
本
医
学
史
』、
一
九
四
四
年
、
第
三
版
、
一
二
五
頁
。
丸
山
敏
秋
、『
鍼
灸
古
典
入
門
』、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
七

年
、
三
九
～
四
三
頁
。
新
村
拓
、
『
日
本
医
療
史
』、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
二
〇
〇
六
年
、
四
七
～
四
八
頁
。 

（
三
〇
）
今
新
流
は
『
今
新
流
針
法
伝
書
』
（
一
五
六
九
年
奥
書
）
が
伝
存
。
開
祖
の
茨
木
二
介
（
元
行
）
は
同
書
の
奥
書
に
よ
る
と
摂
津
の
人
。 

（
三
一
）
前
掲
注
四
、
吉
田
流
を
参
照
。 

（
三
二
）
無
分
流
・
意
斎
流
は
木
製
の
小
槌
を
用
い
て
針
を
打
ち
入
れ
る
と
い
う
独
特
の
方
法
（
打
針
術
）
を
開
発
。
こ
の
打
針
術
は
も
と
禅
僧
の
無
分

（
夢
分
・
無
分
斎
・
夢
分
斎
）
の
考
案
と
さ
れ
て
い
る
が
、
流
派
の
形
成
過
程
な
ど
詳
細
は
未
だ
明
ら
か
で
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
打
針
術
の



- 56 - 

名
を
広
く
知
ら
し
め
た
者
に
御
薗
意
斎
（
一
五
五
七
～
一
六
一
六
）
が
い
る
。『
陰
虚
本
病
』（
伝
御
薗
意
斎
、
一
五
九
七
年
刊
）、『
針
道
秘
訣

集
』
（
著
者
未
詳
、
一
六
八
五
年
刊
）
、『
意
仲
玄
奥
』（
森
共
之
、
一
六
九
六
年
自
筆
稿
本
）
な
ど
が
伝
存
。 

（
三
三
）
前
掲
注
八
、
雲
海
士
流
を
参
照
。 

（
三
四
）
前
掲
注
五
、
入
江
流
を
参
照
。 

（
三
五
）
前
掲
注
九
、
匹
地
流
を
参
照
。 

（
三
六
）
前
掲
注
七
、
扁
鵲
新
流
を
参
照
。 

（
三
七
）
大
浦
宏
勝
、
江
戸
時
代
の
鍼
灸
、
流
派
に
つ
い
て
、
第
一
回
教
員
の
た
め
の
古
典
講
座
、
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
。 

（
三
八
）
本
節
の
記
述
は
、
天
野
陽
介
、
経
穴
学
の
系
譜
、
平
成
二
十
二
・
二
十
三
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
地
域
医
療
基
盤
開
発
推
進
研
究

事
業
「
統
合
医
療
を
推
進
す
る
た
め
の
日
本
伝
統
医
学
の
標
準
化
」
研
究
班
編
集
、『
日
本
伝
統
医
学
テ
キ
ス
ト 

鍼
灸
編
』、
二
〇
一
二
年
、
四
八

～
五
五
頁
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
看
。 

（
三
九
）
馬
王
堆
漢
墓
整
理
小
組
、
『
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
〔
肆
〕』、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。 

（
四
〇
）
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
、
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
號
墓
〕』、
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年 

（
四
一
）
甘
粛
省
博
物
館
・
武
威
県
文
化
館
合
編
、
『
武
威
漢
代
医
簡
』、
文
物
出
版
社
、
一
九
七
五
年
。 

（
四
二
）
馬
継
興
、
双
包
山
漢
墓
出
土
的
針
灸
経
脈
漆
木
人
形
、『
文
物
』、
一
九
九
六
年
第
四
期
。 

（
四
三
）
前
掲
注
二
、
『
新
版 

経
絡
経
穴
概
論
』
、
一
〇
頁
。 

（
四
四
）
小
曽
戸
丈
夫
・
宮
川
浩
也
・
小
林
健
二
ほ
か
・
日
本
内
経
医
学
会
（
編
）、『
黄
帝
内
経
明
堂
』、
北
里
東
医
研
医
史
学
研
究
部
、
東
京
、
一
九
九

九
年
。
黄
龍
祥
、
『
黄
帝
明
堂
経
輯
校
』、
中
国
医
薬
科
技
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
七
年
。
な
ど
。 



  

第
一
章 

曲
直
瀬
道
三
の
『
針
灸
集
要
』
と
そ
の
周
辺 
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は
じ
め
に 

   

既
に
い
さ
さ
か
触
れ
た
通
り
、
曲
直
瀬
道
三
は
室
町
末
期
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
、
当
時
の
中
国
医
学
を
本
邦
に
導
入
し
以
後
の
漢
方
医
学
の
基

礎
を
築
い
た
医
家
と
し
て
日
本
漢
方
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
。
そ
の
著
書
『
針
灸
集
要
』
は
、
中
国
医
書
を
抄
録
し
て
編
纂
さ
れ
た
一
種
の
針
灸
全
書
で
あ

る
。
そ
れ
は
た
だ
単
に
当
時
の
針
灸
書
を
集
め
た
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
、
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
に
沿
っ
て
当
時
の
針
灸
書
を
再
編
集
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
そ
の
も
の
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
本
書
は
道

三
の
針
灸
医
学
思
想
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
止
ま
ら
ず
、
日
本
中
世
に
お
け
る
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
の
実
際
を
現
在
に
伝
え
る
も
の
で

あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
本
章
は
、
後
に
所
謂
「
は
り
き
ゅ
う
治
療
」
と
し
て
日
本
人
の
生
活
一
般
に
浸
透
す
る
針
灸
の
淵
源
を
探
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一

つ
の
生
活
文
化
と
し
て
の
針
灸
の
実
際
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

実
際
の
と
こ
ろ
、
当
時
の
針
灸
医
学
の
様
相
、
お
よ
び
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
は
未
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
故
、
本
書
を
検

討
す
る
意
義
は
実
に
重
大
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
本
書
の
研
究
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
的
針
灸
医
学
の
発
展
の
様
相
を
検
討
す
る
端
緒
と
し
て
の
意

義
も
持
つ
。
い
ま
曲
直
瀬
道
三
の
『
針
灸
集
要
』
を
以
て
、
我
が
国
中
世
に
お
け
る
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
と
そ
の
発
展
の
様
相
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る

ゆ
え
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
以
下
に
お
い
て
曲
直
瀬
道
三
の
人
物
像
か
ら
見
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。 
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第
一
節 
沿 

 

革 

  

一
．
曲
直
瀬
道
三
略
伝 

  

曲
直
瀬
道
三
〔
永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）
～
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
ま
た
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）〕
は
、
京
都
柳
原
に
生
ま
れ
、
名
は
正
盛
ま
た
正

慶
、
字
は
一
渓
、
号
は
雖
知
苦
斎
・
翠
竹
斎
・
盍
静
翁
・
寧
固
、
道
三
は
そ
の
通
称
。
幼
く
し
て
僧
籍
に
入
り
、
京
都
五
山
の
相
国
寺
で
学
び
、
享
禄
元
年

（
一
五
二
八
）
関
東
足
利
学
校
に
入
り
漢
学
を
修
め
、
の
ち
に
田
代
三
喜
・
導
道
に
従
い
医
学
を
修
め
た
。
天
文
十
四
年
（
一
五
四
六
）
京
に
帰
り
、
私
立

の
医
学
校
・
啓
迪
院
を
創
建
し
、
多
く
の
門
人
を
育
成
し
た
。
ま
た
、
足
利
義
輝
・
毛
利
元
就
・
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
な
ど
時
の
権
力
者
や
正
親
町
天
皇

な
ど
天
皇
家
の
信
任
を
得
、
そ
の
医
療
を
担
当
し
た
。
道
三
の
跡
を
継
い
だ
玄
朔
〔
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）
～
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）〕
は
江
戸
幕

府
が
開
か
れ
た
の
ち
徳
川
家
に
重
用
さ
れ
、
以
後
代
々
曲
直
瀬
家
は
幕
府
医
官
と
し
て
医
界
に
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。 

 

道
三
は
、
当
時
最
新
の
明
刊
医
書
お
も
に
嘉
靖
間
（
一
五
二
一
～
一
五
六
六
）
の
医
書
を
積
極
的
に
導
入
し
、
特
に
中
国
・
金
元
代
の
李
東
垣
・
朱
丹
渓

ら
の
唱
え
た
医
学
を
重
視
し
、
そ
れ
ら
を
巧
み
に
整
理
し
て
曲
直
瀬
流
ま
た
は
の
ち
に
後
世
方
派
と
称
さ
れ
る
医
学
の
基
盤
を
確
立
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
医

学
理
論
を
「
察
証
弁
治
（
病
の
証
を
察
し
て
、
治
方
を
弁
析
す
る
）」
と
呼
ば
れ
る
理
論
に
よ
り
体
系
化
し
、
多
く
の
著
述
を
な
し
た
。
主
な
編
著
書
に
は
、

道
三
医
学
の
集
大
成
と
も
言
え
る
『
啓
迪
集
』
〔
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
自
序
〕
、
日
本
初
の
独
立
し
た
小
児
科
医
書
と
し
て
知
ら
れ
る
『
遐
齢
小
児
方
』
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〔
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
成
〕
な
ど
が
あ
り
、
ほ
か
に
薬
物
書
・
養
生
書
・
脈
診
書
な
ど
幅
広
い
著
述
を
な
し
た
。
ま
た
本
論
攷
の
研
究
対
象
と
な
る
針

灸
専
書
『
針
灸
集
要
』
が
あ
る
。 

  

道
三
が
活
躍
し
た
時
代
は
、
中
国
か
ら
の
物
的
・
人
的
流
入
が
進
み
、
そ
れ
ら
を
受
容
し
、
ま
た
印
刷
出
版
に
よ
る
知
識
の
普
及
が
始
ま
っ
た
と
い
う
点

に
お
い
て
、
以
後
の
日
本
漢
方
の
礎
を
築
い
た
時
代
と
言
え
る
（
一
）
。
針
灸
分
野
に
お
い
て
は
、
日
本
独
特
と
も
言
え
る
針
灸
諸
流
派
が
興
る
以
前
の
、
中

国
医
学
思
想
の
受
容
期
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
編
ま
れ
た
『
針
灸
集
要
』
は
当
時
の
日
本
の
針
灸
医
学
思
想
を
探
る
上
で
格
好
の
材
料
と
な

り
得
る
。
し
か
し
本
書
に
関
す
る
研
究
は
、
従
来
、
引
用
書
目
の
概
観
を
述
べ
る
に
留
ま
り
、
本
書
を
通
じ
た
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
、
お
よ
び
当
時
の
中

国
針
灸
医
学
思
想
受
容
の
様
相
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
二
）
。 

 

そ
こ
で
、
本
章
で
は
曲
直
瀬
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
基
礎
的
研
究
と
し
て
『
針
灸
集
要
』
の
概
要
お
よ
び
構
成
と
引
用
書

目
の
分
析
を
行
い
、
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
解
明
の
資
と
し
た
い
。 
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第
二
節 
『
針
灸
集
要
』
の
概
要 

  

一
．
現
伝
本
に
つ
い
て 

  

『
針
灸
集
要
』
は
刊
行
は
さ
れ
ず
、
写
本
と
し
て
の
み
伝
わ
っ
て
い
る
。
本
書
が
著
さ
れ
た
永
禄
（
一
五
五
八
～
七
〇
）
頃
、
医
書
の
印
刷
は
ま
だ
普
及

し
て
お
ら
ず
、
鈔
写
に
よ
り
伝
承
さ
れ
た
。
医
書
出
版
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る

（
三
）
。
本
書
の
現
存
写
本
を
調
査
す
る
こ
と
は
、
そ
の
伝
本
経
緯
の
調
査
の
み
な
ら
ず
、
医
書
出
版
普
及
以
前
の
医
学
相
伝
の
状
況
を
知
る
う
え
で
も
重
要

で
あ
る
。 

  

現
在
ま
で
に
筆
者
が
把
握
し
た
伝
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

①
『
翠
竹
庵
針
灸
集
要
』、
一
冊
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
（
シ
五
〇
七
） 

 

②
『
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
』
、
一
冊
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
（
シ
五
〇
八
） 

 

③
『
翠
竹
庵
針
灸
集
要
』、
一
冊
、
九
州
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
シ
三
二
四
） 

 

④
『
〔
針
灸
集
要
〕
』
、
一
冊
、
九
州
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
シ
三
二
五
） 
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⑤
『
翠
竹
庵
針
灸
集
要
』、
一
冊
、
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
（
杏
五
五
八
三
） 

 

⑥
『
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
』
、
一
冊
、
米
国
国
立
医
学
図
書
館
所
蔵 

 

⑦
『
〔
針
灸
集
要
〕
』
、
一
冊
、
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
（
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
） 

  

次
に
、
右
に
挙
げ
た
現
伝
本
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
取
り
上
げ
て
そ
の
書
誌
を
概
観
す
る
。 

 

①
『
翠
竹
庵
針
灸
集
要
』
一
冊
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
（
シ
五
〇
七
） 

 

外
題
を
「
針
灸
集
要 

全
」
と
す
る
。
十
二
行
、
行
二
十
字
。
界
線
な
し
。
全
四
十
七
丁
。
奥
書
な
ど
な
く
筆
写
年
は
未
詳
。
返
点
、
送
仮
名
は
付
さ
れ

な
い
。
首
「
翠
竹
庵
針
灸
集
要
」
（
「
治
未
病
説 

心
」
至
「
両
髪
際
定 

資
」）
、
次
「
諸
証
的
治
応
穴
」（「
中
風 

玉
」
至
「
小
児
疳
痩 

林
」）
四
十
七

丁
。
書
末
尾
に
「
洛
下
翠
竹
庵
一
渓
叟
道
三
（
花
押
）」
と
署
す
。
他
本
と
の
校
勘
を
朱
筆
で
記
す
（
四
）
。 

 

道
三
の
署
名
は
筆
跡
か
ら
自
筆
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
、
底
本
に
記
さ
れ
た
も
の
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
校
勘
書
入
の
う
ち
い
く
つ
か
は
今
回
調
査
し
た
他

本
と
は
合
わ
ず
（
五
）
、
い
か
な
る
伝
本
を
参
照
し
た
か
は
未
詳
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
。
本
文
に
誤
字
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け

ら
れ
る
。
京
大
富
士
川
（
シ
五
〇
八
）
本
に
見
ら
れ
る
天
頭
書
入
が
「
諸
証
的
治
応
穴
」
以
前
の
部
分
に
は
な
い
。 

 

②
『
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
』
一
冊
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
（
シ
五
〇
八
） 

 

外
題
を
「
針
灸
集
要
」
と
す
る
。
十
二
行
二
十
字
。
界
線
あ
り
。
全
五
十
一
丁
。
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
道
務
写
。
返
点
、
送
仮
名
を
付
す
。
首
「
雖

知
苦
斎
針
灸
集
要
目
録
／
日
東
洛
下
盍
静
翁
道
三
編
」、
末
「
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
目
録 
畢
」
四
丁
、
次
「
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要 

盍
静
翁
道
三
編
」（「
治
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未
病
説 

心
」
至
「
両
髪
際
定 

資
」
）、
次
「
諸
証
的
治
応
穴
」
（「
中
風 

玉
」
至
「
小
児
疳
痩 

林
」）、
末
「
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要 

畢
」
四
十
七
丁
。

書
末
尾
に
「
一
渓
叟
道
三
（
花
押
）」
と
署
す
。
裏
表
紙
に
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
道
務
奥
書
。
目
録
の
前
に
経
脈
経
穴
な
ど
を
雑
記
し
た
書
入
れ
が
あ

る
。 

 

道
三
の
署
名
は
底
本
か
ら
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
近
年
数
度
に
わ
た
り
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
六
）
。
現
伝
本
の
う
ち
も
っ
と
も
知
ら
れ
て
い
る

一
本
で
あ
る
。
奥
書
の
年
代
の
古
さ
、
誤
写
の
少
な
さ
な
ど
か
ら
、『
針
灸
集
要
』
研
究
に
お
い
て
第
一
に
扱
わ
れ
る
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

③
『
翠
竹
庵
針
灸
集
要
』
一
冊
、
九
州
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
シ
三
二
四
） 

 

外
題
を
「
針
灸
集
要
」
と
す
る
。
十
二
行
二
十
字
。
界
線
な
し
。
全
五
十
一
丁
。
奥
書
な
ど
な
く
筆
写
年
は
未
詳
。
返
点
、
送
仮
名
を
付
す
。
首
「〔
目

録
〕
」
、
末
「
雖
知
苦
斉
針
灸
集
要
目
録 

畢
」
四
丁
、
次
「
翠
竹
庵
針
灸
集
要
」（「
治
未
病
説 

心
」
至
「
両
髪
際
定 

資
」）、
次
「
諸
証
的
治
応
穴
」（「
中

風 

玉
」
至
「
小
児
疳
痩 

林
」
）
、
末
「
雖
知
苦
斉
針
灸
集
要 

畢
」
四
十
七
丁
、
書
末
尾
に
「
洛
下
翠
竹
庵
一
渓
叟
道
三 

在
判
」
と
署
す
。 

 

道
三
の
署
名
は
底
本
か
ら
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
京
大
富
士
川
（
シ
五
〇
八
）
本
に
見
ら
れ
る
天
頭
書
入
が
「
諸
証
的
治
応
穴
」
以
前
の
部
分
に
は
な
い
。 

 

④
『
〔
針
灸
集
要
〕』
一
冊
、
九
州
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
（
シ
三
二
五
） 

 

『
九
州
大
学
附
属
図
書
館
医
学
分
館
古
医
書
目
録
』（
七
）

に
よ
る
と
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
の
写
本
と
い
う
。
一
九
九
五
年
の
真
柳
誠
の
調
査
記

録
に
よ
る
と
、
本
書
末
に
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
櫟
庵
寿
泉
奥
書
が
あ
る
と
い
う
（
八
）
。 

 

⑤
『
翠
竹
庵
針
灸
集
要
』
一
冊
、
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
（
杏
五
五
八
三
） 
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外
題
を
「
針
灸
集
要
」
と
す
る
。
十
二
行
二
十
字
。
界
線
あ
り
。
全
五
十
一
丁
。
奥
書
な
ど
な
く
筆
者
年
未
詳
。
返
点
、
送
仮
名
を
付
す
。
首
「〔
目
録
〕」、

末
「
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
目
録 

畢
」
四
丁
、
次
「
翠
竹
庵
針
灸
集
要
」（
「
治
未
病
説 

心
」
至
「
両
髪
際
定 

資
」）、
次
「
諸
証
的
治
応
穴
」（「
中
風 

玉
」

至
「
小
児
疳
痩 

林
」
）
、
末
「
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要 

畢
」
四
十
七
丁
。
書
末
尾
に
「
洛
下
翠
竹
庵
一
渓
叟
道
三
」
と
署
す
。 

 

筆
跡
は
道
三
の
筆
に
似
せ
ら
れ
て
い
る
。
近
し
い
門
人
が
師
の
筆
跡
を
真
似
て
筆
写
す
る
こ
と
は
一
般
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
本
書
を
写
し
た
人
物
は
道
三

に
近
し
い
門
人
で
あ
り
、
祖
本
に
近
い
も
の
を
底
本
と
し
て
、
丹
念
に
筆
者
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
誤
写
も
少
な
く
、
②
と
と
も
に
善
本
と
言
え
る
書
で
あ

る
。 

 

⑥
『
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
』
一
冊
、
米
国
国
立
医
学
図
書
館
蔵 

 

外
題
を
「
雖
知
苦
斉
針
灸
集
要
」
と
す
る
。
十
二
行
二
十
字
。
界
線
な
し
。
全
四
十
九
丁
。
奥
書
な
ど
な
く
筆
写
年
は
未
詳
。
返
点
、
送
仮
名
を
付
す
。

首
「
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
目
録
／
盍
静
翁
道
三
編
」
、
末
「
目
録
畢
」
三
丁
、
次
「
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
／
盍
静
翁
道
三
編
」
（「
治
未
病
説 

心
」
至
「
両

髪
際
定 

資
」
）
、
次
「
諸
証
的
治
応
穴
」（「
中
風 

玉
」
至
「
瘊
子 

域
」
）、
次
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
年
道
三
奥
書
、
末
「
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要 

畢
」

四
十
六
丁
。 

 

道
三
の
署
名
は
底
本
か
ら
の
写
し
で
あ
ろ
う
。
京
大
富
士
川
（
シ
五
〇
八
）
本
と
比
べ
る
と
次
の
点
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
富
士
川
本
に
見
ら
れ
る
天
頭

書
入
が
「
諸
証
的
治
応
穴
」
以
前
の
部
分
に
は
な
い
。
富
士
川
本
の
目
録
第
一
丁
は
十
一
行
あ
る
の
に
対
し
本
書
は
十
二
行
あ
り
、「
諸
証
的
治
応
穴
目
録
」

の
後
半
部
の
記
載
順
が
異
な
り
遺
漏
も
あ
る
。
「
諸
証
的
治
応
穴
」
本
文
の
「
瘰
癧
」
以
降
錯
簡
し
、「
難
産
」「
小
児
驚
風
」
か
ら
「
小
児
疳
痩
」
ま
で
続

き
、
次
に
「
小
水
不
禁
」
「
遺
精
」
か
ら
「
瘊
子
」
を
記
す
。
本
文
全
体
に
わ
た
り
改
行
の
相
違
が
散
見
し
、
ま
た
誤
字
も
散
見
す
る
。「
諸
証
的
治
応
穴
」

に
お
い
て
は
、
富
士
川
本
で
本
文
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
天
頭
書
入
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
多
く
見
ら
れ
る
。 
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今
回
検
討
し
た
現
伝
本
に
は
、
誤
写
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
字
句
の
違
い
や
錯
簡
は
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
内
容
に
関
わ
る
大
き
な
相
違
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
こ
か
ら
お
よ
そ
本
書
の
写
本
は
一
系
統
の
上
に
な
さ
れ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
一
方
で
、
①
の
校
勘
書
入
や
⑥
の
本
文
改
行
の
相
違
な
ど
が
見
受

け
ら
れ
、
別
系
統
の
伝
写
本
が
存
在
す
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
研
究
を
待
ち
た
い
。 

 

二
．
『
針
灸
集
要
』
の
成
立 

  

現
伝
本
の
う
ち
、
前
述
②
④
⑥
の
三
書
に
は
奥
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
本
書
の
成
立
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
以
下
、
年
次
に
よ

り
記
す
（〔 

〕
内
は
推
定
、
□
は
不
明
字
、
読
点
は
筆
者
に
よ
る
付
加
）
。 

 

②
京
大
富
士
川
（
シ
五
〇
八
）
本 

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
道
務
奥
書 

 

于
時
永
禄
六
年

癸亥
歳
五
月
二
日
、
於
洛
下
翠
竹
庵
、
自
一
渓
先
師
賜
之
、 

 

道
務 

（
時
に
永
禄
六
年

癸亥
の
歳
五
月
二
日
、
洛
下
翠
竹
庵
に
お
い
て
一
渓
先
師
よ
り
之
を
賜
は
る
。 

 

道
務
） 

 

⑥
米
国
医
学
図
書
館
本 

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
道
三
奥
書 
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為
備
斎
下
之
証
本
、
検
閲
針
灸
数
家
之
明
本
、
撮
其
至
要
者
、
而
経
十
有
余
年
既
終
全
部
矣
、
姪
孫
盛
□
為
秘
的
承
之
幽
旨
、
深
欲
受
此
本
、
故
授
焉
、 

 

永
禄
十
二

己巳
年
臘
月
初
六 

盍
静
子
道
三 

（
斎
下
の
証
本
を
備
ふ
為
に
、
針
灸
数
家
の
明
本
を
検
閲
し
て
、
其
の
至
要
な
る
者
を
撮
り
、
而
し
て
十
有
余
年
を
経
て
既
に
全
部
を
終
ふ
。
姪

孫
の
盛
□
、
的
承
の
幽
旨
を
秘
さ
ん
が
為
に
、
深
く
此
の
本
を
受
け
ん
と
欲
す
。
故
に
焉
を
授
く
。 

 

永
禄
十
二

己巳
年
臘
月
初
六 

盍
静
子
道

三
） 

※
「
盛
□
」
は
虫
損
。
僅
か
な
残
存
部
か
ら
す
る
と
「
盛
治
」
に
も
見
え
る
。
道
三
の
孫
に
は
盛
紹
守
伯
（
翠
竹
院
）
が
お
り
、
ま
た
養
嗣
子
に

は
正
紹
玄
朔
が
い
る
。
あ
る
い
は
こ
の
い
ず
れ
か
の
事
で
あ
ろ
う
か
。 

 

④
九
大
図
書
館
（
シ
三
二
五
）
本 

天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
櫟
庵
寿
泉
奥
書 

 

或
曰
、
薬
之
、
針
之
、
灸
之
、
孰
優
、
余
曰
、
医
治
病
猶
将
用
兵
、
退
仇
矛
戟
斧
鉞
、
従
其
宜
耳
、
医
亦
盍
異
哉
、
服
薬
〔
之
功
〕、
姑
閣
之
原
、
夫

若
盧
医
者
、
針
虢
太
守
、
立
得
活
、
如
医
緩
者
、
視
晋
侯
、
辞
而
不
療
、
至
孫
氏
出
論
、
不
灸
膏
肓
之
過
、
此
等
、
咸
薬
〔
餌
〕
也
、
針
灸
者
也
、
由

是
按
之
、
薬
也
、
針
也
、〔
灸
〕
也
、
不
可
釈
一
者
如
斯
矣
、
然
一
渓
先
生
覃
思
而
広
観
群
書
、
沙
之
汰
之
、
尽
金
針
精
微
、
探
之
索
〔
之
〕、
究
神
灸

兪
穴
、
勒
為
一
巻
、
余
受
用
有
歳
、
今
也
、
由
肱
斎
覓
書
写
之
、
何
敢
足
嗇
乎
、
再
請
加
之
奥
書
、
仍
応
其
命
、
公
莫
掩
口
笑
矣
、 

 

于
時
天
正
第

八
年
庚
辰
臘
月
中
澣 

櫟
庵
寿
泉
書
之
、 

（
或
ひ
と
曰
く
、
之
に
薬
し
、
之
に
針
し
、
之
に
灸
す
る
は
、
孰
れ
か
優
れ
る
か
。
余
曰
く
、
医
の
病
を
治
す
る
こ
と
、
猶
ほ
将
の
兵
を
用
ゐ
る

が
ご
と
し
。
仇
の
矛
戟
斧
鉞
を
退
く
る
は
、
其
の
宜
し
き
に
従
ふ
の
み
。
医
も
亦
盍
ぞ
異
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
服
薬
〔
の
功
〕、
姑
閣
の
原
、
夫
れ
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盧
医
の
若
き
者
は
、
虢
太
守
に
針
す
れ
ば
、

立
た
ち
ど
こ
ろ

に
活
く
る
こ
と
を
得
、
医
緩
の
如
き
者
は
、
晋
侯
を
視
れ
ば
、
辞
し
て
療
せ
ず
。
孫
氏
の
論

を
出
だ
す
に
至
り
て
は
、
膏
肓
に
灸
せ
ず
の
過
あ
り
。
此
等
は
咸
（
み
な
）
薬
〔
餌
〕
な
り
、
針
灸
な
る
者
な
り
。
是
れ
に
由
り
て
之
を
按
ず
る

に
、
薬
や
、
針
や
、〔
灸
〕
や
、
一
も
釈
く
べ
か
ら
ざ
る
者
な
る
こ
と
斯
く
の
如
し
。
然
る
に
一
渓
先
生
、
覃
思
し
て
広
く
群
書
を
観
、
之
を
沙

し
之
を
汰
し
、
金
針
精
微
を
尽
く
し
、
之
を
探
り
之
を
索
め
、
神
灸
兪
穴
を
究
め
て
、
勒
し
て
一
巻
と
為
す
。
余
、
受
け
て
用
ふ
る
こ
と
歳
あ
り
。

今
や
、
肱
斎
由
り
之
を
書
写
す
る
こ
と
を
覓
め
ら
る
。
何
ぞ
敢
へ
て
嗇
む
に
足
ら
ん
や
。
再
び
之
に
奥
書
を
加
へ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
仍
り
て
其
の

命
に
応
ず
。
公
、
口
を
掩
ひ
て
笑
ふ
こ
と
莫
か
れ
。 

 

時
に
天
正
第
八
の
年
庚
辰
臘
月
中
澣 

櫟
庵
寿
泉 

之
を
書
す
） 

※
櫟
庵
寿
泉
に
つ
い
て
は
不
詳
。
ち
な
み
に
、
曲
直
瀬
亨
徳
院
家
の
末
裔
・
曲
直
瀬
陽
造
氏
が
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
中
の
『
啓
迪
集
』（
九
）

に
は
、
末
冊
尾
奥
書
に
「
洛
下
雖
知
苦
斎
道
三
（
花
押
） 

 

令
授
与
也
足
斎
寿
泉
公
訖
」
と
あ
る
。
こ
の
「
也
足
斎
寿
泉
」
と
「
櫟
庵
寿
泉
」

の
関
係
は
不
明
だ
が
、
後
考
に
備
え
こ
こ
に
記
し
た
。 

  

こ
れ
ら
の
奥
書
に
よ
る
と
『
針
灸
集
要
』
の
成
立
お
よ
び
伝
本
が
次
の
よ
う
に
知
れ
る
。『
針
灸
集
要
』
は
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
以
前
に
、
道
三
が

針
灸
医
家
の
明
刊
本
数
種
に
よ
り
自
家
の
証
本
と
す
べ
く
抄
写
し
た
も
の
で
、
の
ち
十
余
年
を
経
て
成
さ
れ
た
。
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
は
門
弟
の
道

務
に
一
本
を
与
え
、
ま
た
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
の
陰
暦
十
二
月
六
日
に
は
姪
孫
の
盛
〔
治
〕
に
講
授
し
た
。
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
は
肱
斎
が

書
写
し
、
櫟
庵
寿
泉
が
奥
書
を
加
え
た
。 

 

ま
た
、
本
書
に
は
十
六
世
紀
後
半
に
な
っ
た
『
針
灸
聚
英
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
（
詳
細
は
後
述
）。
こ
こ
か
ら
『
針
灸
集
要
』
の
成
書
は
、
十
六
世
紀

前
半
で
下
限
は
永
禄
六
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

道
三
の
医
学
の
ル
ー
ツ
を
記
し
た
『
当
流
医
之
源
委
』（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
乾
五
四
四
五
）（
一
〇
）

に
は
、
門
流
の
者
が
学
ぶ
べ
き
道
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三
の
著
作
を
記
し
た
「
当
流
宜
学
之
目
録
」（
一
一
）

が
録
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
一
巻
者
、
是
抜
集
諸
聖
賢
之
針
灸
経
幷
十
四
経
等
者
也
、
頃
紊
用
針
治
、
而
不
弁
経
昇
降
、
穴
所
在
、
針
灸
禁
、
病
浅
深
、
脈
吉

凶
、
時
月
戒
、
刺
巨
繆
、
少
壮
明
暗
倶
懐
針
、
予
深
憐
焉
、
故
撰
彼
一
巻
、
天
下
業
針
之
士
、
必
須
察
之
云
、 

（
『
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
』
一
巻
は
、
是
れ
諸
聖
賢
の
「
針
灸
経
」
幷
び
に
『
十
四
経
』
等
を
抜
き
集
め
た
る
も
の
な
り
。
頃
（
こ
の
ご
ろ
）
紊

（
み
だ
）
り
に
針
治
を
用
ひ
て
、
経
の
昇
降
、
穴
の
所
在
、
針
灸
の
禁
、
病
の
浅
深
、
脈
の
吉
凶
、
時
月
の
戒
、
刺
の
巨
繆
を
弁
ぜ
ず
し
て
、
少

壮
明
暗
、
倶
に
針
を
懐
ふ
。
予
、
深
く
焉
を
憐
れ
む
。
故
に
彼
の
一
巻
を
撰
ず
。
天
下
の
針
を
業
と
す
る
の
士
、
必
ず
須
ら
く
之
を
察
す
べ
し
と

云
ふ
） 

  

こ
の
記
事
は
、
ほ
ぼ
同
文
が
『
小
児
療
治
集
』
〔
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
刊
〕
に
付
さ
れ
た
、
加
屋
松
庵
編
の
「
道
三
家
譜
」（
一
二
）

に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
の
記
事
と
し
て
記
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、『
針
灸
集
要
』
の
成
立
年
を
永
禄
十
年
と
す
る
説
が
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
先
に
述
べ
た
通
り
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
の
奥
書
が
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
永
禄
十
年
成
書
説
は
疑
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
『
当
流
医
之
源
委
』
の
記
述
に
よ
り
、
道
三
の
『
針
灸
集
要
』
著
述
の
動
機
は
、
先
に
挙
げ
た
「
自
家
の
証
本
」
作
成
の
他
に
、
当
時
の
針
治
が
妄

り
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
憂
え
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。 

  

こ
こ
で
、
道
三
の
斎
名
と
『
針
灸
集
要
』
現
伝
写
本
と
の
関
係
に
よ
り
、
現
伝
写
本
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。 

 

道
三
の
斎
名
に
つ
い
て
『
当
流
医
之
源
委
』
お
よ
び
『
今
大
路
家
記
鈔
』（
一
三
）

に
よ
る
と
、「
雖
知
苦
斎
」
は
『
啓
迪
集
』
以
前
の
斎
名
で
あ
り
、
天
正
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二
年
（
一
五
七
四
）
に
同
書
を
上
覧
し
た
折
、「
翠
竹
」
の
号
を
賜
っ
た
、
そ
の
後
、「
翠
竹
斎
」
を
改
め
「
翠

竹
庵
」
、
ま
た
の
ち
に
「
翠
竹
院
」
と
し
た
、
と
い
う
（
一
四
）
。
矢
数
道
明
の
調
査
に
よ
る
と
、
永
禄
、
元
亀
の

頃
、
六
十
五
歳
以
前
の
著
書
に
は
す
べ
て
「
日
東
洛
下
、
雖
知
苦
斎
盍
静
翁
道
三
識
」
と
あ
り
、
天
正
二
年
の

『
啓
廸
集
』
に
は
「
翠
竹
庵
一
渓
叟
道
三
識
」
と
改
め
、
天
正
九
年
頃
に
は
「
日
東
平
安
城
翠
竹
院
、
一
渓
叟
、

七
十
五
齢
道
三
筆
之
」
と
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
（
一
五
）
。 

 

今
回
調
査
し
た
伝
本
の
う
ち
、「
翠
竹
庵
」
と
記
す
も
の
は
（
丸
数
字
は
前
述
現
伝
諸
本
に
対
応
）
①
内
題
・

書
末
署
名
、
②
道
務
奥
書
、
③
内
題
・
書
末
署
名
、
⑤
内
題
・
書
末
署
名
が
あ
る
。
一
方
、「
雖
知
苦
斎
」
と
記

す
も
の
に
は
②
目
録
題
・
目
録
末
・
内
題
・
本
文
末
題
、
③
目
録
末
・
本
文
末
題
、
⑤
目
録
末
・
本
文
末
題
、

⑥
外
題
・
目
録
題
・
内
題
・
本
文
末
題
が
あ
る
（
表
２
）。 

 

上
述
の
矢
数
の
調
査
と
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
①
③
⑤
は
内
題
お
よ
び
書
末
の
道
三
署
名
が
「
翠
竹

庵
」
と
な
っ
て
お
り
、
天
正
二
年
以
降
～
天
正
九
年
頃
に
道
三
よ
り
署
名
を
受
け
た
写
本
に
よ
る
可
能
性
が
あ

る
。
②
⑥
は
書
名
に
関
わ
る
記
述
は
全
て
「
雖
知
苦
斎
」
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
は
②
⑥
の
写
本
は
天
正
二
年
以

前
に
記
さ
れ
た
も
の
が
底
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
残
る
は
②
道
務
奥
書
に
あ
る
「
翠
竹
庵
」
の
語
で
あ
る
が
、

こ
の
奥
書
は
永
禄
六
年
に
記
さ
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
天
正
二
年
の
賜
号
「
翠
竹
」
の
記
事
と
合
わ
な
い
。
今

こ
れ
以
上
よ
る
べ
き
資
料
が
な
い
た
め
、
こ
の
道
務
奥
書
に
関
し
て
は
こ
こ
ま
で
述
べ
る
に
止
め
る
こ
と
と
す

る
。 

 

表 2 『鍼灸集要』諸本の各所における道三の号の記述 

 

 目録題 同末 内題 本文末題 書末署名 備考 

①   翠竹庵  翠竹庵  

② 雖知苦斎 雖知苦斎 雖知苦斎 雖知苦斎  道務奥書に「翠竹庵」 

③  雖知苦斎 翠竹庵 雖知苦斉 翠竹庵  

⑤  雖知苦斎 翠竹庵 雖知苦斎 翠竹庵  

⑥ 雖知苦斎  雖知苦斎 雖知苦斎   
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三
．
『
針
灸
集
要
』
の
背
景 

 

（
一
）
師
・
導
道
か
ら
の
講
授 

 

道
三
が
そ
の
師
・
導
道
か
ら
講
授
さ
れ
た
医
書
の
書
目
が
慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
『
範
翁
導
道
伝
授
書
写
（
支
山
人
よ
り
道
三
に
授
け
し
書
）』（150x

-9

）

と
題
さ
れ
た
巻
子
写
本
に
残
る
。 

 

「
素
問
」
本
経
之
訓
読
、
「
運
気
論
奥
」
之
講
授
、「
本
草
序
例
」
之
釈
明
、「
八
十
一
難
経
」
之
講
釈
、「
玉
機
微
義
」
之
教
授
、「
察
病
指
南
」
之
公

講
、
「
医
書
大
全
論
」
啓
授
、「
聖
恵
明
堂
」
之
直
伝
、「
和
剤
指
南
」
之
釈
伝
、「
医
学
源
流
」
之
系
釈
（
一
六
）
、 

〔
『（
黄
帝
内
経
）
素
問
（
・
霊
枢
）
』
本
経
の
訓
読
、『（
素
問
入
式
）
運
気
論
奥
』
の
講
授
、『（
証
類
）
本
草
』「
序
例
」
の
釈
明
、『
（
黄
帝
）
八

十
一
難
経
』
の
講
釈
、
『
玉
機
微
義
』
の
教
授
、『
察
病
指
南
』
の
公
講
、『
医
書
大
全
論
』
の
啓
授
、『（
太
平
）
聖
恵
（
方
）』（
巻
百
）「
明
堂
」

の
直
伝
、
『（
太
平
恵
民
）
和
剤
（
局
方
）』
「（
用
薬
）
指
南
」
の
釈
伝
、
（『
医
書
大
全
』）「
医
学
源
流
」
の
系
釈
。〕 

  

道
三
は
導
道
よ
り
『
素
問
』
『
難
経
』「
聖
恵
明
堂
」
の
中
国
針
灸
医
書
を
講
授
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

前
述
の
通
り
『
黄
帝
内
経
（
素
問
・
霊
枢
）
』
は
春
秋
戦
国
時
代
以
来
の
医
学
論
文
を
綴
り
合
わ
せ
、
前
漢
末
か
ら
後
漢
初
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
、
医
学
の
基
礎
理
論
を
述
べ
た
書
。『
黄
帝
八
十
一
難
経
（
難
経
）』
は
『
黄
帝
内
経
』
の
難
解
な
部
分
を
八
十
一
章
に
分
け
て
問
答
形
式
で
論
説
し

た
書
。
編
者
は
春
秋
戦
国
時
代
の
伝
説
上
の
名
医
・
扁
鵲
の
作
と
い
わ
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
仮
託
で
、『
黄
帝
内
経
』
以
降
、
後
漢
頃
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

『
難
経
』
の
内
容
は
脈
・
経
絡
・
臓
腑
・
病
理
・
病
態
・
経
穴
・
針
刺
法
な
ど
、
針
術
の
理
論
と
臨
床
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
聖
恵
明
堂
」
は
『
太
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平
聖
恵
方
』（
王
懐
隠
ら
、
九
九
二
年
成
）
巻
百
の
「
明
堂
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
灸
法
に
関
す
る
記
述
と
と
も
に
各
穴
の
位
置
と
主
治
症
が
記
さ
れ
た
も

の
で
、
の
ち
に
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
と
し
て
単
行
さ
れ
、
ま
た
元
・
竇
桂
芳
に
よ
り
『
針
灸
四
書
』
に
編
入
さ
れ
た
。
ま
た
日
本
で
は
慶
長
十
三
年
（
一
六

〇
八
）
の
古
活
字
版
に
よ
る
単
行
以
降
、
幾
度
も
和
刻
さ
れ
流
布
し
て
い
る
。 

 

道
三
は
こ
れ
ら
基
礎
理
論
書
お
よ
び
経
穴
学
書
を
導
道
よ
り
学
び
、
針
灸
に
対
す
る
基
礎
知
識
を
備
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
『
範
翁
導
道
伝
授
書
写
（
支
山
人
よ
り
道
三
に
授
け
し
書
）』
に
は
「
唯
授
一
人
之
第
（
一
～
六
）」
と
題
さ
れ
た
、
道
三
へ
の
伝
授
書
と
も
言
え

る
も
の
が
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
の
如
く
あ
る
。 

 

「
唯
授
一
人
之
第
六
（
畢
）」 

○
医
奥
之
悟
徹 

一 

諸
病
悪
候
之
察 

 

素
問
之
聖
規 

仲
景
之
明
説 

 

銭
氏
之
察
嬰 

竇
漢
卿
之
吉
凶 

 

宗
厚
彦
純
之
審
解 

丹
渓
之
試
効
教
例 

…
… 

右
察
証
切
脈
之
悟
徹
也
、
蔵
之
於
肺
肝
而
莫
□
脱
曰 

于
時
天
文
五
（
丙
申
）
年
二
月
二
十
八
日 

 

支
山
人 

範
翁
導
道 

（
「
唯
だ
一
人
に
授
く
の
第
六
（
畢
）
」 
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医
奥
の
悟
徹
。 

一
、
諸
病
悪
候
の
察
。 

 
素
問
の
聖
規
。
仲
景
の
明
説
。 

 

銭
氏
の
察
嬰
。
竇
漢
卿
の
吉
凶
。 

 

宗
厚
・
彦
純
の
審
解
。
丹
渓
の
試
効
教
例
。 

…
… 

右
、
察
証
切
脈
の
悟
徹
な
り
。
之
を
肺
肝
に
蔵
し
て
□
脱
す
る
こ
と
莫
か
れ
。
曰
く
、
時
に
天
文
五
（
丙
申
）
年
二
月
二
十
八
日
、
支
山
人 

範

翁
導
道
） 

  

「
唯
授
一
人
之
第
（
一
～
六
）
」
の
最
後
に
あ
た
る
本
文
に
は
、
拠
る
べ
き
中
国
医
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
諸
病
を
診
察
す
る
に
は
次
の
書
。
基
本
典

籍
で
あ
る
『
（
黄
帝
内
経
）
素
問
（
・
霊
枢
）
』、
湯
液
治
療
の
基
礎
と
な
る
方
書
「
仲
景
（『
傷
寒
論
』『
金
匱
要
略
』
）」（
張
仲
景
）、
小
児
科
の
方
書
『
小

児
薬
証
直
訣
』
（
宋
・
銭
乙
）、
日
時
に
よ
っ
て
治
療
に
用
い
る
経
穴
を
選
ぶ
手
法
を
採
録
し
、
針
施
術
の
手
法
を
詳
し
く
述
べ
る
『
針
経
指
南
』〔
金
・
竇

漢
卿
（
竇
黙
）
〕
、
明
・
劉
純
（
宗
厚
）『
医
経
小
学
』『
玉
機
微
義
』、
明
・
徐
用
誠
（
彦
純
）『
医
学
折
衷
』（『
玉
機
微
義
』
本
書
を
補
訂
し
た
も
の
）、
元
・

朱
丹
渓
の
医
書
。
こ
の
伝
授
書
を
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
導
道
よ
り
授
け
ら
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
竇
漢
卿
の
書
は
今
回
検
討
す
る
『
針
灸
集
要
』
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
書
で
あ
る
。 
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（
二
）『
当
流
医
之
源
委
』
に
み
る
道
三
流
の
源
委 

 

『
当
流
医
之
源
委
』
は
そ
の
名
の
通
り
道
三
流
の
源
委
が
示
さ
れ
て
お
り
、
神
農
・
黄
帝
か
ら
始
ま
り
明
・
虞
摶
『
医
学
正
伝
』
〔
正
徳
十
年
（
一
五
一

五
成
）
〕
ま
で
の
道
三
流
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
医
家
・
医
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
中
に
針
灸
書
と
し
て
は
次
の
文
が
見
え
る
。 

 

荘
綽
、
字
季
裕
、
清
源
県
人
、
宋
高
宗
建
炎
中
、
以
医
顕
於
時
、
熟
砭
焫
之
微
、
膏
肓
灸
法
、
著
書
作
図
、
刊
行
于
世
、
針
灸
四
書
者
、
指
徴
針
賦
・

何
若
愚

×
×
×

、
膏
肓
灸
法
・
荘
綽
、
針
灸
指
南
・
竇
漢
卿
、
針
灸
資
生
経
・
大
監
王
公
、 

（
荘
綽
、
字
は
季
裕
、
清
源
県
の
人
。
宋
の
高
宗
の
建
炎
中
、
医
を
以
て
時
に
顕
は
る
。
砭
焫
の
微
に
熟
し
、『
膏
肓
灸
法
』、
書
を
著
は
し
図
を

作
し
、
世
に
刊
行
す
。
「
針
灸
四
書
」
は
、
『
指
徴
針
賦
』

何
若
愚

×
×
×

、『
膏
肓
灸
法
』
荘
綽
、『
針
灸
指
南
』
竇
漢
卿
、『
針
灸
資
生
経
』
大
監
王
公

な
り
。） 

※
砭
焫

―
砭
は
い
し
ば
り
、
焫
は
焼
く
（
灸
焫
）、
砭
焫
は
針
灸
の
こ
と
。 

 

王
惟
一
、
宋
度
宗
咸
淳
間
人
、
編
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
凡
五
巻
、 

（
王
惟
一
、
宋
の
度
宗
の
咸
淳
間
の
人
、『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
凡
そ
五
巻
を
編
す
。
） 

 

金
、
竇
漢
卿
、
名
傑
古
肥
人
、
得
針
灸
法
、
遂
著
針
経
指
南
、 

（
金
、
竇
漢
卿
、
名
は
傑
古
肥
人
、
針
灸
法
を
得
て
、
遂
に
『
針
経
指
南
』
を
著
は
す
。） 
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ま
た
「
源
委
嗣
続
之
専
学
」
と
記
さ
れ
た
編
に
は
、
医
学
各
科
に
お
い
て
学
ぶ
べ
き
書
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
針
灸
分
野
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。 

 

砭
焫
、
荘
綽
之
派
学
、
針
灸
四
書
、
金
竇
漢
卿
・
針
灸
指
南
、
王
惟
一
・
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
、
滑
寿
・
十
四
経
、 

（
砭
焫
、
荘
綽
の
派
の
学
、「
針
灸
四
書
」
、
金
の
竇
漢
卿
『
針
灸
指
南
』、
王
惟
一
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』、
滑
寿
『
十
四
経
』
。） 

  

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
書
は
、
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
、
お
よ
び
『
針
灸
集
要
』
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
書
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
荘
綽
『
灸

膏
肓
腧
穴
法
』（
一
七
）
、
続
い
て
竇
桂
芳
に
よ
る
針
灸
の
叢
書
で
あ
る
『
針
灸
四
書
』（
一
八
）
〔
何
若
愚
『
指
徴
針
賦
（
子
午
流
注
針
経
の
一
）』、
荘
綽
『
灸
膏
肓

腧
穴
法
』、
竇
漢
卿
『
針
経
指
南
』
、
荘
綽
『
灸
膏
肓
腧
穴
法
』、
大
監
王
公
（
王
執
中
）『
針
灸
資
生
経
』（
一
九
）
〕
を
挙
げ
（
二
〇
）
、
次
に
王
惟
一
『
銅
人
腧
穴

針
灸
図
経
』、
滑
寿
『
十
四
経
発
揮
』（
二
一
）

と
列
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
道
三
が
挙
げ
て
い
る
書
は
何
れ
も
宋
以
降
の
書
で
あ
り
、
前
述
の
師
・
導
道
か
ら
の
医
書
講
授
書
目
に
比
し
て
数
も
増
加
し
ま
た
明
刊
の
医
書
も

含
ま
れ
る
な
ど
、
積
極
的
に
新
し
い
知
識
を
導
入
し
て
い
る
道
三
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
経
穴
に
関
す
る
書
で
は
、
導
道
か
ら
は
『
太
平
聖
恵

方
』
巻
百
「
明
堂
」
の
講
授
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
後
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
を
経
て
、
当
時
最
新
の
経
穴
学
専
門
書
で
あ
っ
た
『
十
四
経
発
揮
』
に

至
っ
て
い
る
こ
と
は
、
道
三
の
経
穴
へ
の
学
習
意
欲
が
窺
わ
れ
る
。
竇
漢
卿
『
針
経
指
南
』
の
「
標
幽
賦
」「
流
注
八
穴
」
な
ど
は
後
に
述
べ
る
如
く
『
針

灸
大
全
』
の
注
と
と
も
に
『
針
灸
集
要
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
を
通
じ
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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四
．
『
針
灸
集
要
』
の
周
辺

―
道
三
の
針
灸
書 

 

（
一
）『
当
流
医
之
源
委
』
に
み
る
道
三
の
医
書
講
釈 

 

本
書
の
末
に
は
「
道
三
在
洛
講
釈
之
記
」
と
題
し
、
道
三
が
京
で
行
っ
た
医
書
講
釈
の
書
目
が
列
記
さ
れ
る
。
こ
の
講
釈
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
詳
細
は
不

明
だ
が
、
少
な
く
と
も
天
文
十
四
年
（
一
五
四
六
）
足
利
か
ら
帰
京
し
て
以
降
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。 

 

講
釈
し
た
医
書
は
、
「
難
経
、
全
九
集

真
仮

×
×

、
本
草
序
例
、（
医
方
）
大
成
論
、
十
五
巻
（
十
五
指
南
篇
）、
切
紙
四
十
通
、
察
病
指
南
、
医
学
源
流
、
和

剤
指
南
、
運
気
論
、
新
本
草
古
文
序
、
明
堂
灸
経
、
丑
時

師
話
也

×
×
×

（
老
師
雑
話
）
、
日
用
薬
性
能
毒

小
大

×
×

、
明
医
雑
著
、（
医
学
）
正
伝
或
問
、
崔
真
人
脈
訣

十
書

序

（
東
垣
十
書
）、
職
原
抄
、
雲
陣
夜
話
、
茶
話

山
居

×
×

（
山
居
四
要
抜
粋
）、
啓
迪
集
、
心
経
、
正
心
集
、
三
体
絶
句
、
論
語
、
三
略
」
（
括
弧
内
は
筆
写

に
よ
る
補
記
）
と
、
道
三
自
著
を
含
ん
だ
二
十
六
種
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
う
ち
針
灸
に
関
わ
る
書
と
し
て
は
『
難
経
』
、『
明
堂
灸
経
』
が
あ
り
、
道
三
著
の
『
針
灸
集
要
』
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
含
ま
れ
る
道
三
編

著
書
の
う
ち
、
『
雲
陣
夜
話
』
は
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
成
、『
十
五
指
南
篇
』
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
成
、『
切
紙
』
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

成
の
も
の
が
多
く
、
な
か
に
は
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
に
成
っ
た
も
の
も
あ
る
。
先
に
検
討
し
た
如
く
『
針
灸
集
要
』
の
成
書
を
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）

以
前
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
含
ま
れ
な
い
理
由
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
に
述
べ
る
『
当
流
医
之
源
委
』
に
み
る
道

三
の
針
灸
書
と
修
学
次
第
と
合
わ
せ
て
考
察
す
る
。 

 

（
二
）『
当
流
医
之
源
委
』
に
み
る
道
三
の
針
灸
書
と
修
学
次
第 

 

『
当
流
医
之
源
委
』
の
「
当
流
宜
学
之
目
録
」
に
は
道
三
の
編
著
書
が
録
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
道
三
が
編
ん
だ
針
灸
書
に
は
先
に
挙
げ
た
『
針
灸
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集
要
』
の
他
に
二
書
が
あ
る
。 

 
禁
灸
穴
禁
針
穴
解
幷
仰
伏
同
身
寸
法
一
巻
、
為
使
莫
針
灸
之
妄
繆
、
予
強
而
考
記
之
、
天
正
第
六
戊
寅
菊
月
、 

（
『
禁
灸
穴
禁
針
穴
解
幷
仰
伏
同
身
寸
法
』
一
巻
、
針
灸
の
妄
繆
を
な
か
ら
し
め
ん
為
に
、
予
、
強
ひ
て
之
を
考
記
す
。
天
正
第
六
戊
寅
菊
月
） 

 

針
治
聖
法
之
直
伝
一
通
、
為
針
工
紹
高
居
士
、
抜
集
針
灸
経
機
要
、
書
之
授
之
、
天
正
十
壬
午
重
陽
、
講
啓
諸
学
者
也
、 

（
『
針
治
聖
法
之
直
伝
』
一
通
、
針
工
の
紹
高
居
士
の
為
に
、
針
灸
経
の
機
要
を
抜
き
集
め
、
之
を
書
し
て
之
を
授
く
。
天
正
十
壬
午
重
陽
、
諸こ

れ

を
学
者
に
講
啓
す
） 

  

こ
の
記
事
よ
り
、
道
三
は
『
針
灸
集
要
』
と
別
に
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
『
禁
灸
穴
禁
針
穴
解
幷
仰
伏
同
身
寸
法
』
一
巻
を
、
ま
た
天
正
十
年
（
一

五
八
二
）
に
『
針
治
聖
法
之
直
伝
』
一
通
を
撰
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
両
書
と
も
現
伝
未
詳
で
あ
り
内
容
は
不
明
だ
が
、
書
名
な
ど
か
ら
推
す
と
次
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
、
針
灸
を
施
す
べ
き
で
な
い
経
穴
（
禁
灸
穴
・
禁
針
穴
）
と
、
ツ
ボ
を
と
る
際
に
そ
の
位
置
を
各
人
の
身
体
の
一
部
を
基
準
に
計

る
同
身
寸
法
に
つ
い
て
記
し
た
書
と
思
わ
れ
る
。
後
者
は
書
名
に
「
一
通
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
切
紙
様
の
も
の
で
、
針
灸
に
関
す
る
何
ら
か
の
抜
き
書
き
で

あ
ろ
う
か
。 

 

（
三
）『
全
九
集
』
真
名
本
と
仮
名
本 

 

『
全
九
集
』
は
室
町
時
代
の
僧
医
・
月
湖
の
原
著
に
な
る
医
書
。
月
湖
は
渡
明
し
た
際
、
景
泰
三
年
（
一
四
五
二
）
に
『
全
九
集
』
を
著
し
た
。
道
三
の
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師
・
田
代
三
喜
は
入
明
し
て
こ
の
月
湖
に
医
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
月
湖
原
著
と
さ
れ
る
『
全
九
集
』
は
全
四
巻
で
漢
文
体
。
道
三
の
増
改
本
は
全
七

巻
で
和
文
、
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
の
成
立
と
伝
え
ら
れ
る
。
前
者
は
『
真
名
全
九
集
』『
全
九
集
真
名
本
』、
後
者
は
『
仮
名
全
九
集
』『
全
九
集
仮

名
本
』
と
も
称
さ
れ
る
。 

 

こ
の
真
名
本
と
仮
名
本
の
針
灸
に
関
す
る
記
載
を
比
べ
る
と
、
仮
名
本
に
お
い
て
道
三
が
大
量
に
増
補
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
真
名
本
で
は
巻
三
に

「
針
灸
之
枢
機
」
と
題
し
十
三
篇
を
設
け
、
各
篇
は
数
行
の
短
文
を
以
て
記
載
さ
れ
る
。
そ
の
末
に
は
「
右
十
三
箇
事
、
医
家
針
灸
之
枢
要
也
」（
右
の
十

三
箇
の
事
は
医
家
針
灸
の
枢
要
な
り
）
と
記
さ
れ
る
。
一
方
、
仮
名
本
で
は
巻
七
に
「
灸
治
之
枢
要
」
と
し
て
同
じ
く
十
三
篇
が
設
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
内

容
は
大
幅
に
改
編
さ
れ
（
二
二
）
、
文
章
量
・
紙
数
は
大
量
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
道
三
が
針
灸
に
深
く
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
注
目

す
べ
き
点
と
し
て
は
、
経
穴
の
部
位
に
つ
い
て
の
篇
を
新
た
に
設
け
、
正
面
之
灸
穴
（
三
十
六
穴
）、
背
後
傍
側
之
灸
穴
（
三
十
三
穴
）、
小
児
之
灸
穴
（
二

十
二
穴
）
の
九
十
一
穴
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
道
三
の
門
人
教
育
、
あ
る
い
は
『
針
灸
集
要
』
の
構
成

に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
付
け
加
え
て
記
す
と
、
仮
名
本
で
は
真
名
本
に
は
な
い
運
気
論
（
気
候
の
規
律
と
発
病
の
関
係
を
論
じ
た
学
説
）
に
関
す
る
篇
を
新
設
し
て
い
る
こ

と
も
注
目
に
値
す
る
。
針
灸
と
同
じ
巻
七
に
「
運
気
之
捷
径
」
と
題
し
二
十
六
篇
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
道
三
は
師
・
導
道
よ
り
、
劉
温
舒
に
よ
る
運
気
論

の
解
説
書
『
素
問
入
式
運
気
論
奥
』
の
講
授
を
承
け
て
お
り
、
ま
た
自
身
も
京
都
に
て
同
書
を
講
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
道
三
は
運
気
論
に
深

い
関
心
を
持
ち
、
ま
た
通
暁
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

こ
れ
ら
道
三
撰
の
針
灸
関
連
書
は
、
道
三
の
医
学
教
育
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
当
流
医
之
源
委
』
に
は
「
対
学
侶

宜
使
授
与
之
次
序
」
と
題
す
る
修
学
次
第
を
記
し
た
項
が
あ
る
。
次
に
掲
げ
よ
う
〔
（ 
）
内
は
筆
写
補
〕。 
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先
、
截
（
切
）
紙
の
初

十

×

、
美
濃
医
書
（
捷
径
弁
治
集
）、
愚
撰
脈
書 

次
、
截
紙
の
中

上
十

五

、
十
五
巻
（
十
五
指
南
篇
）、
仮
（
名
）
全
九
（
集
）
、（
授
蒙
）
聖
功
方 

次
、
截
紙
の
中

下卅
、
真
（
名
）
全
九
（
集
）
、
能
毒
本
草
（
本
草
能
毒
） 

次
、
截
紙
の
奥
端

卅五
、
（
医
灯
）
藍
墨
、
宜
禁
本
草 

次
、
截
紙
の
奥

四
十

×
×

、
雲
陣
夜
話
、
可
有
録
、
針
灸
経 

次
、
截
紙
の
外
、
茶
話
、
山
居
（
四
要
抜
粋
）、
炮
炙
論
、
針
灸
禁
穴
解 

次
、
三
家
流
、
三
国
医
源
、
針
治
聖
伝 

次
、
大
徳
済
陰
秘
訣
、
鶏
且
祝
酒
三
薬
式 

大
略
、
熟
学
而
察
彼
心
底
慎
勤
、
須
授
与
啓
迪
集
者
也 

（
先
、
截
（
切
）
紙
の
初

十

×

、
美
濃
医
書
（
捷
径
弁
治
集
）、
愚
撰
脈
書 

次
、
截
紙
の
中

上
十

五

、
十
五
巻
（
十
五
指
南
篇
）、
仮
（
名
）
全
九
（
集
）、（
授
蒙
）
聖
功
方 

次
、
截
紙
の
中

下卅
、
真
（
名
）
全
九
（
集
）、
能
毒
本
草
（
本
草
能
毒
） 

次
、
截
紙
の
奥
端

卅五
、
（
医
灯
）
藍
墨
、
宜
禁
本
草 

次
、
截
紙
の
奥

四
十

×
×

、
雲
陣
夜
話
、
可
有
録
、
針
灸
経 

次
、
截
紙
の
外
、
茶
話
、
山
居
（
四
要
抜
粋
）、
炮
炙
論
、
針
灸
禁
穴
解 

次
、
三
家
流
、
三
国
医
源
、
針
治
聖
伝 

次
、
大
徳
済
陰
秘
訣
、
鶏
且
祝
酒
三
薬
式 
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大
略
、
熟
学
し
て
、
彼
の
心
底
を
察
し
、
慎
み
勤
め
れ
ば
、
須
く
啓
迪
集
を
授
与
す
べ
き
者
な
り
） 

  

何
れ
の
段
階
も
道
三
の
編
著
書
が
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
。
中
国
医
書
を
直
接
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
採
用
せ
ず
、
道
三
が
自
ら
の
選
択
に
よ
り
中
国
医

書
か
ら
抜
集
編
纂
し
た
自
著
を
テ
キ
ス
ト
に
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
医
書
を
基
本
と
し
つ
つ
も
道
三
が
咀
嚼
し
た
中
国
医
学
、
す
な
わ
ち
道
三
流
医
学

を
学
ぶ
次
第
で
あ
り
、
当
時
の
中
国
医
学
思
想
受
容
の
実
態
を
示
す
好
例
と
い
え
よ
う
。 

 

九
段
階
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
の
修
学
次
第
で
は
、
具
体
的
に
は
『
切
紙
』（
二
三
）

を
段
階
的
に
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
入
門
書
か
ら
始
ま
り
次
第
に
医
学
知
識
を
深

め
て
い
く
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る
。
医
方
書
の
他
は
、
は
じ
め
診
断
学
（
脈
書
）、
次
い
で
本
草
を
学
ん
で
、
針
灸
は
そ
の
後
の
段
階
と
な
る
。
針
灸
関
連

書
で
は
『
全
九
集
』『
針
灸
経
（
針
灸
集
要
で
あ
ろ
う
）』『
禁
灸
穴
禁
針
穴
解
幷
仰
伏
同
身
寸
法
』『
針
治
聖
法
之
直
伝
』
の
順
に
学
ぶ
。
ま
ず
『（
仮
名
）

全
九
集
』
で
針
灸
の
入
門
的
項
目
お
よ
び
代
表
的
経
穴
を
学
び
、
次
い
で
針
灸
医
学
の
総
論
と
各
論
（
病
症
に
対
す
る
経
穴
処
方
）
を
学
び
、
そ
し
て
医
療

過
誤
を
防
ぐ
た
め
禁
針
禁
灸
穴
お
よ
び
経
穴
の
位
置
を
正
し
く
取
る
た
め
の
方
法
を
学
ぶ
。
次
に
『
針
治
聖
法
之
直
伝
』
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら

本
書
は
道
三
流
の
針
灸
に
お
け
る
奥
伝
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
書
と
考
え
ら
れ
る
。
書
名
に
「
灸
」
字
が
な
く
、「
針
治
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に

か
か
る
が
、
本
書
の
内
容
を
今
知
る
す
べ
は
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。 

  

以
上
述
べ
た
、
道
三
に
よ
る
医
書
校
釈
お
よ
び
道
三
門
弟
の
修
学
次
第
、
あ
る
い
は
『
全
九
集
』
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
道
三
の
医
学
教
育
の
一
端
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
道
三
門
弟
の
修
学
次
第
を
示
し
た
「
対
学
侶
宜
使
授
与
之
次
序
」
に
挙
げ
ら
れ
る
書
は
す
べ
て
道
三
の
編
著
書
で
あ
る
の
に
対

し
、
「
道
三
在
洛
講
釈
之
記
」
で
は
道
三
の
編
著
書
は
お
よ
そ
三
分
の
一
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
相
違
は
次
の
ご
と
く
考
え
る
と
違
和
感
な
く
理
解
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
前
者
は
受
講
生
が
道
三
に
入
門
し
た
門
弟
で
道
三
流
の
医
学
を
学
ぶ
た
め
の
テ
キ
ス
ト
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
受
講
生
の
対
象
が
広
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く
開
か
れ
た
医
書
講
釈
の
テ
キ
ス
ト
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
。
道
三
は
彼
の
門
人
向
け
と
一
般
向
け
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
に
用
い
る
テ
キ
ス
ト
を
使

い
分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

こ
こ
よ
り
、
「
対
学
侶
宜
使
授
与
之
次
序
」
の
み
に
記
さ
れ
る
『
針
灸
集
要
』
は
門
弟
を
対
象
と
し
た
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
同
書
が
写

本
と
し
て
の
み
伝
わ
り
、
刊
行
さ
れ
な
っ
か
っ
た
理
由
も
恐
ら
く
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

後
述
す
る
が
、『
針
灸
集
要
』
に
経
穴
の
部
位
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
経
穴
に
関
す
る
学
習
は
、
修
学
次
第
の
第
二
段
階
に
お
い
て
学
ぶ
『（
仮
名
）
全

九
集
』
で
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
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第
三
節 
『
針
灸
集
要
』
の
構
成
と
引
用
書
目 

   

『
針
灸
集
要
』
は
先
に
述
べ
た
如
く
、
道
三
が
当
時
の
針
治
が
妄
り
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
憂
え
て
、
ま
た
自
家
の
証
本
と
す
べ
く
、
針
灸
医
家
の
明

本
数
種
に
よ
り
抄
写
し
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
構
成
と
引
用
書
目
を
検
討
し
、
本
書
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
端
緒
と
し
た
い
。 

 

一
．
書
式
と
篇
目 

  

こ
の
書
は
不
分
巻
一
冊
の
写
本
と
し
て
の
み
伝
え
ら
れ
る
。
現
伝
本
の
書
式
は
お
よ
そ
相
違
な
く
、
ま
ず
篇
目
を
掲
げ
、
そ
の
下
に
引
用
文
献
の
略
号
を

示
す
（
そ
れ
と
は
別
に
本
文
中
に
書
名
を
冠
し
て
別
書
か
ら
の
引
用
文
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
）。
次
い
で
引
用
文
が
あ
り
、
時
に
、
該
当
引
用
文
に
付

さ
れ
た
注
釈
を
一
字
低
書
で
引
く
。
引
用
文
は
時
に
科
疏
の
方
式
を
も
っ
て
表
式
化
し
、
参
照
理
解
の
弁
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
書
式
は
他
の
道
三
の
編
著

書
と
同
じ
特
徴
を
持
つ
（
二
四
）
。
天
頭
に
は
本
文
の
引
用
文
献
を
補
足
す
る
書
入
が
あ
る
。
引
用
文
献
を
示
す
も
の
、
示
さ
な
い
も
の
、
ま
た
「
口
伝
」
と
記

さ
れ
る
も
の
（
二
五
）

も
あ
る
こ
の
書
入
は
、
祖
本
か
ら
存
在
し
て
い
た
（
道
三
が
な
し
た
も
の
）
か
、
あ
る
い
は
道
三
の
口
授
に
よ
り
書
き
入
れ
ら
れ
た
も

の
か
、
ま
た
は
写
本
を
手
に
し
た
何
者
か
が
書
き
入
れ
た
も
の
か
は
現
在
審
ら
か
で
は
な
い
。 

 

本
書
の
構
成
は
大
き
く
二
部
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
の
針
灸
総
論
と
も
言
え
る
部
分
と
、
後
半
の
「
諸
証
的
治
応
穴
」
と
題
さ
れ
た
各
病
症
に
対
す
る
経
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穴
処
方
の
記
載
、
い
わ
ば
各
論
部
分
で
あ
る
。
総
計
百
四
十
五
篇
か
ら
な
る
。
以
下
、
そ
の
篇
目
を
示
す
（
篇
目
に
付
し
た
数
字
は
筆
者
に
よ
る
通
し
番
号
、

以
下
こ
の
番
号
を
用
い
る
と
き
は
そ
の
頭
に
＊
を
付
け
る
）
。 

 

１
治
未
病
説
、
２
用
針
方
宜
、
３
黒
白
肥
痩
、
４
刺
王
公
大
人
布
衣
、
５
刺
脈
虚
実
浅
深
、
６
刺
宜
従
時
、
７
男
女
気
血
、
８
針
灸
須
薬
、
９
十
二
経

気
血
多
少
、
10
九
針
名
説
、
11
針
具
五
行
、
12
洩
清
補
瀉
、
13
三
才
三
部
、
14
両
蹻
別
治
、
15
五
門
主
客
、
16
目
心
宜
慎
、
17
生
旺
尅
衰
、
18

危
察
色
脈
、
19
寒
熱
飢
飽
弦
望
晦
朔
、
20
心
理
灸
針
、
21
辰
巳
未
申
、
22
済
母
奪
子
、
23
巨
繆
異
刺
、
24
時
取
一
十
二
経
之
原
始
知
要
妙
、
25
左

重
右
軽
、
26
空
心
立
側
、
27
迎
随
速
遅
、
28
十
二
経
納
天
干
歌
、
29
十
二
経
納
地
支
歌
、
30
八
穴
相
配
合
歌
、
31
八
脈
配
八
卦
歌
、
32
八
法
臨
時

支
干
歌
（
霊
亀
八
法
之
図
、
八
法
交
会
八
脈
、
八
法
逐
日
支
干
歌
、
八
法
臨
時
支
干
歌
、
八
穴
主
治
病
証
）、
33
金
針
賦
（
跋
、
序
、
金
針
賦
）、
34

五
奪
不
可
瀉
、
35
禁
太
過
不
及
、
36
鉄
針
、
37
折
針
、
38
暈
針
、
39
刺
針
無
功
之
八
証
、
40
禁
針
歌
、
41
宜
灸
不
宜
刺
、
42
手
足
陰
陽
流
注
、

43
十
二
絡
繆
刺
、
44
経
刺
、
45
巨
刺
、
46
論
子
午
流
注
之
法
、
47
十
二
経
井
栄
兪
経
合
之
次
序
、
48
席
弘
賦
、
49
霊
光
賦
、
50
標
由
賦
、
51
春

夏
痩
浅
秋
冬
肥
深
、
52
天
之
陰
陽
身
之
陰
陽
、
53
四
穴
総
治
、
54
千
金
十
一
穴
歌
、
55
十
二
経
起
止
穴
歌
、
56
禁
灸
歌
、
57
艾
葉
採
節
、
58
点
穴

論
、
59
論
艾
注
大
小
、
60
論
壮
数
多
少
、
61
論
灸
火
、
62
論
避
忌
、
63
四
花
六
穴
、
64
膏
肓
兪
、
65
騎
竹
馬
灸
法
、
66
灸
心
気
法
、
67
阿
是
穴
、

68
諸
経
之
穴
数
、
69
窌
処
之
明
説
、
70
水
穀
通
道
、
71
五
募
之
字
説
、
72
骨
会
大
杼
之
拠
、
73
以
厥
陰
兪
為
命
門
兪
、
74
心
包
絡
所
在
、
75
以

臍
難
量
腎
兪
、
76
合
谷
三
陰
交
姙
婦
禁
刺
之
解
、
77
十
全
正
説
、
78
一
穴
二
名
、
79
一
穴
三
名
、
80
一
穴
四
名
、
81
一
穴
五
名
、
82
一
穴
六
名
、

83
一
名
両
穴
、
84
脱
形
、
85
窌
乳
袤
、
86
太
谿
診
切
、
87
灸
時
飲
食
、
88
灸
瘡
治
法
、
89
異
穴
同
名
、
90
両
髪
際
定 
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諸
証
的
治
応
穴 

91
中
風
、
92
風
癇
、
93
尸
厥
、
94
霍
乱
、
95
瘧
、
96
噎
膈
、
97
咳
逆
、
98
泄
瀉
陥
下
則
灸
之
、
99
痢
、
100
気
、
101
欬
嗽
、
102
喘
証
、
103
労
瘵
、

104
脇
痛
、
105
腰
痛
、
106
脚
気
、
107
黄
疸
、
108
脹
満
、
109
水
腫
、
110
眼
目
、
111
咽
喉
口
舌
、
112
緊
唇
、
113
牙
歯
、
114
鼻
病
、
115
耳
病
、
116
㿗
、

117
脱
肛
、
118
疝
気
、
119
呑
酸
悪
心
、
120
吐
血
、
121
便
血
、
122
五
痔
、
123
自
汗
盗
汗
、
124
積
聚
諸
塊
、
125
消
渇
、
126
心
痛
、
127
腹
痛
、
128
淋
病
、

129
秘
結
、
130
瘰
癧
、
131
小
水
不
禁
、
132
遺
精
、
133
喉
痺
、
134
痿
、
135
頭
眩
、
136
痛
風
、
137
癩
風
、
138
自
縊
、
139
頭
風
、
140
瘊
子
、
141
難
産
、

142
小
児
急
驚
風
、
143
小
児
癲
癇
、
144
小
児
癖
気
、
145
小
児
疳
痩 

 

二
．
『
針
灸
集
要
』
を
構
成
す
る
医
書 

  

本
書
の
本
文
に
は
道
三
自
身
の
文
章
は
な
く
、
す
べ
て
そ
れ
以
前
の
文
献
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。『
全
九
集
』
を
除
け
ば
、
こ
れ
ら
は
す

べ
て
中
国
南
宋
か
ら
明
嘉
靖
ま
で
の
文
献
で
あ
る
。
引
用
さ
れ
る
文
献
は
、
前
半
の
総
論
部
で
は
針
灸
関
係
書
（『
針
灸
大
全
』『
針
灸
聚
英
』
な
ど
）、
後

半
の
各
論
部
（
「
諸
証
的
治
応
穴
」
）
で
は
医
方
書
（『
医
林
集
要
』『
雑
病
治
例
』『
全
九
集
』
な
ど
）
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
総
論
部
と

各
論
部
で
は
引
用
文
献
の
傾
向
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。 

 

『
針
灸
集
要
』
の
特
徴
を
窺
う
た
め
、
次
に
各
々
の
引
用
文
献
に
つ
い
て
、
総
論
部
と
各
論
部
に
分
け
て
述
べ
る
。 

 

（
一
）
総
論
部
を
構
成
す
る
医
書 

 

『
針
灸
大
全
』（
以
下
『
大
全
』
） 

引
用
文
献
を
示
す
略
号
は
「
徐
」「
廷
瑞
」。
明
・
徐
鳳
の
撰
に
な
る
針
灸
専
門
書
。
全
六
巻
。
正
統
四
年
（
一
四
三
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九
）
刊
の
『
銅
人
徐
氏
針
灸
合
刻
』
に
合
刊
さ
れ
た
の
が
初
刊
と
さ
れ
て
い
る
。
五
十
一
回
に
わ
た
り
引
用
さ
れ
、
引
用
回
数
と
し
て
は
全
体
の
五
十
五
％

を
占
め
る
。
ま
た
、
引
用
文
の
行
数
は
五
百
九
十
七
行
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
は
総
論
部
に
お
け
る
本
文
の
総
行
数
（
二
六
）

の
六
十
九
％
に
な
る
。『
針
灸
集
要
』

の
総
論
分
は
ほ
ぼ
『
大
全
』
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
し
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
が
こ
こ
ま
で
多
く
引
用
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
の
検

討
は
後
述
す
る
。
な
お
、
引
用
を
数
え
る
際
、
底
本
に
照
ら
し
次
の
こ
と
を
行
っ
た
。
①
篇
目
の
下
に
記
さ
れ
る
引
用
文
献
を
示
す
略
号
で
「
徐
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
回
参
照
し
た
刊
本
（
二
七
）

に
は
見
え
な
か
っ
た
も
の
は
数
え
な
か
っ
た
（
＊
67
）
。
②
同
略
号
で
は
「
節
」
と
な
っ
て
い
る
が
『
針
灸
節
要
』

（
二
八
）

に
は
該
当
分
が
み
え
ず
、
『
大
全
』
に
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
『
大
全
』
と
し
て
数
え
た
（
＊
11
・
12
・
46
）。 

 

『
針
灸
聚
英
』（
以
下
『
聚
英
』） 

略
号
は
「
聚
」。
明
・
高
武
の
撰
に
な
る
針
灸
専
門
書
。
全
三
巻
。
嘉
靖
八
年
（
一
五
二
九
）
自
序
が
残
さ
れ
る
（
二

九
）
。『
中
国
中
医
古
籍
総
目
』（
三
〇
）

は
正
徳
十
年
（
一
五
一
五
）
刻
本
が
鄞
県
天
一
閣
古
物
保
存
所
に
所
蔵
さ
れ
る
と
著
録
す
る
。『
素
問
』『
難
経
』
を
基
礎

に
、
歴
代
の
医
方
書
・
針
灸
書
を
参
照
し
て
編
纂
さ
れ
た
。
十
八
回
引
用
さ
れ
（
全
体
の
二
十
％
）、
引
用
文
の
行
数
は
八
十
七
行
（
全
体
の
十
％
）。 

 

『
針
灸
節
要
』
（
以
下
『
節
要
』
） 

略
号
で
は
「
節
」
と
記
さ
れ
る
。『
聚
英
』
と
同
じ
く
高
武
の
撰
。
全
三
巻
。
自
序
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
成
立
年
は

未
詳
。
嘉
靖
十
六
年
（
一
五
三
七
）
刊
本
が
あ
る
。『
聚
英
』
に
先
立
ち
著
さ
れ
、『
素
問
』『
霊
枢
』『
難
経
』
を
内
容
別
に
再
編
纂
し
た
書
。
日
本
で
は
正

徳
五
年
（
一
七
一
五
）
岡
本
一
抱
が
重
訂
し
、『
針
灸
素
難
要
旨
』
と
題
し
て
刊
行
し
た
。
引
用
回
数
は
十
二
回
（
十
三
％
）、
行
数
は
六
十
七
行
（
八
％
）。

『
聚
英
』
と
合
わ
せ
る
と
、
本
文
行
数
の
約
二
割
が
高
武
の
著
作
と
な
る
。
高
武
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
従
来
の
説
を
考
証
し
合
理
的
に
、
時
に
は
批
判

的
に
説
い
た
も
の
が
多
い
（
＊
７
「
男
女
気
血
」
・
77
「
十
全
正
説
」
な
ど
）。
高
武
著
の
二
書
は
刊
行
後
ま
も
な
く
日
本
に
将
来
さ
れ
、
道
三
は
最
新
刊

の
針
灸
書
を
積
極
的
に
受
容
し
て
い
た
と
い
う
実
態
が
こ
の
こ
と
に
よ
り
分
か
る
。 

 

『
十
四
経
発
揮
』 

略
号
は
「
十
四
経
」
。
元
・
滑
寿
の
撰
に
な
る
経
脈
経
穴
学
書
。
全
三
巻
。
元
・
忽
泰
必
列
の
『
金
蘭
循
経
』
に
基
づ
き
、
至
正
元

年
（
一
三
四
一
）
に
成
っ
た
。
正
経
十
二
経
脈
と
任
脈
・
督
脈
を
合
わ
せ
た
十
四
経
を
、『
霊
枢
』
経
脈
篇
に
基
づ
き
配
列
し
、
各
経
脈
の
流
注
・
所
属
経
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穴
を
述
べ
る
。
加
え
て
巻
下
に
は
奇
経
八
脈
に
つ
い
て
記
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
小
瀬
甫
庵
が
古
活
字
印
行
し
て
以
降
、
幾

度
と
な
く
刊
行
さ
れ
、
我
が
国
の
経
穴
経
脈
学
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
機
縁
と
も
言
え
る
の
が
道
三
に
よ
る
本
書
の
重
視
で
あ
ろ
う
。『
針
灸

集
要
』
で
引
用
す
る
ば
か
り
で
な
く
、『
当
流
医
之
源
委
』
の
「
当
流
宜
学
之
目
録
」「
源
委
嗣
続
之
専
学
」
に
お
い
て
本
書
の
名
を
挙
げ
、
そ
の
重
要
性
を

明
示
し
て
い
る
。
引
用
回
数
は
二
回
だ
が
、
引
用
行
数
は
四
十
七
行
と
回
数
に
比
し
て
多
い
。
＊
68
「
諸
経
之
穴
数
」
に
お
い
て
は
三
十
七
行
に
わ
た
り

引
用
し
て
い
る
。 

 

『
針
灸
資
生
経
』 

略
号
は
「
資
」
。
南
宋
・
王
執
中
の
撰
に
な
る
針
灸
専
門
書
。
全
七
巻
。
嘉
定
十
三
年
（
一
二
二
〇
）
刊
。
多
数
の
針
灸
関
係
書
を

引
用
し
、
ま
た
自
ら
の
経
験
と
自
説
を
多
く
述
べ
る
。
病
症
別
に
、
経
穴
の
主
治
と
灸
法
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
引
用
は
五
回
、
四
十
二
行
。
＊
８

「
針
灸
須
薬
」
で
は
『
千
金
方
』
を
引
く
本
書
を
引
用
し
、 

 

千
金
云
、
…
…
若
針
而
不
灸
、
灸
而
不
針
、
非
良
医
也
、
針
灸
不
薬
、
薬
不
針
灸
、
亦
非
良
医
也
、 

（
千
金
に
云
ふ
、
「
…
…
若
し
針
し
て
灸
せ
ず
、
灸
し
て
針
せ
ざ
る
は
、
良
医
に
あ
ら
ず
。
針
灸
し
て
薬
せ
ず
、
薬
し
て
針
灸
せ
ざ
る
は
、
亦
た

良
医
に
あ
ら
ず
」
と
。
） 

 

と
述
べ
る
。
前
述
し
た
当
時
の
日
本
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
投
薬
の
み
で
な
く
針
灸
の
重
要
性
、
ま
た
、
灸
の
み
で
な
く
針
の
重
要
性
を
述
べ
る
た
め
の
一

文
と
い
え
よ
う
。 

 

『
医
経
小
学
』 

略
号
は
「
小
」
。
明
・
劉
純
の
撰
に
な
る
総
合
的
医
学
入
門
書
。
洪
武
二
十
一
年
（
一
三
八
八
）
自
序
刊
。
全
六
巻
。
九
巻
へ
の
改
編

本
（
慶
長
古
活
字
本
）
も
あ
る
。
引
用
は
二
回
、
十
三
行
。
＊
40
「
禁
針
歌
」、
＊
56
「
禁
灸
歌
」
を
引
用
す
る
。 
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『
奇
効
良
方
』 

略
号
は
「
奇
」
。
明
・
董
宿
の
原
著
、
方
賢
・
楊
文
翰
の
補
編
に
な
る
医
方
書
。
全
六
十
九
巻
。
成
化
七
年
（
一
四
七
一
）
刊
。
六
十

五
病
門
か
ら
な
り
、
七
千
余
の
処
方
を
収
録
し
た
大
部
の
書
。
な
お
、
策
彦
周
良
が
明
か
ら
帰
国
（
遣
明
使
、
一
五
三
七
・
四
七
）
し
た
際
に
本
書
を
持
ち

帰
っ
て
お
り
、
道
三
は
こ
れ
を
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
（
三
一
）
。
引
用
は
一
回
、
十
行
。
＊
39
「
刺
針
無
功
之
八
証
」
を
引
用
す
る
。
本
引
用
文
は
、『
範
翁

導
道
伝
授
書
写
（
支
山
人
よ
り
道
三
に
授
け
し
書
）
』
（
慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
、150x

-9

）
の
「
唯
授
一
人
之
第
五
」
に
、 

 

○
明
察
須
詳
之
説
、
一
、
徐
氏
之
針
経
曰
、
…
…
、
便
黒
、
吐
異
、
失
聴
、
失
明
、
失
神
、
失
便
、
失
溺
、
凡
八
証
咸
死
病
也 

（
○
明
察
須
ら
く
詳
ら
か
に
す
べ
き
の
説
。
一
、
徐
氏
の
『
針
経
』
に
曰
く
、
…
…
。
便
黒
、
吐
異
、
失
聴
、
失
明
、
失
神
、
失
便
、
失
溺
。
凡

そ
八
証
、
咸
く
死
病
な
り
）。 

 

と
類
文
が
見
え
る
。「
徐
氏
之
針
経
曰
」
以
降
は
『
大
全
』
標
由
賦
に
付
さ
れ
た
徐
鳳
の
注
文
。『
針
灸
集
要
』
で
は
＊
18
「
危
察
色
脈
」
に
引
用
さ
れ
る
。

＊
39
で
取
り
上
げ
る
の
は
「
便
黒
」
以
降
の
文
で
あ
る
。「
便
」
字
に
は
「
口
伝
」
と
傍
書
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
医
経
小
学
』
巻
五
「
治
法
・
針
法
」
に

ほ
ぼ
同
文
が
あ
り
、
そ
れ
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
＊
39
で
は
、
さ
ら
に
各
語
に
注
文
が
加
え
ら
れ
た
『
奇
効
良
方
』
か
ら
の
引
用
と
な
っ
て
い
る
。 

 

『
丹
渓
心
法
』 

略
号
は
「
心
」。
明
・
楊
楚
玉
が
景
泰
間
（
一
四
五
〇
～
五
七
）
に
編
刊
し
、
の
ち
に
王
季
瓛
に
よ
り
増
補
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

成
化
十
七
年
（
一
四
八
一
）
に
程
充
が
五
巻
本
を
校
刊
。
引
用
は
一
回
、
八
行
。
引
用
回
数
は
少
な
い
が
、
巻
頭
に
＊
１
「
治
未
病
説
」
と
し
て
引
用
さ
れ

る
。 

 

与
其
救
療
於
有
疾
之
後
、
不
若
摂
養
於
無
疾
之
先
、
蓋
疾
成
而
後
薬
者
徒
労
而
已
云
云 
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（
其
の
有
疾
の
後
に
救
療
せ
ん
よ
り
は
、
無
疾
の
先
に
摂
養
す
る
に
若
か
ず
。
蓋
し
疾
成
て
後
薬
す
る
は
、
徒
に
労
す
る
の
み
云
々
） 

 

と
引
用
し
、
こ
の
後
に
引
用
文
献
か
ら
の
注
文
を
引
く
。
治
病
よ
り
も
養
生
を
説
く
、
医
学
に
お
い
て
最
重
要
の
一
文
を
巻
頭
に
置
き
、
こ
れ
を
本
書
か
ら

引
用
し
て
い
る
（
三
二
）
。
い
か
に
本
書
を
重
用
し
て
い
た
か
を
窺
い
知
れ
る
。
道
三
著
『
啓
迪
集
』
に
お
け
る
引
用
回
数
が
数
あ
る
文
献
の
内
四
番
目
に
多
い

（
三
三
）

こ
と
は
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。 

 

総
論
部
に
お
け
る
引
用
書
と
引
用
回
数
・
行
数
の
一
覧
を
掲
示
す
る
（
表
３
）。 

 

表 3 『針灸集要』総論部における 

引用書と引用回数・行数 

引用書 行数 ％ 回数 ％ 

針灸大全 597 69% 51 55% 

針灸聚英 87 10% 18 20% 

針灸節要 67 8% 12 13% 

十四経発揮 47 5% 2 2% 

針灸資生経 42 5% 5 5% 

医経小学 13 1% 2 2% 

奇効良方 10 1% 1 1% 

丹渓心法 8 1% 1 1% 

総 計 871 100% 92 100% 
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（
二
）
総
論
部
に
つ
い
て
の
検
討
と
考
察 

 

以
上
、
『
針
灸
集
要
』
の
総
論
を
構
成
す
る
引
用
文
献
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
れ
ら
を
子
細
に
検
討
し
、
そ
の
編
纂
意
図
を
考
察
す
る
。 

 

引
用
に
際
し
て
は
原
文
を
節
略
し
て
引
い
て
い
る
箇
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
例
を
挙
げ
れ
ば
＊
15
＊
35
な
ど
は
、
原
書
の
記
述
が
約
半
分
に
節
略

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
節
略
す
る
引
用
法
は
、
科
疏
の
方
式
を
も
っ
て
表
式
化
す
る
手
法
と
と
も
に
道
三
の
著
作
に
は
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
原
書
の
異
な
る
部
分
か
ら
引
用
し
一
篇
と
す
る
箇
所
も
あ
る
。
＊
62
「
論
避
忌
」
は
、『
大
全
』
の
「
論
避
忌
」「
択
吉
日
」
お
よ
び
『
聚
英
』
の

「
避
人
神
」（
あ
る
い
は
『
資
生
経
』
「
避
人
神
等
」
）
を
合
わ
せ
、
か
つ
節
略
を
行
い
作
ら
れ
た
篇
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
引
用
法
は
、
道
三
が
中
国
医
書
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
内
容
を
理
解
し
、
原
義
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
簡
略
化
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
理
解
を
促
す
よ
う
工
夫
し
て
い

た
こ
と
を
表
す
。
本
操
作
は
、
道
三
に
よ
る
中
国
医
学
の
日
本
化
の
一
端
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
（
三
四
）
。 

 

＊
75
は
「
以
臍
難
量
腎
兪
」（
臍
を
以
て
は
腎
兪
を
量
り
難
し
）
と
題
さ
れ
た
篇
。『
大
全
』
に
は
「
取
腎
兪
穴
法
」
と
題
さ
れ
た
篇
が
あ
り
、
腎
兪
（
経

穴
の
一
つ
で
腰
に
あ
る
）
の
取
穴
（
経
穴
の
部
位
を
定
め
る
）
の
際
、
臍
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
あ
る
腎
兪
は
、
直
立
し
て
杖
を
以
て
臍
の
高
さ
を
計
り
、
そ

れ
を
背
中
に
あ
て
が
い
取
穴
す
る
方
法
を
記
載
す
る
。『
針
灸
集
要
』
が
採
録
し
た
『
聚
英
』
の
一
文
は
こ
の
方
法
に
対
し
、
肥
人
と
痩
人
で
は
腹
の
出
具

合
が
違
う
た
め
臍
の
高
さ
が
違
う
、
よ
っ
て
こ
の
方
法
は
標
準
的
な
も
の
で
は
な
い
、
と
非
難
し
て
い
る
（
三
五
）
。
道
三
の
取
穴
へ
の
こ
だ
わ
り
は
＊
64
「
膏

肓
兪
」
の
引
用
に
も
み
て
取
れ
る
。
膏
肓
兪
は
上
背
部
の
肩
胛
骨
の
内
側
に
あ
る
経
穴
で
あ
る
。
引
用
文
献
の
『
大
全
』
は
簡
便
な
取
穴
法
と
非
常
に
子
細

な
取
穴
法
の
両
方
を
記
述
す
る
が
、
道
三
は
前
者
を
排
除
し
、
後
者
の
み
引
用
し
て
い
る
。 

 

一
般
的
に
針
灸
専
門
書
に
は
経
穴
の
部
位
を
述
べ
る
篇
が
設
け
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
り
、
実
際
『
大
全
』
も
『
聚
英
』
も
そ
れ
を
設
け
、
相
当
の
紙
数
を

割
い
て
い
る
。
し
か
し
、
道
三
は
『
針
灸
集
要
』
に
そ
れ
を
設
け
な
か
っ
た
。
こ
の
理
由
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
不
詳
で
あ
る
が
、
今
推
察
す
る
に
次
の
よ
う
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な
理
由
が
想
定
さ
れ
る
。
経
穴
の
学
習
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
医
書
講
釈
で
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』（『
太
平
聖
恵
方
』
巻
百
の
単
行
本
）
を
用
い
、
門
人

教
育
で
は
『
真
名
全
九
集
』
に
記
載
さ
れ
る
九
十
一
穴
を
用
い
て
行
っ
た
た
め
、『
針
灸
集
要
』
で
は
特
別
に
篇
を
設
け
ず
と
も
他
で
学
習
し
た
。
あ
る
い

は
、
道
三
に
は
別
に
経
脈
経
穴
を
ま
と
め
た
編
著
書
が
あ
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
理
由
か
ら
す
る
と
、『
針
灸
集
要
』
に
は
、
経
穴
の
初
歩
的

学
習
を
終
え
た
者
が
、
針
灸
を
よ
り
臨
床
活
用
す
る
た
め
の
書
と
い
う
意
義
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
道
三
と
経
穴
と
い
う
点
で
は
、
道
三
が

『
十
四
経
発
揮
』
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。『
当
流
医
之
源
委
』
で
は
、「
当
流
宜
学
之
目
録
」
に
お
い
て
『
針
灸
集
要
』
の
編
纂
法
を 

 

雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
一
巻
者
、
是
抜
集
諸
聖
賢
之
針
灸
経
幷
十
四
経
等
者
也 

（
『
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
』
一
巻
は
、
是
れ
諸
聖
賢
の
「
針
灸
経
」
幷
び
に
『
十
四
経
』
等
を
抜
き
集
め
た
る
も
の
な
り
） 

 

と
記
し
、
ま
た
「
源
委
嗣
続
之
専
学
」
で
は
学
ぶ
べ
き
書
と
し
て
『
十
四
経
発
揮
』
を
挙
げ
て
い
る
。
道
三
が
『
十
四
経
発
揮
』
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に

活
用
し
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

次
に
、
総
論
部
分
の
お
よ
そ
七
割
を
占
め
る
『
大
全
』
に
つ
い
て
、
原
書
の
篇
目
の
う
ち
如
何
ほ
ど
を
採
用
し
て
い
る
か
調
査
し
た
。『
針
灸
集
要
』
に

は
経
穴
の
取
穴
部
位
に
関
す
る
記
述
が
な
い
た
め
、
『
大
全
』
の
篇
目
か
ら
こ
れ
を
除
く
と
、
お
よ
そ
半
分
の
篇
目
が
引
用
さ
れ
て
い
た
。
竇
漢
卿
『
針
経

指
南
』
よ
り
徐
鳳
『
大
全
』
が
注
を
加
え
た
録
し
た
「
標
由
賦
」
に
お
い
て
は
、『
針
灸
集
要
』
で
は
そ
の
内
容
を
一
八
篇
に
分
け
総
論
部
の
各
所
に
配
置
、

引
用
し
て
い
る
。
引
用
さ
れ
て
い
な
い
篇
目
の
う
ち
、
約
半
数
の
篇
目
が
他
書
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
た
。
徐
鳳
の
注
文
が
意
図
に
合
わ
な

い
場
合
（
＊
75
）
あ
る
い
は
解
釈
が
不
足
し
て
い
る
場
合
（
＊
87
・
88
）
な
ど
で
あ
る
。『
針
灸
集
要
』
の
構
成
篇
目
だ
け
を
考
え
た
場
合
、
お
よ
そ
そ

の
七
割
が
『
大
全
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 
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こ
の
よ
う
に
重
視
さ
れ
た
『
大
全
』
で
あ
る
が
、
そ
の
篇
目
を
そ
の
ま
ま
の
順
で
採
用
す
る
こ
と
な
く
、
並
べ
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
一
見
と
り
と
め
も

な
く
並
ん
で
い
る
『
針
灸
集
要
』
の
篇
目
で
あ
る
が
、
そ
の
並
び
順
に
は
道
三
の
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
冒
頭
に
予
防
医
学
の
重
要

性
を
述
べ
（
＊
１
）、
針
治
療
の
由
来
（
＊
２
）
、
体
格
・
体
質
に
よ
る
治
療
法
の
差
違
（
＊
３
～
４
）、
針
の
臨
床
に
お
け
る
原
則
（
＊
５
～
７
）、
針
灸
薬

を
併
用
す
る
重
要
性
（
＊
８
）、
十
二
経
脈
の
気
血
多
少
の
特
徴
（
＊
９
）、
以
上
が
ま
ず
知
る
べ
き
大
原
則
で
あ
る
。
次
に
針
治
療
の
部
（
＊
10
～
55
）、

灸
治
療
の
部
（
＊
56
～
67
）
、
経
絡
経
穴
臓
腑
の
基
礎
（
＊
68
～
75
）
と
続
く
。
以
後
は
附
篇
的
内
容
と
も
言
え
る
も
の
で
、
臨
床
的
逸
話
な
ど
（
＊
76

～
77
）、
経
穴
の
別
名
（
＊
78
～
83
）
、
治
療
す
べ
き
で
な
い
も
の
（
＊
84
～
86
）、
灸
の
禁
忌
な
ど
（
＊
87
～
88
）、
ふ
た
た
び
経
穴
の
別
名
（
＊
89
）、

取
穴
の
基
礎
（
＊
90
）
を
も
っ
て
終
わ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
総
論
部
は
三
部
か
ら
な
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
は
、
あ
る
種
段
階
的
に
内
容
が

並
べ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
学
習
の
便
も
図
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。 

 

道
三
が
総
論
部
に
お
い
て
『
大
全
』
を
重
視
し
た
理
由
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。『
大
全
』
は
針
灸
の
全
般
に
つ
い
て
簡
便
で
実
用
的
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
以
下
、
他
の
理
由
に
つ
い
て
い
く
つ
か
推
論
を
試
み
た
い
。 

 

最
大
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
師
・
導
道
か
ら
の
伝
授
書
に
あ
る
竇
漢
卿
の
流
れ
を
汲
む
書
で
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
竇
漢
卿
の

『
針
経
指
南
』
に
は
針
治
療
の
具
体
的
な
要
訣
を
歌
賦
形
式
で
述
べ
た
「
標
由
賦
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。『
大
全
』
に
お
い
て
徐
鳳
は
「
標
由
賦
」
に
詳

細
な
注
を
付
け
録
し
た
。
こ
の
注
は
同
じ
く
「
標
由
賦
」
を
録
す
る
『
針
灸
聚
英
』
の
注
よ
り
も
詳
し
い
。
道
三
は
『
大
全
』
の
詳
細
な
注
文
を
重
視
し
こ

れ
を
引
用
し
た
。
ま
た
、
道
三
の
師
・
田
代
三
喜
が
徐
鳳
の
後
裔
に
教
え
を
受
け
て
い
た
と
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
三
六
）
。
こ
の
記
述
が
正
し
い
な
ら
ば
、

三
喜
の
針
灸
は
徐
鳳
の
流
れ
を
汲
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
の
二
点
か
ら
推
す
と
、
道
三
が
『
大
全
』
を
重
視
し
た
理
由
に
は
、『
大
全
』
が
師
の
教
え
を

汲
む
書
で
あ
る
こ
と
、
道
三
が
師
か
ら
の
門
流
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

あ
る
い
は
、『
大
全
』
は
歌
賦
形
式
の
記
述
を
多
く
含
む
こ
と
も
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
五
言
・
七
言
な
ど
で
記
さ
れ
る
こ
の
歌
賦
形
式
は
暗
誦
し
や
す
く
、



- 92 - 

初
学
者
の
学
習
に
役
立
つ
。
道
三
は
そ
れ
を
多
数
採
録
し
て
い
る
（
＊
28
～
33
、
＊
48
～
50
、
＊
54
・
55
）。
こ
れ
も
道
三
が
『
大
全
』
を
重
視
し
た
理

由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
道
三
に
は
『
養
生
和
歌
』（
天
正
十
四
年
・
一
五
八
六
道
三
奥
書
）、『
養
生
誹
諧
』（
天
正
十
六
年
・
一
五
八
八
道
三
奥
書
）

な
る
書
が
あ
り
、
和
歌
形
式
で
養
生
に
つ
い
て
述
べ
お
り
、
歌
賦
形
式
に
よ
る
学
習
法
を
日
本
化
し
て
導
入
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、『
大
全
』
は
日
時
に
よ
っ
て
施
術
箇
所
（
経
穴
）
を
考
慮
す
る
治
療
法
を
多
く
記
載
し
て
お
り
、『
針
灸
集
要
』
は
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
（
＊
28
・

29
・
32
な
ど
）。
道
三
は
こ
れ
ら
を
針
灸
治
療
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
道
三
は
こ
の
種
の
天
運
と
人
体
と
の
関
係
に
は
通
暁
し

て
い
た
よ
う
で
、
京
都
に
て
劉
温
舒
に
よ
る
運
気
論
の
解
説
書
『
素
問
入
式
運
気
論
奥
』
を
講
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ
た
通
り
、『
仮
名
全
九
集
』

で
は
運
気
論
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
。 

 

（
三
）
各
論
部
（「
諸
証
的
治
応
穴
」）
の
検
討 

 

後
半
を
な
す
各
論
部
（「
諸
証
的
治
応
穴
」）
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
記
す
。
本
部
を
構
成
す
る
医
書
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
（
引
用
回
数
と
総
引
用
九

十
四
回
に
対
す
る
割
合
を
示
す
）
。『
医
林
集
要
』（
王
璽
、
成
化
十
八
年
・
一
四
八
二
序
刊
）
三
十
六
回
（
三
十
八
％
）、『
全
九
集
』（
月
湖
原
著
・
曲
直
瀬

道
三
増
補
改
訂
、
道
三
増
改
・
天
文
十
三
年
・
一
五
四
四
成
）
二
十
七
回
（
二
十
九
％
）、
劉
純
『
雑
病
治
例
』（
永
楽
一
五
年
・
一
四
一
七
成
）
十
七
回
（
十

八
％
）
、
朱
権
『
寿
域
神
方
』（
明
初
刊
）
十
二
回
（
十
三
％
）、
劉
純
『
玉
機
微
義
』（
洪
武
二
十
九
年
・
一
三
九
六
刊
）
一
回
（
一
％
）、
徐
鳳
『
針
灸
大

全
』
（
正
統
四
年
・
一
四
三
九
刊
）
一
回
（
一
％
）
。 

 

前
半
の
総
論
部
で
は
ほ
ぼ
全
て
の
引
用
を
針
灸
専
門
書
か
ら
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
半
の
各
論
部
「
諸
証
的
治
応
穴
」
で
は
ほ
ぼ
全
て
が
医
方
書
か

ら
引
用
し
て
い
る
。『
大
全
』『
聚
英
』
で
は
病
症
に
対
す
る
針
灸
治
療
の
各
論
が
立
篇
さ
れ
て
い
な
い
が
、
多
く
の
紙
数
を
経
穴
の
説
明
に
費
や
し
て
お
り
、

そ
こ
に
は
各
経
穴
の
適
応
病
症
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
節
要
』
に
至
っ
て
は
病
門
が
立
篇
さ
れ
、
各
病
症
に
対
し
て
針
灸
治
療
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
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る
。
道
三
は
各
論
部
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
針
灸
専
門
書
か
ら
は
採
録
し
て
い
な
い
。 

 

上
記
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
一
つ
に
、
道
三
お
よ
び
そ
の
門
弟
に
は
針
灸
を
専
門
と
し
た
医
家
が
多
く
な
く
、
臨
床
に
お
い
て
は
湯
液
治
療

を
主
と
し
、
灸
治
療
を
補
助
治
療
と
し
て
行
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
道
三
に
治
療
な
ど
を
相
談
し
た
書

簡
の
写
し
で
あ
る
『
翠
竹
翁
答
問
書
』
（
慶
長
七
年
・
一
六
〇
二
写
、
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
）
に
記
さ
れ
る
臨
床
指
南
に
お
い
て
も
灸
を
指
示
す
る

こ
と
が
殆
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
道
三
に
よ
る
門
弟
へ
の
伝
授
書
を
集
め
た
『
切
紙
』
の
五
十
七
ケ
条
に
は
「
灸
穴
の
枢
要
、
記
憶
す
べ
し
」
と
記
さ
れ
、
灸

法
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
灸
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い

よ
う
。
今
一
歩
推
論
を
進
め
る
な
ら
ば
、
針
治
療
を
施
し
治
療
効
果
を
挙
げ
る
た
め
に
は
高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
、
医
家
が
そ
れ
を
習
得
す
る
に
は
相
当
の

訓
練
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
針
は
医
家
が
直
接
手
を
下
し
施
針
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
灸
は
施
灸
部
位
に
印
を
す
れ
ば
（
灸
点

を
下
ろ
す
と
い
う
）、
医
家
で
な
く
と
も
灸
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
、
灸
は
湯
液
治
療
と
似
て
、
処
方
を
受
け
れ
ば
医
家
と
対
面
し

な
く
と
も
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
公
家
の
日
記
な
ど
に
も
自
己
施
灸
を
行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
の
、
周
辺
の
状

況
、
技
術
的
問
題
、
治
療
方
法
に
よ
る
問
題
な
ど
が
、
道
三
が
針
治
療
よ
り
も
灸
治
療
を
重
視
し
た
こ
と
に
影
響
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

ま
た
道
三
が
重
視
し
た
中
国
医
書
に
は
灸
法
の
記
述
が
多
こ
と
も
重
要
な
要
因
と
言
え
る
。
例
え
ば
、『
啓
迪
集
』
で
最
も
引
用
さ
れ
て
い
る
『
医
学
正

伝
』
（
虞
摶
、
正
徳
十
年
・
一
五
一
五
成
）
の
巻
一
医
学
或
問
で
は 

 

「
虚
者
灸
之
、
使
火
気
以
助
元
陽
也
。
実
者
灸
之
、
使
実
邪
随
火
気
而
発
散
也
。
寒
者
灸
之
、
使
其
気
之
復
温
也
。
熱
者
灸
之
、
引
鬱
熱
之
気
外
発
、

火
就
燥
之
義
也
」 

（
虚
は
之
を
灸
し
て
、
火
気
を
し
て
以
て
元
陽
を
助
く
。
実
す
る
者
は
之
を
灸
し
て
、
実
邪
を
し
て
火
気
に
随
ひ
て
発
散
せ
し
む
。
寒
す
る
者
は
之
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を
灸
し
て
、
其
の
気
を
し
て
復
温
せ
し
む
。
熱
す
る
者
は
之
を
灸
し
て
、
鬱
熱
の
気
を
引
き
て
外
に
発
す
。
火
は
燥
に
就
く
の
義
な
り
）。 

 

と
、
具
体
的
に
灸
の
用
法
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

 

各
論
部
「
諸
証
的
治
応
穴
」
の
篇
目
（
病
門
）
の
立
て
方
は
、
ほ
ぼ
『
医
林
集
要
』
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
そ
の
用
例
も
、
複
数
の
医
書
が
引
用
さ
れ
る

場
合
、『
医
林
集
要
』
が
あ
れ
ば
第
一
に
挙
げ
、
次
に
『
全
九
集
』
を
挙
げ
る
と
い
っ
た
傾
向
が
あ
る
。『
医
林
集
要
』
に
灸
法
が
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
収

載
す
べ
き
篇
目
が
な
い
場
合
は
、
『
全
九
集
』
を
第
一
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。『
医
林
集
要
』
は
、『
啓
迪
集
』
に
お
い
て
二
百
五
十
七
回
に
わ
た
り
引
用

さ
れ
て
お
り
（
三
七
）
、
道
三
は
本
書
を
か
な
り
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
策
彦
周
良
が
明
か
ら
帰
国
（
遣
明
使
、
一
五
三
七
・
四
七
）
し
た
際
に

本
書
を
持
ち
帰
っ
て
お
り
、
道
三
は
こ
れ
を
用
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
小
曽
戸
は
「『
針
灸
集
要
』
の
書
名
は
『
医
林
集
要
』
に
因

ん
だ
の
で
は
あ
る
ま
か
」
と
述
べ
て
い
る
（
三
八
）
。
引
用
回
数
の
多
さ
や
、
篇
目
の
立
て
方
を
倣
う
な
ど
の
点
を
考
え
る
と
、
小
曽
戸
の
こ
の
説
に
は
首
肯
で

き
る
。 
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小 

 
結 

   

以
上
、
曲
直
瀬
道
三
『
針
灸
集
要
』
の
周
辺
の
事
柄
と
し
て
、
当
時
の
針
灸
、
本
書
の
概
要
と
し
て
、
現
伝
本
に
つ
い
て
、
成
立
に
つ
い
て
、
本
書
の
背

景
を
な
す
事
項
、
お
よ
び
道
三
の
医
学
教
育
に
お
け
る
本
書
の
位
置
を
検
討
し
た
。
つ
い
で
本
書
の
構
成
と
引
用
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
本
書
の
特
徴

を
考
察
し
た
。 

 

先
に
述
べ
た
通
り
、
我
が
国
の
医
書
に
お
け
る
針
灸
治
療
に
関
す
る
記
述
は
、
十
六
世
紀
半
ば
ま
で
は
多
く
は
見
ら
れ
な
い
。
当
時
は
諸
病
の
治
療
に
は

灸
が
主
に
用
い
ら
れ
、
針
は
主
に
癰
腫
や
外
科
領
域
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
針
灸
治
療
の
総
論
・
各
論
を
網
羅
す
る
よ
う
な
総

合
的
針
灸
専
門
書
は
見
ら
れ
な
い
。
十
六
世
紀
半
ば
以
降
、
徐
々
に
針
灸
書
が
編
ま
れ
日
本
独
特
と
も
言
え
る
針
灸
術
が
発
展
、
針
治
療
を
中
心
と
し
た
諸

流
派
が
興
っ
た
。
『
針
灸
集
要
』
は
、
日
本
的
針
灸
術
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
に
編
ま
れ
た
総
合
的
針
灸
専
門
書
で
あ
る
。
よ
っ
て
『
針
灸

集
要
』
は
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
を
示
す
の
み
で
な
く
、
日
本
中
世
に
お
け
る
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
の
実
際
を
現
し
て
お
り
、
当
時
の
日
本
の
針
灸

医
学
思
想
を
探
る
上
で
格
好
の
材
料
で
あ
る
。 

 

道
三
の
針
灸
医
学
思
想
の
形
成
に
は
師
で
あ
る
導
道
・
田
代
三
喜
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。
導
道
か
ら
は
『
黄
帝
内
経
』『
難
経
』

な
ど
の
基
本
典
籍
と
と
も
に
『
太
平
聖
恵
方
』
明
堂
を
通
じ
経
穴
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
ま
た
竇
漢
卿
の
医
説
を
重
視
す
る
よ
う
授
け
ら
れ
て
い
る
。
あ

る
い
は
、
田
代
三
喜
は
明
・
徐
鳳
の
後
裔
に
針
灸
を
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
道
三
は
師
の
学
風
を
受
け
継
ぎ
、『
針
灸
集
要
』
を
編
む
際
、
そ
の
針
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灸
総
論
部
の
根
幹
に
『
針
灸
大
全
』
を
す
え
た
。
師
の
教
え
を
受
け
継
ぐ
に
止
ま
ら
ず
、
明
の
新
刊
針
灸
書
を
も
積
極
的
に
受
容
し
、
そ
の
針
灸
医
学
思
想

の
補
強
を
図
っ
て
い
る
。 

 

一
方
で
、
そ
の
各
論
部
に
お
い
て
は
針
灸
専
門
書
を
引
用
の
基
本
と
は
せ
ず
、
医
方
書
か
ら
の
引
用
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道
三
流
の
医
学
を

学
ん
だ
も
の
が
灸
を
治
療
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
意
図
と
も
考
え
ら
れ
、
道
三
が
中
国
医
学
思
想
を
受
容
し
日
本
的
咀
嚼
の
上
で
確
立
し
た
医
学
体

系
に
針
灸
治
療
を
組
み
込
む
試
み
を
し
た
と
も
言
え
る
。
こ
こ
に
お
い
て
『
針
灸
集
要
』
は
、
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
と
日
本
的
展
開
を
残
す
資
料
と

言
え
る
。 

 

ま
た
各
論
部
に
お
い
て
は
、
針
治
療
よ
り
灸
治
療
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
当
時
灸
法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
引
用
し
た
中
国
医
書
が
灸

治
療
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
技
術
的
・
臨
床
的
に
灸
が
用
い
や
す
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
針
灸
医
学
思
想
を
示
す

具
体
的
事
例
と
言
え
る
。 

 

医
学
教
育
に
お
い
て
は
、
本
書
は
門
弟
に
対
す
る
教
育
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
道
三
は
自
己
の
臨
床
体
系
に
針
灸
を
取

り
込
も
う
と
し
て
い
た
証
左
と
い
え
よ
う
。
道
三
は
湯
液
治
療
の
み
な
ら
ず
、
針
灸
、
養
生
と
東
洋
医
学
全
般
を
網
羅
し
た
医
学
を
め
ざ
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
針
灸
集
要
』
は
、
日
本
に
お
け
る
総
合
的
針
灸
専
門
書
の
嚆
矢
と
言
え
る
も
の
で
、
当
時
の
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
と
日
本

的
咀
嚼
を
図
っ
た
書
で
あ
り
、
そ
の
後
に
起
こ
る
日
本
針
灸
諸
流
派
の
勃
興
の
礎
と
な
っ
た
書
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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文
献
と
注 

 

（
一
） 

小
曽
戸
洋
、
『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
』
、
塙
書
房
、
東
京
、
二
〇
〇
五
年
、
二
三
～
二
九
頁
。 

（
二
） 

安
井
廣
迪
、
日
本
鍼
灸
各
家
学
説 

一
六
、『
Ｔ
Ａ
Ｏ
鍼
灸
療
法
』、
四
巻
二
号
（
通
巻
十
六
号
）、
二
〇
〇
〇
年
、
二
四
～
二
七
頁
。
木
場
由
衣

登
、
「
曲
直
瀬
道
三
の
『
鍼
灸
集
要
』
に
つ
い
て
」、『
日
本
医
史
学
雑
誌
』、
五
十
八
巻
二
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
七
六
頁
。
な
ど
。 

（
三
） 

小
曽
戸
洋
、
『
中
国
医
学
古
典
と
日
本
』
、
塙
書
房
、
東
京
、
一
九
九
六
年
、
二
六
～
三
一
頁
。
真
柳
誠
、
日
本
の
医
薬
・
博
物
著
述
年
表
、『
茨

城
大
学
人
文
学
部
紀
要 

人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集
』、
一
号
、
二
〇
〇
六
年
、
五
三
～
七
六
頁
。 

（
四
） 

こ
の
校
勘
書
入
を
記
す
と
次
の
通
り
（
位
置
は
「
丁
数-

表
（
ａ
）
裏
（
ｂ
）-

行
数-

字
数
・
天
頭
・
行
末
」
で
示
し
た
）。
１
ａ-

１-

天
頭

「
一
本
作
雖
知
苦
斎
」
。
１
ａ-

２-

行
末
「
一
本 

盍
静
翁 

道
三
編
」。
１
ａ-

７-

天
頭
「
涓 

一
本
」。
１
ａ-

12-

天
頭
「
瘍 

一
本
」。
４
ｂ

-

８-

天
頭
「
大 

一
本
」
。
５
ａ-

２-

天
頭
「
一
本
无
之
字
」。
７
ｂ-

９-

天
頭
「
学 

一
本
」。
９
ｂ-

７-

行
末
「
此
四
句
一
本
大
書
」。
10
ｂ-

11
「
一
本
无
此
一
句
」。
11
ｂ-

10-

天
頭
「
寅
」。
38
ａ-

11-

天
頭
墨
筆
「
治
例
出
翳
風
環
跳
」
の
後
に
「
一
本
无
」。
39
ａ-

11-

10
傍
「
捉 

一
本
」
。
42
ａ-

３-

天
頭
「
搶
」。
42
ｂ-

９-

６
傍
「
面 
一
本
」。
46
ａ-

２-

14
傍
「
患 

一
本
」。 

（
五
） 

前
記
注
の
う
ち
、
５
ａ-

２-

天
頭
、
10
ｂ-

11
、
11
ｂ-

10-
天
頭
、
38
ａ-

11-

天
頭
に
書
入
れ
ら
れ
た
校
語
は
今
回
調
査
し
た
他
本
に
み
え

な
い
。 

（
六
） 

『
鍼
灸
医
学
典
籍
大
系
』
、
出
版
科
学
総
合
研
究
所
、
一
九
八
七
年
。『
鍼
灸
医
学
典
籍
集
成
』、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
八
五
年
。『
曲
直

瀬
道
三
全
集
』
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
一
九
九
五
年
。 
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（
七
） 

ht
t
p
:
/
/w
w
w
.
l
ib.

k
y
u
s
h
u
-
u.
a
c
.
j
p/
h
p
_
db_f/igaku/cat_east.html

。
本
書
は
現
在
開
披
不
能
で
あ
る
と
い
う
。 

（
八
） 

一
九
九
五
年
に
真
柳
誠
が
九
州
大
学
附
属
図
書
館
に
て
本
書
を
実
見
調
査
し
た
際
に
取
ら
れ
た
本
奥
書
の
筆
写
メ
モ
が
北
里
大
学
東
洋
医
学
総

合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
に
残
る
。 

（
九
） 

全
八
冊
。
本
書
の
題
辞
は
策
彦
周
良
の
自
筆
、
自
序
は
道
三
自
筆
。
巻
一
首
第
二
行
に
は
「
日
本
洛
下
雖
知
苦
斎
道
三
編
」
と
署
さ
れ
る
。
巻

一
以
下
本
文
の
多
く
は
玄
朔
の
筆
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

（
一
〇
）
本
書
の
伝
本
は
杏
雨
書
屋
に
伝
わ
る
写
本
の
み
。
目
黒
道
琢
が
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
今
大
路
暘
谷
に
請
う
て
そ
の
蔵
本
か
ら
謄
写
し
た

旨
の
跋
が
あ
る
。 

（
一
一
）
「
当
流
宜
学
之
目
録
」
と
記
し
た
次
行
に
は 

 

一
渓
叟
、
或
編
撰
之
部
類
、
抜
粋
製
作
之
小
冊
、
切
紙
等 

（
一
渓
叟
、
編
撰
の
部
類
、
抜
粋
製
作
の
小
冊
、
切
紙
等
或
り
） 

 

と
記
さ
れ
る
。 

（
一
二
）
『
小
児
療
治
集
』
は
加
屋
松
庵
に
よ
り
編
ま
れ
た
小
児
科
の
方
書
。
こ
の
「
道
三
家
譜
」
は
、『
当
流
医
之
源
委
』
の
「
当
流
宜
学
之
目
録
」
に

依
拠
し
、
そ
れ
を
時
系
列
で
再
編
し
た
と
思
わ
れ
る
。
松
庵
は
そ
の
跋
に
よ
る
と
長
洲
の
人
。
町
泉
寿
郎
、
曲
直
瀬
道
三
・
玄
朔
の
伝
記
に
関
す

る
資
料
、
近
世
近
代
日
本
漢
文
班
編
『
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
曲
直
瀬
道
三 

古
医
書
の
漢
文
を
読
む
』、
二
松
学
舎
大
学21

世
紀COE

プ
ロ
グ
ラ
ム
事

務
局
、
二
〇
〇
九
年
、
参
看
。 
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（
一
三
）
今
大
路
家
記
鈔
、『
中
外
医
事
新
報
』、
第
一
一
三
五
～
七
・
一
一
四
〇
・
一
一
四
三
～
八
・
一
一
五
〇
・
一
一
五
一
・
一
一
五
四
～
六
五
、
一

九
二
八
～
三
〇
号
、
一
九
二
八
～
三
〇
年
。
曲
直
瀬
今
大
路
家
の
家
伝
を
記
す
資
料
。
そ
の
冒
頭
に
は
「
今
大
路
家
に
蔵
せ
ら
れ
た
る
『
家
託
』

三
巻
、
曲
直
瀬
道
三
翁
を
初
め
と
し
て
、
歴
代
諸
家
に
関
す
る
記
事
に
し
て
、
歴
史
上
参
考
の
資
料
た
る
も
の
尠
か
ら
ず
、
以
下
、
そ
の
重
要
の

項
を
鈔
出
す
。
編
者
記
」
と
あ
る
。 

（
一
四
）
そ
の
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

雖
知
苦
斎
は
啓
迪
集
以
前
の
斎
名
也
。
法
華
文
諸
苦
所
因
貪
欲
為
本
云
云
、
本
此
語
也
。
天
正
二
甲
戌
年
十
一
月
十
七
日
、
参
内
而
被
拝 

龍
顔
、
剰
以
啓
迪
集
備 
上
覧
、
道
三
行
年
六
十
八
歳
之
時
、
不
可
救
天
下
万
民
、
医
書
之
端
、
苦
字
不
可
、
然
之
、
由
有 

綸
言
而
賜
翠

竹
之
二
字
。
其
後
改
斎
名
作
庵
、
後
又
作
院
号
。 

道
三
諱
也
、
字
一
渓
、
号
盍
静
、
号
寧
固
（「
今
大
路
家
記
鈔
」） 

（
雖
知
苦
斎
は
『
啓
迪
集
』
以
前
の
斎
名
な
り
。
法
華
文
、
諸
苦
の
所
因
は
貪
欲
こ
れ
な
り
云
云
〔『
法
華
経
』
譬
喩
品
、
大
正
九
・
一

五
六
上
〕
、
と
、
此
の
語
に
本
づ
く
な
り
。
天
正
二
甲
戌
年
十
一
月
十
七
日
、
参
内
し
て
龍
顔
を
拝
せ
ら
れ
、

剰
あ
ま
つ
さ

へ
啓
迪
集
を
以
て
、

上
覧
に
備
ふ
。
道
三
、
行
年
六
十
八
歳
の
時
、
天
下
万
民
を
救
ふ
べ
か
ら
ず
し
て
、
医
書
の
端
に
苦
字
は
不
可
な
り
。
之
を
然
り
と
し

て
、
由
り
て
綸
言
有
り
て
翠
竹
の
二
字
を
賜
は
る
。
其
の
後
、
斎
名
を
改
め
庵
に
作
り
、
後
ち
又
た
院
号
に
作
る
。
道
三
は
諱
な
り
、

字
は
一
渓
、
号
は
盍
静
、
号
は
寧
固
。） 

 

（
一
五
）
矢
数
道
明
、
『
近
世
漢
方
医
学
史

―
曲
直
瀬
道
三
と
そ
の
学
統
』、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
二
年
、
一
四
〇
～
一
四
一
頁
。 

（
一
六
）
書
目
の
前
に
「
予
感
於
曲
直
瀬
正
盛
学
士
負
笈
渡
河
之
勤
労
而
応
其
懇
求
而
令
訓
読
釈
授
之
目
録
」
の
一
文
が
あ
る
。 
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（
一
七
）
『
灸
膏
肓
腧
穴
法
』（
一
一
二
八
年
成
）
は
、
背
中
の
経
穴
で
あ
る
膏
肓
の
取
穴
法
・
灸
法
・
効
用
を
説
い
た
も
の
。 

（
一
八
）
『
針
灸
四
書
』
（
一
三
一
一
年
刊
）
は
、
竇
桂
芳
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
針
灸
叢
書
で
、
何
若
愚
撰
・
閻
明
広
撰
注
『
子
午
流
注
針
経
』、
著
者
未
詳

『
黄
帝
明
堂
灸
経
』、
竇
漢
卿
『
針
経
指
南
』
、
荘
綽
『
灸
膏
肓
腧
穴
法
』
を
含
む
。 

（
一
九
）
『
針
灸
資
生
経
』（
一
二
二
〇
年
刊
）
の
著
者
の
王
執
中
は
と
り
わ
け
針
灸
学
に
精
通
し
、『
甲
乙
経
』
を
は
じ
め
従
来
の
針
灸
文
献
を
多
数
援
用

し
、
自
己
の
経
験
を
加
え
て
本
書
を
な
し
た
。 

（
二
〇
）
竇
桂
芳
『
針
灸
四
書
』
で
は
著
者
未
詳
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
を
含
む
が
、
道
三
が
い
う
「
針
灸
四
書
」
に
は
含
ま
れ
ず
、
王
執
中
『
針
灸
資
生

経
』
（
一
二
二
〇
年
刊
）
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
「
源
委
嗣
続
之
専
学
」
に
も
「
針
灸
四
書
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
書
か
れ
て
い
な
い
。 

（
二
一
）『
十
四
経
発
揮
』（
一
三
四
一
年
成
）
は
経
脈
経
穴
の
専
書
。
巻
上
は
手
足
陰
陽
流
注
篇
で
十
二
脈
の
総
論
。
巻
中
は
十
四
経
脈
気
所
発
篇
で
十
四

経
脈
の
各
論
。
そ
れ
ぞ
れ
経
脈
図
を
付
し
、
歌
訣
を
加
え
、
経
脈
の
流
注
と
所
属
経
穴
、
及
び
経
脈
病
症
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
巻
下
は
奇
経
八
脈

篇
で
奇
経
八
脈
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
、
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
日
本
で
は
一
五
九
六
年
の
古
活
字
版
に
よ

る
出
版
を
皮
切
り
に
、
幾
度
と
な
く
出
版
さ
れ
、
ま
た
注
解
書
も
数
多
く
著
述
さ
れ
た
。 

（
二
二
）
『
真
名
全
九
集
』
の
針
灸
に
関
す
る
篇
目
は
次
の
通
り
。
巻
三
「
針
灸
之
枢
機
」、
人
身
総
有
三
百
六
十
五
骨
節
…
…
、
岐
伯
分
九
針
…
…
、
禁

針
穴
、
血
忌
日
、
脊
椎
二
十
一
之
長
短
、
髪
際
定
、
胸
腹
部
、
腎
兪
定
、
全
身
之
寸
法
、
周
身
寸
之
法
、
禁
灸
穴
、
灸
忌
日
、
八
般
木
。 

 

『
仮
名
全
九
集
』
の
針
灸
に
関
す
る
篇
目
は
次
の
通
り
。
巻
七
「
灸
治
之
枢
要
」、
灸
穴
尺
寸
定
法
、
灸
時
可
謹
保
之
法
、
定
髪
際
之
法
、
令
発

灸
瘡
之
法
、
淋
洗
灸
瘡
之
法
、
毎
月
禁
灸
之
日
、
四
季
之
人
神
、
灸
火
之
言
凶
、
正
面
之
灸
穴
、
背
後
傍
側
之
灸
穴
、
小
児
之
灸
穴
、
膏
肓
兪
、

患
門
穴
四
花
穴
。 

（
二
三
）
道
三
が
医
学
の
要
訣
を
記
し
た
紙
片
を
門
弟
に
授
与
し
た
も
の
で
、
の
ち
に
整
理
さ
れ
一
書
と
な
り
、
刊
行
も
さ
れ
た
。
四
十
一
篇
か
ら
な
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る
。
篇
名
を
奥
書
年
ご
と
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
。 

 

天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
宗
奭
胃
気
。
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
脈
対
分
別
之
捷
径
。
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
治
法
例
縄
。
永
禄
十
年

（
一
五
六
七
）
救
矩
明
鑑
。
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
七
ケ
条
弁
剤
、
三
治
授
、
二
七
局
、
二
十
四
剤
、
五
十
七
ケ
条
、
五
矩
、
剤
薬
調
進
法

則
、
四
証
四
治
剤
多
寡
、
外
感
内
傷
生
死
弁
解
、
学
習
記
、
宜
諷
類
、
察
狐
魅
之
状
、
察
男
女
之
命
脈
生
死
診
訣
、
察
胎
、
常
経
流
注
升
降
迎
随

之
図
、
建
中
、
弁
脈
体
名
状
、
当
他
之
両
例
、
悪
脈
之
再
察
、
戴
眼
大
陽
経
之
絶
証
、
摩
詞
覚
、
求
嗣
合
卦
法
、
深
察
胃
絶
、
男
婦
胃
気
弁
診
、

療
規
通
準
、
経
常
養
生
之
仙
術
、
老
師
口
訣
、
脈
神
、
補
瀉
之
配
剤
、
製
方
鑑
、
註
銘
無
尽
蔵
之
一
紙
、
陰
陽
両
経
。
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）

察
生
気
有
無
、
診
候
薬
註
一
紙
之
約
術
。
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
授
越
年
学
侶
、
老
人
痰
証
虚
煩
之
二
論
、
脈
訣
刊
誤
撮
要
。 

 

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
奥
書
を
持
つ
も
の
が
多
い
。 

（
二
四
）
矢
数
道
明
、
『
近
世
漢
方
医
学
史

―
曲
直
瀬
道
三
と
そ
の
学
統
』、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
二
年
、
八
九
頁
。 

（
二
五
）
「
巨
繆
異
刺
」
の
天
頭
に
、 

 

口
伝
、
形
病
而
九
候
脈
病
応
巨
刺
、
形
痛
而
九
候
脈
不
病
繆
刺
、
各
左
右
、
右
左
也
、 

（
口
伝
。
形
病
み
て
九
候
の
脈
病
む
は
巨
刺
に
応
ず
。
形
痛
み
て
九
候
の
脈
病
ま
ざ
る
は
繆
刺
。
各
お
の
左
は
右
、
右
は
左
也
）。 

 

と
あ
る
。
こ
の
口
伝
は
、
『
素
問
』
調
経
論
の
「
身
形
有
痛
、
九
候
莫
病
、
則
繆
刺
之
、
痛
在
於
左
、
而
右
脈
病
者
、
巨
刺
之
、（
身
形
に
痛
み
有

り
て
、
九
候
に
病
莫
け
れ
ば
、
則
ち
之
を
繆
刺
す
。
痛
み
左
に
在
り
て
右
脈
病
む
者
は
、
之
を
巨
刺
す
。）」
に
よ
る
か
。 

（
二
六
）
京
大
富
士
川
（
シ
五
〇
八
）
に
よ
る
。
空
白
行
は
数
え
ず
、
図
や
科
疏
方
式
で
記
さ
れ
た
箇
所
は
、
半
葉
十
二
行
に
照
ら
し
合
わ
せ
割
り
出
し
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た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
総
論
部
分
の
総
行
数
は
八
百
七
十
一
行
と
な
る
。
総
引
用
回
数
は
九
十
二
回
。 

（
二
七
）
『
鼎
雕
太
医
院
校
正
徐
氏
針
灸
大
全
』、
万
暦
間
刊
、
徐
三
友
校
、
鄭
氏
宗
文
堂
刊
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。 

（
二
八
）
『
針
灸
聚
英
』
『
針
灸
節
要
』
合
刻
本
、
明
・
嘉
靖
十
六
年
（
一
五
三
七
）
序
刊
、
内
閣
文
庫
所
蔵
。 

（
二
九
）
嘉
靖
十
六
年
（
一
五
三
七
）
黄
易
序
刊
本
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
に
付
さ
れ
る
。 

（
三
〇
）
薛
清
録
主
編
、
『
中
国
中
医
古
籍
総
目
』
、
上
海
辞
書
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。 

（
三
一
）
小
曽
戸
洋
、
漢
方
古
典
文
献
概
説
三
七
『
奇
効
良
方
』、『
現
代
東
洋
医
学
』、
一
三
巻
三
号
、
一
九
九
二
。 

（
三
二
）
こ
の
一
文
は
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
写
本
の
月
湖
原
撰
・
道
三
頭
注
に
な
る
『
全
九
集
』（
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
、
〇
二
二
・
五
二

六
・
三
）
の
「
治
未
病
」
の
頭
注
と
し
て
も
引
か
れ
て
い
る
。 

（
三
三
）
「
所
従
証
経
籍
解
説
」
、
『
現
代
語
訳
啓
迪
集
』、
矢
数
道
明
監
訳
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
五
年
。 

（
三
四
）
友
部
和
弘
・
真
柳
誠
、
曲
直
瀬
道
三
の
刺
絡
療
法
、『
温
知
会
会
報
』、
三
四
巻
、
一
九
九
四
年
、
一
六
〇
～
一
六
七
頁
。 

（
三
五
）
こ
の
一
文
は
、
道
三
頭
注
『
全
九
集
』（
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
、
〇
二
二
・
五
二
六
・
三
、
真
名
本
に
頭
注
を
加
え
た
も
の
）
の
「
腎
兪
定
」

の
頭
注
と
し
て
も
引
か
れ
て
い
る
。
そ
の
本
文
で
は
「
…
…
必
与
臍
相
当
」
と
記
述
さ
れ
る
。 

（
三
六
）
『
針
学
発
矇
訓
』（
宮
脇
仲
策
、
一
七
一
四
年
序
、
一
七
六
二
年
写
本
を
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
が
所
蔵
）
の
「
当
流
針
伝
道
統
」
に 

 

足
利
田
代
氏
、
三
帰
回
翁
ト
云
ル
人
、
大
明
ニ
入
テ
、
針
法
ヲ
徐
氏
ニ
学
フ
、
帰
朝
シ
テ
同
氏
助
心
ニ
伝
フ
、
西
海
芸
州
ヘ
来
リ
、
大
江
ノ

元
清
、
一
万
石
ヲ
与
フ
、
余
カ
父
、
海
月
翁
正
純
、
得
其
伝
而
及
愚
家
…
…
。 

（
足
利
田
代
氏
、
三
帰
回
翁
と
云
へ
る
人
、
大
明
に
入
り
て
、
針
法
を
徐
氏
に
学
ぶ
、
帰
朝
し
て
同
氏
助
心
に
伝
ふ
、
西
海
芸
州
へ
来
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り
、
大
江
の
元
清
、
一
万
石
を
与
ふ
、
余
が
父
、
海
月
翁
正
純
、
其
の
伝
を
得
て
、
愚
家
に
及
べ
り
…
…
。） 

 
と
あ
る
。
宮
脇
仲
策
（
号
は
養
陽
子
、
生
没
年
不
詳
）
は
十
六
世
紀
前
半
の
導
引
家
、
法
橋
。
ほ
か
に
『
導
引
口
訣
抄
』（
正
徳
三
年
・
一
七
一

三
）
を
著
し
て
い
る
。 

（
三
七
）
こ
の
引
用
回
数
は
『
玉
機
微
義
』
『
医
学
正
伝
』
に
次
い
で
多
い
。「
所
従
証
経
籍
解
説
」、『
現
代
語
訳
啓
迪
集
』、
矢
数
道
明
監
訳
、
思
文
閣
出

版
、
京
都
、
一
九
九
五
年
。 

（
三
八
）
小
曽
戸
洋
、
漢
方
古
典
文
献
概
説
三
七 

明
代
の
医
薬
書
（
そ
の
三
）
、『
現
代
東
洋
医
学
』、
一
三
巻
三
号
、
一
九
九
二
年
、
九
四
頁
。 

 





  

第
二
章 

『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
考 

―
安
土
桃
山
時
代
の
経
穴
研
究
の
一
例
と
し
て

― 
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は
じ
め
に 

   

経
穴
は
針
灸
の
施
術
・
診
断
部
位
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
運
用
に
お
い
て
経
穴
部
位
は
基
本
的
要
素
と
な
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
医
学
古
典
の
諸
書
で
は
経
穴
部
位
の
表
記
に
相
違
が
見
ら
れ
、
何
れ
の
説
に
従
う
か
は
し
ば
し
ば
論
議
さ
れ
て
き
た
。
経
穴
部
位
の
研
究
が
ど
の
よ

う
に
な
さ
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
針
灸
医
学
思
想
史
的
意
義
は
も
と
よ
り
、
臨
床
に
お
け
る
経
穴
運
用
の
幅
を
拡
げ
る
上
で
も
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
。 

 

先
に
述
べ
た
通
り
、
我
が
国
に
お
け
る
経
穴
お
よ
び
経
穴
部
位
の
研
究
は
江
戸
時
代
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
、
多
く
の
経
穴
書
が
編
ま
れ
た
。
そ
の
初
期
に

著
さ
れ
、
以
後
の
経
穴
研
究
の
先
駆
け
と
な
っ
た
書
と
し
て
、
秦
宗
巴
（
一
五
五
〇
～
一
六
〇
七
）
の
『
兪
穴
参
伍
的
法
』〔
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
曲

直
瀬
道
三
奥
書
〕
、
饗
庭
東
庵
の
『
黄
帝
秘
伝
経
脈
発
揮
』
が
知
ら
れ
る
。
秦
宗
巴
は
曲
直
瀬
道
三
の
門
人
、
饗
庭
東
庵
は
曲
直
瀬
玄
朔
の
門
人
で
あ
り
、

と
も
に
曲
直
瀬
家
に
従
学
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
穴
研
究
の
初
期
に
曲
直
瀬
家
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
書
が
編
ま
れ
た
背
景
、
す
な
わ
ち
当
時
の
経
穴
研
究
の
実
態
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
当
時
の
様
相
を
残
す
資

料
と
し
て
、
秦
宗
巴
と
曲
直
瀬
道
三
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
経
穴
に
つ
い
て
の
問
答
を
録
し
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
が
現
存
す
る
。
従
来
そ
の
存
在

は
報
告
さ
れ
て
い
た
が
（
一
）
、
内
容
に
関
わ
る
検
討
は
未
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

今
回
、
安
土
桃
山
時
代
に
お
け
る
経
穴
研
究
の
実
態
を
残
し
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
を
取
り
あ
げ
、
師
弟
間
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
を
読
解
考
察
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し
、
同
書
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
当
時
の
経
穴
研
究
の
一
端
を
調
査
し
た
。 

  

調
査
対
象
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
一
冊
（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
杏
五
一
八
五
）。
は
じ
め
に
書
誌
事
項
を
調
査
し
、
次
に
翻

字
を
行
い
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
考
察
を
加
え
た
。
考
察
に
は
、『
兪
穴
参
伍
的
法
』（
秦
宗
巴
著
、
京
都
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
・
ト
／
九
三
）
、
『
全
九
集
』
（
曲
直
瀬
道
三
増
補
改
訂
本
、
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
所
蔵
・
寛
永
十
年
刊
本
・
Ｄ
二
一
二
／
Ｇ
三
二
、
研

医
会
図
書
館
所
蔵
・
古
活
字
本
、
ほ
か
）、
『
当
流
医
之
源
委
』
（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
・
乾
五
四
四
五
）、『
針
灸
集
要
』（
曲
直
瀬
道
三
著
、

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
シ
／
五
〇
八
）
、『
範
翁
導
道
伝
授
書
写
（
支
山
人
よ
り
道
三
に
授
け
し
書
）』（
慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
、150x

-9

）、『
翠
竹
翁

答
問
書
』
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
、
ス
／
一
八
）、『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
Ｗ
Ａ
七-

一
一
五
、
慶
長
古
活
字
印
本
）
な

ど
の
書
を
主
に
用
い
た
。 
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第
一
節 
書
誌
事
項 

   

栄
順
写
、
筆
写
年
不
詳
、
一
冊
。
（
外
寸
）
幅
一
九
・
三
セ
ン
チ
、
高
二
九
・
〇
セ
ン
チ
、
七
丁
、
線
装
。
十
二
行
、
字
数
不
定
。
無
界
（
但
し
「
一
渓

先
生
秘
説
一
紙
也
」
の
一
部
に
界
線
あ
り
）。
題
簽
な
し
。 

 

首
「
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
」
至
五
丁
裏
、
次
「
一
渓
先
生
秘
説
一
紙
也
」
至
七
丁
裏
。 

 

五
丁
表
に
「
拝
進
／
盍
静
老
人 

 

留
庵
宗
巴
」
、
七
丁
表
に
「
天
正
二
壬
戌
歳 

 

道
三
」
の
元
奥
書
あ
り
。
七
丁
裏
ノ
ド
に
「
紙
数
八
枚
、
図
一
枚
、

栄
順
写
之
」
と
あ
り
。 

 

本
書
は
当
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
本
以
外
の
現
存
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

 



- 110 - 

  
第
二
節 
内 

 

容 

   

内
容
を
前
半
部
「
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
」（
一
丁
表
～
五
丁
裏
）
と
後
半
部
「
一
渓
先
生
秘
説
一
紙
也
」（
五
丁
裏
～
七
丁
裏
）
に
大
別
し
、
適
宜
本

文
を
抄
出
し
て
記
す
。 

 

一
．
前
半
部
「
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
」 

  

十
二
項
目
に
わ
た
る
質
問
に
対
し
、「
雖
云
」
で
始
ま
る
返
答
が
記
さ
れ
て
い
る
。
質
問
は
経
穴
の
部
位
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
で
あ
り
、『
黄
帝
明
堂

灸
経
』
の
記
載
を
中
心
に
諸
書
を
照
合
し
、
そ
れ
ら
の
諸
説
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
て
、
何
れ
の
説
に
よ
る
べ
き
か
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

（
一
）『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
つ
い
て 

 

ま
ず
、
前
半
部
「
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
」
が
問
答
の
中
心
に
す
え
て
い
る
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
つ
い
て
略
述
す
る
。 

 

『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
は
、
勅
撰
の
医
方
集
『
太
平
聖
恵
方
』（
九
九
二
年
刊
）
の
巻
百
に
収
録
さ
れ
た
「
明
堂
灸
経
」「
小
児
明
堂
」
を
合
わ
せ
単
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。 
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「
明
堂
灸
経
」
の
内
容
は
、
尺
寸
法
、
灸
法
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
経
穴
部
位
と
主
治
症
の
記
述
か
ら
な
る
。「
小
児
明
堂
」
の
内
容
は
、
小
児
の
灸

法
に
関
す
る
記
述
か
ら
な
る
。 

 

こ
れ
ら
両
書
は
元
・
竇
桂
芳
に
よ
り
『
針
灸
四
書
』（
一
三
一
一
年
刊
）
に
編
入
刊
行
さ
れ
、
日
本
で
は
慶
長
古
活
字
印
本
を
は
じ
め
版
を
重
ね
広
く
流

布
し
た
書
物
で
あ
る
（
二
）
。 

 

（
二
）
前
半
部
「
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
」
の
内
容 

 

以
下
、
各
項
目
に
つ
い
て
記
す
。
ま
ず
原
文
を
掲
げ
、
次
に
（ 

）
内
に
読
み
下
し
文
を
記
す
（
返
点
・
送
仮
名
は
原
文
の
マ
マ
。
句
点
、
各
項
目
名
お

よ
び
そ
れ
に
付
し
た
丸
番
号
、
お
よ
び
〔 

〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
記
）。 

 

①
天
突
穴
の
部
位
に
つ
い
て 

 

天
突
一
穴
、
在
二

項 マ
マ

結
喉
ノ

下
五
分
中
央
、
云
々
、 

聚
英
、
素
問
注
、
聖
済
総
録
等
ニ
ハ

結
喉
下
四
寸
、
云
々
、 

甲
乙
経
、
千
金
方
等
ニ
ハ

結
喉
下
五
寸
、
云
々
、 

又
、
明
堂
ノ

奥
ノ

小
児
之
灸
部
ニ
ハ

結
喉
下
三
寸
、
云
々
、 

右
之
内
、
何
是
、
何
非
、 

（
〔
『
明
堂
灸
経
』
に
〕
「
天
突
一
穴
は
項
〔
頸
の
誤
で
あ
ろ
う
〕
結
喉
の
下
五
分
中
央
に
在
り
、
云
々
」
と
。 
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『
聚
英
』
、『
素
問
』
の
注
、『
聖
済
総
録
』
等
に
は
「
結
喉
の
下
四
寸
、
云
々
」
と
。 

『
甲
乙
経
』『
千
金
方
』
等
に
は
「
結
喉
の
下
五
寸
、
云
々
」
と
。 

又
た
、
『
明
堂
』
の
奥
の
「
小
児
之
灸
部
」
に
は
「
結
喉
の
下
三
寸
、
云
々
」
と
。 

右
の
内
、
何
れ
を
是
と
し
、
何
れ
を
非
と
す
か
。） 

雖
云
、
十
四
経
ニ
ハ

頸
結
喉
下
一
寸
、
云
々
、
唯
以
三
寸
宜
為
準
、 

（
雖
が
云
ふ
、
『
十
四
経
』
に
は
「
頸
結
喉
下
一
寸
、
云
々
」
と
。
唯
だ
三
寸
を
以
て
宜
し
く
準
と
為
す
べ
し
。
） 

  

天
突
穴
の
部
位
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る
。
天
突
穴
は
任
脈
に
所
属
す
る
経
穴
。
結
喉
は
喉
頭
隆
起
の
こ
と
を
指
す
が
、
そ
こ
か
ら
天
突
穴
ま
で
の
分
寸

（
距
離
）
に
数
種
の
異
説
が
あ
る
。
宗
巴
に
よ
る
と
五
分
説
、
四
寸
説
、
五
寸
説
、
三
寸
説
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
寸
説
を
と
る
（
天
突
穴
を
結
喉
の
下
三

寸
と
す
る
）
医
書
は
、
宗
巴
が
挙
げ
る
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
巻
下
「
小
児
明
堂
」
正
人
形
第
六
に 

 

小
児
急
喉
痺
、
灸
天
突
穴
一
壮
、
在
項
結
喉
下
三
寸
両
骨
間
、
炷
如
小
麦
大
、 

（
小
児
の
急
喉
痺
、
天
突
穴
に
灸
す
る
こ
と
一
壮
。
項
〔
頸
の
誤
で
あ
ろ
う
〕
の
結
喉
の
下
三
寸
、
両
骨
の
間
に
在
り
。
炷
は
小
麦
大
の
如
く
す
。
） 

 

と
あ
り
、
お
よ
び
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
出
所
と
な
っ
て
い
る
『
太
平
聖
恵
方
』〔
王
懐
隠
ら
、
淳
化
三
年
（
九
九
二
）
年
刊
〕
巻
百
の
「
小
児
明
堂
」
に

同
文
が
見
え
る
に
止
ま
る
。
と
こ
ろ
で
、『
太
平
聖
恵
方
』
巻
九
十
九
「
針
経
」
具
列
一
十
二
人
形
共
計
二
百
九
十
穴
に
は 
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天
突
一
穴
、
在
結
喉
下
一
夫
陥
者
宛
宛
中
、
…
…
、 

（
天
突
一
穴
、
結
喉
の
下
一
夫
、
陥
な
る
者
、
宛
宛
た
る
中
に
在
り
。
…
…
。
） 

 

と
あ
り
、
『
聖
済
総
録
』
〔
勅
撰
、
政
和
年
間
（
一
一
一
一
～
一
八
）
成
〕
も
こ
の
記
述
に
従
っ
て
い
る
。
こ
の
「
一
夫
」
と
は
『
千
金
方
』
（
孫
思
邈
、
六

五
〇
年
代
成
）
第
七
の
風
毒
脚
気
方
に 

 

凡
量
一
夫
之
法
、
覆
手
併
舒
四
指
、
対
度
四
指
上
中
節
上
橫
過
為
一
夫
、 

（
凡
そ
一
夫
を
量
る
の
法
、
手
を
覆
し
併
に
四
指
を
舒
べ
、
四
指
の
上
中
の
節
を
対
し
度
り
、
上
に
橫
へ
過
ご
す
を
一
夫
と
為
す
。） 

 

と
あ
り
、
ま
た
同
書
巻
二
十
九
の
灸
例
第
六
に
は 

 

其
言
一
夫
者
、
以
四
指
為
一
夫
、 

（
其
の
一
夫
と
言
ふ
者
は
、
四
指
を
以
て
一
夫
と
為
す
）。 

 

と
見
え
る
方
法
で
あ
る
。
一
夫
は
三
寸
と
さ
れ
、
経
穴
の
部
位
を
定
め
る
際
に
用
い
ら
れ
る
簡
便
な
採
寸
法
で
あ
る
。
人
の
身
体
は
個
人
に
よ
り
大
小
長
短

の
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
個
々
人
の
身
体
に
合
わ
せ
た
寸
法
を
採
用
す
る
簡
便
な
方
法
と
し
て
一
夫
の
法
が
あ
り
、
現
在
で
は
同
種
の
採
寸
法
を
あ
わ
せ
同

身
寸
法
と
呼
ば
れ
て
い
る
。『
太
平
聖
恵
方
』
巻
九
十
九
「
針
経
」
の
「
天
突
一
穴
、
結
喉
の
下
一
夫
…
…
。」
の
記
述
が
『
太
平
聖
恵
方
』
巻
百
お
よ
び
『
黄
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帝
明
堂
灸
経
』
の
「
小
児
明
堂
」
に
至
っ
て
「
「
結
喉
の
下
三
寸
」
と
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

宗
巴
の
質
問
に
引
用
さ
れ
る
「
『
素
問
』
の
注
」
と
は
『
素
問
』
気
府
論
に
付
さ
れ
た
王
冰
注
で
あ
る
、 

 

…
…
。
天
突
、
在
頸
結
喉
下
、
同
身
寸
之
四
寸
、
中
央
宛
宛
中
、
…
…
、 

（
…
…
。
天
突
は
、
頸
の
結
喉
の
下
、
同
身
寸
の
四
寸
、
中
央
宛
宛
た
る
中
に
在
り
。
…
…
。
） 

 

を
指
し
て
い
る
。
ま
た
宗
巴
の
質
問
中
で
は
『
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
（
甲
乙
経
）』（
皇
甫
謐
、
三
世
紀
後
半
成
）
は
「
結
喉
の
下
五
寸
」
と
記
載
し
て
い

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
伝
の
『
甲
乙
経
』
主
要
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
医
統
本
〔『
古
今
医
統
正
脈
全
書
』
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
序
刊
本
所
収
〕、
明

抄
本
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
、
陸
心
源
旧
蔵
）、
正
統
本
〔
明
正
統
二
年
（
一
四
三
七
）
刊
本
、
内
閣
文
庫
蔵
）
な
ど
に
は 

 

天
突
、
…
…
、
在
結
喉
下
二
寸

気
府
論
注

云
五
寸×

中
央
宛
宛
中
、
…
…
、
低
頭
取
之
、
…
…
、 

（
天
突
、
…
…
、
結
喉
の
下
二
寸
の

（
『
素
問
』）
気
府
論

の
注
に
五
寸
と
云
う
中
央
宛
宛
た
る
中
に
在
り
、
…
…
、
頭
を
低
れ
て
之
を
取
る
。
…
…
。） 

 

と
あ
る
。
こ
の
細
字
注
に
引
か
れ
る
『
素
問
』
気
府
論
の
注
と
は
先
に
挙
げ
た
王
冰
注
で
は
な
く
、『
素
問
』
気
穴
論
に
付
さ
れ
た
新
校
正
注 

 

新
校
正
云
、
按
甲
乙
経
、
天
突
在
結
喉
下
五
寸
、 

（
新
校
正
が
云
う
、「
甲
乙
経
を
按
ず
る
に
、
天
突
は
結
喉
の
下
五
寸
に
在
り
」
と
。） 
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の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
の
宗
巴
の
質
問
に
挙
げ
ら
れ
る
『
甲
乙
経
』
と
は
、
現
伝
主
要
テ
キ
ス
ト
と
別
系
統
の
も
の
を
指
す
か
、
あ
る
い
は

厳
密
に
は
『
素
問
』
気
穴
論
新
校
正
注
引
『
甲
乙
経
』
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

天
突
穴
の
部
位
は
現
代
で
は
「
前
頸
部
、
前
正
中
線
上
、
頸
窩
の
中
央
。
（
注
：
左
右
の
鎖
骨
内
端
間
の
中
央
陥
凹
部
に
あ
る
。
）」
と
表
記
さ
れ
る
（
三
）
。

結
喉
（
喉
頭
隆
起
）
か
ら
天
突
穴
ま
で
の
分
寸
は
、
頸
の
前
後
屈
の
加
減
に
よ
っ
て
差
違
が
生
じ
る
。
こ
れ
が
結
喉
（
喉
頭
隆
起
）
か
ら
天
突
穴
ま
で
の
分

寸
（
距
離
）
に
数
種
の
異
説
が
生
じ
た
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。『
甲
乙
経
』
で
「
低
頭
取
之
（
頭
を
低
れ
て
之
を
取
る
）」
と
天
突
穴
を
取
る
際
の

姿
勢
を
指
示
し
い
る
の
は
、
こ
の
点
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

宗
巴
の
質
問
に
対
し
て
道
三
は
、
『
十
四
経
発
揮
』
〔
滑
寿
、
至
正
元
年
（
一
三
四
一
）
成
〕
に
は
「
頸
結
喉
下
一
寸
」
と
あ
る
が
、「
三
寸
」
を
も
っ
て

標
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。
三
寸
説
を
標
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
理
由
は
こ
こ
に
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
曲
直
瀬
道
三

増
補
改
訂
本
『
全
九
集
』
巻
七
で
は 

 

天
突
ノ
一
穴
ハ
喉
ノ
下
ノ
高
キ
骨
ヨ
リ
三
寸
下
也
、
何
ニ
モ
仰
テ
取
ヘ
シ
、
灸
経
ニ
五
分
ト
云
、
或
ハ
五
寸
ト
云
説
用
ヘ
カ
ラ
ス
、 

（
天
突
の
一
穴
は
喉
の
下
の
高
き
骨
よ
り
三
寸
下
な
り
。
何い

か

に
も
仰
い
で
取
る
べ
し
。『
灸
経
』
に
五
分
と
云
う
、
或
い
は
五
寸
と
云
う
説
、
用

う
べ
か
ら
ず
。
） 

 

と
述
べ
て
い
る
。
道
三
は
天
突
穴
は
仰
い
で
（
上
を
向
い
て
）
取
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
そ
の
場
合
に
喉
の
下
の
高
き
骨
（
喉
頭
隆
起
）
か
ら
三
寸
下
に
取

る
と
説
明
す
る
。
実
際
、
天
突
穴
に
灸
も
し
く
は
針
を
す
る
際
に
は
患
者
に
顎
を
や
や
上
に
向
け
て
も
ら
う
（
上
を
向
い
て
も
ら
う
）
こ
と
が
多
い
。
道
三



- 116 - 

の
天
突
穴
の
部
位
の
表
現
は
多
分
に
臨
床
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

②
手
三
里
穴
の
部
位
に
つ
い
て 

 

手
ノ

三
里
、
在
二

曲
池
下
二
寸
、
云
々
、
銅
人
、
徐
氏
灸
経
ニ
ハ

三
寸
ト

云
、 

聚
英
、
千
金
方
、
聖
済
等
ニ
ハ

二
寸
ト

云
、
何
善
哉
、 

（
〔『
明
堂
灸
経
』
に
〕
「
手
の
三
里
は
曲
池
の
下
二
寸
に
在
り
、
云
々
」
と
。『
銅
人
』『
徐
氏
灸
経
』
に
は
「
三
寸
」
と
云
ふ
。 

『
聚
英
』
『
千
金
方
』
『
聖
済
』
等
に
は
「
二
寸
」
と
云
ふ
。
何
れ
を
善
し
と
す
る
か
。） 

雖
云
、
十
四
経
ニ
ハ

曲
池
下
二
寸
、
云
々
、
宜
従
二
寸
之
説
、 

（
雖
が
云
ふ
、
『
十
四
経
』
に
は
「
曲
池
の
下
二
寸
、
云
々
」
と
。
宜
し
く
二
寸
の
説
に
従
ふ
べ
し
。
） 

  

手
三
里
穴
の
部
位
に
つ
い
て
、
曲
池
穴
の
下
二
寸
か
三
寸
か
と
い
う
質
問
で
あ
る
。
曲
池
穴
は
手
の
陽
明
大
腸
経
に
所
属
し
、「
肘
外
側
、
尺
沢
と
上
腕

骨
外
側
上
顆
を
結
ぶ
線
上
の
中
点
（
四
）
」
に
あ
る
経
穴
。
手
三
里
穴
も
ま
た
手
の
陽
明
大
腸
経
に
所
属
す
る
経
穴
で
、
現
在
は
「
前
腕
後
外
側
、
陽
渓
と
曲

池
を
結
ぶ
線
上
、
肘
窩
横
紋
の
下
方
二
寸
」
と
表
記
さ
れ
る
（
五
）

経
穴
で
あ
る
。
宗
巴
に
よ
る
と
手
三
里
穴
を
曲
池
の
下
二
寸
と
す
る
も
の
に
は
『
黄
帝
明

堂
灸
経
』
の
ほ
か
『
針
灸
聚
英
』〔
高
武
、
正
徳
十
四
年
（
一
五
一
九
）
成
〕、『
千
金
方
』『
聖
済
総
録
』
が
あ
り
、
三
寸
と
す
る
も
の
に
は
『
銅
人
腧
穴
針

灸
図
経
』
〔
王
惟
一
、
天
聖
五
年
（
一
〇
二
七
）
刊
〕
、『
針
灸
大
全
（
徐
氏
灸
経
）
』〔
徐
鳳
、
正
統
四
年
（
一
四
三
九
）
刊
〕
が
あ
る
（
六
）
。 

 

道
三
の
返
答
は
『
十
四
経
発
揮
』
が
「
曲
池
の
下
二
寸
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
二
寸
の
説
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
多
く
の
医
書
で
取
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ら
れ
て
い
る
説
を
採
用
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 

曲
直
瀬
道
三
増
補
改
訂
本
『
全
九
集
』
の
巻
七
で
は 

 

手
ノ
三
里
ノ
二
穴
ハ
曲
池
ノ
穴
ヨ
リ
二
寸
手
ノ
方
也
、
カ
イ
ナ
ヲ
子
チ
テ
ミ
ヨ
、
肉
ニ
溝
有
テ
明
也
、
銅
人
ニ
三
寸
ト
ア
リ
、
悪
シ
、 

（
手
の
三
里
の
二
穴
は
曲
池
の
穴
よ
り
二
寸
手
の
方
な
り
。
か
い
な
〔
腕
〕
を
ね
ち
て
み
よ
、
肉
に
溝
有
り
て
明
ら
か
な
り
。
銅
人
に
三
寸
と
あ

り
。
悪
し
。） 

 

と
あ
り
、「
銅
人
ニ
三
寸
ト
ア
リ
。
悪
シ
」
と
手
三
里
穴
は
曲
池
穴
の
下
三
寸
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま
た
、『
甲
乙
経
』
以
来
多
く
の
医
書
に

取
ら
れ
て
い
る
手
三
里
穴
の
部
位
表
記
「
在
曲
池
下
二
寸
、
按
之
肉
起
、
兌
肉
之
端
。（
曲
池
の
下
二
寸
、
之
を
按
じ
て
肉
起
こ
り
、
兌
肉
の
端
に
在
り
。
）」

の
「
按
之
肉
起
、
兌
肉
之
端
（
之
を
按
じ
て
肉
起
こ
り
、
兌
肉
の
端
に
在
り
）」
を
「
か
い
な
〔
腕
〕
を
ね
ち
て
み
よ
、
肉
に
溝
有
り
て
明
ら
か
な
り
」
と

道
三
は
表
現
し
て
い
る
。
曲
池
穴
の
下
二
寸
に
相
当
す
る
部
位
の
腕
を
圧
し
て
筋
肉
に
陥
凹
（
溝
）
の
で
き
る
と
こ
ろ
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
具
体
的
に

は
長
・
短
橈
側
手
根
伸
筋
の
間
を
指
す
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
経
穴
を
取
る
際
に
身
体
を
触
れ
る
と
い
う
行
為
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
な
い
こ
と
の
証
左

と
も
考
え
ら
れ
る
。
道
三
が
「
銅
人
ニ
三
寸
ト
ア
リ
。
悪
シ
」
と
し
、
手
三
里
穴
は
曲
池
穴
の
下
二
寸
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
人
体
に
触
れ
て
経

穴
を
取
っ
て
い
る
臨
床
経
験
か
ら
の
言
葉
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

  

③
前
胸
部
の
経
穴
の
部
位
に
つ
い
て 
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右
之
衆
説
、
不
同
、
非
師
君
之
聡
明
者
、
何
正
之
、 

（
中
行 

 

天
突
の
下
一
寸 

璇
璣
、〔
璇
璣
〕
の
下
一
寸 

華
蓋
、〔
華
蓋
〕
の
下
一
寸
六
分 

紫
宮
、〔
紫
宮
〕
の
下
一
寸
六
分 

玉
堂
、〔
玉
堂
の
〕

下
一
寸
六
分 

膻
中
。 

二
行 

 

腧
府
の
下
一
寸
、
或
い
は
一
寸
六
分 

或
中
、〔
或
中
〕
の
下
一
寸
六
分 

神
蔵
、〔
神
蔵
〕
の
下
一
寸
六
分 

霊
墟
、〔
霊
墟
〕
の
下
一
寸

六
分 

神
封
。 

三
行 

 

気
戸
〔
の
〕
下
一
寸
、
或
い
は
一
寸
六
分 

車
房
、
屋
翳
、
胸
襟
、
乳
中
。 

四
行 

 

雲
門
下
一
寸
、
或
い
は
一
寸
六
分 

中
府
、〔
中
府
〕
の
下
一
寸
六
分 

周
栄
、〔
周
栄
〕
の
下
一
寸
六
分 

胸
郷
、〔
胸
郷
〕
の
下
一
寸
六

分 

天
谿
。 

 
 
 
 
 

 
 

胸
部 

雖
云
、
任
脈
也
、 

結
喉
ノ
下
三
寸
定
天
突
也
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

雖
云
、
両
乳
間 

 
 

中
行 

天
突
ノ
下
一
寸

璇
璣
ノ
下
一
寸

華
蓋
ノ
下
一
寸
六
分

紫
宮
ノ
下
一
寸
六
分

玉
堂
下
一
寸
六
分

膻
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
寸 

雖
云
、
足
少
陰
腎
経
、 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

徐
氏 

 
 

二
行 

雖
云
、
巨
骨
下

腧
府

ノ
下
一
寸 

或
一
寸
六
分

或
中
ノ
下
一
寸
六
分

神
蔵
下
一
寸
六
分

霊
墟
下
一
寸
六
分

神
封 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

千
金 

英 

雖
云
、
一
寸
六
分
是 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
寸 

雖
云
、
足
陽
明
胃
経
、 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

徐
氏 

 
 

三
行 

雖
云
、
巨
骨
下

気
戸

下
一
寸 

 
或
一
寸
六
分

車
房 

 
 

 

屋
翳 
 

 

胸
襟 

 
 

乳
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

千
金 

英 

雖
云
、
一
寸
六
分
是
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
寸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

徐
氏
、
雖
云
、
十
四
経
ニ
モ
一
寸

云 
 

云

、
乳
上
三
肋
間
ヲ
本
ト
ス
ヘ
シ 

 
 

四
行 

 
 

 
 
 

雲
門

下
一
寸 

 

或
一
寸
六
分

中
府
ノ
下
一
寸
六
分

周
栄
ノ
下
一
寸
六
分

胸
郷
ノ
下
一
寸
六
分

天
谿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
金 

英 
 
手
太
陰
経
也
、
足
ノ
太
陰
之
会
也
、 
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右
の
衆
説
、
同
じ
か
ら
ず
。
師
君
の
聡
明
に
非
ざ
る
者
、
何
れ
か
之
を
正
す
か
。） 

〔
中
行
、
〕
雖
云
、
任
脈
也
、 

〔
天
突
、
〕
結
喉
ノ
下
三
寸
定
天
突
也
、 

〔
膻
中
、
〕
雖
云
、
両
乳
間
、 

〔
二
行
、
〕
雖
云
、
足
少
陰
腎
経
、 

〔
腧
府
、
〕
雖
云
、
巨
骨
下
、 

〔
或
中
〕
雖
云
、
〔
腧
府
下
〕
一
寸
六
分
是
、 

〔
三
行
、
〕
雖
云
、
足
陽
明
胃
経
、 

〔
気
戸
、
〕
雖
云
、
巨
骨
下
、 

〔
車
房
、
〕
雖
云
、〔
気
戸
下
〕
一
寸
六
分
是
、 

〔
中
府
、
〕
雖
云
、
十
四
経
ニ
モ
一
寸
、
云
々
、
乳
上
三
肋
間
ヲ
本
ト
ス
ヘ
シ
、 

〔
中
府
、
〕
手
太
陰
経
也
、
足
ノ
太
陰
之
会
也
、 

（
〔
中
行
、〕
雖
が
云
ふ
、
任
脈
な
り
。 

〔
天
突
、
〕
結
喉
の
下
三
寸
、
天
突
と
定
む
な
り
。 

〔
膻
中
、
〕
雖
が
云
ふ
、
両
乳
の
間
な
り
。 

〔
二
行
、
〕
雖
が
云
ふ
、
足
少
陰
腎
経
な
り
。 

〔
腧
府
、
〕
雖
が
云
ふ
、
巨
骨
の
下
な
り
。 
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〔
或
中
〕
雖
が
云
ふ
、
〔
腧
府
の
下
〕
一
寸
六
分
、
是
な
り
。 

〔
三
行
、
〕
雖
が
云
ふ
、
足
陽
明
胃
経
な
り
。 

〔
気
戸
、
〕
雖
が
云
ふ
、
巨
骨
の
下
な
り
。 

〔
車
房
、
〕
雖
が
云
ふ
、
〔
気
戸
の
下
〕
一
寸
六
分
、
是
な
り
。 

〔
中
府
、
〕
雖
が
云
ふ
、
『
十
四
経
』
に
も
「
一
寸
、
云
々
」
と
。
乳
上
三
肋
間
を
本
と
す
べ
し
。 

〔
中
府
、
〕
手
太
陰
経
な
り
、
足
の
太
陰
の
会
な
り
。
） 

  

経
穴
部
位
を
決
め
る
た
め
に
用
い
る
計
測
法
に
つ
い
て 

 

又
、
意
庵
常
々
被
申
候
者
、
同
身
之
寸
法
ニ

竪
横
之
二
ツ
ア
リ
、
竪
寸
ハ

中
指
中
間
横
文
、
横
寸
ハ

乳
間
ヲ

八
寸
定
之
由
申
さ
れ
候
き
也
、
今
、
針
灸
聚

英
ヲ

見
ニ

、
人
身
長
短
之
寸
尺
之
人
形
ニ

云
、
霊
枢
ニ
モ
云
、
両
乳
広
九
寸
半
、
云
々
、
ト
、
師
説
不
同
、
又
、
従
膻
中
至
二

神
封
一

、
横
間
二
寸
、
従
二

神
封
一

至
二

乳
中
一

、
横
間
二
寸
ト

諸
書
ニ

見
申
て
ハ
、
乳
間
ハ
八
寸
ニ

落
着
候
哉
、
又
、
徐
氏
灸
経
ニ

、
璇
璣
与
腧
府
之
間
三
寸
ト

云
、
則
下
従
二

膻
中
一

至

二

神
封
二

モ
又
三
寸
ニ

准
之
、
則
聚
英
之
九
寸
説
モ
大
方
合
申
候
哉
、
是
又
得
尊
意
候
、 

（
又
た
、
意
庵 

常
々
申
さ
れ
候
は
、
同
身
の
寸
法
に
竪
横
の
二
つ
あ
り
。
竪
寸
は
中
指
の
中
間
の
横
文
、
横
寸
は
乳
間
を
八
寸
に
之
を
定
む
由
、

申
さ
れ
候
へ
き
な
り
。
今
、『
針
灸
聚
英
』
を
見
る
に
、「
人
身
長
短
之
寸
尺
之
人
形
」
に
云
ふ
、『
霊
枢
』
に
も
云
ふ
、「
両
乳
広
九
寸
半
、
云
々
」

と
。
師
説 

同
じ
か
ら
ず
。
又
た
、
膻
中
よ
り
神
封
に
至
る
は
、
横
間
二
寸
な
り
。
神
封
よ
り
乳
中
に
至
る
は
、
横
間
二
寸
と
諸
書
に
見
申
て
は
、

乳
間
は
八
寸
に
落
ち
着
き
候
か
。
又
た
、『
徐
氏
灸
経
』
に
、「
璇
璣
と
腧
府
の
間 
三
寸
」
と
云
ふ
。
則
ち
下
の
膻
中
よ
り
神
封
に
至
る
も
又
た
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三
寸
に
之
に
准
ず
れ
ば
、
則
ち
『
聚
英
』
の
九
寸
説
も
大
方
合
ひ
申
し
候
か
。
是
れ
又
た
尊
意
を
得
た
く
候
。
） 

雖
カ
直
伝
、
中
行
、
第
二
行
、
第
三
行
、
第
四
行
、 

（
雖
が
直
伝
、
中
行
、
第
二
行
、
第
三
行
、
第
四
行
）。 

雖
云
、
予
受
導
道
之
直
伝
、
人
身
竪
横
之
寸
法
、
嘗
授
与
於
意
庵
畢
、
以
乳
間
定
于
横
八
寸
也
、
以
二

中
指
第
二
節
之
内
一

、
定
二

于
竪
ノ

一
寸
ニ

也
一

、 

（
雖
が
云
ふ
、
予 

導
道
の
直
伝
を
受
く
。
人
身
竪
横
の
寸
法
、
嘗
て
意
庵
に
授
与
し
畢
ん
ぬ
。
乳
間
を
以
て
横
八
寸
に
定
む
な
り
。
中
指
第
二

節
の
内
を
以
て
、
竪
の
一
寸
に
定
む
な
り
。
） 

  

胸
部
の
経
穴
の
部
位
に
関
す
る
質
問
で
あ
る
。
胸
部
に
は
、
正
中
（
真
中
）
に
任
脈
、
そ
の
外
二
寸
に
足
少
陰
腎
経
、
そ
の
外
二
寸
に
足
陽
明
胃
経
、
そ

の
外
二
寸
に
手
太
陰
肺
経
と
足
太
陰
脾
経
の
経
絡
が
循
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
肋
間
に
経
穴
が
位
置
す
る
。
鎖
骨
（
巨
骨
）
の
下
縁
に
内
よ
り
璇
璣
穴
（
任
脈
）、

兪
府
（
腧
府
）
穴
（
腎
経
）、
気
戸
穴
（
胃
経
）、
雲
門
穴
（
肺
経
）
の
経
穴
が
位
置
す
る
が
、
そ
の
下
に
あ
る
経
穴
ま
で
の
分
寸
は
一
寸
か
一
寸
六
分
か
、

と
い
う
質
問
で
あ
る
。 

 

道
三
の
返
答
は
、
彧
中
（
或
中
）
穴
（
腎
経
）
は
兪
府
（
腧
府
）
穴
の
下
一
寸
六
分
、
庫
房
（
車
房
）
穴
（
胃
経
）
は
気
戸
穴
の
下
一
寸
六
分
と
い
う
も

の
で
あ
る
。『
甲
乙
経
』
以
来
、
前
胸
部
の
経
穴
は
多
く
縦
一
寸
六
分
の
間
隔
で
部
位
表
記
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
医
書
で
こ
の
説
が
取
ら
れ
て
い
る
。
道
三

の
返
答
は
、
こ
の
多
く
の
医
書
で
採
用
さ
れ
て
い
る
説
に
従
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
中
府
穴
に
つ
い
て
は
『
十
四
経
発
揮
』
に
雲
門
穴
の
下
一

寸
と
あ
る
と
引
き
な
が
ら
も
、
中
府
穴
の
部
位
を
雲
門
穴
か
ら
の
寸
法
で
返
答
を
せ
ず
、「
乳
上
三
肋
間
を
本
と
す
べ
し
」
と
肋
間
を
目
安
と
し
て
部
位
を

定
め
る
よ
う
返
答
し
て
い
る
。
乳
（
乳
頭
）
部
に
は
乳
中
穴
と
い
う
経
穴
が
あ
り
、
こ
れ
は
通
常
第
四
肋
間
に
相
当
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
こ
か
ら
三
肋
間
あ

が
る
と
第
一
肋
間
と
な
り
、
華
蓋
穴
（
任
脈
）
、
彧
中
穴
（
腎
経
）
、
庫
房
穴
（
胃
経
）
と
横
に
並
ぶ
。
中
府
穴
に
つ
い
て
「
乳
上
三
肋
間
を
本
と
す
べ
し
」
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と
肋
間
に
位
置
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
は
、
中
府
穴
が
位
置
す
る
部
位
は
肋
骨
が
背
部
に
向
か
い
彎
曲
し
て
い
る
た
め
体
表
か
ら
は
肋
骨
あ
る
い

は
肋
間
が
捉
え
づ
ら
い
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
あ
え
て
中
府
穴
が
肋
間
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
述
べ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
臨
床
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
返
答
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

続
く
宗
巴
の
質
問
は
経
穴
部
位
を
決
め
る
た
め
に
用
い
る
計
測
法
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
基
準
と
な
る
も
の
と
し
て
吉
田
意
庵
宗
桂
は
、
縦
の
寸
法
を

計
測
す
る
際
に
は
「
中
指
の
中
間
の
横
文
」
、
横
の
寸
法
を
計
測
す
る
際
に
は
「
乳
間
を
八
寸
」
に
定
め
て
用
い
る
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
。
一
方
で
『
霊

枢
』『
針
灸
聚
英
』
に
は
「
両
乳
広
九
寸
半
」（
乳
間
を
九
寸
半
）
の
記
述
が
あ
り
、
師
（
吉
田
意
庵
宗
桂
）
の
説
と
異
な
る
。
こ
の
事
に
つ
い
て
質
問
を
提

示
し
て
い
る
。 

 

両
乳
間
の
寸
法
は
『
霊
枢
』
骨
度
に
「
両
乳
之
間
、
広
九
寸
半
。（
両
乳
之
間
、
広
さ
九
寸
半
な
り
。）」
と
あ
り
、『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
脩
明
堂
訣
式

な
ど
他
の
諸
書
も
こ
れ
に
従
う
。
両
乳
の
間
を
八
寸
と
す
る
は
『
針
灸
問
対
』〔
汪
機
、
嘉
靖
九
年
（
一
五
三
〇
）
刊
〕
巻
下
に 

 

腹
部
両
乳
之
間
、
折
為
八
寸
、
横
寸
准
此
、 

（
腹
部
両
乳
の
間
、
折さ

だ

め
て
八
寸
と
為
す
。
横
寸
は
此
に
准
ず
。
） 

 

と
あ
る
。
ま
た
『
類
経
図
翼
』
〔
張
介
賓
、
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
）〕
巻
三
の
骨
度
で
は 

 

横
寸
以
両
乳
相
去
、
折
作
八
寸
、
胸
腹
横
直
寸
法
並
依
此
、 

（
横
寸
は
両
乳
相
去
を
以
て
、
折
め
て
八
寸
と
作
す
。
胸
腹
横
直
の
寸
法
、
並
び
に
此
に
依
る
。
） 
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と
し
、
同
書
巻
三
の
古
今
尺
寸
不
同
説
で
は
古
今
で
寸
法
が
違
う
理
由
と
し
て 

 

蓋
古
之
尺
小
、
大
約
古
之
一
尺
、
得
今
之
八
寸
、
其
言
七
尺
五
寸
者
、
得
今
之
六
尺
、
其
言
二
尺
六
寸
者
、
得
今
之
二
尺
零
八
分
也
、
其
余
放
此
、
然

骨
大
者
必
有
太
過
、
骨
小
者
必
有
不
及
、
凡
用
折
法
者
、
但
随
人
之
大
小
而
為
盈
縮
、
庶
尽
其
善
、 

（
蓋
し
古
の
尺
は
小
な
り
。
大
約 

古
の
一
尺
は
今
の
八
寸
を
得
。
其
の
七
尺
五
寸
と
言
ふ
者
は
、
今
の
六
尺
を
得
。
其
の
二
尺
六
寸
と
言
ふ
者

は
、
今
の
二
尺
零
八
分
を
得
。
其
の
余
は
此
に
放な

ら

へ
。
然
し
て
骨
大
な
る
者
は
必
ず
太
過
有
り
、
骨
小
な
る
者
は
必
ず
及
ば
ざ
る
有
り
。
凡
そ
折

法
を
用
ふ
る
者
は
、
但
だ
人
の
大
小
に
随
ひ
て
盈
縮
を
為
す
。
庶
は
く
は
其
の
善
を
尽
す
こ
と
を
。） 

 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
両
乳
間
を
八
寸
と
す
る
説
は
こ
の
他
『
医
宗
金
鑑
』〔
呉
謙
、
乾
隆
七
年
（
一
七
四
二
）
刊
〕
な
ど
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

道
三
は
「
人
身
竪
横
の
寸
法
」
を
師
の
導
道
よ
り
伝
授
さ
れ
、
そ
れ
を
吉
田
意
庵
宗
桂
に
授
与
し
た
と
い
い
、
そ
の
方
式
が
「
乳
間
を
以
て
横
八
寸
に
定
」

め
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
道
三
は
『
霊
枢
』
な
ど
の
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
両
乳
間
を
九
寸
半
と
す
る
説
で
は
な
く
、
師
説
よ
り
受
け
た
、
あ
る
い

は
当
時
の
新
た
な
学
説
で
あ
る
両
乳
間
を
八
寸
と
す
る
説
を
採
用
し
た
。
宗
巴
の
質
問
に
あ
る
通
り
、
正
中
（
真
ん
中
）
の
膻
中
穴
（
任
脈
）
か
ら
二
寸
外

に
神
封
穴
（
腎
経
）、
そ
の
外
二
寸
に
乳
頭
部
に
位
置
す
る
乳
中
穴
（
胃
経
）
が
あ
り
、
こ
の
乳
（
乳
頭
）
の
高
さ
に
並
ぶ
経
穴
を
考
え
て
も
両
乳
間
を
八

寸
と
す
る
説
は
臨
床
で
経
穴
を
取
る
上
で
も
無
理
が
な
い
。
ち
な
み
に
、
現
代
に
お
い
て
も
両
乳
間
は
八
寸
と
さ
れ
て
い
る
（
七
）
。 

 

④
経
穴
部
位
の
寸
法
表
記
等
に
つ
い
て
の
問
答
。 
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若
絶
子
ニ
ハ

灸
ヨ

二

臍
下
二
寸
三
寸
ノ

間
、
動
脈
之
中
三
壮
、 

右
、
二
寸
三
寸
之
間
ト
ハ
、
二
寸
五
分
ノ
コ
ト
候
哉
、
但
又
動
脈
ニ
目
ヲ
付
可
申
候
也
、 

（
〔
『
明
堂
灸
経
』
に
〕
「
若
し
絶
子
に
は
、
臍
下
の
二
寸
三
寸
の
間
、
動
脈
の
中
に
三
壮
を
灸
せ
よ
」
と
。 

右
、
「
二
寸
三
寸
の
間
」
と
は
、
二
寸
五
分
の
こ
と
候
か
。
但
し
又
た
動
脈
に
目
を
付
く
可
し
と
申
し
候
や
。
） 

雖
云
、
二
寸
半
ノ
義
也
、 

（
雖
が
云
ふ
、
二
寸
半
の
義
な
り
。
） 

又
た
温
留
穴
、
在
二

腕
後
五
寸
六
寸
ノ

間
、
云
々
、
是
又
如
何
、 

（
又
た
〔
『
明
堂
灸
経
』
に
〕「
温
留
穴
は
腕
の
後
五
寸
六
寸
の
間
に
在
り
、
云
々
」
と
。
是
れ
又
た
い
か
ん
。 

五
寸
半
也
、
自
余
各
宜
准
之
、 

（
五
寸
半
な
り
。
自
余
は
各
お
の
宜
し
く
之
に
准
ず
べ
し
。
） 

  

「
絶
子
に
は
臍
下
の
二
寸
三
寸
の
間
、
動
脈
中
に
三
壮
を
灸
せ
よ
」
と
い
う
本
文
の
「
二
寸
三
寸
の
間
」
は
二
寸
五
分
の
こ
と
か
、
あ
る
い
は
そ
の
あ
た

り
の
動
脈
拍
動
部
に
目
を
付
け
て
灸
す
べ
き
か
、
と
い
う
宗
巴
の
質
問
で
あ
る
。 

 

臍
下
二
寸
に
は
石
門
穴
、
臍
下
三
寸
に
は
関
元
穴
が
あ
り
、
両
穴
と
も
絶
子
に
関
わ
る
穴
と
さ
れ
る
（『
甲
乙
経
』『
千
金
方
』
な
ど
）。
し
か
し
道
三
は

経
穴
名
に
よ
る
解
釈
で
は
な
く
、「
二
寸
半
」
と
い
う
分
寸
を
も
っ
て
釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、『
医
説
』
に
「
灸
臍
下
二
寸
三
分
間
動
脈
中
」、

『
普
済
方
』
に
「
灸
臍
下
二
寸
五
分
動
脈
中
」
な
ど
と
は
見
ら
れ
る
が
、
他
書
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
「
師
」
が
「
二
寸
三
寸
間
」
を
「
二
寸
か
ら
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三
寸
の
範
囲
内
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
二
寸
と
三
寸
の
中
間
」
す
な
わ
ち
「
二
寸
半
」
と
具
体
的
に
解
釈
し
教
示
し
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。 

 

続
く
宗
巴
の
質
問
は
、
温
溜
（
留
）
穴
の
部
位
に
つ
い
て
、「
腕
の
後
五
寸
六
寸
」
と
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど

う
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
道
三
は
「
五
寸
半
な
り
」
と
答
え
て
い
る
。
温
溜
穴
の
部
位
は
『
甲
乙
経
』
に 

 

在
腕
後
、
小
士
五
寸
、
大
士
六
寸
、 

（
腕
の
後
、
小
士
は
五
寸
、
大
士
は
六
寸
に
在
り
。
） 

 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
書
が
こ
れ
に
準
じ
た
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
は
小
異
が
あ
り
、
腕
の
後
「
小
士
五
寸
、
大
士
六
寸
」
と
す
る
も
の

は
『
甲
乙
経
』
、『
千
金
方
』『
千
金
翼
方
』（
孫
思
邈
）、『
外
台
秘
要
方
』〔
王
燾
、
天
宝
十
一
年
（
七
五
二
）
成
〕、『
医
学
綱
目
』〔
楼
英
、
嘉
靖
四
十
四
年

（
一
五
六
五
）
刊
〕
、「
大
士
五
寸
、
小
士
六
寸
」
と
す
る
も
の
が
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
（
巻
中
・
下
）』『
聖
済
総
録
』『
十
四
経
発
揮
』『
針
灸
聚
英
』『
古

今
医
統
大
全
』〔
徐
春
甫
、
嘉
靖
四
十
三
年
（
一
五
六
四
）
頃
成
〕、『
針
灸
大
成
』〔
楊
継
洲
、
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
〇
一
）
刊
〕、「
五
寸
」
と
す
る
も
の

に
は
『
針
灸
大
全
』『
医
学
入
門
』
〔
李
梴
、
万
暦
三
年
（
一
五
七
五
）
成
〕
が
あ
る
。
一
方
、『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
で
は
体
格
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
「
五
寸

六
寸
間
」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
、
具
体
性
を
欠
い
た
記
述
に
も
見
え
る
が
、「
間
」
字
を
「
範
囲
内
」
と
し
て
捉
え
、「
五
寸
か
ら
六
寸
の
範
囲

内
」
で
経
穴
反
応
を
現
し
て
い
る
場
所
を
温
溜
と
し
て
取
穴
す
る
、
と
考
え
る
と
臨
床
的
に
含
意
を
も
っ
た
記
述
と
も
考
え
ら
れ
る
。
道
三
は
前
述
の
「
絶

子
に
は
臍
下
の
二
寸
三
寸
の
間
、
…
…
」
で
の
返
答
と
同
様
に
「
間
」
字
を
「
中
間
」
と
し
て
解
釈
し
「
五
寸
と
六
寸
の
中
間
」
す
な
わ
ち
「
五
寸
五
分
」

と
し
て
い
る
。
経
穴
部
位
を
言
語
・
文
字
を
も
っ
て
明
確
に
表
す
こ
と
に
重
き
を
お
い
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
温
溜
穴
は
現
在
で
は
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「
前
腕
後
外
側
、
陽
渓
と
曲
池
を
結
ぶ
線
上
、
手
関
節
背
側
横
紋
の
上
方
五
寸
（
八
）
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

⑤
病
症
を
治
す
る
経
穴
の
部
位
に
つ
い
て
の
問
答
。 

 

正
人
形
第
十
二
曰
、
華
佗
、
療
二

男
子
卒
疝
、
陰
卵
偏
ニ

大
一

、
取
患
人
足
ノ

大
指
一

、
去
二

爪
甲
一

五
分
、
内
側
白
肉
ノ

際
、
灸
二

三
壮
一

、
云
々
、 

私
云
、
右
之
説
、
内
側
之
字
如
何
、
疝
気
ハ

、
経
ハ

厥
陰
ト

御
抄
出
之
本
共
ニ
モ

相
見
ヘ
申
候
時
ハ

、
外
側
た
る
べ
く
候
哉
、
但
此
方
ノ
本
之
誤
候
哉
、
類

本
モ

皆
々
如
斯
ニ
候
也
、
勿
論
内
側
ニ
テ

候
は
ん
や
、 

（
〔
『
明
堂
灸
経
』
の
〕
正
人
形
第
十
二
に
曰
く
、「
華
佗
、
男
子
の
卒
疝
、
陰
卵
偏
に
大
な
る
を
療
す
に
、
患
人
の
足
の
大
指
を
取
り
、
爪
甲
を

去
る
こ
と
五
分
、
内
側
白
肉
の
際
、
三
壮
を
灸
す
、
云
々
」
と
。 

私 

云
ふ
、
右
の
説
、「
内
側
」
の
字
い
か
ん
。
疝
気
は
、
経
は
厥
陰
と
御
抄
出
の
本
共
に
も
相
ひ
見
へ
申
し
候
時
は
、
外
側
た
る
べ
く
候
か
。
但

だ
此
方
の
本
の
誤
り
候
か
。
類
本
も
皆
々
斯
の
如
き
に
候
や
。
勿
論
、
内
側
に
は
候
は
ん
や
。
） 

雖
云
、
検
医
林
集
要
疝
部
之
灸
治
一

、
則
第
一
番
ニ

出
セ
リ

一

于
大
敦
一

。
然
則
ハ

改
二

内
字
一

、
宜
レ

為
二

外
字
一

。 

（
雖
が
云
ふ
、『
医
林
集
要
』
疝
部
の
灸
治
を
検
す
れ
ば
、
則
ち
第
一
番
に
大
敦
を
出
せ
り
。
然
れ
ば
則
ち
「
内
」
の
字
を
改
め
、
宜
し
く
「
外
」

字
と
為
す
べ
し
。
） 

  

「
男
子
の
卒
疝
、
陰
卵
偏
に
大
な
る
」
病
に
用
い
る
治
療
経
穴
に
つ
い
て
の
問
答
で
あ
る
。
卒
疝
と
は
「
睾
丸
が
に
わ
か
に
腫
大
し
て
疼
痛
す
る
こ
と
（
九
）
」

を
い
い
、
陰
卵
は
睾
丸
の
こ
と
で
「
陰
卵
偏
大
」
と
は
睾
丸
腫
大
の
こ
と
を
い
う
。
宗
巴
は
こ
の
治
療
に
対
し
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
が
足
母
指
内
側
を
治
療
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部
位
と
す
る
こ
と
に
対
し
、
外
側
で
は
な
い
か
と
質
問
を
提
示
し
て
い
る
。 

 

後
漢
に
編
纂
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
中
国
伝
統
医
学
の
経
典
と
な
っ
て
い
る
書
に
『
黄
帝
内
経
（
素
問
・
霊
枢
・
明
堂
）』
が
あ
る
。
そ
の
『
黄
帝
内

経
霊
枢
』
経
脈
に
は 

 

肝
足
厥
陰
之
脈
、
…
…
、
循
股
陰
、
入
毛
中
、
過
陰
器
、
抵
小
腹
…
…
、
是
動
則
病
…
…
丈
夫
㿉
疝
、
…
…
、
足
厥
陰
之
別
、
…
…
、
其
別
者
、
循
脛

上
睾
結
于
茎
、
其
病
気
逆
則
睾
腫
卒
疝
、
…
…
、 

（
肝
足
厥
陰
の
脈
、
…
…
、
股
陰
を
循
り
、
毛
中
に
入
り
、
陰
器
を
過
ぎ
、
小
腹
に
抵
り
…
…
。
是
れ
動
ず
れ
ば
則
ち
…
…
丈
夫
は
㿉
疝
、
…
…

を
病
む
。
…
…
。
足
厥
陰
の
別
、
…
…
、
其
の
別
な
る
者
は
、
脛
を
循
り
睾
に
上
り
茎
に
結
ぶ
。
其
の
病
、
気
逆
す
れ
ば
則
ち
睾
腫
、
卒
疝
す
、

…
…
。
） 

 

と
あ
る
。
経
脈
は
人
体
に
必
要
な
気
血
を
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
六
臓
六
腑
と
繫
が
る
十
二
正
経
脈
と
任
脈
・
督
脈
を
合
わ
せ
た
十
四
経
が
主
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
足
厥
陰
肝
経
（
肝
足
厥
陰
之
脈
）
は
肝
の
臓
と
繫
が
る
経
脈
で
、
生
殖
器
や
下
腹
部
と
関
わ
り
、
こ
の
経
脈
の
働
き
が
失
調
す
る

と
現
れ
る
病
症
に
は
㿉
疝
（
疝
気
の
一
種
で
、
睾
丸
が
腫
痛
し
て
垂
れ
下
が
る
病
）
が
含
ま
れ
、
足
厥
陰
肝
経
か
ら
分
か
れ
出
た
脈
（
別
脈
）
の
病
症
に
も

「
睾
腫
、
卒
疝
す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
黄
帝
内
経
素
問
』
繆
刺
論
に
も 

 

邪
客
於
足
厥
陰
之
絡
、
令
人
卒
疝
暴
痛
、 

（
邪
、
足
厥
陰
の
絡
に
客
せ
ば
、
人
を
し
て
卒
疝
暴
痛
せ
し
む
。
） 
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と
あ
り
、
足
厥
陰
肝
経
と
疝
気
の
関
係
は
古
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
、
以
後
の
諸
書
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。 

 

『
黄
帝
内
経
明
堂
』
は
現
存
は
巻
一
の
み
で
あ
る
が
、『
素
問
』『
霊
枢
』『
明
堂
』
を
事
類
別
に
編
纂
し
な
お
し
て
編
ま
れ
た
針
灸
医
学
書
『
甲
乙
経
』

に
そ
の
文
章
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
甲
乙
経
』
の
巻
九
の
足
厥
陰
脈
動
喜
怒
不
時
発
疝
遺
溺
癃
第
十
一
に
は 

 

…
…
、
寒
疝
、
陰
挺
出
偏
大
腫
、
…
…
、
大
敦
主
之
、 

（
…
…
、
寒
疝
、
陰 
挺
出
し
て
偏
大
に
腫
れ
、
…
…
、
大
敦 

之
を
主
る
。） 

 

と
あ
る
。
ま
た
『
千
金
方
』
の
巻
三
十
針
灸
下
、
癭
瘤
第
六
の
疝
病
に
は 

 

大
敦
、
主
卒
疝
暴
痛
、
…
…
、
寒
疝
、
陰
挺
出
偏
大
腫
、 

（
大
敦
は
卒
疝
暴
痛
、
…
…
、
寒
疝
、
陰 

挺
出
し
て
偏
大
に
腫
る
る
を
主
る
。
） 

 

と
あ
り
、
あ
る
い
は
『
医
心
方
』
〔
丹
波
康
頼
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）
成
〕
巻
二
の
孔
穴
主
治
法
第
一
に
も 

 

大
敦
、
…
…
、
主
卒
疝
暴
痛
、
陰
挺
出
…
…
、 

（
大
敦
、
…
…
。
卒
疝
暴
痛
、
陰
挺
出
…
…
を
主
る
。
） 
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と
見
え
る
。
こ
の
大
敦
と
は
経
穴
の
名
で
あ
り
、
大
敦
穴
は
足
厥
陰
肝
経
に
所
属
す
る
足
の
母
指
の
外
側
（
小
指
側
）
に
位
置
す
る
経
穴
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
足
の
母
指
の
内
側
、
大
敦
穴
に
相
対
す
る
部
位
に
は
、
足
太
陰
脾
経
に
所
属
す
る
隠
白
穴
が
あ
る
が
、
足
太
陰
脾
経
に
も
隠
白
穴
に
も
「
卒
疝
、
陰
卵

偏
大
」
に
関
わ
る
病
症
に
関
連
す
る
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

宗
巴
の
質
問
は
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
質
問
に
対
し
て
道
三
は
『
医
林
集
要
』
〔
王
璽
、
成
化
十
八
年
（
一
四
八
二
）
序
刊
〕
疝
部
の
治
療
穴
の
第
一
番
に
大
敦
穴
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事

を
述
べ
、
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
「
内
」
を
「
外
」
す
な
わ
ち
大
敦
穴
の
部
位
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。
前
述
の
ご
と
く
、『
医
林
集
要
』

は
道
三
が
著
し
た
針
灸
書
『
針
灸
集
要
』
の
各
論
部
（
諸
病
症
に
対
す
る
治
療
穴
を
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
記
載
す
る
）
に
引
用
さ
れ
る
書
目
の
う
ち
最
も

多
く
（
一
〇
）
、
こ
こ
か
ら
も
道
三
が
針
灸
に
お
い
て
『
医
林
集
要
』
を
重
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

 

⑥
臑
会
穴
の
主
治
条
文
に
つ
い
て
の
問
答
。 

 

正
人
形
十
四
、
臑
会
ノ

穴
下
治
徳
云
、
主
二

癭
及
臂
気
腫
一

、 

私
曰
、
臂
与
気
之
中
間
、
痛
之
一
字
ヲ

加
テ
見
候
て
可
然
候
也
、
所
以
者
何
、
見
於
聚
英
、
治
語
云
、
臑
会
ノ

穴
、
主
癭
瘤
臂
痛
気
腫
ト

云
々
、
但
又
如

何
候
哉
、
乍
憚
、
得
貴
意
候
、 

（
〔
『
明
堂
灸
経
』
の
〕
正
人
形
十
四
、
臑
会
穴
の
下
の
治
徳
に
云
ふ
、「
癭
及
び
臂
気
腫
を
主
る
」
と
。 

私 

曰
ふ
、
臂
と
気
の
中
間
、「
痛
」
の
一
字
を
加
へ
て
見
候
へ
て
然
る
べ
き
候
や
。
所
以
は
何
と
な
れ
ば
、『
聚
英
』
を
見
る
に
、
治
語
に
云
ふ
、
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「
臑
会
の
穴
は
癭
瘤
、
臂
痛
、
気
腫
を
主
る
云
々
」
と
。
但
し
又
た
如
何
に
候
は
ん
や
。
憚
か
り
乍
ら
、
貴
意
を
得
た
く
候
。
） 

雖
云
、
明
堂
ニ

闕
二

痛
一
字
ヲ

一

、
以
二

公
ノ

奇
閲
一

、
予
亦
得
二

痛
一
字
一

、
治
得
ノ

読
誦
流
通
而
佳
也
、 

（
雖
が
云
ふ
、
『
明
堂
』
に
「
痛
」
の
一
字
を
闕
く
。
公
の
奇
閲
を
以
て
、
予
も
亦
た
「
痛
」
の
一
字
を
得
た
り
。
治
得
の
読
誦
、
流
通
し
て
佳

な
り
。
） 

  

宗
巴
は
、『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
臑
会
穴
の
主
治
（
治
徳
、
治
語
、
治
得
）
条
文
に
つ
い
て
、「
臂
気
腫
」
は
「
臂
痛
気
腫
」
で
は
な
い
か
と
『
針
灸
聚
英
』

の
記
述
を
引
い
て
質
問
を
提
示
し
て
い
る
。 

 

臑
会
穴
の
主
治
は
『
針
灸
聚
英
』
巻
三
の
手
少
陽
三
焦
経
穴
に
は 

 

臂
痛
痠
無
力
、
痛
不
能
挙
、
寒
熱
、
肩
腫
、
引
胂
中
痛
、
項
癭
気
瘤
、 

（
臂
痛
痠
し
力
無
く
、
痛
み
て
挙
ぐ
る
あ
た
わ
ず
、
寒
熱
、
肩
腫
れ
、
胂
中
に
引
き
痛
み
、
項
癭
気
瘤
す
。） 

 

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
ま
た
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
（
巻
中
）』
（
王
惟
一
、
一
〇
二
七
年
刊
）
に
は 

 

臑
会
、
…
…
、
治
項
癭
気
瘤
、
臂
痛
不
能
挙
、
気
腫
痓
痛
、
…
…
、 

（
臑
会
、
…
…
。
項
癭
気
瘤
、
臂
痛
し
て
挙
ぐ
る
あ
た
わ
ず
、
気
腫
痓
痛
し
、
…
…
を
治
す
。
…
…
。
） 
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と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
し
た
質
問
で
あ
ろ
う
。 

 

道
三
は
宗
巴
の
意
見
に
「『
明
堂
』
に
「
痛
」
の
一
字
を
闕
く
」
と
従
い
、「
公
の
奇
閲
を
以
て
、
予
も
亦
た
「
痛
」
の
一
字
を
得
た
り
」
と
し
、
師
弟
関

係
に
と
ら
わ
れ
ず
学
問
に
真
摯
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。 

 

⑦
「
岐
骨
」
と
「
蔽
骨
」
に
つ
い
て
、
お
よ
び
鳩
尾
穴
の
部
位
に
つ
い
て
の
問
答
。 

 

全
九
中
云
、
蔽
骨
者
、
岐
骨
之
岐
下
一
寸
、
謂
之
蔽
骨
、
依
人
或
有
或
无
、
云
々
、
聚
英
云
、
鳩
尾
穴
在
二

臆
前
蔽
骨
下
五
分
一
ニ

、
人
无
二

蔽
骨
一

者
、

従
岐
骨
際
下
行
一
寸
曰
二

鳩
尾
一

、
云
々
、
聖
済
等
之
説
同
、 

素
問
之
注
云
、
鳩
尾
心
前
穴
名
也
、
其
正
当
心
蔽
骨
之
端
、
言
ハ

其
骨
垂
下
、
如
鳩
鳥
尾
形
、
故
以
テ

為
レ

名
也
、
鳩
尾
在
二

臆
前
蔽
骨
下
同
身
寸
之
五

分
ニ

、
云
々
、
人
无
蔽
骨
者
、
従
岐
骨
際
、
下
行
同
身
寸
之
一
寸
、
按
甲
乙
経
云
、
一
寸
半
為
二

鳩
尾
処
一
ト

、
云
々
、 

右
説
、
素
問
、
全
九
ハ

蔽
骨
長
一
寸
ト

相
聞
候
、
又
、
英
、
済
之
説
ハ

、
五
分
ト
相
聞
候
、
以
何
為
正
之
乎
、 

（
『
全
九
』
中
に
云
ふ
、「
蔽
骨
は
、
岐
骨
の
岐
下
一
寸
、
之
を
蔽
骨
と
謂
ふ
。
人
に
依
り
、
或
い
は
有
り
、
或
い
は
无
し
、
云
々
」
と
。『
聚
英
』

に
云
ふ
、「
鳩
尾
穴
は
、
臆
の
前
、
蔽
骨
の
下
五
分
に
在
り
、
人
の
蔽
骨
无
き
者
は
、
岐
骨
際
よ
り
下
行
す
る
こ
と
一
寸
、
鳩
尾
と
曰
ふ
、
云
々
」

と
。
『
聖
済
』
等
の
説
も
同
じ
。 

『
素
問
』
の
注
に
云
ふ
、「
鳩
尾
は
心
前
の
穴
名
な
り
。
其
れ
正
に
心
の
蔽
骨
の
端
に
当
た
る
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
其
の
骨 

垂
下
す
る
こ
と
、
鳩
鳥

の
尾
の
形
の
如
し
、
故
に
以
て
名
と
為
す
な
り
。
鳩
尾
は
臆
前
蔽
骨
の
下
、
同
身
寸
の
五
分
に
在
り
、
云
々
。
人
の
蔽
骨
无
き
者
は
、
岐
骨
際
よ

り
、
下
行
す
る
こ
と
同
身
寸
の
一
寸
。
按
ず
る
に
『
甲
乙
経
』
に
云
ふ
、
一
寸
半
を
鳩
尾
の
処
と
為
す
、
と
、
云
々
」
と
。 
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右
の
説
、『
素
問
』、『
全
九
』
は
蔽
骨
の
長
さ
一
寸
と
相
ひ
聞
へ
候
。
又
た
、『
英
』、『
済
』
の
説
は
、
五
分
と
相
ひ
聞
へ
候
。
何
れ
を
以
て
之
れ

正
と
為
す
か
。
） 

雖
云
、

 

蔽
骨
ノ
下
五
分
ハ
鳩
尾
、 

 
 

岐
下
一
寸
鳩
尾
也
、 

（
雖
が
云
ふ
、
蔽
骨
の
下
五
分
は
鳩
尾
。
岐
の
下
一
寸
は
鳩
尾
な
り
。） 

  

宗
巴
は
、
蔽
骨
（
胸
骨
の
下
端
に
あ
る
剣
状
突
起
）
の
長
さ
に
つ
い
て
、『
全
九
集
』
の
記
述
「
蔽
骨
は
、
岐
骨
の
岐
下
一
寸
、
之
を
蔽
骨
と
謂
ふ
。
人

に
依
り
、
或
い
は
有
り
、
或
い
は
无
し
、
云
々
」（
曲
直
瀬
道
三
増
補
改
訂
本
『
全
九
集
』
巻
七
で
は
「
鳩
尾
ノ
一
穴
ハ
、
蔽
骨
ノ
下
五
分
ニ
有
。
モ
シ
蔽

骨
ナ
ク
ハ
胸
ノ
骨
ノ
チ
マ
タ
ノ
下
ヨ
リ
一
寸
、
鳩
尾
ノ
穴
也
。
（
鳩
尾
の
一
穴
は
蔽
骨
の
下
五
分
に
有
り
。
も
し
蔽
骨
な
く
ば
胸
の
骨
の
ち
ま
た
の
下
よ
り

一
寸
、
鳩
尾
の
穴
な
り
。
）」
と
な
っ
て
い
る
）
と
、
『
針
灸
聚
英
』、『
聖
済
総
録
』、『
黄
帝
内
経
素
問
』
気
府
論
の
王
冰
注
・
新
校
正
注
を
比
較
し
、
一
寸

か
五
分
か
と
い
う
質
問
を
提
示
し
て
い
る
。
蔽
骨
の
長
さ
は
、
そ
の
下
方
に
あ
る
鳩
尾
穴
の
部
位
を
定
め
る
際
に
問
題
と
な
る
。 

 

鳩
尾
穴
の
部
位
は
、
『
甲
乙
経
』
巻
三
の
腹
自
鳩
尾
循
任
脈
下
行
至
会
陰
凡
十
五
穴
第
十
九
に
は 

 

臆
前
蔽
骨
下
五
分 

（
臆
前
蔽
骨
の
下
五
分
） 

 

と
あ
り
、
諸
書
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
剣
状
突
起
は
人
に
よ
り
長
さ
が
異
な
り
、
ま
た
そ
の
向
き
が
体
表
に
向
か
い
体
表
か
ら
触
知
で
き
る
人
や
体
内
に
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向
い
体
表
か
ら
触
知
し
づ
ら
い
人
が
い
る
な
ど
様
々
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、「
或
い
は
有
り
、
或
い
は
无
し
」
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
蔽
骨
（
剣

状
突
起
）
が
体
内
に
向
か
っ
て
い
て
触
知
で
き
な
い
場
合
は
岐
骨
（
胸
骨
体
下
端
の
左
右
肋
軟
骨
分
岐
部
）
を
基
準
と
し
て
鳩
尾
穴
の
部
位
を
定
め
る
こ
と

と
な
る
。
そ
こ
で
、
鳩
尾
穴
の
部
位
が
「
蔽
骨
の
下
五
分
」
あ
る
い
は
「
岐
骨
際
よ
り
下
行
す
る
こ
と
一
寸
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら

の
記
載
を
勘
案
す
る
と
蔽
骨
（
剣
状
突
起
）
の
長
さ
は
五
分
と
な
る
。
一
方
で
『
全
九
集
』
に
は 

 

蔽
骨
は
、
岐
骨
の
岐
下
一
寸 

 

と
あ
り
、
ま
た
『
素
問
』
気
府
論
の
王
冰
注 

 

鳩
尾
…
…
、
刺
人
無
蔽
骨
者
、
従
岐
骨
際
下
行
同
身
寸
之
一
寸
、
…
…
、 

（
鳩
尾
…
…
、
刺
人 

蔽
骨
無
き
者
は
、
岐
骨
際
よ
り
下
行
す
る
こ
と
同
身
寸
の
一
寸
、
…
…
。
） 

 

に
付
さ
れ
た
新
校
正
注
に
は 

 

新
校
正
云
、
按
甲
乙
経
云
一
寸
半
、 

（
新
校
正
が
云
ふ
、
按
ず
る
に
『
甲
乙
経
』
は
一
寸
半
と
云
ふ
な
り
。） 
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と
あ
り
、
こ
の
記
述
に
よ
る
と
蔽
骨
（
剣
状
突
起
）
の
長
さ
は
一
寸
と
な
る
。
宗
巴
の
質
問
は
こ
の
記
載
の
相
違
に
よ
り
生
じ
て
い
る
。『
素
問
』
新
校
正

注
が
引
く
『
甲
乙
経
』
の
記
載
と
は
、
『
甲
乙
経
』
巻
三
に
あ
る
本
文 

 

鳩
尾
、
…
…
、
在
臆
前
蔽
骨
下
五
分
…
…
、 

（
鳩
尾
、
…
…
、
臆
前
蔽
骨
の
下
五
分
に
在
り
、
…
…
。） 

 

に
付
さ
れ
た
注 

 

鳩
尾
蓋
心
上
、
人
無
蔽
骨
者
、
当
従
上
岐
骨
度
下
行
一
寸
半
、
…
…
、 

（
鳩
尾
は
心
上
を
蓋お

お

ひ
、
人 

蔽
骨
無
き
者
は
、
当
に
上
の
岐
骨
よ
り
度
り
て
下
行
す
る
こ
と
一
寸
半
、
…
…
。） 

 

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

宗
巴
の
質
問
に
対
し
て
、
道
三
は
蔽
骨
の
長
さ
で
は
な
く
鳩
尾
穴
の
部
位
を
も
っ
て
返
答
と
し
て
い
る
。
こ
の
返
答
に
よ
る
と
蔽
骨
の
長
さ
は
五
分
と
な

る
が
、
道
三
の
返
答
は
蔽
骨
の
長
さ
よ
り
も
臨
床
上
で
の
鳩
尾
穴
の
取
り
方
を
重
視
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

こ
の
蔽
骨
の
長
さ
に
つ
い
て
は
、
時
代
は
降
る
が
原
南
陽
が
そ
の
著
『
経
穴
彙
解
』〔
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
序
刊
〕
に
は 

 

滑
寿
曰
、
無
蔽
骨
者
、
従
岐
骨
際
下
行
一
寸
、
是
也
、
然
不
弁
蔽
骨
長
短
、
故
後
人
論
説
棼
然
、
今
按
岐
骨
至
臍
為
八
寸
、
岐
骨
下
行
一
寸
為
鳩
尾
穴
、
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此
蔽
骨
長
五
分
、
為
常
人
之
度
、
其
下
五
分
為
鳩
尾
穴
、
是
大
概
而
言
之
、 

（
滑
寿
が
曰
ふ
、
「
蔽
骨
無
き
者
は
、
岐
骨
際
よ
り
下
行
す
る
こ
と
一
寸
」
と
。
是
な
り
。
然
れ
ど
も
蔽
骨
の
長
短
を
弁
ぜ
ず
。
故
に
後
人
の
論

説
棼
然
と
す
。
今
按
ず
る
に
岐
骨
よ
り
臍
に
至
る
を
八
寸
と
為
し
、岐
骨
よ
り
下
行
す
る
こ
と
一
寸
を
鳩
尾
穴
と
為
す
。此
れ
蔽
骨
の
長
さ
五
分
、

常
人
の
度
と
為
す
。
其
の
下
五
分
を
鳩
尾
穴
と
為
す
。
是
れ
大
概
に
し
て
之
を
言
ふ
。） 

 

と
述
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
現
代
は
鳩
尾
穴
の
部
位
を
「
上
腹
部
、
前
正
中
線
上
、
胸
骨
体
下
端
の
下
方
一
寸
」
と
し
て
い
る
（
一
一
）
。 

 

⑧
前
頂
穴
の
部
位
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答
。 

 

正
人
十
八
ニ

、
前
頂
一
穴
、
在
顖
会
後
一
寸
、
聖
済
モ

同
説
也
、 

千
金
方
、
素
問
注
、
聚
英
ニ

曰
、
顖
会
後
一
寸
半
ト

、
云
々
、 

右
不
同
、
以
何
正
之
、 

（
〔
『
明
堂
灸
経
』
の
〕
正
人
十
八
に
、
「
前
頂
一
穴
は
顖
会
の
後
一
寸
に
在
り
」
と
。『
聖
済
』
も
同
説
な
り
。 

『
千
金
方
』、
『
素
問
』
の
注
、
『
聚
英
』
に
曰
く
、「
顖
会
の
後
一
寸
半
、
云
々
」
と
。 

右
、
同
じ
か
ら
ず
。
何
れ
を
以
て
之
を
正
し
と
す
る
か
。） 

雖
云
、
考
十
四
経
云
、
顖
会
後
一
寸
半
ト

、
云
々
、
自
二

脳
戸
一

至
二

顖
会
一

六
穴
、
各
去
一
寸
五
分
故
也
、 

（
雖
が
云
ふ
、
考
ふ
る
に
『
十
四
経
』
に
云
ふ
、「
顖
会
の
後
一
寸
半
、
云
々
」
と
。
脳
戸
よ
り
顖
会
に
至
る
六
穴
、
各
お
の
去
る
こ
と
一
寸
五
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分
な
る
が
故
な
り
。） 

  

前
頂
穴
の
部
位
が
顖
会
穴
の
後
一
寸
（
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』『
聖
済
総
録
』）
か
、
後
一
寸
五
分
（『
千
金
方
』『
素
問
』
熱
論
の
王
冰
注
、『
針
灸
聚
英
』
）

か
に
つ
い
て
の
宗
巴
の
質
問
で
あ
る
。 

 

道
三
は
『
十
四
経
発
揮
』
に
「
顖
会
の
後
一
寸
半
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
頭
部
に
あ
る
督
脈
に
属
す
る
経
穴
で
あ
る
脳
戸
穴
～
顖
会
穴
が
一
寸
五

分
の
間
隔
で
位
置
す
る
こ
と
を
論
拠
に
、
前
頂
穴
の
部
位
は
顖
会
穴
の
後
一
寸
五
分
で
あ
る
と
返
答
し
て
い
る
。 

 

⑨
大
椎
穴
の
部
位
、
お
よ
び
上
背
部
の
経
穴
の
部
位
に
つ
い
て
の
問
答
。 

 

〔
明
堂
灸
経
〕
背
人
形
第
三
曰
、
大
椎
在
二

第
一
椎
ノ

下
陥
者
中
一

、 

聚
英
、
千
金
方
、
聖
済
曰
、
在
第
一
椎
上
陥
中
、
云
々
、 

徐
氏
、
背
部
督
脈
次
第
之
説
曰
、
大
杼
ハ

大
骨
下
、
第
二
陶
道
、
三
身
柱
、
云
々
、 

素
問
注
曰
、
大
杼
在
頂
第
一
椎
下
、
両
傍
相
去
各
一
寸
半
、
云
々
、 

私
曰
、
徐
氏
大
杼
与
大
椎
作
同
穴
、
甚
誤
歟
、
大
椎
者
、
督
脈
中
行
、
大
杼
ハ
二
行
ニ
シ
テ
各
別
也
、 

素
問
気
府
篇
云
、
注
云
、
大
椎
在
二

第
一
椎
上
陥
中
ニ

一

、 

陶
道
在
二

項
大
椎
節
下
間
一

、
云
々
、 

身
柱
在
二

第
二
椎
節
下
間
一

俛
而
取
之
、 



第二章 『黄帝明堂灸経不審少々』考 

―安土桃山時代の経穴研究の一例として― 

- 137 - 

神
道
在
第
五
節
下
間
、
云
々
、
已
下
如
意
、 

右
諸
書
大
椎
之
上
ト
云
、
何
ソ
、
明
堂
ノ
ミ
ニ
如
此
哉
、
上
下
之
分
別
、
一
毛
大
山
之
例
た
る
べ
く
候
哉
、
又
素
問
ノ

注
ノ

陶
道
身
柱
次
第
モ
、
常
ニ
承

候
と
ハ
相
違
候
、
果
而
素
注
ヲ

可
用
候
哉
、
否
、
承
之
度
奉
存
候
、 

（
〔
『
明
堂
灸
経
』
〕
背
人
形
第
三
に
曰
く
、
「
大
椎
は
第
一
椎
の
下
、
陥
な
る
者
の
中
に
在
り
」
と
。 

『
聚
英
』
、『
千
金
方
』
、
『
聖
済
』
に
曰
く
、
「
第
一
椎
の
上
、
陥
な
る
中
に
在
り
、
云
々
」
と
。 

『
徐
氏
』
背
部
督
脈
次
第
の
説
に
曰
く
、「
大
杼
は
大
骨
の
下
、
第
二
陶
道
、
三
身
柱
、
云
々
」
と
。 

『
素
問
』
の
注
に
曰
く
、
「
大
杼
は
頂
の
第
一
椎
の
下
、
両
傍
相
ひ
去
る
こ
と
各
お
の
一
寸
半
に
在
り
、
云
々
」
と
。 

私 

曰
ふ
、『
徐
氏
』
大
杼
と
大
椎
を
同
穴
に
作
る
、
甚
し
き
誤
り
か
。
大
椎
は
督
脈
の
中
行
、
大
杼
は
二
行
に
し
て
各
お
の
別
な
り
。 

『
素
問
』
気
府
篇
に
云
ふ
、
注
に
云
ふ
、「
大
椎
は
第
一
椎
の
上
の
陥
な
る
中
に
在
り
」。
と 

「
陶
道
は
項
の
大
椎
節
の
下
の
間
に
在
り
、
云
々
」
と
。 

「
身
柱
は
第
二
椎
節
の
下
の
間
に
在
り
、
俛
し
て
之
を
取
る
」
と
。 

「
神
道
は
第
五
節
の
下
の
間
に
在
り
、
云
々
」
と
。
已
下
、
意
の
如
し
。 

右
の
諸
書
、「
大
椎
の
上
」
と
云
ふ
は
、
何
ぞ
。『
明
堂
』
の
み
に
此
く
の
如
き
か
。
上
下
の
分
別
、
一
毛
大
山
の
例
た
る
べ
く
候
か
。
又
た
『
素

問
』
の
注
の
陶
道
、
身
柱
の
次
第
も
、
常
に
承
り
候
と
は
相
ひ
違
ひ
候
。
果
し
て
素
注
を
用
ふ
べ
き
候
か
、
否
か
、
之
を
承
り
た
く
奉
り
存
じ
候
。
） 

雖
云
、
大
椎
ハ

在
第
一
椎
下
、
陶
道
在
第
二
椎
下
、
身
柱
ハ

在
第
三
椎
下
、
神
道
ハ

在
第
五
椎
下
、〔
切
紙
〕
宜
諷
類
ニ
モ

次
第
セ
リ
、
所
二

以
然
一

、〔
切
紙
〕

脊
椎
无
穴
歌
云
、
四
八
十
椎
並
一
二
ト
云
ヘ
ハ
、
四
椎
ハ

无
穴
兪
也
、
身
柱
ヲ
第
二
ニ

ス
レ
ハ
、
第
三
可
為
无
穴
歟
、
不
応
也
、 

看
経
類
、
相
伝
ヲ
専
要
ト
ナ
サ
ル
ヘ
シ
ト
雖
、
秘
説
ニ

云
、
大
椎
ハ

大
骨
与
肩
斉
シ
キ

大
骨
下
、
即
大
椎
也
、
大
椎
之
上
ニ

小
椎
三
節
有
リ

レ

之
、
謂
二

之
項

骨

ク
ヒ
ツ
ケ
ホ
ネ
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ト
一

、
或
隠
、
或
見
、
其
三
椎
ニ

ト
リ
ア
ハ
ズ
、
両
肩
ト
横
ニ

斉
キ

大
骨
ノ

下
ヲ
大
椎
ノ

穴
ト
ハ
申
也
、 

（
雖
が
云
ふ
、
大
椎
は
第
一
椎
の
下
に
在
り
。
陶
道
は
第
二
椎
の
下
に
在
り
。
身
柱
は
第
三
椎
の
下
に
在
り
。
神
道
は
第
五
椎
の
下
に
在
り
。〔『
切

紙
』
〕
宜
諷
類
に
も
次
第
せ
り
。
然
る
所
以
は
、〔『
切
紙
』〕
脊
椎
无
穴
歌
に
云
ふ
、
四
、
八
、
十
椎
、
並
び
に
一
二
と
云
へ
ば
、
四
椎
は
无
穴
兪

な
り
。
身
柱
を
第
二
に
す
れ
ば
、
第
三
は
无
穴
と
為
る
べ
き
か
。
応
ぜ
ざ
る
な
り
。 

経
類
を
看
る
に
、
相
伝
を
専
要
と
な
さ
る
べ
し
と
雖
も
、
秘
説
に
云
ふ
、
大
椎
は
大
骨
と
肩
と
斉
し
き
大
骨
の
下
、
即
ち
大
椎
な
り
。
大
椎
の
上

に
、
小
椎
三
節
之
れ
有
り
。
之
を
項
骨
と
謂
ふ
。
或
い
は
隠
れ
、
或
い 

は
見
る
。
其
の
三
椎
に
と
り
あ
は
ず
、
両
肩
と
横
に
斉
し
き
大
骨
の
下
を
大
椎
の
穴
と
は
申
す
な
り
。
） 

  

大
椎
穴
の
部
位
、
お
よ
び
上
背
部
の
経
穴
の
部
位
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る
。
督
脈
の
経
穴
は
、
背
部
で
は
脊
椎
棘
突
起
の
間
に
位
置
す
る
。
大
椎
は
そ

れ
ら
背
部
の
督
脈
の
経
穴
の
一
番
上
方
に
位
置
し
、
背
部
（
特
に
上
背
部
）
の
督
脈
の
経
穴
の
部
位
の
基
準
と
も
な
る
経
穴
で
あ
る
。
そ
の
部
位
が
第
一
椎

の
上
か
下
か
と
い
う
疑
問
は
、
「
上
下
の
分
別
、
一
毛
大
山
の
例
た
る
べ
く
候
か
」
と
宗
巴
が
述
べ
る
通
り
重
要
な
点
で
あ
る
。 

 

宗
巴
の
質
問
に
よ
る
と
大
椎
穴
を
第
一
椎
の
上
と
し
て
い
る
も
の
に
は
『
針
灸
聚
英
』、『
千
金
方
』、『
聖
済
総
録
』、『
素
問
』
気
府
論
の
王
冰
注
が
あ
り
、

第
一
椎
の
下
と
し
て
い
る
も
の
に
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』、『
針
灸
大
全
（
徐
氏
）』
が
あ
る
。
諸
書
の
多
く
は
大
椎
穴
を
第
一
椎
の
上
と
し
て
お
り
、
第
一

椎
の
下
と
す
る
も
の
は
宗
巴
の
質
問
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
書
の
ほ
か
に
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
が
拠
る
『
太
平
聖
恵
方
』
巻
百
の
ほ
か
ご
く
少
数
で
あ
る
。 

 

『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
大
椎
穴
の
部
位
の
記
述
に
つ
い
て
、『
針
灸
資
生
経
』
は 

 

惟
明
堂
下
経
云
在
第
一
椎
下
、
陶
道
穴
既
在
第
一
椎
下
、
不
応
大
椎
亦
在
一
椎
下
、
必
是
下
経
誤
写
上
字
作
下
字
也
、 
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（
惟
だ
『
明
堂
下
経
』
の
み
第
一
椎
の
下
に
在
り
と
云
ふ
。
陶
道
穴 

既
に
第
一
椎
の
下
に
在
り
。
大
椎
亦
た
一
椎
の
下
に
在
り
と
応
ぜ
ず
。
必

ず
是
れ
下
経
が
上
字
を
誤
写
し
て
下
字
に
作
る
な
り
。
） 

 

と
述
べ
、
「
大
椎
は
第
一
椎
の
下
」
の
「
下
」
は
「
上
」
の
誤
写
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

道
三
の
返
答
は
「
大
椎
は
第
一
椎
の
下
に
在
り
。
陶
道
は
第
二
椎
の
下
に
在
り
。
身
柱
は
第
三
椎
の
下
に
在
り
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
針
灸
大
全
』
の
記

述
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
一
二
）
。『
針
灸
大
全
』
は
道
三
が
著
し
た
『
針
灸
集
要
』
で
も
重
用
さ
れ
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
書
で
あ
り
、
少
な
か
ら
ず
そ
の

影
響
は
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
道
三
は
「
大
椎
は
第
一
椎
の
下
に
在
り
」
と
返
答
し
つ
つ
も
「
秘
説
に
云
ふ
、
大
椎
は
大
骨
と
肩
と
斉
し
き
大
骨
の
下
、

即
ち
大
椎
な
り
。
大
椎
の
上
、
小
椎
三
節
こ
れ
有
り
。
之
を
項
骨
と
謂
ふ
。
或
い
は
隠
れ
、
或
い
は
見
る
。
其
の
三
椎
に
と
り
あ
は
ず
、
両
肩
と
横
に
斉
し

き
大
骨
の
下
を
大
椎
の
穴
と
は
申
す
な
り
」
と
述
べ
、
両
肩
と
同
じ
高
さ
あ
る
椎
骨
を
大
椎
（
大
き
な
椎
骨
）
と
し
、
そ
の
下
を
大
椎
穴
に
定
め
る
、
と
極

め
て
臨
床
的
表
現
を
重
視
し
付
言
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
道
三
の
返
答
に
あ
る
「
大
椎
は
第
一
椎
の
下
に
在
り
。
陶
道
は
第
二
椎
の
下
に
在
り
」
と
い
う
説
は
『
針
灸
大
全
』
の
ほ
か
は
『
針
方
六
集
』

〔
呉
崑
、
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
序
刊
〕
な
ど
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
多
く
の
医
書
で
は
大
椎
穴
を
「
在
第
一
椎
上
陥
中
（
第
一
椎
の
上
、
陥
な
る

中
に
在
り
）
」
と
し
、
大
椎
穴
の
下
方
に
位
置
す
る
陶
道
穴
を
「
在
大
椎
節
下
間
陥
中
（
大
椎
節
の
下
間
、
陥
な
る
中
に
在
り
）」
と
し
て
い
る
。
こ
の
両
穴

の
記
述
を
勘
考
す
る
と
、
第
一
椎
＝
大
椎
節
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
大
椎
穴
の
穴
名
と
も
な
っ
て
い
る
「
大
椎
」
は
「
体
表
か
ら
わ
か
る
大
き
な
椎
骨
」
の

意
で
、
医
学
古
典
で
は
第
二
頸
椎
棘
突
起
、
第
七
頸
椎
棘
突
起
、
第
一
胸
椎
な
ど
が
「
大
椎
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
現
代
で
は
こ
れ
に
第
一
胸
椎
を
当
て

て
お
り
、
そ
こ
か
ら
大
椎
は
「
第
七
頸
椎
棘
突
起
下
方
の
陥
凹
部
」、
陶
道
は
「
第
一
胸
椎
棘
突
起
下
方
の
陥
凹
部
」
と
さ
れ
て
い
る
（
一
三
）
。
道
三
が
「
第

一
椎
」
を
第
七
頸
椎
と
考
え
て
い
た
か
、
第
一
胸
椎
と
考
え
て
い
た
か
は
本
問
答
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。 
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⑩
「
頂
上
旋
毛
中
」
に
つ
い
て
、
百
会
穴
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
問
答
。 

 

小
児
正
人
形
第
一
云
、
灸
二

頂
上
旋
毛
中
一

三
壮
ト

、
云
々
、
是
ハ

百
会
候
哉
、
小
児
生
而
灸
之
、
防
驚
風
之
説
者
、
百
会
ニ

有
レ

之
事
、 

素
問
注
、
百
会
在
前
頂
後
一
寸
五
分
、
頂
中
央
旋
毛
中
陥
者
、
右
、
頂
中
旋
毛
ト

斗
明
堂
ニ
云
テ
、
寸
分
ヲ
不
言
ハ

、
旋
毛
ノ

偏
頭
ニ

ア
ル
モ
ア
リ
、
又
、

正
中
ニ

ア
ル
モ
御
座
候
、
以
寸
法
為
正
乎
、
以
旋
毛
為
正
乎
、
得
尊
意
候
、 

（
〔
『
明
堂
灸
経
』
の
〕
小
児
正
人
形
第
一
に
云
ふ
、「
頂
上
旋
毛
中
に
灸
す
る
こ
と
三
壮
、
云
々
」
と
。
是
れ
は
百
会
候
か
。
小
児 

生
じ
て
之
に

灸
し
、
驚
風
を
防
ぐ
の
説
は
、
百
会
に
之
れ
有
る
事
か
。 

『
素
問
』
の
注
に
「
百
会
は
前
頂
の
後
一
寸
五
分
に
在
り
、
頂
き
中
央
の
旋
毛
の
中
の
陥
な
る
者
な
り
」
と
。
右
、「
頂
中
旋
毛
」
と
斗
り
『
明

堂
』
に
云
て
、
寸
分
を
言
は
ざ
る
は
、
旋
毛
の
偏
頭
に
あ
る
も
あ
り
、
又
た
、
正
中
に
あ
る
も
御
座
候
。
寸
法
を
以
て
正
と
為
す
か
。
旋
毛
を
以

て
正
と
為
す
か
。
尊
意
を
得
た
く
候
。
） 

雖
云
、
百
会
、 

治
徳
ニ

百
会
ト
ア
ル
ヲ
ハ
、
可
レ

抱
二

寸
法
一

、
旋
毛
ト

ア
ル
ヲ
ハ
不
抱
寸
法
、 

（
雖
が
云
ふ
、
百
会
な
り
。 

治
徳
に
百
会
と
あ
る
を
ば
、
寸
法
を
抱
く
べ
し
。
旋
毛
と
あ
る
を
ば
寸
法
を
抱
か
ざ
る
な
り
。
） 

  

『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
巻
下
「
小
児
明
堂
」
の
正
人
形
第
一
に
あ
る
「
小
児
驚
癇
」
に
用
い
る
施
灸
部
位
に
つ
い
て
の
質
問
で
あ
る
。
宗
巴
は
こ
こ
で
記
さ
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れ
て
い
る
「
頂
上
旋
毛
中
」
と
は
百
会
穴
で
あ
る
か
、
と
ま
ず
質
問
し
、
な
ぜ
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
で
は
経
穴
名
を
挙
げ
ず
に
「
頂
上
旋
毛
中
」
と
部
位
の

み
記
載
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。
旋
毛
（
つ
む
じ
）
は
人
に
よ
り
位
置
が
異
な
り
、
一
定
し
な
い
た
め
、「
前
頂
の
後

一
寸
五
分
」
と
さ
れ
る
百
会
穴
の
部
位
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
宗
巴
の
質
問
に
引
か
れ
て
い
る
「『
素
問
』
の
注
」
と
は
『
素

問
』
の
刺
熱
篇
、
気
府
論
、
骨
空
論
な
ど
に
記
さ
れ
る
王
冰
注
で
あ
る
。 

 

道
三
は
「
小
児
驚
癇
」
に
対
す
る
施
灸
に
用
い
る
経
穴
は
百
会
穴
で
あ
る
と
返
答
す
る
。
し
か
し
、
「
治
徳
に
百
会
と
あ
る
を
ば
、
寸
法
を
抱
く
べ
し
。

旋
毛
と
あ
る
を
ば
寸
法
を
抱
か
ざ
る
な
り
」
と
、
病
症
に
用
い
る
施
術
部
位
が
経
穴
名
を
以
て
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
経
穴
部
位
を
示
す
寸
法
に
よ
り
施
術

部
位
を
定
め
、
施
術
部
位
が
身
体
部
位
名
な
ど
で
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
経
穴
部
位
を
示
す
寸
法
で
は
な
く
身
体
部
位
に
従
い
施
術
部
位
を
定
め
よ
、
と
加

え
る
。
こ
の
言
に
は
、
医
書
の
記
述
は
意
図
が
あ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
、
医
書
を
注
意
深
く
読
み
解
き
臨
床
に
活
用

し
て
い
た
道
三
の
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。 

 

⑪
灸
穴
の
部
位
に
は
諸
説
あ
る
が
、
い
か
に
定
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
問
答
。 

 

灸
穴
之
説
者
、
諸
書
之
内
、
以
何
書
可
為
証
本
哉
、
但
以
数
本
校
正
し
て
多
分
ニ

可
致
落
着
候
哉
、
承
度
候
、 

（
灸
穴
の
説
は
、
諸
書
の
内
、
何
れ
の
書
を
以
て
証
本
と
為
す
べ
き
か
。
但
数
本
の
み
を
以
て
校
正
し
て
多
分
に
落
ち
着
き
致
す
べ
き
候
か
。
承

り
た
く
候
。） 

雖
云
、
世
ニ

普
ク

人
ノ
用
て
ヨ
キ
明
堂
、
又
ハ

世
名
ノ

聞
タ
ル
者
ノ
仕
候
灸
法
ア
マ
タ
集
テ
、
宜
従
甚
多
者
也
、 

（
雖
が
云
ふ
、
世
に
普
く
人
の
用
て
よ
き
明
堂
、
又
た
は
世
名
の
聞
え
た
る
者
の
仕
り
候
灸
法
あ
ま
た
集
め
て
、
宜
し
く
甚
だ
多
き
者
に
従
ふ
べ
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き
な
り
。
） 

  

灸
穴
（
灸
に
用
い
る
穴
、
こ
こ
で
は
経
穴
と
ほ
ぼ
同
義
）
の
位
置
に
は
医
書
に
よ
り
諸
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
書
を
証
本
と
す
れ
ば
よ
い
か
、
数
本
の

医
書
を
校
正
し
て
多
く
取
ら
れ
て
い
る
説
に
従
う
べ
き
か
、
を
質
問
し
て
い
る
。
経
穴
研
究
を
文
献
的
に
行
い
、
経
穴
部
位
を
定
め
る
う
え
で
の
根
本
的
な

問
い
で
あ
る
。 

 

そ
れ
に
対
す
る
道
三
の
返
答
は
、
世
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
優
れ
た
経
穴
書
・
医
書
、
あ
る
い
は
世
に
名
前
が
知
ら
れ
て
い
る
者
の
灸
法
を
多
く
集
め

て
、
非
常
に
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
説
に
従
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
方
針
を
示
し
て
い
る
。
道
三
の
経
穴
研
究
に
対
す
る
基
本
的
姿
勢
が
記
さ
れ
て
い
る

語
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。 

 

⑫
腹
部
の
経
穴
の
部
位
に
つ
い
て
の
質
問
。 

 

腹
部
寸
分
、
諸
書
之
説
不
同
候
条
、
図
於
一
紙
進
上
候
、
被
成
御
一
覧
候
て
是
非
承
度
存
候
、 

（
腹
部
の
寸
分
、
諸
書
の
説
同
じ
か
ら
ざ
る
候
条
、
一
紙
に
図
し
て
進
上
し
候
。
御
一
覧
に
な
ら
れ
候
て
、
是
非
を
承
り
た
く
存
じ
候
。） 

  

天
頭
書
入
れ
に
「
下
一
紙
之
図
、
別
紙
ニ
見
之
（
下
の
一
紙
の
図
、
別
紙
に
之
を
見
る
）
」
と
あ
る
も
、
別
紙
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
本
質
問

に
対
す
る
道
三
の
直
接
的
な
返
答
も
未
詳
で
あ
る
。 
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⑬
「
奥
義
之
灸
説
」
な
ど
が
あ
れ
ば
借
り
受
け
た
い
旨
の
所
望
。 

 
御
抄
物
之
斉
下
灸
経
ヲ

針
灸
之
眼
目
と
存
候
へ
共
、
若
又
其
外
奥
義
之
灸
説
、
或
秘
灸
共
被
成
御
集
候
一
筆
御
座
候
は
ハ
、
以
御
愛
憐
於
被
借
下
候
者

忝
可
存
候
、 

（
御
抄
物
の
斉
下
『
灸
経
』
を
針
灸
の
眼
目
と
存
じ
候
へ
共
、
若
し
又
た
其
の
外
の
奥
義
の
灸
説
、
或
い
は
秘
灸
共
、
御
集
め
な
さ
れ
候
一
筆
御

座
候
は
ば
、
御
愛
憐
を
以
て
借
し
下
さ
れ
候
は
ば
忝
な
く
存
ず
べ
く
候
。） 

 

⑭
以
上
（
①
～
⑬
）
の
項
目
に
対
す
る
返
答
の
所
望
。 

 

右
条
之
不
顧
未
達
申
上
候
事
、
憚
多
存
候
へ
共
、
如
此
候
条
、
紙
面
之
白
地
に
以
朱
歟
、
或
藍
墨
歟
、
一
言
之
可
願
御
指
南
候
、
万
端
奉
仰
候
、
委
細

前
紙
ニ

申
上
候
、 

（
右
条
の
顧
み
ず
未
だ
達
せ
ず
し
て
申
し
上
げ
候
事
、
憚
り
多
し
と
存
じ
候
へ
共
、
此
の
如
く
候
条
、
紙
面
の
白
地
に
朱
を
以
て
か
、
或
い
は
藍

墨
か
、
一
言
の
御
指
南
を
願
ふ
べ
く
候
。
万
端
仰
せ
奉
り
候
。
委
細
は
前
紙
に
申
し
上
げ
候
。
） 

 

⑮
本
書
簡
の
宛
名
、
署
名
。 

 

拝
進 

盍
静
老
人 

 

留
庵
宗
巴 
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（
拝
進 

盍
静
老
人 

 

留
庵
宗
巴
） 

 

⑯
以
上
（
①
～
⑮
）
に
対
す
る
返
答
の
結
び
。 

 

雖
云
、
誠
ニ

奇
特
御
検
閲
ニ

候
、
腹
部
胸
部
縦
横
相
伝
之
秘
説
進
候
、
ヤ
カ
テ
可
□
□

虫

損

、 

雖
知
苦
戸
主
寧
固
三
誠
、
雖
憚
多
灸
穴
詳
弁
之
御
志
、
深
感
入
候
、
召
御
明
鑑
之
楮
傍
ニ
雖
カ
云
ト
以
墨
汚
書
而
已
、 

（
雖
が
云
ふ
、
誠
に
奇
特
御
検
閲
に
候
。
腹
部
胸
部
縦
横
相
伝
の
秘
説
進
ぜ
候
。
や
が
て
可
□
□

虫

損

。 

雖
知
苦
戸
主
寧
固
三
誠
、
憚
り
多
し
と
雖
も
灸
穴
詳
弁
の
御
志
、
深
く
感
じ
入
り
候
。
御
明
鑑
の
楮
傍
に
召
し
て
「
雖
が
云
ふ
」
と
墨
を
以
て
書

を
汚
す
の
み
。
） 

 

二
．
後
半
部
「
一
渓
先
生
秘
説
一
紙
也
」 

  

以
下
、
⑰
か
ら
⑲
ま
で
に
は
匡
郭
お
よ
び
界
線
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

⑰
「
一
身
命
名
之
的
所
」
と
題
さ
れ
、
身
体
各
部
の
名
称
を
三
十
五
条
に
わ
た
り
記
す
。 

 

一
渓
先
生
秘
説
一
紙
也 
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（
一
渓
先
生
秘
説
一
紙
な
り
） 

一
身
命
名
之
的
所 

（
一
身
命
名
の
的
所
） 

膈
ハ

者
隔
也
、
所
下

以
遮
二

隔
濁
気
一

不
レ

使
中

上
薫
中

於
心
肺
上

也
、 

肺
系
ハ

、
謂
ル

喉
嚨
也
、 

膊
下
対
レ

腋
処
為
レ

臑
、
肩
肘
之
間
也
、 

臑
ノ

尽
処
為
二

肘
臂
節
一

也
、 

肘
以
下
ヲ

為
レ

臂
、 

肩
髃
ハ

、
在
二

肩
端
両
骨
間
陥
者
宛
々
中
一

、
挙
レ
ハ

レ

臂
有
レ

空
、 

（
膈
は
隔
な
り
。
濁
気
を
遮
膈
し
て
、
心
肺
を
上
薫
せ
し
め
ざ
る
所
以
な
り
。 

肺
系
は
謂
る
喉
嚨
な
り
。 

膊
の
下
の
腋
に
対
す
る
処
を
臑
と
為
す
。
肩
と
肘
の
間
な
り
。 

臑
の
尽
る
処
を
肘
と
為
す
。
臂
の
節
な
り
。 

肘
よ
り
以
下
を
臂
と
為
す
。 

肩
髃
は
肩
端
両
骨
の
間
の
陥
な
る
者
宛
々
た
る
中
に
在
り
、
臂
を
挙
げ
れ
ば
空
有
り
。） 

頭
茎
ヲ

為
レ

頸
、
耳
以
下
ノ

曲
処
為
レ

頬
、 

口
前
ノ

小
者
ヲ

為
レ

歯
、 
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腮
下
為
レ

頷
、
頷
中
ヲ

為
レ

頤
、 

胸
両
旁
高
処
為
レ

膺
、 

股
外
ヲ

為
レ

髀
、
髀
内
ヲ

為
レ

股
、 

脛
骨
ヲ

為
レ

䯒
、 

跗
ハ

足
面
也
、 

三
里
ハ

、
在
二

膝
眼
下
三
寸
一

、 

腨
ハ

、
腓
腸
也
、 

（
頭
茎
を
頚
と
為
す
。
耳
よ
り
以
下
の
曲
る
処
を
頬
と
為
す
。 

口
の
前
小
な
る
者
を
歯
と
為
す
。 

腮
の
下
を
頷
と
為
す
。
頷
の
中
を
頤
と
為
す
。 

胸
の
両
旁
の
高
き
処
を
膺
と
為
す
。 

股
の
外
を
髀
と
為
す
。
髀
の
内
を
股
と
為
す
。 

脛
骨
を
䯒
と
為
す
。 

跗
は
足
面
な
り
。 

三
里
は
膝
眼
の
下
三
寸
に
在
り
。 

腨
は
腓
腸
な
り
。
） 

咽
所
二

以
嚥
物
者
、
居
喉
之
前
、 
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腕
ノ

下
踝
ヲ

為
二

兌
骨
一

、 

臂
骨
尽
処
為
レ

腕
、 

脊
両
旁
為
レ

膂
、 

肩
後
之
下
為
二

肩
膊
一

、 

椎
骨
為
レ

脊
、 

尻
上
横
骨
為
腰
、 

腓
腸
上
膝
後
曲
処
、
為
膕
、 

膂
内マ

マ

曰
レ

胂
、
夾
レ

脊
肉
也
、 

脱
、
如
自
脱
、
抜
、
如
他
抜
、 

両
乳
ノ

間
為
レ

胸
、 

（
咽
は
、
物
を
嚥
む
所
以
の
者
、
喉
の
前
に
居
る
。 

腕
の
下
の
踝
を
兌
骨
と
為
す
。 

臂
骨
の
尽
る
処
を
腕
と
為
す
。 

脊
の
両
旁
を
膂
と
為
す
。 

肩
後
の
下
を
肩
髆
と
為
す
。 

椎
骨
を
脊
と
為
す
。 

尻
上
の
横
骨
を
腰
と
為
す
。 
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腓
腸
の
上
、
膝
の
後
、
曲
れ
る
処
を
膕
と
為
す
。 

膂
の
内マ

マ

〔
肉
の
誤
で
あ
ろ
う
〕
を
胂
と
曰
ふ
。
脊
を
夾
む
肉
な
り
。 

脱
は
自
ら
脱
す
る
が
如
し
。
抜
は
他
が
抜
く
が
如
し
。 

両
乳
の
間
を
胸
と
為
す
。
） 

脳
戸
後
為
レ

項
、 

目
下
為
䪼
、 

肩
井
ノ

的
処
、
以
三
指
按
取
之
、
当
二

中
指
一

下
陥
者
、 

脇
、
胠
也
、 

䯒
外
為
輔
骨
、 

外
踝
以
上
為
絶
骨
、 

足
大
指
爪
甲
後
為
三
毛
、
三
毛
後
横
文
為
聚
毛
、 

項
骨
ノ

三
椎
共
二
十
四
椎
、 

𩩲
骬
ハ

即
岐
骨
也
、 

（
脳
戸
の
後
を
項
と
為
す
。 

目
の
下
を
䪼
と
為
す
。 

肩
井
の
的
処
、
三
指
を
以
て
按
じ
て
之
を
取
る
。
中
指
の
下
の
陥
な
る
者
に
当
た
る
。 

脇
は
胠
な
り
。 
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䯒
の
外
を
輔
骨
と
為
す
。 

外
踝
以
上
を
絶
骨
と
為
す
。 

足
大
指
の
爪
甲
の
後
を
三
毛
と
為
す
。
三
毛
の
後
の
横
文
を
聚
毛
と
為
す
。 

項
骨
の
三
椎
共
に
二
十
四
椎
。 

𩩲
骬
は
即
ち
岐
骨
な
り
。
） 

  

こ
こ
で
は
、
経
穴
部
位
を
記
す
際
に
、
あ
る
い
は
経
穴
を
取
る
際
に
必
要
な
用
語
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

 

⑱
頭
、
胸
腹
の
横
規
（
経
穴
部
位
を
定
め
る
横
の
寸
法
）
に
つ
い
て
記
す
。 

 

脳
前
第
二
行
、
去
コ
ト

レ

中
各
一
寸
五
分
、 

曲
差
ハ

、
在
二

神
庭
旁
一
寸
五
分
一

、 

五
処
、
在
上
星
旁
一
寸
五
分
、 

承
光 

通
天 

（
脳
前
の
第
二
行
は
、
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
一
寸
五
分
な
り
。 

曲
差
は
、
神
庭
の
旁
ら
一
寸
五
分
な
り
。 
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五
処
は
、
上
星
の
旁
ら
一
寸
五
分
な
り
。 

承
光
。 

通
天
。
） 

脳
後
第
二
行
、
去
レ

中
一
寸
三
分
、 

玉
枕
ハ

、
在
脳
戸
旁
一
寸
三
分
、 

（
脳
後
の
第
二
行
は
、
中
を
去
る
こ
と
一
寸
三
分
な
り
。 

玉
枕
は
、
脳
戸
の
旁
ら
一
寸
三
分
に
在
り
。
） 

脳
第
三
行
之
証 

本
神
、
在
曲
差
旁
一
寸
五
分
、
然
別
両
間
相
去
六
寸
、 

（
脳
の
第
三
行
の
証
。 

本
神
は
、
曲
差
の
旁
ら
一
寸
五
分
に
在
り
。
然
れ
ば
両
間
相
ひ
去
る
こ
と
六
寸
に
別わ

く
。） 

胸
前
第
二
行
横
規
、 

自
二

横
骨
一

至
二

肓
兪
一

六
穴
、
去
中
各
一
寸
半
、
資
生
、
十
四
経
各
五
分
、 

自
二

商
曲
一

至
二

幽
門
一

五
穴
、
去
中
各
五
分
、 

自
二

歩
廊
一

至
二

或
中
一

五
穴
、
去
レ

中
各
二
寸
、 

（
胸
前
の
第
二
行
の
横
規
。 

「
横
骨
よ
り
肓
兪
に
至
る
六
穴
、
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
一
寸
半
な
り
」
、『
資
生
』。『
十
四
経
』
は
「
各
お
の
五
分
な
り
」
と
。 
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商
曲
よ
り
幽
門
に
至
る
五
穴
、
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
五
分
な
り
。 

歩
廊
よ
り
或
中
に
至
る
五
穴
、
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
二
寸
な
り
。
） 

胸
腹
前
第
三
行
横
規
、 

自
気
戸
至
二

乳
根
一

七
穴
、
去
レ

中
各
四
寸
、 

自
二

不
容
一

至
二

滑
肉
門
一

六
穴
、
去
レ

中
各
三
寸
、 

自
天
枢
至
帰
来
、
去
中
二
寸
、 

右
各
雖
レ

為
二

足
陽
明
ノ

一
経
一

、
同
二

上
中
下
一

而
有
八
寸
六
寸
四
之
異
、
云
々
、
明
堂
正
面
之
図
宜
レ

象
レ

之
、 

自
二

人
迎
一

至
二

缺
盆
一

、
去
レ

中
各
一
寸
五
分
、 

（
胸
腹
前
の
第
三
行
の
横
規
。 

気
戸
よ
り
乳
根
に
至
る
七
穴
、
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
四
寸
な
り
。 

不
容
よ
り
滑
肉
門
に
至
る
六
穴
、
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
各
三
寸
な
り
。 

天
枢
よ
り
帰
来
に
至
る
、
中
を
去
る
こ
と
二
寸
な
り
。 

右
、
各
お
の
足
陽
明
の
一
経
と
為
す
と
雖
も
、
上
中
下
を
同
じ
く
し
て
八
寸
六
寸
四
〔
寸
〕
の
異
有
り
、
云
々
。『
明
堂
』
正
面
の
図
、
宜
し
く

之
に
象
る
。 

人
迎
よ
り
缺
盆
に
至
る
、
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
一
寸
五
分
な
り
。
） 

胸
腹
第
四
行
横
規
、 

天
渓
、
胸
郷
、
周
栄
、
中
府
、
去
中
各
四
寸
五
分
、〔
中
府
、〕
手
太
陰
経
也
、
足
太
陰
会
也
、 
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衝
門
、
府
舎
、
腹
結
、
大
横
、
腹
哀
、
去
中
各
四
寸
五
分
、 

（
胸
腹
の
第
四
行
の
横
規
。 

天
渓
、
胸
郷
、
周
栄
、
中
府
は
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
四
寸
五
分
な
り
。〔
中
府
は
〕
手
太
陰
経
な
り
、
足
太
陰
の
会
な
り
。 

衝
門
、
府
舎
、
腹
結
、
大
横
、
腹
哀
は
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
四
寸
五
分
な
り
。
） 

  

こ
こ
で
は
、
頭
、
胸
腹
部
の
経
穴
部
位
を
定
め
る
横
の
寸
法
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

頭
部
。「
脳
前
第
二
行
」
で
は
曲
差
穴
、
五
処
穴
な
ど
の
部
位
を
挙
げ
、
中
行
〔
正
中
〕
よ
り
「
一
寸
五
分
」
で
あ
る
と
示
す
。「
脳
後
第
二
行
」
で
は
玉

枕
穴
の
部
位
を
挙
げ
、
中
行
よ
り
「
一
寸
三
分
」
で
あ
る
と
示
す
。「
脳
第
三
行
」
で
は
本
神
穴
の
部
位
を
挙
げ
、
中
行
よ
り
「
一
寸
五
分
」
で
あ
る
と
示

す
。 

 

胸
腹
部
。「
胸
〔
腹
〕
前
第
二
行
」
で
は
横
骨
穴
か
ら
肓
兪
穴
を
挙
げ
、『
針
灸
資
生
経
』
で
は
中
行
よ
り
「
一
寸
半
」、『
十
四
経
発
揮
』
で
は
「
五
分
」

で
あ
る
と
記
し
た
上
で
、
中
行
よ
り
「
一
寸
半
」
と
示
す
。
つ
い
で
商
曲
穴
か
ら
幽
門
穴
で
は
中
行
よ
り
「
五
分
」、
歩
廊
穴
か
ら
彧
中
（
或
中
）
穴
ま
で

は
中
行
よ
り
「
二
寸
」
と
示
す
。「
胸
腹
前
第
三
行
」
で
は
気
戸
穴
か
ら
乳
根
穴
を
挙
げ
中
行
よ
り
「
四
寸
」、
不
容
穴
か
ら
滑
肉
門
穴
を
挙
げ
中
行
よ
り
「
三

寸
」
、
天
枢
穴
か
ら
帰
来
穴
を
挙
げ
中
行
よ
り
「
二
寸
」
と
示
す
。「
胸
腹
第
四
行
」
で
は
天
渓
穴
、
胸
郷
穴
、
周
栄
穴
、
中
府
穴
、
お
よ
び
衝
門
穴
、
府
舎

穴
、
腹
結
穴
、
大
横
穴
、
腹
哀
穴
を
挙
げ
中
行
よ
り
「
四
寸
五
分
」
と
示
す
。 
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⑲
奥
書 

 
天
正
二
（
壬
戌
）
歳 

 

道
三 

（
天
正
二
の
壬
戌
の
歳 

 

道
三
） 

 

⑳
前
述
⑫
⑬
へ
の
返
答
お
よ
び
⑱
に
つ
い
て
の
補
説
。 

 

同
身
之
横
寸
、
先
後
相
違
之
不
審
、
無
余
儀
候
、 

導
道
口
授
之
相
伝
ハ

、
両
間
ヲ

定
二

八
寸
一

、 

其
後
、
滑
氏
十
四
経
之
正
面
背
後
之
両
図
ニ

、
一
身
竪
横
寸
法
、
誠
的
解
、
如
指
掌
、 

即
、
以
二

乳
間
九
寸
五
分
之
説
一

、 

 

胸
囲
腰
囲
之
長
、 

 

耳
前
之
寸
、
耳
後
之
寸
、 

参
二

考
之
ヲ

一

、
毫
里
之
差
違
無
之
候
故
、
以
十
四
経
之
説
、
為
定
規
而
已
、 

然
間
、
先
年
加
筆
之
小
冊
、
御
見
せ
候
事
、
本
懐
大
慶
不
通
之
候
、 

（
同
身
の
横
寸
、
先
後
相
違
の
不
審
、
余
儀
無
く
候
。 

導
道
が
口
授
の
相
伝
は
、
両
間
を
八
寸
に
定
む
。 
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其
の
後
、
滑
氏
の
『
十
四
経
』
の
正
面
背
後
の
両
図
に
、
一
身
竪
横
の
寸
法
あ
り
、
誠
に
的
解
な
り
。
指
掌
の
如
し
。 

即
ち
、
乳
間
九
寸
五
分
の
説
を
以
て
、 

 
胸
囲
腰
囲
の
長
、 

 

耳
前
の
寸
、
耳
後
の
寸
、 

之
を
参
考
と
し
て
、
毫
里
の
差
違
之
れ
無
く
候
故
、『
十
四
経
』
の
説
を
以
て
、
定
規
と
為
す
の
み
。 

然
れ
ば
、
先
年
加
筆
の
小
冊
、
御
見
せ
候
事
、
本
懐
大
慶
、
之
の
通
り
な
ら
ず
候
。
） 

  

前
述
⑫
⑬
へ
の
返
答
お
よ
び
⑱
の
胸
腹
の
横
規
（
経
穴
部
位
を
定
め
る
横
の
寸
法
）
に
つ
い
て
の
補
説
で
あ
る
。
⑱
の
「
胸
腹
前
第
三
行
横
規
」
に
は
「
自

気
戸
至
乳
根
七
穴
、
去
中
各
四
寸
。
（
気
戸
よ
り
乳
根
に
至
る
七
穴
、
中
を
去
る
こ
と
各
お
の
四
寸
な
り
。）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
乳
頭
に
位
置
す
る
経
穴

で
あ
る
乳
中
穴
は
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
気
戸
よ
り
乳
根
に
至
る
七
穴
」
に
含
ま
れ
、
よ
っ
て
こ
こ
で
は
両
乳
間
は
八
寸
と
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
あ
る
い
は

上
記
③
の
経
穴
部
位
を
決
め
る
た
め
に
用
い
る
計
測
法
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
箇
所
で
は
「
雖
云
、
予
受
導
道
之
直
伝
。
人
身
竪
横
之
寸
法
、
嘗
授
与
於
意

庵
畢
。
以
乳
間
定
于
横
八
寸
也
。（
雖
が
云
ふ
、
予 

導
道
の
直
伝
を
受
く
。
人
身
竪
横
の
寸
法
、
嘗
て
意
庵
に
授
与
し
畢
ん
ぬ
。
乳
間
を
以
て
横
八
寸
に
定

む
な
り
。
）」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
の
⑳
に
は
続
い
て
、「
同
身
之
横
寸
、
先
後
相
違
之
不
審
、
無
余
儀
候
。（
同
身
の
横
寸
、
先
後
相
違
の
不
審
、
余
儀
無
く
候
。
）」
と
宗
巴
の
疑
問
を
肯

定
し
、
さ
ら
に
「
導
道
口
授
之
相
伝
ハ
、
両
間
定
八
寸
。（
導
道
が
口
授
の
相
伝
は
、
両
間
を
八
寸
に
定
む
。
）」
と
道
三
が
師
・
導
道
よ
り
両
乳
間
八
寸
と

伝
授
さ
れ
た
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
上
記
③
の
記
述
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
⑳
で
は
さ
ら
に
続
い
て
、「
其
後
、
滑
氏
十
四
経
之
正
面
背
後
之
両
図
ニ
、

一
身
竪
横
寸
法
、
誠
的
解
。
如
指
掌
。
（
其
の
後
、
滑
氏
の
『
十
四
経
』
の
正
面
背
後
の
両
図
に
、
一
身
竪
横
の
寸
法
あ
り
、
誠
に
的
解
な
り
。
指
掌
の
如
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し
。
）」
と
『
十
四
経
発
揮
』
目
録
の
後
に
付
さ
れ
る
「
仰
人
尺
寸
之
図
」「
伏
人
尺
寸
之
図
」
に
記
さ
れ
る
人
身
の
縦
横
の
寸
法
が
明
確
で
あ
り
簡
明
で
あ

る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
胸
囲
腰
囲
の
長
さ
（
『
十
四
経
発
揮
』
で
は
「
胸
囲
四
尺
五
寸
」「
腰
囲
四
尺
二
寸
」
）、
耳
前
の
寸
法
（
耳
の
前
の
左
右
の
広
さ
、

『
十
四
経
発
揮
』
で
は
「
耳
前
当
耳
門
、
其
広
一
尺
三
寸
」
）、
耳
後
の
寸
法
（
耳
の
後
の
左
右
の
広
さ
、『
十
四
経
発
揮
』
で
は
「
耳
後
当
完
骨
、
其
広
九

寸
」
）
を
「
乳
間
九
寸
五
分
の
説
」
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
て
も
微
塵
も
差
違
が
な
い
、
よ
っ
て
「
以
十
四
経
之
説
、
為
定
規
而
已
。（『
十
四
経
』
の
説

を
以
て
、
定
規
と
為
す
の
み
。
）
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
師
か
ら
伝
授
さ
れ
た
乳
間
八
寸
説
を
、
そ
の
後
に
考
究
し
た
『
十
四
経
発
揮
』
の
記
述
に
従
い

検
証
し
た
結
果
、
乳
間
九
寸
五
分
説
に
改
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

こ
こ
か
ら
は
道
三
は
当
時
最
新
の
経
穴
研
究
書
で
あ
っ
た
『
十
四
経
発
揮
』
を
詳
細
に
考
究
し
、
さ
ら
に
そ
の
記
述
を
文
言
の
み
の
理
解
で
は
な
く
、
人

体
を
用
い
て
検
証
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
ま
た
、
そ
う
し
て
得
た
見
解
に
は
、
た
と
え
師
説
と
異
な
っ
て
も
そ
れ
を
採
用
す
る
と
い
う
真
摯
な

姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。 
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第
三
節 
考 

 

察 

  

一
．
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
に
つ
い
て 

  

本
書
は
曲
直
瀬
道
三
と
そ
の
門
弟
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
、
経
穴
部
位
に
関
わ
る
問
答
を
録
し
た
書
で
あ
る
。
内
容
⑮
か
ら
は
、
本
書
が
留
庵
宗
巴

（
秦
宗
巴
）
と
盍
静
老
人
（
曲
直
瀬
道
三
）
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
書
簡
を
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
⑭
か
ら
は
、
宗
巴
が
道
三
に
質

問
書
簡
を
送
り
、
そ
こ
に
道
三
か
ら
の
返
答
を
書
入
れ
る
よ
う
所
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
⑯
か
ら
は
、
そ
の
所
望
に
答
え
て
道
三
が
書
入
れ
を

行
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。 

 

質
問
者
で
あ
る
秦
宗
巴
〔
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
～
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
〕
は
、
字
は
徳
岩
、
号
は
立
安
（
ま
た
立
庵
）、
寿
命
院
。
『
寛
政

重
修
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
、
丹
波
国
の
人
、
二
十
六
歳
で
医
を
志
し
、
は
じ
め
吉
田
意
庵
宗
桂
に
医
を
学
び
、
そ
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
の
ち
曲
直
瀬
道
三

に
就
学
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
よ
り
豊
臣
秀
次
に
仕
え
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
徳
川
家
康
に
謁
見
、
翌
年
に
は
采
地
を
賜
っ
た
、
慶
長
十
二
年

（
一
六
〇
七
）
没
、
五
十
八
歳
。
著
書
に
は
経
穴
学
書
『
兪
穴
参
伍
的
法
』
（
未
刊
）
が
知
ら
れ
る
。
同
書
の
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
の
末
尾
近
く

に
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
曲
直
瀬
道
三
識
語
が
録
さ
れ
て
い
る
（
一
四
）
。
こ
の
識
語
か
ら
す
る
と
、
宗
巴
は
二
十
五
歳
で
『
兪
穴
参
伍
的
法
』
を
著
し
て

お
り
、
そ
の
非
凡
な
才
能
が
窺
い
知
れ
る
（
一
五
）
。 
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本
書
の
構
成
は
、
秦
宗
巴
か
ら
道
三
に
提
出
さ
れ
た
質
問
に
道
三
が
返
答
を
書
き
入
れ
た
書
簡
の
写
し
で
あ
る
前
半
部
分
と
、
後
半
部
分
「
一
渓
先
生
秘

説
一
紙
也
」
に
大
別
さ
れ
る
。
前
半
部
の
末
で
あ
る
内
容
⑯
に
は
「
腹
部
胸
部
縦
横
相
伝
之
秘
説
進
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
続
く
後
半
部
の
「
一

渓
先
生
秘
説
一
紙
也
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
本
書
の
後
半
部
は
前
半
部
の
道
三
返
答
と
と
も
に
宗
巴
に
送
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
後
半
部
の
奥
書
で
あ
る
内
容
⑲
天
正
二
年
道
三
奥
書
か
ら
は
、
本
問
答
書
簡
が
天
正
二
年
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
交
わ
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
と
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
兪
穴
参
伍
的
法
』
道
三
識
語
が
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
仲
秋
で
あ
る
こ
と
と
、
内
容
⑲
の
天
正
二
年
道
三
奥

書
（
一
六
）

と
あ
わ
せ
て
推
察
す
る
と
、
本
問
答
書
簡
は
天
正
二
年
の
か
な
り
早
い
時
期
に
交
わ
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
い
は
『
兪
穴
参
伍
的

法
』
編
纂
の
終
わ
り
に
近
い
段
階
で
宗
巴
が
疑
問
点
を
道
三
に
質
問
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
書
の
筆
写
に
関
わ
る
事
項
は
、
七
丁
裏
ノ
ド
に
記
さ
れ
た
「
紙
数
八
枚
、
図
一
枚
、
栄
順
写
之
」
の
み
で
あ
る
。
筆
写
者
に
つ
い
て
の
詳
細
は
不
明
で

あ
る
。 

 

本
書
に
録
さ
れ
る
問
答
書
簡
は
、
経
穴
部
位
に
関
わ
る
問
答
で
あ
り
、
そ
の
質
問
は
多
く
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
記
載
を
中
心
に
諸
書
を
照
合
し
、
そ

れ
ら
の
記
載
の
異
同
を
明
ら
か
に
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
な
る
書
名
（
内
題
）
は
こ
こ
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

二
．
秦
宗
巴
の
質
問
に
つ
い
て 

  

宗
巴
に
よ
る
質
問
で
は
、『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
記
載
を
中
心
に
質
問
を
提
示
し
て
い
る
（
内
容
①
②
④
⑤
⑥
⑧
⑨
⑩
）。
ほ
か
に
宗
巴
の
質
問
に
引
用
さ

れ
る
書
目
は
『
黄
帝
内
経
素
問
』（
王
冰
注
・
新
校
正
注
）『
黄
帝
内
経
霊
枢
』『
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
』『
千
金
方
』『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』『
聖
済
総
録
』

『
針
灸
大
全
』
『
針
灸
聚
英
』『
全
九
集
』
で
あ
る
（
一
七
）
。
い
ず
れ
も
当
時
の
経
穴
研
究
に
お
い
て
重
要
な
書
と
言
え
る
。 
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宗
巴
が
質
問
に
引
用
す
る
上
述
の
書
と
、
道
三
が
針
灸
に
お
い
て
重
用
し
て
い
た
書
と
の
関
係
を
考
察
す
る
と
次
の
こ
と
が
分
か
る
。
道
三
が
増
補
改
訂

し
た
『
（
仮
名
）
全
九
集
』
の
「
正
面
之
灸
穴
」「
背
後
傍
側
之
灸
穴
」「
小
児
之
灸
穴
」
な
ど
は
ほ
ぼ
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
従
い
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

道
三
が
京
で
行
っ
た
医
書
講
釈
の
書
目
が
列
記
さ
れ
る
「
道
三
在
洛
講
釈
之
記
（
一
八
）
」
で
は
、
針
灸
に
関
わ
る
書
と
し
て
『
難
経
』、『
明
堂
灸
経
』
が
挙
げ

ら
れ
、
道
三
が
経
穴
講
究
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
ら
よ
り
知
れ
る
。
宗
巴
が
同
書
を
中
心
に
質
問
を
提
示
し

て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
曲
直
瀬
門
下
に
お
け
る
経
穴
の
中
心
テ
キ
ス
ト
が
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
先
に
述
べ

た
通
り
『
針
灸
大
全
』『
針
灸
聚
英
』『
全
九
集
』
は
道
三
が
著
し
た
針
灸
学
書
『
針
灸
集
要
』
に
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
曲
直
瀬
門
下
に
お
い

て
医
学
各
科
の
学
ぶ
べ
き
書
を
挙
げ
た
「
源
委
嗣
続
之
専
学
（
一
九
）
」
に
は
針
灸
分
野
で
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
の
書
名
が
見
え
る
。
曲
直
瀬
門
下
に
あ
っ

た
宗
巴
が
こ
れ
ら
の
書
を
講
究
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
宗
巴
は
、
こ
れ
ら
曲
直
瀬
門
の
針
灸
に
関
わ
る
記
述
に
積
極
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

書
を
中
心
に
、
諸
書
を
校
合
し
て
経
穴
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

宗
巴
が
著
し
た
『
兪
穴
参
伍
的
法
』
に
は
本
問
答
書
簡
の
影
響
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
同
書
に
お
け
る
経
穴
の
記
載
部
分
は
『
十
四
経
発
揮
』
に
範

を
取
っ
た
記
述
方
式
で
あ
る
こ
と
は
そ
の
一
例
で
あ
り
、
ま
た
「
胸
腹
四
行
上
下
広
狭
寸
分
一
覧
図
（
二
〇
）
」
や
大
椎
穴
、
中
府
穴
の
記
述
に
も
そ
の
影
響
が

見
て
取
れ
る
。
一
方
、
手
三
里
穴
や
温
溜
穴
の
部
位
な
ど
本
問
答
書
簡
の
道
三
返
答
に
従
わ
な
い
記
述
も
見
ら
れ
（
二
一
）
、
ま
た
、
一
部
経
脈
に
お
い
て
経
穴

の
記
載
順
が
『
十
四
経
発
揮
』
や
従
来
の
諸
説
と
異
な
る
（
二
二
）

な
ど
、
宗
巴
独
自
の
経
穴
研
究
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
宗
巴
が
編
ん
だ
『
兪
穴
参
伍
的
法
』

は
、
曲
直
瀬
門
で
重
視
さ
れ
た
経
穴
学
習
書
を
基
本
に
、
本
問
答
書
簡
で
得
た
知
見
を
加
味
し
、
宗
巴
独
自
の
研
究
成
果
に
従
っ
て
編
ま
れ
た
書
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
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三
．
曲
直
瀬
道
三
の
返
答
に
つ
い
て 

  

一
方
、
道
三
の
返
答
で
引
用
さ
れ
る
書
目
は
『
十
四
経
発
揮
』『
医
林
集
要
』『
切
紙
』
で
あ
る
。『
範
翁
導
道
伝
授
書
写
（
支
山
人
よ
り
道
三
に
授
け
し

書
）
』（
慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
、1

5
0
x
-
9

）
に
よ
る
と
、
道
三
が
師
・
導
道
か
ら
講
授
さ
れ
た
医
書
の
う
ち
針
灸
に
関
わ
る
書
に
は
『
素
問
』『
難
経
』『
聖
恵

明
堂
（
太
平
聖
恵
方
巻
百
、
あ
る
い
は
そ
の
抄
出
本
（
二
三
）
）』
が
あ
る
。
道
三
は
『
聖
恵
明
堂
』
を
師
よ
り
学
ん
だ
後
、
上
述
の
よ
う
に
道
三
増
改
本
『
（
仮

名
）
全
九
集
』
の
経
穴
部
で
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
多
く
従
い
、
ま
た
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
を
門
下
生
の
学
習
す
べ
き
書
と
し
て
取
り
あ
げ
た
。
そ

し
て
当
時
最
新
の
経
穴
学
専
門
書
で
あ
っ
た
『
十
四
経
発
揮
』
を
重
用
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、『
十
四
経
発
揮
』
は
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）

以
前
に
道
三
が
著
し
た
『
針
灸
集
要
』
に
は
既
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
門
流
の
者
が
学
ぶ
べ
き
道
三
の
編
著
書
を
記
し
た
「
当
流
宜
学
之
目
録
（
二
四
）
」
の
『
針

灸
集
要
』
の
項
に
は 

 

雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
一
巻
者
、
是
抜
集
諸
聖
賢
之
針
灸
経
幷
十
四
経
等
者
也
、 

（
『
雖
知
苦
斎
針
灸
集
要
』
一
巻
は
、
是
れ
諸
聖
賢
の
「
針
灸
経
」
幷
び
に
『
十
四
経
』
等
を
抜
き
集
め
た
る
も
の
な
り
） 

 

と
単
独
で
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
前
述
の
通
り
「
源
委
嗣
続
之
専
学
」
に
お
い
て
も
学
ぶ
べ
き
書
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
問
答

書
簡
で
は
、
内
容
⑳
に
お
い
て
「
同
身
之
横
寸
、
…
…
、
以
十
四
経
之
説
、
為
定
規
而
已
」
と
し
、
宗
巴
に
「
先
年
加
筆
之
小
冊
、
御
見
せ
候
事
、
本
懐
大

慶
不
通
之
候
」
と
す
る
な
ど
、
経
穴
学
習
、
研
究
に
お
い
て
『
十
四
経
発
揮
』
を
相
当
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

『
切
紙
』
は
道
三
に
よ
り
著
さ
れ
た
も
の
な
の
で
返
答
に
引
用
さ
れ
る
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
が
、
内
容
⑨
か
ら
は
宗
巴
が
こ
の
時
点
で
切
紙
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「
宜
諷
類
（
二
五
）
」
を
得
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
前
述
の
通
り
『
医
林
集
要
』
は
『
針
灸
集
要
』
の
各
論
部
（「
諸
証
的
治
応
穴
」）
に
引
用
さ
れ
る
書

目
の
う
ち
最
も
多
く
、
ま
た
、
こ
の
各
論
部
の
篇
目
（
病
門
）
の
立
て
方
は
ほ
ぼ
『
医
林
集
要
』
に
従
っ
て
い
る
な
ど
、
道
三
が
針
灸
臨
床
に
お
い
て
『
医

林
集
要
』
を
重
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

 

後
半
部
分
の
「
一
渓
先
生
秘
説
一
紙
也
」
（
内
容
⑰
⑱
⑲
）
は
、
そ
の
体
裁
や
奥
書
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
道
三
か
ら
宗
巴
に
送
ら
れ
た
切
紙

に
類
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
部
分
に
関
わ
る
も
の
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
刊
本
『
切
紙
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
宗
巴
の
よ
う
に
経
穴
に
通

暁
し
た
者
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
部
分
を
検
討
し
た
結
果
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
全
て
の
条
文
が
『
十
四
経
発
揮
』
に
拠
っ
て
い
た
。
道
三
が

経
穴
部
位
を
定
め
る
上
で
『
十
四
経
発
揮
』
を
重
用
し
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。 

 

道
三
は
諸
説
あ
る
経
穴
部
位
の
考
定
を
行
う
上
で
の
基
本
方
針
を
「
世
ニ
普
ク
人
ノ
用
て
ヨ
キ
明
堂
、
又
ハ
世
名
ノ
聞
タ
ル
者
ノ
仕
候
灸
法
ア
マ
タ
集

テ
、
宜
従
甚
多
者
也
」（
内
容
⑪
）
と
し
て
い
る
。
一
方
で
宗
巴
の
質
問
に
対
す
る
返
答
で
は
、
多
数
の
医
家
が
採
用
し
て
い
る
説
に
拠
る
ば
か
り
で
な
く
、

師
説
や
臨
床
的
見
地
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
返
答
（
二
六
）

も
あ
り
、
文
献
記
述
ば
か
り
に
拘
泥
し
な
い
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
三
の
姿
勢
は
曲

直
瀬
道
三
増
改
本
『
（
仮
名
）
全
九
集
』
巻
七
の
「
小
児
之
灸
穴
」
の
冒
頭
に
も
「
凡
、
小
児
ノ
灸
法
、
諸
書
ニ
載
ス
ル
ト
イ
エ
ト
モ
、
文
シ
ケ
ク
シ
テ
、

タ
カ
ヒ
ニ
同
カ
ラ
ス
。
其
誤
リ
有
ル
事
多
シ
。
故
ニ
イ
マ
日
々
ニ
用
テ
験
ア
ル
穴
ホ
ゝ
是
ヲ
シ
ル
ス
。
（
凡
そ
、
小
児
の
灸
法
、
諸
書
に
載
す
る
と
い
え
ど

も
、
文
し
げ
く
し
て
、
た
が
ひ
に
同
じ
か
ら
ず
。
其
の
誤
り
有
る
事
多
し
。
故
に
い
ま
日
々
に
用
ひ
て
験
あ
る
穴
ほ
ぼ
是
を
し
る
す
。
）」
と
記
さ
れ
る
こ
と

か
ら
も
分
か
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
経
穴
、
針
灸
の
研
究
を
行
っ
て
い
っ
た
道
三
は
、
更
に
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
『
禁
灸
穴
禁
針
穴
解
幷
仰
伏
同
身
寸
法
』
一
巻
、

次
い
で
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
『
針
治
聖
法
之
直
伝
』
一
通
を
編
み
（
二
七
）
、
こ
れ
ら
を
門
弟
教
育
に
用
い
て
い
た
（
二
八
）
。
道
三
が
経
穴
、
針
灸
の
研
究

を
続
け
、
そ
れ
ら
に
通
暁
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 
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四
．
道
三
の
問
答
書
簡

―
『
翠
竹
翁
答
問
書
』
に
つ
い
て 

  

本
章
で
検
討
し
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
は
道
三
と
そ
の
門
人
の
秦
宗
巴
と
の
問
答
書
簡
を
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
道
三
は
門
人
な
ど
と
の
間

で
、
こ
の
よ
う
な
問
答
書
簡
を
通
じ
て
医
学
教
育
や
治
療
指
導
、
あ
る
い
は
医
学
思
想
の
伝
授
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
端
を
示
す
資
料
と
し

て
道
三
が
交
わ
し
た
問
答
書
簡
を
録
し
た
『
翠
竹
翁
答
問
書
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
、
ス
／
一
八
）
が
伝
存
す
る
。 

 

『
翠
竹
翁
答
問
書
』
に
は
、
道
三
の
医
学
思
想
が
質
問
に
対
す
る
答
え
と
い
う
具
体
的
な
形
で
残
さ
れ
て
お
り
、
本
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
三

の
医
学
思
想
や
当
時
の
医
学
の
具
体
的
様
相
の
一
端
が
詳
述
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
『
翠
竹
翁
答
問
書
』
を
と
り
あ
げ
、
ま
ず
同
書

に
つ
い
て
調
査
し
、
次
に
同
書
中
の
針
灸
に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
抽
出
調
査
し
、
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
の
一
端
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 

（
一
）『
翠
竹
翁
答
問
書
』
に
つ
い
て 

 

本
書
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
写
（
筆
写
者
不
詳
）、
内
題
「
道
三
答
書
」、「
甘
静
老
問
答
書
」（
一
～
九
七
丁
）「
建
部
源
内
問
答
ノ
書
」（
九
七
～

一
〇
八
丁
）
か
ら
な
る
。
前
半
部
は
甘
静
老
と
、
後
半
部
は
建
部
源
内
と
道
三
と
の
問
答
書
翰
を
録
し
た
も
の
。
前
半
部
に
は
「
道
三
判
」
な
ど
の
署
名
が

七
か
所
見
え
る
。
前
半
部
の
書
翰
が
交
わ
さ
れ
た
時
期
は
、「
永
禄
六
癸
亥
年
六
月
十
九
日
晩
…
…
」、「
甲
子
八
月
十
六
日 

道
三
謹
記
」
な
ど
の
記
述
か

ら
永
禄
（
一
五
五
八
～
一
五
七
〇
）
の
頃
と
推
察
さ
れ
る
。
問
答
の
内
容
は
、
症
例
を
提
示
し
た
質
問
に
対
し
道
三
が
病
態
説
明
・
処
方
指
示
し
て
い
る
も

の
や
、
病
症
、
養
生
、
食
性
、
語
義
に
関
す
る
も
の
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。 

 

本
書
の
前
半
部
の
質
問
者
で
あ
る
甘
静
老
に
つ
い
て
は
不
詳
。
書
中
で
は
甘
静
軒
と
も
称
し
て
い
る
（
三
十
丁
裏
、
四
十
二
丁
裏
、
六
十
七
丁
裏
な
ど
）。
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甘
静
軒
の
名
は
、
曲
直
瀬
玄
朔
の
門
人
を
録
し
た
玄
朔
の
自
筆
本
『
玄
朔
門
下
学
生
帳
（
内
題
：
啓
迪
庵
下
学
徒
）』（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
、

乾
五
三
七
九
）
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
（
読
点
お
よ
び
〔 

〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
記
）。 

 

宗
何 

 
摂
州
平
野
人
、
甘
静
軒
嫡
男
、
号
寿
庵 

 

同
年
〔
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
〕
八
月
十
四
日 

 

ま
た 

 

道
仙 

 

甘
静
親
類
、
慈
済
院
証 

 

〔
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）〕
三
月
十
三
日 

 

恐
ら
く
、
こ
こ
に
見
え
る
「
甘
静
軒
」
お
よ
び
「
甘
静
」
は
『
翠
竹
翁
答
問
書
』
の
「
甘
静
老
（
甘
静
軒
）」
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
甘
静
軒
の
嫡
男

で
あ
る
宗
何
は
、
摂
州
平
野
の
人
、
寿
庵
と
号
し
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
八
月
十
四
日
に
曲
直
瀬
玄
朔
に
入
門
し
て
い
る
。
ま
た
、
甘
静
軒
の
親
類
で

あ
る
道
仙
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
入
門
し
て
い
る
。
こ
こ
よ
り
、
甘
静
軒
も
ま
た
摂
州
平
野
に
住
し
て
い
た
人
物
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
二

九
）
。 

 

後
半
部
の
質
問
者
で
あ
る
建
部
源
内
に
つ
い
て
は
不
詳
。 

 

（
二
）
針
灸
に
関
わ
る
道
三
の
返
答 

 

針
灸
に
関
わ
る
道
三
の
返
答
は
四
十
八
か
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
（
括
弧
内
は
回
数
、
重
複
あ
り
）、
灸
（
四
十
四
）、
取
穴
（
十
五
）、
針
（
一
）、
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他
（
一
）
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
か
所
見
ら
れ
た
針
の
記
載
は
否
定
的
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
一
腎
積
ニ
ハ
ヒ
ネ
リ
針
ハ
イ
カ
ヽ
。 

 

正
気
ヘ
リ
テ
酒
力
ニ
テ
夜
中
安
臥
ス
ル
ホ
ト
ニ
ハ
針
治
無
用
カ
。 

又
腹
ナ
ト
ヒ
ネ
リ
ヤ
ワ
ラ
ク
ル
事
ハ
如
何
。 

 

ヤ
ワ
ラ
カ
ニ
按
摩
ス
ル
事
ヨ
ク
候
、
素
問
ニ
モ
ア
リ
。 

 

下
腹
部
か
ら
上
腹
部
あ
る
い
は
胸
部
に
気
が
突
き
上
が
る
病
で
あ
る
腎
積
に
「
ヒ
ネ
リ
針
」
は
如
何
か
と
の
質
問
に
対
し
、
飲
酒
に
よ
っ
て
夜
間
安
眠
で
き

る
よ
う
な
場
合
は
針
は
無
用
で
あ
ろ
う
か
と
返
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
腎
積
に
対
し
て
腹
部
を
柔
ら
げ
る
こ
と
は
ど
う
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
柔
ら
か
に

按
摩
を
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
道
三
は
針
を
用
い
ず
に
対
処
で
き
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
針
は
用
い
ず
に
湯
液
や
灸
、
按
摩
な
ど
で
治
療

す
る
よ
う
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

本
書
中
で
灸
に
関
す
る
記
載
は
、
内
傷
、
外
感
、
臓
腑
筋
脈
、
五
官
、
瘧
、
イ
ボ
、
小
児
、
婦
人
な
ど
に
対
し
て
な
さ
れ
、
指
示
さ
れ
て
い
る
施
灸
部
位

は
（
括
弧
内
は
回
数
）
、
頭
面
部
（
四
）、
胸
部
（
二
）、
腹
部
（
五
）、
背
部
（
十
二
）、
上
肢
（
三
）、
下
肢
（
五
）、
阿
是
穴
、
局
所
で
あ
っ
た
（
重
複
は

除
く
）
。
種
々
の
病
症
に
対
し
て
施
灸
を
指
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
施
灸
部
位
は
体
幹
部
や
病
症
近
辺
に
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。 

 

（
三
）『
翠
竹
翁
答
問
書
』
か
ら
み
る
道
三
の
針
灸 

 

『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
と
同
様
に
、
道
三
は
『
翠
竹
翁
答
問
書
』
に
お
い
て
も
問
答
書
簡
を
通
じ
て
医
学
教
育
や
治
療
指
導
、
あ
る
い
は
医
学
思
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想
の
伝
授
を
行
っ
て
い
る
。 

 

『
翠
竹
翁
答
問
書
』
は
永
禄
頃
の
道
三
の
医
学
思
想
を
残
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
同
書
中
で
の
道
三
の
針
灸
指
示
は
、
種
々
の
病
症
に
施
灸
を
指
示

し
て
お
り
、
針
の
指
示
は
な
い
。
こ
れ
は
、
質
問
者
が
針
に
通
じ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
甘
静
軒
お
よ
び
建

部
源
内
の
人
物
に
つ
い
て
未
詳
で
あ
る
た
め
こ
れ
以
上
の
考
察
は
叶
わ
な
い
。
し
か
し
、
や
は
り
『
翠
竹
翁
答
問
書
』
か
ら
も
、
第
一
章
で
述
べ
た
ご
と
く
、

道
三
は
針
と
灸
を
比
べ
れ
ば
灸
を
重
用
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
道
三
は
種
々
の
病
症
に
灸
を
指
示
し
、
そ
の
施
灸
部
位
は
体
幹
部
や

病
症
近
辺
に
多
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
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小 

 
結 

   

『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
同
書
は
曲
直
瀬
道
三
と
そ
の
門
人
・
秦
宗
巴
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
経
穴
に
関

す
る
問
答
書
簡
を
録
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
に
は
、
両
者
が
行
っ
た
経
穴
研
究
の
実
態
の
一
端
が
残
さ
れ
て
い
た
。 

 

曲
直
瀬
道
三
は
「
世
ニ
普
ク
人
ノ
用
て
ヨ
キ
明
堂
、
又
ハ
世
名
ノ
聞
タ
ル
者
ノ
仕
候
灸
法
ア
マ
タ
集
テ
、
宜
従
甚
多
者
也
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
諸
書

を
参
看
、
ま
た
当
時
最
新
の
経
穴
学
を
取
り
込
み
、
あ
る
い
は
師
説
や
臨
床
的
見
地
と
照
ら
し
て
経
穴
部
位
の
考
定
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
研
究
は
『
黄
帝

明
堂
灸
経
』『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
を
経
て
、『
十
四
経
発
揮
』
を
中
心
に
行
う
に
至
っ
て
い
た
。
ま
た
、
道
三
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
や
『
翠

竹
翁
答
問
書
』
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
問
答
書
簡
を
通
じ
て
医
学
教
育
や
治
療
指
導
、
あ
る
い
は
医
学
思
想
の
伝
授
を
行
っ
て
い
た
。 

 

秦
宗
巴
は
経
穴
部
位
の
諸
説
を
比
較
検
討
し
、
師
・
道
三
に
質
問
を
提
示
し
て
い
た
。
そ
こ
で
得
た
回
答
を
ふ
ま
え
独
自
の
見
解
を
示
し
て
『
兪
穴
参
伍

的
法
』
を
編
著
し
て
い
た
。 

 

本
書
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
活
発
に
行
わ
れ
る
経
穴
研
究
の
萌
芽
と
も
言
え
る
安
土
桃
山
時
代
に
行
わ
れ
た
、
経
穴
研
究
の
実
態
の
一
端
を
残
す
良
質
な

資
料
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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文
献
と
注 

 

（
一
） 

長
野
仁
、
曲
直
瀬
家
医
学
書
覚
え
書 

そ
の
１
、『
鍼
灸
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
』、
一
五
巻
三
号
、
一
九
九
九
年
、
九
二
頁
。
長
野
仁
、
書
物
か
ら
み
た
日

本
鍼
灸
の
歴
史
―
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
の
鍼
灸
書
―
、『
鍼
の
ひ
び
き
灸
の
ぬ
く
も
り
―
癒
し
の
歴
史
―
』、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
、
岐

阜
、
二
〇
〇
二
年
、
四
四
頁
。 

（
二
） 

小
曽
戸
洋
、
和
刻
漢
籍
医
書
出
版
年
表
（
『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』、
大
修
館
書
店
、
東
京
、
一
九
九
九
）
に
よ
る
と
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
刊

本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

①
『
（
新
刊
）
黄
帝
明
堂
灸
経
』
、
三
巻
一
冊
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
刊
、
古
活
字
印
本 

②
『
（
新
刊
）
黄
帝
明
堂
灸
経
』
、
三
巻
一
冊
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
刊
、
古
活
字
印
本 

③
『
（
新
刊
）
黄
帝
明
堂
灸
経
』
、
三
巻
一
冊
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
刊
、
古
活
字
印
本 

④
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
、
三
巻
一
冊
、
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
刊 

⑤
『
（
新
刊
）
黄
帝
明
堂
灸
経
』
、
三
巻
一
冊
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
刊 

⑥
『
（
新
刊
）
黄
帝
明
堂
灸
経
』
、
三
巻
一
冊
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
武
村
市
兵
衛
刊 

⑦
『
（
新
刊
）
黄
帝
明
堂
灸
経
』
、
三
巻
一
冊
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊 

（
三
） 

WH
O

西
太
平
洋
地
域
事
務
局
原
著
、
第
二
次
日
本
経
穴
委
員
会
監
訳
、『WHO/WPRO

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』、
医
道
の
日
本
社
、

神
奈
川
、
二
〇
〇
九
年
。 
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（
四
） 

前
掲
注
三
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
五
） 

前
掲
注
三
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
六
） 
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
正
統
石
刻
拓
本
（
蓬
左
文
庫
蔵
）
で
は
「
在
曲
池
下
二
寸
」
と
記
さ
れ
る
。 

（
七
） 

前
掲
注
三
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
八
） 

前
掲
注
三
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
九
） 

創
医
会
学
術
部
編
、
『
漢
方
用
語
大
辞
典
』
、
燎
原
、
東
京
、
一
九
八
四
年
初
版
、
二
〇
〇
一
年
第
九
版
。 

（
一
〇
）
拙
稿
、
曲
直
瀬
道
三
の
『
鍼
灸
集
要
』
と
そ
の
周
辺
、
生
活
文
化
史
、
六
二
号
、
二
〇
一
二
年
、
一
九
～
四
三
頁
。 

（
一
一
）
前
掲
注
三
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
一
二
）
『
針
灸
大
全
』
に
は 

 

平
肩
大
杼
大
骨
下
、
第
二
陶
道
、
三
身
柱
、
四
柱
無
穴
、
神
道
五
、
…
…
。 

（
平
肩
な
る
大
杼
は
大
骨
の
下
、
第
二
は
陶
道
、
三
は
身
柱
、
四
柱
は
穴
無
し
、
神
道
は
五
、
…
…
。） 

 

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

（
一
三
）
前
掲
注
三
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
一
四
）
本
識
語
は
次
の
通
り
。 

 



- 168 - 

諸
家
針
灸
兪
穴
異
同
、
参
考
類
伍
而
一
於
是
非
、
欲
導
後
学
而
撰
集
此
一
巻
矣
。
予
検
閲
焉
、
誠
起
死
回
生
之
宝
也
。
然
而
未
題
書
名
。
就

予
求
之
不
得
点
正
、
而
以
命
兪
穴
参
伍
的
法
之
六
字
、
応
彼
命
云
。 

 
于
時
天
正
第
二
甲
戌
年
中
秋
望
日 

 
 
 

日
東
洛
下
雖
知
苦
戸 

道
三 

 
 

立
庵 
宗
巴
公 

（
諸
家
の
針
灸
の
兪
穴
の
異
同
、
参
考
類
伍
し
て
是
非
に
一
に
し
、
後
学
を
導
か
ん
と
欲
し
て
此
の
一
巻
を
撰
集
せ
り
。
予
、
焉
を
検

閲
す
る
に
、
誠
に
起
死
回
生
の
宝
な
り
。
然
し
て
未
だ
書
名
を
題
せ
ず
。
予
に
就
き
て
之
を
求
め
る
も
、
点
正
す
る
を
得
ず
、
以
っ
て

兪
穴
参
伍
的
法
の
六
字
を
命
じ
、
彼
の
命
に
応
ず
と
云
ふ
。 

 

時
に
天
正
第
二
甲
戌
年
、
中
秋
望
日 

 
 
 

日
東
洛
下
雖
知
苦
戸 
道
三 

 
 

立
庵 

宗
巴
公
。
） 

 

（
一
五
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
吉
田
意
庵
宗
桂
門
か
ら
道
三
門
に
移
っ
た
理
由
と
し
て 

 

一
日
宗
桂
か
た
り
て
い
は
く
、
汝
才
能
も
つ
と
も
お
ほ
し
。
我
弟
子
の
列
に
あ
る
べ
か
ら
ず
。
こ
こ
に
を
い
て
今
大
路
一
渓
道
三
を
師
と
し

…
… 
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と
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
一
六
）
原
文
で
は
天
正
二
年
の
干
支
が
「
壬
戌
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
年
の
干
支
は
「
甲
戌
」
で
あ
る
。「
壬
戌
」
の
干
支
に
は
永
禄
五
年
（
一
五
六

二
）
が
あ
る
が
、
同
年
で
は
宗
巴
が
若
年
に
過
ぎ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
内
容
⑱
の
干
支
が
誤
記
で
あ
る
と
考
え
る
。 

（
一
七
）
引
用
条
文
の
校
勘
を
行
っ
た
結
果
、
内
容
①
で
引
用
さ
れ
る
『
甲
乙
経
』
は
『
素
問
』
気
穴
論
・
気
府
論
の
王
注
が
引
用
す
る
も
の
、
内
容
②

で
引
用
さ
れ
る
『
銅
人
』
は
『
針
灸
資
生
経
』
所
引
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
他
の
引
用
書
も
あ
わ
せ
、
底
本
に
つ
い
て
の
検
討
が
残
さ

れ
る
。 

（
一
八
）
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
当
流
医
之
源
委
』（
乾
五
四
四
五
）
に
収
録
。『
当
流
医
之
源
委
』
は
そ
の
名
の
通
り
道
三
流
の
源
委
が

示
さ
れ
て
お
り
、
神
農
・
黄
帝
か
ら
始
ま
り
『
医
学
正
伝
』
ま
で
の
道
三
流
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
医
家
・
医
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
一
九
）
「
源
委
嗣
続
之
専
学
」
は
、
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
当
流
医
之
源
委
』（
前
掲
注
一
八
）
に
収
録
。 

（
二
〇
）
あ
る
い
は
、
こ
の
「
胸
腹
四
行
上
下
広
狭
寸
分
一
覧
図
」
は
内
容
⑫
に
記
さ
れ
る
「
図
」
に
類
す
る
も
の
か
。 

（
二
一
）
京
都
大
学
付
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
所
蔵
本
（
ト
・
九
三
）
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
中
府
、
在
乳
上
参
肋
間
、
動
脈
応
手
、
去
雲

門
一
寸
也
（
中
府
、
乳
上
参
肋
間
に
在
り
、
動
脈
手
に
応
ず
、
雲
門
を
去
る
こ
と
一
寸
な
り
）」「
大
顀
、
在
第
一
顀
下
陥
中
、
或
一
顀
上
陥
（
大

顀
、
第
一
顀
の
下
の
陥
中
、
或
い
は
一
顀
の
上
の
陥
に
在
り
」「
手
三
里
、
在
曲
池
下
二
寸
（
手
三
里
、
曲
池
の
下
二
寸
に
在
り
）」「
温
溜
、
在
腕

後
小
士
六
寸
、
大
士
五
寸
、
又
、
云
在
腕
後
五
寸
間
、
動
脈
中
（
温
溜
、
腕
後
の
小
士
は
六
寸
、
大
士
は
五
寸
に
在
り
、
又
、
腕
後
五
寸
間
、
動

脈
中
に
在
り
と
云
ふ
）
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

（
二
二
）
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
足
陽
明
胃
経
は
、『
十
四
経
発
揮
』
な
ど
で
は
承
泣
か
ら
始
ま
り
四
白
・
巨
髎
…
と
続
く
が
、『
兪
穴
参
伍
的
法
』
で
は
頭

維
か
ら
始
ま
り
下
関
・
頬
車
・
承
泣
…
と
続
く
。 
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（
二
三
）
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字
台
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
太
平
聖
恵
方
黄
帝
明
堂
灸
経
』
は
室
町
写
本
と
目
さ
れ
て
い
る
〔
真
柳
誠
、
龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館
和
漢
古
典
籍
貴
重
書
解
題
（
自
然
科
学
之
部
）、
龍
谷
大
学
、
京
都
、
一
九
九
七
年
、

h
t
t
p
:
/
/
m
ay
a
n
a
g
i.
h
u
m
.
iba

r
a
k
i
.
a
c
.j
p
/
p
aper03/ryukoku/meidoukyukei.html

に
よ
る
〕。
そ
の
字
様
な
ど
か
ら
、
あ
る
い
は
曲
直
瀬
流

と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
。 

（
二
四
）
「
当
流
宜
学
之
目
録
」
は
、
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
当
流
医
之
源
委
』（
前
掲
注
一
八
）
に
収
録
。 

（
二
五
）
内
容
⑨
で
引
用
さ
れ
る
『
切
紙
』
宜
諷
類
〔
刊
本
『
切
紙
』
で
は
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
辛
未
歳
九
月
下
澣
奥
書
〕
の
「
背
部
中
行
歌
」

は
、
あ
る
い
は
『
針
灸
大
全
』
背
部
中
行
に
拠
っ
た
か
。『
針
灸
大
全
』
は
『
針
灸
集
要
』
前
半
の
総
論
部
で
最
も
多
く
引
用
さ
れ
る
書
で
あ
り
、

道
三
が
『
針
灸
大
全
』
を
重
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。 

（
二
六
）
例
え
ば
内
容
④
の
温
溜
穴
は
、
諸
説
の
多
く
は
「
小
士
五
寸
、
大
士
六
寸
」
と
す
る
（『
十
四
経
発
揮
』
は
「
小
士
六
寸
、
大
士
五
寸
」
に
作

る
）
。
ち
な
み
に
、
内
容
④
の
「
絶
子
」（
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』）
と
ほ
ぼ
同
文
の
も
と
、『
医
説
』
に
「
灸
臍
下
二
寸
三
分
間
動
脈
中
三
壮
」、『
普
済

方
』
に
「
灸
臍
下
二
寸
五
分
動
脈
中
三
壮
」
と
見
え
る
。 

（
二
七
）
「
当
流
宜
学
之
目
録
」
（
前
掲
注
二
四
）
に
よ
る
。 

（
二
八
）
『
当
流
医
之
源
委
』（
前
掲
注
一
八
）
に
録
さ
れ
る
「
対
学
侶
宜
使
授
与
之
次
序
」
に
よ
る
。 

（
二
九
）
平
成
二
十
三
年
、
古
書
市
場
に
甘
静
軒
と
道
三
の
問
答
書
簡
の
実
物
を
巻
子
に
装
丁
し
た
『
師
弟
問
答
』
な
る
一
軸
が
出
現
し
た
。
目
録
に
よ

る
と
次
の
通
り
。 

 

師
弟
問
答 

一
軸 
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甘
静
軒
乗
筑
問 

曲
直
瀬
道
三
答 

各
自
筆 

永
禄
四
年
頃
成 

安
田
文
庫
旧
蔵 

紙
高
二
五
・
四
糎 

長
さ
一
〇
米
七
四
糎 

巻
子
装 

箱
入 

虫
喰
補
修 

 

 

目
録
で
は
写
真
五
点
が
掲
載
さ
れ
た
。
掲
載
写
真
を
見
る
と
『
翠
竹
翁
答
問
書
』
に
含
ま
れ
る
文
章
も
見
え
、
こ
の
『
師
弟
問
答
』
は
『
翠
竹

翁
答
問
書
』
に
録
さ
れ
た
問
答
書
簡
の
現
物
で
あ
ろ
う
。
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
見
る
と
道
三
の
署
名
に
は
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
な

ど
『
翠
竹
翁
答
問
書
』
に
な
い
記
載
も
見
ら
れ
る
。『
師
弟
問
答
』
の
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
。 

 





  

第
三
章 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵 

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
に
つ
い
て 
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は
じ
め
に 

   

先
に
い
さ
さ
か
触
れ
た
通
り
、
我
が
国
に
お
け
る
経
穴
お
よ
び
経
穴
部
位
の
研
究
は
江
戸
時
代
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
、
多
く
の
経
穴
研
究
書
が
編
ま
れ

た
。
例
え
ば
、
堀
元
厚
の
『
隧
輸
通
攷
』（
一
七
四
四
年
自
序
）
、
菊
池
玄
蔵
の
『
経
絡
発
明
』
（
一
七
五
三
年
刊
）、
寺
尾
隆
純
の
『
十
四
経
絡
腧
穴
弁
解
』

（
一
七
八
四
年
成
）、
原
南
陽
の
『
経
穴
彙
解
』（
一
八
〇
七
年
序
刊
）
、
小
阪
元
祐
の
『
経
穴
籑
要
』（
一
八
一
〇
年
刊
）
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の

先
駆
け
と
し
て
著
さ
れ
た
書
と
し
て
、
秦
宗
巴
（
一
五
五
〇
～
一
六
〇
七
）
の
『
兪
穴
参
伍
的
法
』〔
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
曲
直
瀬
道
三
奥
書
〕
と
饗

庭
東
庵
の
『
黄
帝
秘
伝
経
脈
発
揮
』
が
知
ら
れ
る
。
前
者
は
十
四
経
脈
の
各
経
脈
ご
と
に
所
属
経
穴
の
部
位
と
主
治
に
つ
い
て
の
簡
明
な
記
述
を
掲
載
し
、

ま
た
そ
の
病
証
ご
と
に
主
治
穴
を
ま
と
め
て
記
し
た
書
で
あ
り
、
後
者
は
『
黄
帝
内
経
』
の
説
に
基
づ
き
経
文
を
引
用
し
つ
つ
臓
腑
、
経
脈
、
経
穴
を
論
じ
、

そ
れ
以
降
の
『
甲
乙
経
』
『
脈
経
』
『
千
金
方
』『
千
金
翼
方
』『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』『
太
平
聖
恵
方
（
巻
九
十
九
・
巻
百
）』『
針
灸
資
生
経
』
と
い
っ
た

諸
書
を
引
い
て
経
脈
経
穴
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
論
述
す
る
も
の
で
、
優
れ
た
江
戸
前
期
の
経
脈
経
穴
学
書
と
し
て
、
つ
と
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
書
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
、
正
に
こ
の
分
野
に
お
け
る
嚆
矢
を
な
す
、
重
要
な
経
穴
研
究
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
た
既
に
触
れ
た
通
り
、
先
駆
的
経
穴
研
究
書
を
著
し
た
人
物
と
言
え
る
、
秦
宗
巴
は
曲
直
瀬
道
三
の
門
人
で
あ
り
、
ま
た
饗
庭
東
庵
は

曲
直
瀬
玄
朔
の
門
人
で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
曲
直
瀬
家
に
従
学
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
記
の
経
穴
研
究
の
初
期
に
曲
直
瀬
家
が
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て

い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
書
の
成
立
に
つ
い
て
も
曲
直
瀬
家
が
大
い
に
影
響
を
与
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
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る
。
と
は
言
え
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
書
が
編
ま
れ
た
背
景
、
す
な
わ
ち
曲
直
瀬
家
と
そ
の
周
辺
の
人
物
が
、
い
か
よ
う
に
こ
の
研
究
に
か
か
わ
り
、
そ
の
成

果
を
蓄
積
し
敷
衍
し
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
当
時
の
経
穴
研
究
の
実
態
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
曲
直
瀬
一
門
お
も
に
曲
直
瀬
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
お
よ
び
経
穴
研
究
の
実
例
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
経
穴
研

究
の
依
拠
す
る
中
国
典
籍
の
変
遷
の
具
体
例
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
様
相
を
残
す
資
料
と
し
て
は
、
秦
宗
巴
と
曲
直
瀬
道
三
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
経
穴
に
つ
い
て
の
問
答
を
録
し
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不

審
少
々
』
が
現
存
す
る
。
従
来
そ
の
存
在
は
報
告
さ
れ
て
い
た
（
一
）

が
、
内
容
に
関
わ
る
検
討
は
未
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
、
既
に
前
章
に

お
い
て
い
さ
さ
か
究
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
曲
直
瀬
道
三
は
諸
書
を
参
看
し
、
ま
た
当
時
最
新
の
経
穴
学
を
取
り
込
み
、
あ
る
い
は
師
説
や
臨
床
的
見
地
と

照
ら
し
て
経
穴
部
位
の
考
定
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
研
究
や
門
弟
教
育
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
を
経
て
『
十
四
経
発
揮
』
を
中
心

に
行
う
に
至
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
た
、
秦
宗
巴
は
経
穴
部
位
の
諸
説
を
比
較
検
討
し
師
・
道
三
に
質
問
を
提
示
し
、
そ
こ
で
得
た
回
答
を
ふ
ま
え
独

自
の
見
解
を
示
し
て
『
兪
穴
参
伍
的
法
』
を
編
著
し
て
い
た
こ
と
、
従
っ
て
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
活
発
に
行
わ
れ
る
経
穴

研
究
の
萌
芽
と
も
言
え
る
安
土
桃
山
時
代
に
行
わ
れ
た
、
経
穴
研
究
の
実
態
の
一
端
を
残
す
良
質
な
資
料
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』（
Ｗ
Ａ
七-

一
一
五
、
無
刊
記
、
慶
長
古
活
字
印
本
）（
以
下
、
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
）

に
は
多
く
の
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
。『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
は
、
前
述
の
通
り
、
勅
撰
の
医
方
集
『
太
平
聖
恵
方
』（
九
九
二
年
刊
）
の
巻
百
に
収
録
さ
れ

た
「
明
堂
灸
経
」
「
小
児
明
堂
」
を
合
わ
せ
単
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
の
「
明
堂
灸
経
」
は
尺
寸
法
、
灸
法
に
関
す
る
記
述
で
あ
り
、
経
穴
部
位

と
主
治
症
の
記
述
か
ら
な
る
。
ま
た
「
小
児
明
堂
」
は
小
児
の
灸
法
に
関
す
る
記
述
の
集
成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
書
は
元
・
竇
桂
芳
に
よ
り
『
針
灸
四
書
』

（
一
三
一
一
年
刊
）
に
編
入
刊
行
さ
れ
、
日
本
で
は
慶
長
古
活
字
印
本
を
は
じ
め
版
を
重
ね
広
く
流
布
し
た
書
物
で
あ
る
。 
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そ
こ
で
こ
の
書
入
れ
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
こ
れ
を
調
査
し
て
み
る
と
、
上
記
の
如
き
課
題
に
つ
い
て
の
さ
さ
や
か
な
が
ら
も
確
固
た
る
究
明
が
な
さ
れ

た
。
そ
こ
で
以
下
に
先
ず
、
そ
の
書
入
れ
を
抜
出
し
、
こ
れ
に
解
析
を
加
え
、
更
に
そ
の
意
義
に
つ
い
て
ま
と
め
、
上
記
課
題
に
対
す
る
意
義
に
つ
い
て
ま

で
言
及
し
て
ゆ
き
た
い
。 
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第
一
節 
書
入
れ
の
実
際 

   

こ
の
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
に
見
え
る
書
入
れ
は
ほ
ぼ
全
巻
に
わ
た
っ
て
お
り
、
多
く
は
天
頭
お
よ
び
本
文
行
間
に
な
さ
れ
て
い
る
。
最
終
丁
（
五
十
五

丁
）
裏
に
は
墨
書
で
「
取
騎
竹
馬
灸
法
」
の
十
二
行
が
次
の
通
り
書
入
れ
ら
れ
て
い
た
（
返
点
・
送
仮
名
は
原
本
に
よ
る
、〔 

〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
記
）。 

 

 
 
 

騎
竹
馬
灸
法 

従
男
左
女
右
臂
ノ

腕
中 

横
文
起
テ

用
テ

二└

稈-

心

薄
篦
一
条
ヲ

一

量
テ 

至
ル

二

中
指
ニ

一

斉
テ

二

肉
尽
処
ニ

一

不
量 

爪
甲
截
断
シ
テ

次
キ

用
イ

二

薄
篦
取 

前
同
身
可
一
寸
則
子 

却
令
病
人
脱
二

去
上
下
衣
服
ヲ

一

以
大
竹
ノ

扛
キ
ヤ
ウ

一
条
跨
リ

定
テ

両
人
随
徐
扛
起
シ
テ 

足
要
離
コ
ト

レ

地
ヲ

五
寸
許
リ

両
傍
更
以
両
人
扶
ケ

定
テ

毋
レ

令
レ

揺
コ
ト

不
穏
却
以
前
○

マ
メ
ツ 

長
篦
貼
定
竹
杠
竪
起
従
尼マ

マ

骶
骨
貼
レ

脊
ニ

量
テ

至
テ

二

蔑ホ

ノ

尽
処
ニ

一

以 
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筆
○

マ
メ
ツ

記
此
不
二

是
灸
穴
一

却
テ

用
後
取
テ

二

同
身
ノ

寸
ヲ

一

篦
取
両
寸
二
摺
自
中
穴 

横
量
両
傍
各
一
寸
方
ニ

是
灸
穴
可
灸
三
七
壮
此
二
穴
専
ラ

治
○
○
○
○
○
○

マ
メ
ツ
、
〔
右
傍
書
〕
癰
疽
悪
瘡
発 

レ

背
ニ

癤
［
疒
＋
毒
］
ヲ

瘰
癧
諸
［
疒
＋
風
］
灸
之
極

挟

〔
マ
マ
、
徐
作
「
効
」〕

ナ
リ 

〔 
 
 

騎
竹
馬
灸
法 

男
は
左
、
女
は
右
、
臂
の
腕
中
横
文
よ
り
起
て
、
薄
篦
（
稈
心
）
一
条
を
用
て
量
て
中
指
に
至
る
、
肉
の
尽
く
る
処
に
斉
し
く
し
て
爪
甲
を
量
ら

ず
截
断
し
て
、
次
ぎ
、
薄
篦
を
用
ひ
、
前
の
同
身
の
一
寸
の
則
子
と
す
可
き
を
取
り
、
却
て
病
人
を
し
て
上
下
の
衣
服
を
脱
去
せ
し
む
。
大
竹
の

扛
一
条
を
以
て
跨
り
定
め
て
、
両
人
随
て
徐
ろ
に
扛
起
し
て
、
足
、
地
を
離
る
る
こ
と
五
寸
許
り
を
要
す
。
両
傍
、
更
に
両
人
を
以
て
扶
け
定
め

て
、
揺
る
こ
と
穏
や
か
な
ら
ざ
ら
し
む
る
な
か
れ
。
却
て
前
に
○

マ
メ
ツ

〔『
針
灸
大
全
』
は
「
量
」
に
作
る
〕
る
。
長
篦
を
以
て
竹
杠
に
貼
け
定
め
て
、

竪
て
起
し
て
、
尼マ

マ

〔
『
針
灸
大
全
』
は
「
尾
」
に
作
る
〕
骶
骨
よ
り
脊
に
貼
り
量
り
て
蔑
の
尽
く
処
に
至
り
て
、
筆
を
以
て
○

マ
メ
ツ

〔『
針
灸
大
全
』

は
「
点
」
に
作
る
〕
記
す
。
此
れ
は
是
れ
灸
穴
に
あ
ら
ず
。
却
て
用
ひ
て
後
、
同
身
の
寸
篦
を
取
り
て
両
寸
を
取
り
、
二
つ
に
摺
ん
で
、
中
穴
よ

り
横
に
両
傍
各
一
寸
を
量
る
。
方
に
是
れ
灸
穴
な
り
。
三
七
壮
を
灸
す
べ
し
。
此
の
二
穴
、
専
ら
○
○
○
○
○
○

マ

メ

ツ

〔
右
に
癰
疽
、
悪
瘡
と
傍
書
あ

り
〕
背
に
癤
［
疒
＋
毒
］
を
（
発
）
す
、
瘰
癧
、
諸
［
疒
＋
風
］
、
を
治
す
。
之
に
灸
す
れ
ば
極
め
て

挟
（
マ
マ
）

（
効
）
あ
り
。〕 

 

こ
れ
は
経
絡
に
は
所
属
し
な
い
奇
穴
に
分
類
さ
れ
る
騎
竹
馬
穴
の
部
位
と
主
治
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
騎
竹
馬
穴
は
『
備
急
灸
法
』〔
聞
人
耆
年
、
宝
慶

二
年
（
一
二
二
六
）
成
〕
の
淳
祐
五
年
（
一
二
四
五
）
重
刊
本
に
付
さ
れ
た
の
を
初
め
に
、
諸
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
二
）
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
に
書
入
れ
を
行
っ
た
者
や
、
年
月
に
関
す
る
記
載
は
見
ら
れ
な
い
。
朱
筆
で
は
書
名
・
人
名
へ
の
朱
引
き
、
経

穴
の
別
名
、
所
属
経
脈
名
な
ど
が
、
墨
筆
で
は
訓
点
、
語
音
、
語
釈
、
異
本
と
の
校
勘
、
経
穴
部
位
に
関
す
る
記
述
な
ど
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
書
入
れ
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に
見
え
る
書
名
・
人
名
は
『
素
問
』（
『
黄
帝
内
経
素
問
』）・『
素
注
』（『
黄
帝
内
経
素
問
』
注
）・『
難
経
』・『
甲
乙
経
（
ま
た
甲
乙
）』・『
千
金
』（『
千
金
方
』）・

『
銅
人
』（『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
）・『
聖
済
（
ま
た
セ
イ
ザ
イ
）
』（
『
聖
済
総
録
』）・『
明
堂
』（『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
）・『
十
四
経
』（『
十
四
経
発
揮
』
）・『
徐

氏
（
ま
た
徐
）
』（『
針
灸
大
全
』
）・『
聚
英
（
ま
た
聚
）
』（『
針
灸
聚
英
』）・『
会
』（『
古
今
韻
会
挙
要
』）・『
集
韻
』・『
金
』（『
金
蘭
循
経
』）・『
針
灸
集
書
』・

『
集
要
』（
三
）
、
そ
し
て
「
師
伝
」
・
「
師
説
」
等
が
見
ら
れ
る
。 

 

こ
こ
で
、「
師
伝
」「
師
説
」
に
着
目
し
書
入
れ
を
抽
出
す
る
と
、「
師
伝
」「
師
説
」
を
含
む
書
入
れ
は
計
七
か
所
に
見
ら
れ
る
。
以
下
、
書
入
れ
位
置
（
丁

数
表
裏
）
：
書
入
れ
対
象
の
本
文
「
書
入
れ
」
と
し
て
こ
れ
ら
を
列
挙
し
て
み
る
（
［ 

］
内
は
筆
者
に
よ
る
補
記
）。 

 

①
十
七
丁
表
：
婦
人
懐
孕
…
…
、
若
絶
子
、
灸
臍
下
二
寸
三
寸
間
…
、「
師
伝
、
二
寸
半
」、 

（
婦
人
懐
孕
…
…
。
若
し
絶
子
せ
ば
、
臍
下
の
二
寸
三
寸
の
間
…
…
に
灸
せ
よ
。
「
師
伝
は
二
寸
半
な
り
」。） 

②
十
八
丁
裏
：
或
中
二
穴
、
在
輸
府
下
一
寸
…
…
、「
師
説
、
一
寸
ト
ア
レ
ト
モ
一
寸
六
分
ノ
説
ヲ
用
」
、 

（
或
中
二
穴
、
輸
府
下
一
寸
…
…
に
在
り
。「
師
説
、
一
寸
と
あ
れ
ど
も
一
寸
六
分
の
説
を
用
ふ
、
と
」。） 

③
十
八
丁
裏
：
気
衝
二
穴
、
在
帰
来
下
一
寸
…
…
、「
聚
英
、
師
説
、
二
寸
、
聖
済
モ
同
二
寸
」
、 

（
気
衝
二
穴
、
帰
来
下
一
寸
…
…
に
在
り
。「
聚
英
、
師
説
は
二
寸
な
り
、
聖
済
も
同
じ
く
二
寸
な
り
」。） 

④
十
九
丁
表
：
三
里
二
穴
、
在
膝
下
三
寸
…
…
、「
師
説
、
膝
眼
下
三
寸
」
、 

（
三
里
二
穴
、
膝
の
下
三
寸
…
…
に
在
り
。「
師
説
は
膝
眼
の
下
三
寸
な
り
」。
） 

⑤
二
十
丁
表
：
天
井
二
穴
、
在
…
…
肘
後
一
寸
…
…
、
「
師
伝
云
、
肘[

上
一]
寸
」、 

（
天
井
二
穴
、
…
…
肘
の
後
一
寸
…
…
に
在
り
。「
師
伝
に
云
ふ
、
肘[

上]

の[
一]
寸
、
と
」。） 
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⑥
三
十
四
丁
裏
：
玉
枕
二
穴
、
在
絡
却
後
七
分
半
…
…
、「
一
寸
半
、
聚
、
明
堂
、
銅
人
、
師
伝
ニ
、
一
寸
三
分
」、 

（
玉
枕
二
穴
、
絡
却
の
後
七
分
半
…
…
に
在
り
。「
一
寸
半
、
聚
、
明
堂
、
銅
人
。
師
伝
に
一
寸
三
分
、
と
」。） 

⑦
四
十
四
丁
表
：
温
溜
二
穴
、
在
腕
後
五
寸
六
寸
間
…
…
、
「
五
寸
五
分
、
師
説
」
、 

（
温
溜
二
穴
、
腕
後
五
寸
六
寸
間
…
…
に
在
り
。「
五
寸
五
分
、
師
説
な
り
」。） 

  

こ
こ
で
①
は
「
絶
子
（
本
書
で
は
「
堕
胎
ト
見
ヘ
シ
」
と
傍
書
あ
り
）
に
は
臍
下
の
二
寸
三
寸
の
間
、
動
脈
中
に
三
壮
を
灸
せ
よ
」
と
い
う
本
文
の
「
二

寸
三
寸
の
間
」
に
対
す
る
「
師
伝
、
二
寸
半
」
と
い
う
書
入
れ
で
あ
る
。
臍
下
二
寸
に
は
石
門
穴
、
臍
下
三
寸
に
は
関
元
穴
が
あ
り
、
両
穴
と
も
絶
子
に
関

わ
る
穴
と
さ
れ
る
（『
甲
乙
経
』『
千
金
方
』
な
ど
）
。
し
か
し
こ
こ
の
「
師
伝
」
で
は
経
穴
名
に
よ
る
解
釈
で
は
な
く
、「
二
寸
半
」
と
い
う
分
寸
を
も
っ
て

釈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
他
書
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
師
」
が
「
二
寸
三
寸
間
」
を
「
二
寸
か
ら
三
寸
の
範
囲
内
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
二
寸
と

三
寸
の
中
間
」
す
な
わ
ち
「
二
寸
半
」
と
具
体
的
に
解
釈
し
教
示
し
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。 

 

②
は
或
中
（
彧
中
）
穴
の
部
位
に
つ
い
て
、
本
文
の
「
輸
府
の
下
一
寸
、
…
…
」
に
対
す
る
「
師
説
、
一
寸
と
あ
れ
ど
も
一
寸
六
分
の
説
を
用
ふ
、
と
」

と
い
う
書
入
れ
で
あ
る
。
彧
中
穴
は
現
在
で
は
「
前
胸
部
、
第
一
肋
間
、
前
正
中
線
の
外
方
二
寸
（
四
）
」
と
さ
れ
る
。『
甲
乙
経
』
以
来
、
前
胸
部
の
経
穴
は

多
く
縦
一
寸
六
分
の
間
隔
で
部
位
表
記
さ
れ
、
彧
中
穴
も
歴
代
ほ
と
ん
ど
の
書
で
「
兪
府
の
下
一
寸
六
分
、
…
…
」
と
記
さ
れ
る
。
彧
中
を
「
兪
府
の
下
一

寸
」
と
す
る
の
は
中
国
書
で
は
管
見
で
は
本
書
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
し
か
な
い
。「
師
説
」
は
本
書
の
「
一
寸
」
説
に
は
従
わ
ず
「
一
寸
六
分
ノ
説
ヲ
用
（
ふ
）」

と
し
て
お
り
、
多
く
の
諸
説
に
従
う
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。 

 

③
は
気
衝
穴
の
部
位
に
つ
い
て
、
本
文
の
「
帰
来
の
下
一
寸
、
鼠
鼷
の
上
一
寸
、
…
…
」
の
「
帰
来
の
下
一
寸
」
に
対
す
る
「
聚
英
、
師
説
は
二
寸
な
り
、

聖
済
も
同
じ
く
二
寸
な
り
」
と
い
う
書
入
れ
で
あ
る
。
気
衝
穴
は
現
在
で
は
「
鼡
径
部
、
恥
骨
結
合
上
縁
と
同
じ
高
さ
で
、
前
正
中
線
の
外
方
二
寸
、
大
腿
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動
脈
拍
動
部
（
五
）
」
と
さ
れ
る
。
歴
代
の
諸
書
で
は
「
帰
来
の
下
、
鼠
鼷
の
上
一
寸
、
…
…
」（『
甲
乙
経
』『
千
金
翼
方
』『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
な
ど
）
、

「
帰
来
の
下
一
寸
、
鼠
鼷
の
上
一
寸
、
…
…
」（
『
千
金
方
』『
外
台
秘
要
方
』
な
ど
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
書
入
れ
で
は
「
師
説
」
と
と
も
に
『
針
灸
聚
英
』

『
聖
済
総
録
』
に
お
い
て
「
帰
来
の
下
二
寸
」
と
す
る
と
し
て
い
る
が
、
現
伝
『
針
灸
聚
英
（
六
）
』『
聖
済
総
録
（
七
）
』
で
は
「
帰
来
の
下
一
寸
」
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
書
入
れ
が
い
か
な
る
底
本
に
よ
る
か
は
不
詳
。
ま
た
「
帰
来
の
下
二
寸
」
と
す
る
も
の
は
諸
書
に
は
見
え
ず
、「
師
説
」
が
い
か
な
る
典
拠
に

よ
る
か
も
ま
た
不
詳
で
あ
る
。 

 

④
は
足
三
里
穴
の
部
位
に
つ
い
て
、
本
文
の
「
膝
の
下
三
寸
、
…
…
」
に
対
す
る
「
師
説
、
膝
眼
の
下
三
寸
」
と
い
う
書
入
れ
で
あ
る
。
足
三
里
穴
は
現

在
で
は
「
下
腿
前
面
、
犢
鼻
と
解
渓
を
結
ぶ
線
上
、
犢
鼻
の
下
方
三
寸
（
八
）
」
と
さ
れ
る
。『
甲
乙
経
』
ほ
か
歴
代
の
多
く
の
書
で
は
「
膝
の
下
三
寸
、
…
…
」

と
さ
れ
て
お
り
、
「
膝
眼
の
下
三
寸
、
…
…
」
と
す
る
も
の
は
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
（
都
数
）
』『
扁
鵲
心
書
』『
十
四
経
発
揮
』
な
ど
が
あ
る
。「
師
説
」

で
は
「
膝
眼
の
下
三
寸
」
と
す
る
こ
と
で
、
足
三
里
穴
の
部
位
を
よ
り
明
確
に
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

⑤
は
天
井
穴
の
部
位
に
つ
い
て
、
本
文
の
「
天
井
二
穴
、
…
…
肘
の
後
一
寸
」
に
対
す
る
「
師
伝
に
云
ふ
、
肘[

上]

の[

一]

寸
、
と
」
と
い
う
書
入
れ
で

あ
る
。
天
井
穴
は
現
在
で
は
「
肘
後
面
、
肘
頭
の
上
方
一
寸
、
陥
凹
部
（
九
）
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
肘
後
一
寸
」
と
す
る
も
の
に
は
『
外
台
秘
要
方
』
な
ど
が

あ
る
。
「
肘
上
一
寸
」
と
す
る
も
の
に
は
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
（
巻
上
）
』『
針
灸
資
生
経
』『
神
応
経
』『
針
灸
聚
英
』『
古
今
医
統
大
全
』『
針
灸
大
成
』

な
ど
が
あ
る
。
「
肘
の
後
一
寸
」
の
「
後
」
は
「
う
し
ろ
（back

）
」
と
い
う
意
で
は
な
く
、「
す
え
・
は
し
（rear

・end

）」
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
師
伝
」
で
「
肘
の
上
一
寸
」
と
「
上
」
を
採
用
し
た
の
は
、「
後
」
と
い
う
紛
ら
わ
し
い
語
を
避
け
て
取
穴
（
経
穴
を
取
る
こ
と
）
の
起
点
と
な
る
肘
か

ら
の
方
向
を
明
確
化
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
詳
細
に
分
か
り
や
す
い
取
穴
の
た
め
の
部
位
表
記
と
な
る
と
「
肘
の
ど
の
部
分
か

ら
上
か
」
と
い
う
点
が
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。 

 

⑥
は
玉
枕
穴
の
部
位
に
つ
い
て
、
「
絡
却
の
後
七
分
半
、
…
…
」
に
対
す
る
「
一
寸
半
、
聚
、
明
堂
、
銅
人
。
師
伝
に
一
寸
三
分
、
と
」
と
の
書
入
れ
で
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あ
る
。
玉
枕
穴
は
現
在
で
は
「
頭
部
、
外
後
頭
隆
起
上
縁
と
同
じ
高
さ
、
後
正
中
線
の
外
方
一
・
三
寸
（
一
〇
）
」
と
さ
れ
る
。
玉
枕
穴
を
絡
却
穴
の
「
後
七
分
」

と
す
る
も
の
は
『
甲
乙
経
』『
素
問
』
王
冰
注
、「
後
七
分
半
」
と
す
る
も
の
は
『
千
金
方
』『
千
金
翼
方
』『
外
台
秘
要
方
』『
医
学
綱
目
』
な
ど
、「
一
寸
五

分
（
一
寸
半
）」
と
す
る
も
の
は
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』『
聖
済
総
録
』『
針
灸
資
生
経
』『
十
四
経
発
揮
』『
古
今
医
統
大
全
』『
医
学
入
門
』
な
ど
が
あ
る
。

一
方
で
「
師
伝
」
は
「
一
寸
三
分
」
と
の
説
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
は
不
詳
。 

 

⑦
は
温
溜
穴
の
部
位
に
つ
い
て
、
「
腕
の
後
五
寸
六
寸
間
、
…
…
」
に
対
す
る
「
五
寸
五
分
、
師
説
」
と
の
書
入
れ
で
あ
る
。
ま
た
天
頭
に
は
「
温
溜
、

聚
云
、
腕
後
小
士
五
寸
、
大
士
六
寸
」
と
書
入
れ
が
あ
る
。
温
溜
穴
は
現
在
で
は
「
前
腕
後
外
側
、
陽
渓
と
曲
池
を
結
ぶ
線
上
、
手
関
節
背
側
横
紋
の
上
方

五
寸
（
一
一
）
」
と
さ
れ
る
。
温
溜
穴
の
部
位
に
つ
い
て
、
腕
の
後
「
小
士
五
寸
、
大
士
六
寸
」
と
す
る
も
の
は
『
甲
乙
経
』『
千
金
方
』『
千
金
翼
方
』『
外
台

秘
要
方
』『
医
学
綱
目
』
、「
大
士
五
寸
、
小
士
六
寸
」
と
す
る
も
の
が
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
（
巻
中
・
下
）』『
聖
済
総
録
』『
十
四
経
発
揮
』『
針
灸
聚
英
』

『
古
今
医
統
大
全
』『
針
灸
大
成
』
、
「
五
寸
」
と
す
る
も
の
に
は
『
針
灸
大
全
』『
医
学
入
門
』
な
ど
が
あ
る
。
一
方
、『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
で
は
体
格
の
大

小
に
関
わ
ら
ず
「
五
寸
六
寸
間
」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
、
具
体
性
を
欠
い
た
記
述
に
も
見
え
る
が
、「
間
」
字
を
「
範
囲
内
」
と
し
て
捉
え
、

「
五
寸
か
ら
六
寸
の
範
囲
内
」
で
経
穴
反
応
を
現
し
て
い
る
場
所
を
温
溜
と
し
て
取
穴
す
る
、
と
考
え
る
と
臨
床
的
に
含
意
を
も
っ
た
記
述
と
言
え
る
。

「
師
説
」
で
は
①
と
同
様
に
「
間
」
字
を
「
中
間
」
と
し
て
解
釈
し
「
五
寸
と
六
寸
の
中
間
」
す
な
わ
ち
「
五
寸
五
分
」
と
し
て
い
る
。
経
穴
部
位
を
言
語
・

文
字
を
も
っ
て
明
確
に
表
す
こ
と
に
重
き
を
お
い
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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第
二
節 
書
入
れ
に
つ
い
て
の
解
析 

   

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
考
究
す
れ
ば
、
①
②
④
⑦
は
、
曲
直
瀬
道
三
と
秦
宗
巴
と
の
師
弟
問
答
書
簡
を
録
し
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』

（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
杏
五
一
八
五
）（
以
下
『
不
審
少
々
』
）
中
の
、
道
三
に
よ
る
宗
巴
へ
の
返
答
に
見
え
る
文
言
で
あ
る
。『
不
審
少
々
』

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
①
「
雖
云
、
二
寸
半
ノ
義
也
」、
②
「
雖
云
、
一
寸
六
分
是
」、
④
「
三
里
、
在
膝
眼
下
三
寸
」、
⑦
「
五
寸
半
也
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
③
⑤
⑥
は
『
不
審
少
々
』
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
経
穴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
入
れ
も
「
師
」
の
説
・
口
伝
と
云
う
点
で
は
共
通
し
て
お
り
、

よ
っ
て
『
不
審
少
々
』
と
無
関
係
と
は
考
え
が
た
い
。
す
る
と
『
不
審
少
々
』
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
道
三
の
経
穴
に
対
す
る
考
え
方
を
残
す
資
料
と
し
て

意
義
が
あ
る
書
入
れ
と
言
え
る
。 

 

以
上
要
す
る
に
、
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
書
入
れ
に
あ
る
「
師
」
は
曲
直
瀬
道
三
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
他
の
書
入
れ
の
う
ち
三
か
所
は
『
不
審
少
々
』
に
同
文
ま
た
は
類
文
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
書
入
れ
は
、
す
な
わ
ち
（〔 

〕
内
は
筆
者

に
よ
る
補
記
）
、 

 

ⓐ
十
丁
表
・
天
頭
：
「
天
突
、
明
堂
ニ
ハ
三
寸
、
聖
済
、
聚
英
、
素
注
、
四
寸
、
甲
乙
、
千
金
、
五
寸
、
」 

（
天
突
。
明
堂
に
は
三
寸
。
聖
済
、
聚
英
、
素
注
は
四
寸
。
甲
乙
、
千
金
は
五
寸
。
） 
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ⓑ
十
丁
裏
・
天
頭
：
「
曲
池
下
、
徐
氏
、
銅
人
、
二
〔
三
の
誤
か
〕
寸
、
聚
英
、
聖
済
、
千
金
、
二
寸
、
」 

（
曲
池
の
下
。
徐
氏
、
銅
人
は
二
〔
三
の
誤
か
〕
寸
。
聚
英
、
聖
済
、
千
金
は
二
寸
。） 

ⓒ
四
十
四
丁
裏
・
天
頭
：
庫
房
「
天
突
ノ
傍
各
四
寸
而
一
寸
六
分
也
、」 

（
天
突
の
傍
ら
各
お
の
四
寸
に
し
て
一
寸
六
分
な
り
。） 

 

で
あ
る
。 

  

こ
の
書
入
れ
ⓐ
ⓑ
ⓒ
の
『
不
審
少
々
』
に
見
ら
れ
る
同
文
ま
た
は
類
文
は
、
す
な
わ
ち
（〔 

〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
記
）、 

 

ⓐ
『
不
審
少
々
』
一
丁
表
：「
天
突
一
穴
、
在

項
（
マ
マ
）

結
喉
下
五
分
中
央
、
云
々
〔
明
堂
灸
経
〕、
聚
英
、
素
問
注
、
聖
済
総
録
等
ニ
ハ
結
喉
下
四
寸
、
云
々
、

甲
乙
経
、
千
金
方
等
ニ
ハ
結
喉
下
五
寸
、
云
々
、
又
、
明
堂
ノ
奥
ノ
小
児
之
灸
部
ニ
ハ
結
喉
下
三
寸
、
云
々
、」 

（
「
天
突
一
穴
は
項
結
喉
の
下
五
分
中
央
に
在
り
、
云
々
〔『
明
堂
灸
経
』〕」
と
。『
聚
英
』、『
素
問
』
の
注
、『
聖
済
総
録
』
等
に
は
「
結
喉
の
下

四
寸
、
云
々
」
と
。『
甲
乙
経
』
『
千
金
方
』
等
に
は
「
結
喉
の
下
五
寸
、
云
々
」
と
。
又
た
、『
明
堂
』
の
奥
の
「
小
児
之
灸
部
」
に
は
「
結
喉

の
下
三
寸
、
云
々
」
と
。
） 

ⓑ
『
不
審
少
々
』
一
丁
表
：「
手
ノ
三
里
、
在
曲
池
下
二
寸
、
云
々
〔
明
堂
灸
経
〕、
銅
人
、
徐
氏
灸
経
ニ
ハ
三
寸
ト
云
、
聚
英
、
千
金
方
、
聖
済
等
ニ

ハ
二
寸
ト
云
、
」 

（
「
手
の
三
里
は
曲
池
の
下
二
寸
に
在
り
、
云
々
」
と
。『
銅
人
』『
徐
氏
灸
経
』
に
は
「
三
寸
」
と
云
ふ
。『
聚
英
』『
千
金
方
』『
聖
済
』
等
に
は
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「
二
寸
」
と
云
ふ
。） 

ⓒ
『
不
審
少
々
』
一
丁
裏
：「
天
突
ノ
下
一
寸
、
璇
璣
」「
璇
璣
〔
外
〕
二
寸
腧
府
」「
腧
府
〔
外
〕
二
寸
気
戸
」「〔
車
房
、〕
雖
云
、〔
気
戸
下
〕
一
寸

六
分
是
、
」 

（
天
突
の
下
一
寸
、
璇
璣
な
り
。
）
（
璇
璣
の
〔
外
〕
二
寸
、
腧
府
な
り
。）（
腧
府
の
〔
外
〕
二
寸
、
気
戸
な
り
。）（〔
車
房
、〕
雖
が
云
ふ
、〔
気

戸
の
下
〕
一
寸
六
分
、
是
な
り
。
） 

 

で
あ
る
。
こ
れ
は
経
穴
の
部
位
に
つ
い
て
諸
書
を
校
勘
し
て
部
位
を
考
定
し
て
い
っ
た
過
程
を
残
し
た
曲
直
瀬
道
三
と
秦
宗
巴
の
師
弟
問
答
の
一
部
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
よ
り
本
書
の
書
入
れ
は
道
三
門
あ
る
い
は
宗
巴
門
の
経
穴
研
究
と
少
な
か
ら
ぬ
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
本
書
の
書
入
れ
は

両
門
に
関
わ
る
者
が
な
し
、
本
論
攷
で
検
討
し
た
以
外
の
書
入
れ
も
両
門
の
経
穴
研
究
と
関
わ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
経
穴
研
究

の
初
期
と
も
言
え
る
当
時
の
経
穴
研
究
の
実
態
を
残
し
て
い
る
書
入
れ
と
考
え
ら
れ
、
我
が
国
の
経
穴
研
究
史
あ
る
い
は
鍼
灸
医
学
思
想
史
を
考
究
す
る

上
で
は
貴
重
な
意
義
を
持
つ
と
言
え
る
。 
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小 

 
結 

   

我
が
国
の
経
穴
研
究
は
江
戸
時
代
以
降
、
多
く
の
経
穴
書
が
編
ま
れ
活
発
に
行
わ
れ
た
。
道
三
、
宗
巴
の
両
者
が
、
そ
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
安
土
桃
山

時
代
に
諸
書
を
参
看
し
経
穴
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
『
不
審
少
々
』
や
宗
巴
著
『
兪
穴
参
伍
的
法
』
な
ど
か
ら
も
知
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
未

だ
詳
細
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
は
両
者
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
書
入

れ
に
よ
り
こ
の
時
代
に
お
け
る
経
穴
研
究
の
実
態
が
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
明
ら
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

す
な
わ
ち
、
当
時
の
経
穴
研
究
に
お
け
る
経
穴
部
位
考
定
の
過
程
を
次
の
よ
う
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
経
穴
の
部
位
に
つ
い
て
多
数
の

書
を
用
い
て
諸
説
を
校
合
比
較
し
、
師
弟
間
で
意
見
を
交
わ
し
、
あ
る
い
は
多
説
を
取
り
、
あ
る
い
は
具
体
的
部
位
を
明
示
す
る
た
め
文
言
を
改
め
、
そ
の

上
で
経
穴
部
位
の
説
を
提
示
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
は
、
こ
の
よ
う
に
当
時
の
経
穴
研
究
の
具
体
例
を
残
し
て
い
る

点
に
お
い
て
重
大
な
意
義
を
持
つ
と
言
え
る
。 
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文
献
と
注 

 

（
一
） 

長
野
仁
、
曲
直
瀬
家
医
学
書
覚
え
書 

そ
の
１
、『
鍼
灸
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
』、
一
五
巻
三
号
、
一
九
九
九
年
、
九
二
頁
。
長
野
仁
、
書
物
か
ら
み
た
日

本
鍼
灸
の
歴
史
―
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
の
鍼
灸
書
―
、『
鍼
の
ひ
び
き
灸
の
ぬ
く
も
り
―
癒
し
の
歴
史
―
』、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
、
岐

阜
、
二
〇
〇
二
年
、
四
四
頁
。 

（
二
） 

こ
の
書
入
れ
の
騎
竹
馬
灸
法
は
『
針
灸
大
全
』
や
『
針
灸
聚
英
』
の
文
言
に
近
い
が
異
な
る
。
そ
の
依
拠
す
る
と
こ
ろ
の
詳
細
は
不
明
。 

（
三
） 

『
集
要
』
の
書
名
が
見
え
る
書
入
れ
は
「
用
火
法
」
篇
の
三
丁
表
に
「
集
要
ニ

云
、
天
陰
則
以
槐
木
取
レ

火
」
と
あ
る
。
現
伝
の
『
針
灸
集
要
』
に

「
論
灸
火
」
の
篇
は
あ
る
が
同
文
は
な
い
。
ほ
ぼ
同
文
の
「
天
陰
以
槐
木
取
火
」
の
語
が
『
針
灸
集
書
』
点
艾
火
（
内
閣
文
庫
所
蔵
、
三
〇
八
函
二

七
五
号
）
に
見
え
る
。 

（
四
） 

WH
O

西
太
平
洋
地
域
事
務
局
原
著
、
第
二
次
日
本
経
穴
委
員
会
監
訳
、『WHO/WPRO

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』、
医
道
の
日
本
社
、

神
奈
川
、
二
〇
〇
九
年
。 

（
五
） 

前
掲
注
四
、
『W
HO/

W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
六
） 

高
武
、
『
針
灸
聚
英
、
針
灸
節
要
合
刻
本
』
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
、『
臨
床
針
灸
古
典
全
書
四
九
』、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、

一
九
九
三
年
。 

（
七
） 

徽
宗
勅
撰
、
『
聖
済
総
録
』
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
江
戸
医
学
館
翻
刻
本
・
拠
大
徳
四
年
（
一
三
〇
〇
）
刊
本
、
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。 
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（
八
） 

前
掲
注
四
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
九
） 

前
掲
注
四
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
一
〇
）
前
掲
注
四
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

（
一
一
）
前
掲
注
四
、
『W

HO/
W
P
R
O

標
準
経
穴
部
位
―
日
本
語
公
式
版
―
』
を
参
照
。 

 





  

第
四
章 

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
に
つ
い
て 
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は
じ
め
に 

   

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
は
他
で
の
所
蔵
を
聞
か
ず
、
こ
れ
ま
で
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
柳
田
征
司
編
「
医
家
の
抄
物
（
一
）」（
一
）

に
著

録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
て
そ
の
存
在
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
所
蔵
者
の
米
谷
隆
史
教
授
（
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
）
に
連
絡
を
取
り
、
本
書
の
実
見
に
及

ん
だ
。 

 

本
書
は
曲
直
瀬
門
の
者
が
そ
の
門
弟
に
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
を
講
釈
し
た
時
の
筆
録
で
あ
り
、
所
謂
抄
物
で
あ
る
。
本
書
自
体
が
他
に
存
在
す
る

報
告
を
聞
か
ず
天
下
一
品
で
あ
ろ
う
事
、
ま
た
、
こ
の
た
び
初
め
て
内
容
の
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
こ
の
こ
と
の
み
を
以
て
し
て
も
本
書
の
意
義
ま
た
本

書
を
検
討
す
る
意
義
は
あ
ろ
う
。
加
え
て
本
書
は
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
行
わ
れ
て
い
た
経
穴
学
の
実
態
を
保
存
し
て
い
る
書
で

あ
り
、
あ
る
い
は
、『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
日
本
の
医
学
お
よ
び
医
学
思
想
に
お
い
て
展
開
し
て
い
た
か
を
知
り
う
る
資
料
で
あ
り
、

ま
た
、
彼
ら
一
派
の
、
延
い
て
は
、
当
時
の
主
流
を
な
す
針
灸
技
術
・
経
穴
理
論
の
つ
ぶ
さ
な
内
容
が
看
取
で
き
る
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
本
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
当
時
の
様
相
で
あ
る
。 

 

本
章
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
そ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
、
以
て
日
本
中
世
に
お
け
る
針
灸
の
実
態
と
展
開
の
一
様
相
を
垣

間
見
て
、
本
論
攷
の
論
証
の
一
部
と
し
た
い
。 
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第
一
節 
書
誌
事
項 

  

筆
者
が
本
書
を
実
見
に
及
ん
で
得
た
書
誌
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
二
）
。 

  

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
。
三
巻
一
冊
。
縦
二
八
〇×

横
一
七
八
ミ
リ
。
線
装
。
一
一
行
二
〇
字
。
無
界
、
四
周
双
辺
、
双
黒
魚
尾
、
黒
口
。
版
心
、

書
名
巻
数
丁
数
（
灸
経
抄 

上 

一
）
。 

 

首
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
起
」
一
丁
、
次
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
序
鈔
」
二
至
十
一
丁
、
次
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
巻
上
鈔
」
末
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経

鈔
上
畢
」
一
至
四
十
九
丁
、
次
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
巻
中
」
一
至
十
九
丁
、
次
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
巻
下
」
一
至
七
丁
、
次
「
明
堂
尺
寸
法
」
一

丁
。
書
末
に
刊
記
「
承
応
三
天
／
初
夏
上
旬
／
刊
行
」。
題
簽
「
灸
経
鈔 

全
」 

 

「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
序
鈔
」
中
に
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
語
と
し
て
、「
至
大
辛
亥
春
月
」（
十
丁
表
）、「
燕
山
活
済
堂
刊
」（
同
）、「
竇
漢
卿
」

（
十
丁
裏
）、
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
目
録
」
（
十
一
丁
表
）、
「
太
平
聖
恵
方
編
類
」（
同
）、「
巻
上
」（
十
一
丁
裏
）、「
皇
慶
壬
子
中
元
」（
同
）
が
見
え
る
。 

 

所
々
に
鼇
頭
注
あ
り
。
書
名
、
人
名
、
篇
名
な
ど
に
朱
引
き
（
巻
上
二
丁
裏
ま
で
に
多
し
）。 

  

そ
こ
で
以
下
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
い
。
（
例
示
し
た
原
文
の
返
点
・
送
仮
名
は
そ
の
ま
ま
記
し
た
。
句
点
、〔 

〕
内
は
筆
者
補
記
。） 
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第
二
節 
内 

 

容 

  

一
．
人
名
・
書
名 

 

（
一
）
人
名
（
日
本
人
） 

 

本
書
に
記
さ
れ
る
人
名
の
内
、
日
本
人
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

「
一
渓
」
「
渓
」、
「
東
井
」「
井
」
、「
意
庵
」
、
「
寿
命
院
」「
立
庵
」
、「
啓
」
、「
老
師
」「
師
」「
師
説
」、「
私
」。 

 

右
に
掲
げ
た
人
名
（
日
本
人
）
に
つ
い
て
、
次
に
簡
略
に
述
べ
る
。 

 

「
一
渓
」「
渓
」
は
曲
直
瀬
道
三
の
こ
と
。「
一
渓
」
は
道
三
の
字
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
道
三
の
語
を
書
き
記
し
て
い
る
。
十
二
か
所
に
見
え
る
。
一

例
を
挙
げ
る
と
、
序-

七
丁-

裏
に
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
序
に
見
え
る
語 

 

是
以
立
身
之
道
、
済
物
居
先
、
保
寿
之
宜
、
治
病
為
要
。 

（
是
を
以
て
身
を
立
て
る
こ
と
の
道
は
、
物
を
済す

く

ふ
を
先
に
て
居
す
。
保
寿
の
宜
し
き
は
、
病
を
治
す
る
を
要
と
為
す
。
） 
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の
「
居
」
字
の
語
釈
と
し
て
、 

 
居
ハ
一
渓
曰
、
万
物
ヲ
済
フ
志
ヲ
石
ズ
ヘ
ニ
ヲ
ト
シ
ツ
ク
ル
ト
也
、 

（
居
は
一
渓
が
曰
く
、
「
万
物
を
済
ふ
志
を
石
ず
へ
に
を
と
し
つ
く
る
」
と
。） 

 

と
見
え
る
。 

 

「
東
井
」「
井
」
は
道
三
の
嗣
子
で
あ
る
曲
直
瀬
玄
朔
の
こ
と
。「
東
井
」
は
玄
朔
の
号
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
玄
朔
の
語
を
書
き
記
し
て
い
る
。
六
か

所
に
見
え
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
巻
上-
三
十
七
丁-

表
に
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
巻
上
・
正
人
形
第
十
二
の
「
華
佗
療
男
子
卒
疝
…
…
」
の
記
述 

 

華
佗
療
男
子
卒
疝
、
陰
卵
偏
大
、
取
患
人
足
大
指
、
去
爪
甲
五
分
、
内
側
白
肉
際
、
灸
三
壮
、
炷
如
半
棗
核
大
、
患
左
取
右
、
患
右
取
左
、 

（
華
佗
、
男
子
の
卒
疝
、
陰
卵
偏
大
な
る
を
療
す
に
、
患
人
の
足
大
指
、
爪
甲
を
去
る
こ
と
五
分
、
内
側
白
肉
際
を
取
る
。
灸
す
る
こ
と
三
壮
、

炷
は
半
棗
の
核
の
大
き
さ
の
如
し
。
左
を
患
ふ
は
右
を
取
り
、
右
を
患
ふ
は
左
を
取
る
。
） 

 

に
対
す
る
語
釈
と
し
て
、 

 

井
云
、
『
便
毒
秘
灸
』
足
𧿹
指
爪
甲
上
ニ
針
シ
テ
血
ヲ
出
ス
、
針
タ
タ
ス
ハ
爪
ヲ
フ
カ
ク
ト
ツ
テ
血
ヲ
イ
タ
ス
也
、 

（
井
が
云
ふ
、「
『
便
毒
秘
灸
』
に
、
足
母
指
爪
甲
上
に
針
し
て
血
を
出
す
。
針
立
た
ず
は
爪
を
深
く
取
っ
て
血
を
出
す
な
り
」
と
。） 
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と
見
え
る
。「
男
子
の
卒
疝
、
陰
卵
偏
大
」
の
病
症
に
対
し
、
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
で
は
華
佗
の
治
法
と
し
て
大
敦
穴
〔『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
記
載
で
は
足

母
指
内
側
（
隠
白
穴
）
と
す
る
が
、
恐
ら
く
は
誤
記
〕（
三
）

へ
の
施
灸
を
記
載
す
る
。
玄
朔
は
こ
れ
に
対
し
て
、『
便
毒
秘
灸
』
に
記
載
さ
れ
る
足
母
指
爪
甲

上
へ
の
刺
絡
治
療
（
少
量
出
血
さ
せ
る
方
法
）
を
加
え
て
い
る
。 

 

「
意
庵
」
は
吉
田
宗
桂
の
こ
と
。
宗
桂
の
通
称
は
意
庵
で
あ
る
。
一
か
所
に
見
え
る
。
ち
な
み
に
、
宗
桂
の
跡
を
継
い
だ
子
の
宗
恂
は
、
宗
桂
か
ら
意
庵

を
襲
称
し
の
ち
意
安
と
改
称
し
て
い
る
が
、
下
に
見
え
る
よ
う
に
語
釈
内
容
か
ら
「
意
庵
」
は
吉
田
宗
桂
の
こ
と
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
記
載
を
挙
げ
る
と
、

巻
中-

四
丁-

裏
に
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
巻
中
・
背
人
形
第
三
の
志
室
穴
の
記
述 

 

志
室
二
穴
、
在
第
十
四
椎
下
両
旁
各
三
寸
半
陥
者
中
、
…
…
、 

（
志
室
二
穴
、
第
十
四
椎
の
下
、
両
傍
各
お
の
三
寸
半
、
陥
な
る
者
の
中
に
在
り
。
…
…
。） 

 

の
記
述
に
対
す
る
語
釈
と
し
て
、 

 

寿
命
院
曰
、
意
庵
渡
唐
ノ
時
、
新
『
明
堂
』
ヲ
取
テ
帰
朝
ス
、
ソ
レ
ニ
第
二
行
ハ
去
ル
コ
ト

二

脊
ノ

椎
ヲ

一

二
寸
、
第
三
行
ハ
三
寸
五
分
ト
書
タ
リ
、
五
分
ハ

椎
ノ
イ
レ
シ
ロ
ノ
心
ゾ
、
三
寸
半
ト
有
ハ
非
レ

誤
ニ
ハ

、 

（
寿
命
院
が
曰
く
、
意
庵 

渡
唐
の
時
、
新
『
明
堂
』
を
取
り
て
帰
朝
す
。
そ
れ
に
第
二
行
は
脊
の
椎
を
去
る
こ
と
二
寸
、
第
三
行
は
三
寸
五
分

と
書
か
れ
た
り
。
五
分
は
椎
の
入
れ
し
ろ
の
心
ぞ
。
三
寸
半
と
有
る
は
誤
に
は
非
ず
。） 
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と
寿
命
院
の
語
釈
に
「
意
庵
」
の
名
が
見
え
る
。
こ
こ
に
「
渡
唐
の
時
」
と
あ
る
の
で
、「
意
庵
」
は
、
渡
明
し
数
多
く
の
医
書
を
将
来
し
た
と
い
う
吉
田

宗
桂
と
同
定
で
き
よ
う
。
宗
桂
が
将
来
し
た
書
の
中
に
新
『
明
堂
』
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
背
部
の
第
二
行
（
足
太
陽
膀
胱
経
）
が
正
中
の
外
二
寸
、
第
三
行

（
足
太
陽
膀
胱
経
）
は
三
寸
五
分
と
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
「
五
分
は
椎
の
入
れ
し
ろ
の
心
ぞ
」
と
あ
る
の
で
、
第
二
行
・
第
三
行
を
取
穴
す
る
際
は
正

中
線
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
二
寸
、
三
寸
半
で
あ
り
、
脊
椎
棘
突
起
の
外
縁
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
寸
五
分
、
三
寸
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ち
な
み
に
、
現

在
の
取
穴
法
で
は
第
二
行
は
後
正
中
線
の
外
一
寸
五
分
、
第
三
行
は
正
中
の
外
三
寸
と
さ
れ
る
。 

 

「
寿
命
院
」
「
立
庵
」
は
秦
宗
巴
の
こ
と
。
「
寿
命
院
」「
立
庵
」
は
宗
巴
の
号
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
宗
巴
の
語
を
書
き
記
し
て
い
る
。
二
か
所
に
見

え
る
。
一
例
は
右
に
挙
げ
た
。 

 

「
啓
」
は
曲
直
瀬
道
三
ま
た
は
曲
直
瀬
玄
朔
、
あ
る
い
は
岡
本
玄
冶
の
こ
と
か
。
三
か
所
に
見
え
る
。
道
三
の
字
・
号
・
称
な
ど
に
は
「
啓
」
の
つ
く
も

の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
道
三
が
啓
迪
院
を
開
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
「
啓
」
が
道
三
を
指
す
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。
曲
直
瀬
玄
朔
は
『
玄
朔
門
下
学

生
帳
（
内
題
：
啓
迪
庵
下
学
徒
）
』
（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
乾
五
三
七
九
）
の
巻
頭
に 

 

初
号
啓
迪
庵
、
天
正
十
四
丙
戌
年
勅
賜
延
命
院
、
又
慶
長
五
庚
子
年
奉
勅
改
延
寿
院
、 

（
初
号
は
啓
迪
庵
。
天
正
十
四
丙
戌
年
に
延
命
院
を
勅
賜
さ
る
、
又
た
慶
長
五
庚
子
年
に
勅
を
奉
じ
て
延
寿
院
に
改
む
。） 

 

と
み
え
、
始
め
啓
迪
庵
と
号
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、
岡
本
玄
冶
〔
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
～
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）〕
は
曲
直
瀬
玄
朔

の
高
弟
で
、
玄
朔
の
娘
を
妻
と
し
、
医
学
を
継
承
し
た
。
徳
川
家
康
の
信
頼
を
得
、
幕
府
医
官
と
な
り
法
印
と
な
り
、
啓
迪
院
の
院
号
を
賜
っ
た
。
「
啓
」
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が
見
え
る
箇
所
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
序
十
丁
表
に
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
序
末
の
刊
記
、 

 
至
大
辛
亥
春
月
、
燕
山
活
済
堂
刊 

〔
至
大
辛
亥
（
四
年
・
一
三
一
一
）
春
月
、
燕
山
活
済
堂
刊
〕 

 

に
対
し
て 

 

啓
云
、
『
事
林
前
集
』
云
、
大
元
都
ス

二

燕
山
府
ニ

一

、
号
二

大
都
ト

一

、 

（
啓
が
云
ふ
、
『
事
林
前
集
』
に
云
ふ
、
大
元 

燕
山
府
に
都
す
、
大
都
と
号
す
。） 

 

と
語
釈
す
る
。
「
啓
」
が
道
三
、
玄
朔
ま
た
は
玄
冶
の
何
れ
を
指
す
か
は
本
書
の
み
か
ら
は
断
定
で
き
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

「
老
師
」「
師
」「
師
説
」
は
、
曲
直
瀬
道
三
の
語
を
録
し
た
も
の
が
多
い
。
子
細
は
後
述
す
る
。
六
か
所
に
見
え
る
。 

 

「
私
」
は
、
秦
宗
巴
の
語
を
録
し
た
も
の
が
多
い
。
子
細
は
後
述
す
る
。
八
か
所
に
見
え
る
。 

 

右
に
述
べ
た
こ
と
を
表
に
し
て
示
す
。 
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こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
本
書
で
引
用
さ
れ
る
語
釈
の
発
言
者
に
つ
い
て
は
、
曲
直
瀬
門
に
関
わ
る
者
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
「
私
」
と
し
て

引
用
さ
れ
て
い
る
語
釈
が
秦
宗
巴
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
い
（
後
述
）
。
こ
れ
ら
か
ら
、
本
書
は
曲
直
瀬
門
で
道
三
・
玄
朔
ら
が
発
言
し
た
『
黄
帝
明
堂

灸
経
』
に
関
す
る
語
釈
を
秦
宗
巴
が
自
説
を
交
え
て
ま
と
め
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
う
す
る
と
本
書
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
の
成
立
の
下
限
は
宗
巴
の

没
年
で
あ
る
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
道
三
・
玄
朔
・
宗
巴
の
語
釈
を
後
に
な
っ
て
門
人
な
ど
が

ま
と
め
た
可
能
性
も
残
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
は
曲
直
瀬
門
で
行
わ
れ
て
い
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
講
釈
の
筆
録
で
あ

私 老
師
、
師
、
師
説 

啓 寿
命
院
、
立
庵 

意
庵 

東
井
、
井 

一
渓
、
渓 

本
文
略
称 

［
秦 

 

宗
巴
か
］ 

［
曲
直
瀬
道
三
か
］ 

［
曲
直
瀬
道
三
か
］ 

［
曲
直
瀬
玄
朔
か
］ 

［
岡
本 

玄
冶
か
］ 

 

秦 
 

宗
巴 

 
吉
田 

宗
桂 

 

曲
直
瀬
玄
朔 

 

曲
直
瀬
道
三 

名 
 
 

前 

［
一
五
五
〇
～
一
六
〇
七
］ 

［
一
五
〇
七
～
一
五
九
四
（
九
五
）
］ 

［
一
五
〇
七
～
一
五
九
四
（
九
五
）
］ 

［
一
五
四
九
～
一
六
三
一
］ 

［
一
五
八
七
～
一
六
四
五
］ 

 

一
五
五
〇
～
一
六
〇
七 

 

一
五
一
二
～
一
五
七
二 

 

一
五
四
九
～
一
六
三
一 

 

一
五
〇
七
～
一
五
九
四
（
九
五
） 

生 

没 

年 

八
回 

六
回 

三
回 

二
回 

一
回 

六
回 

十
二
回 

出
現
回
数 
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る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

（
二
）
人
名
（
日
本
人
以
外
） 

 

本
書
に
記
さ
れ
る
人
名
の
内
、
日
本
人
以
外
は
次
の
通
り
。 

 

医
家
で
は
、
「
黄
帝
」
、
「
岐
伯
」
、
「
伯
高
」
、「
雷
公
」、「
竇
漢
卿
」、「
竇
桂
芳
」。 

 

医
家
以
外
で
は
、「
孔
安
国
」
、
「
皇
侃
」
、
「
太
宗
」、「
仁
宗
」、「
武
宗
」、「
饒
氏
」。 

 

こ
の
う
ち
、 

 

「
竇
漢
卿
」
は
、
金
元
代
の
針
灸
家
の
竇
黙
（
一
一
九
六
～
一
二
八
〇
）
の
こ
と
。『
元
史
』
巻
一
五
八
に
伝
が
み
え
る
。
広
平
肥
郷
の
人
で
、
初
名
は

傑
の
ち
黙
、
字
は
漢
卿
の
ち
子
声
。
蔡
州
の
名
医
李
浩
か
ら
銅
人
針
法
を
伝
授
さ
れ
、
針
術
に
精
通
し
た
。
著
書
に
「
標
幽
賦
」
ほ
か
を
録
し
た
『
針
経
指

南
』
な
ど
が
あ
る
。『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
序
の
末
に
あ
る
「
燕
山
活
済
堂
刊
」
の
刊
記
に
つ
い
て
、
本
書
の
「
活
済
堂
」
の
語
釈
で
名
が
見
え
る
。 

 

「
竇
桂
芳
」
は
、
元
代
の
医
家
の
竇
桂
芳
（
生
没
年
未
詳
）
の
こ
と
。『
針
灸
四
書
』〔
至
大
四
年
（
一
三
一
一
）
刊
。
何
若
愚
撰
・
閻
明
広
撰
注
『
子
午

流
注
針
経
』
、
著
者
未
詳
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
、
竇
黙
『
針
経
指
南
』、
荘
綽
『
灸
膏
肓
腧
穴
法
』
を
含
む
〕
を
刊
行
し
た
。『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
序
の
語
釈
を

中
心
に
名
が
見
え
る
。 

 

人
名
の
日
本
人
以
外
に
つ
い
て
は
、『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
来
歴
に
関
わ
る
こ
と
、
人
物
の
説
明
、『
黄
帝
内
経
』
の
引
用
中
に
見
え
る
名
、
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、
人
名
は
他
に
も
見
え
る
が
、
書
名
の
代
わ
り
に
著
者
の
名
前
を
記
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
次
の
書
名
の
中
に
含
め
た
。 

 



- 202 - 

（
三
）
書
名
〔
医
書
（
漢
籍
）〕 

 

本
書
に
引
用
さ
れ
る
書
名
の
内
、
医
書
（
漢
籍
）
は
次
の
通
り
。 

 

「
素
」
「
素
問
」「
素
門
」「
骨
空
論
」「
気
府
論
」、「
素
問
ノ
注
」「
気
府
論
注
」「
王
氷
」「
新
校
正
」、「
霊
」「
霊
枢
」「
霊
枢
経
」、「
難
」「
難
経
」

「
楊
玄
操
」、「
難
疏
」
、「
甲
乙
」「
甲
乙
経
」
、「
甄
権
」、「
針
法
堂
人
形
図
」、「
脈
経
」、「
千
金
」「
千
金
方
」「
金
方
」、「
張
仲
文
」「
張
仲
父
」、「
外

台
」
、「
王
」「
惟
一
」「
惟
一
灸
」「
一
灸
」「
銅
人
」、「
太
平
聖
恵
方
」「
聖
」「
聖
恵
」「
聖
恵
方
」、「
聖
済
」「
済
」、「
指
迷
」、「
西
方
」「
西
方
子
「
西

方
集
書
」
」「
西
方
子
明
堂
」
、「
明
理
論
」
、「
恵
剤
」、「
三
因
」、「
医
説
」、「
資
生
」「
資
生
経
」「
針
灸
資
生
経
」「
針
灸
資
生
経
」、「
子
午
流
注
針
経
」、

「
脾
胃
論
」、「
宝
鑑
」
、「
針
経
指
南
」
、「
刊
誤
」、「
十
四
」「
十
四
経
」、「
針
灸
四
書
」、「
明
堂
」「
明
堂
灸
経
」「
明
堂
経
」「
黄
帝
明
堂
灸
経
」、「
神

応
経
」
、「
徐
」「
徐
氏
」「
徐
氏
大
全
」「
大
全
」「
徐
氏
灸
経
」「
徐
灸
」、「
医
学
源
流
」「
源
流
」、「
奇
効
」、「
難
経
俗
解
」、「
医
林
」「
医
林
集
」「
林
」、

「
纂
要
」
、「
集
書
」
、「
聚
」「
聚
英
」「
針
灸
聚
英
」「
針
灸
聚
英
」「
英
」、「
神
農
」「
神
農
灸
経
」「
農
灸
」「
神
農
経
」「
神
農
針
経
」、「
医
学
綱
目
」
、

「
入
門
」
、「
序
例
」、
「
秘
要
」
、
「
針
灸
」、
「
脈
会
」、
「
難
経
図
［
艹
／
勻
］」、「
便
毒
秘
灸
」、「
灸
経
」。 

 

次
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
次
に
簡
略
に
述
べ
る
。 

 

「
素
」
「
素
問
」「
素
門
」「
骨
空
論
」「
気
府
論
」
は
、『
黄
帝
内
経
素
問
』
の
こ
と
。 

 

「
素
問
ノ
注
」
「
気
府
論
注
」
「
王
氷
」
「
新
校
正
」
は
、『
黄
帝
内
経
素
問
』
の
王
冰
注
、
新
校
正
注
の
こ
と
。 

 

「
霊
」
「
霊
枢
」「
霊
枢
経
」
は
、
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
の
こ
と
。 

 

「
難
」
「
難
経
」「
楊
玄
操
」
は
、
『
難
経
集
注
』
の
こ
と
。 

 

「
難
疏
」
は
、
『
難
経
集
注
』
の
こ
と
か
。 

 

「
甲
乙
」「
甲
乙
経
」
は
、
晋
・
皇
甫
謐
の
『
甲
乙
経
』
の
こ
と
。 
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「
甄
権
」
は
、
隋
唐
代
の
甄
権
（
五
四
一
～
六
四
三
）
の
こ
と
。
そ
の
伝
が
『
旧
唐
書
』
一
九
一
、『
新
唐
書
』
二
〇
四
に
載
る
。
許
州
扶
溝
の
人
で
、

針
を
よ
く
し
た
と
い
う
。
著
書
に
は
『
脈
経
』
『
針
方
』『
明
堂
人
形
図
』
な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
失
伝
。
逸
文
な
ど
が
『
千
金
方
』『
外
台
秘
要
方
』

な
ど
に
見
え
る
。
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
も
「
甄
権
云
」
と
し
て
逸
文
が
引
用
さ
れ
る
。
本
書
で
も
こ
れ
ら
に
対
す
る
語
釈
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。 

 

「
針
法
堂
人
形
図
」
は
、
甄
権
の
著
書
と
し
て
書
名
が
記
さ
れ
る
。 

 

「
脈
経
」
は
、
甄
権
の
著
書
と
し
て
書
名
が
記
さ
れ
る
。 

 

「
千
金
」「
千
金
方
」
「
金
方
」
は
、
唐
・
孫
思
邈
の
『
千
金
方
』（
六
五
〇
年
代
成
） 

 

「
張
仲
文
」
「
張
仲
父
」
は
、
唐
の
張
文
仲
（
？
～
一
説
に
七
〇
〇
）
の
こ
と
。
文
仲
を
仲
文
と
誤
記
す
る
。
張
文
仲
は
唐
代
の
医
家
、
洛
陽
の
人
で
、

則
天
武
后
の
時
に
活
躍
し
た
。
『
旧
唐
書
』
一
九
一
、
『
新
唐
書
』
二
〇
四
に
伝
が
載
る
。
著
書
に
は
『
随
身
備
急
方
』
な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
失
伝
。

逸
文
が
『
外
台
秘
要
方
』
な
ど
に
残
存
す
る
。
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
も
、『
張
文
仲
灸
経
』、「
張
文
仲
救
婦
人
横
産
…
…
」、「
張
文
仲
伝
『
神
仙
灸
法
』」、

「
張
文
仲
療
風
眼
卒
生
翳
膜
…
…
」
の
語
が
見
え
る
。
本
書
で
も
こ
れ
ら
に
対
す
る
語
釈
と
し
て
そ
の
名
が
見
え
る
。 

 

「
外
台
」
は
、
唐
・
王
燾
の
『
外
台
秘
要
方
』〔
天
宝
十
一
年
（
七
五
二
）
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
王
」
「
惟
一
」「
惟
一
灸
」
「
一
灸
」「
銅
人
」
は
、
北
宋
・
王
惟
一
の
『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』〔
天
聖
五
年
（
一
〇
二
七
）
刊
〕
の
こ
と
。 

 

「
太
平
聖
恵
方
」「
聖
」「
聖
恵
」
「
聖
恵
方
」
は
、
北
宋
・
王
懐
隠
ら
『
太
平
聖
恵
方
』〔
淳
化
三
年
（
九
九
二
）
刊
〕
の
こ
と
。 

 

「
聖
済
」「
済
」
は
、
北
宋
・
徽
宗
勅
撰
の
『
聖
済
総
録
』〔
政
和
元
年
（
一
一
一
一
）
～
政
和
八
年
（
一
一
一
八
）
間
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
指
迷
」
は
、
南
宋
・
王
貺
の
『
全
生
指
迷
方
』
（
北
宋
末
～
南
宋
初
成
）
の
こ
と
。 

 

「
西
方
」「
西
方
子
「
西
方
集
書
」
」「
西
方
子
明
堂
」
は
、
南
宋
・
荘
綽
の
『
西
方
子
明
堂
灸
経
』（
南
宋
初
期
頃
成
）
の
こ
と
。 

 

「
明
理
論
」
は
、
南
宋
・
成
無
己
の
『
傷
寒
明
理
論
』〔
皇
統
二
年
（
一
一
四
二
）
年
序
〕
の
こ
と
。 
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「
恵
剤
」
は
、
南
宋
・
陳
師
文
ら
の
『
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』〔
大
観
年
間
（
一
一
七
〇
～
一
〇
）
成
）
の
こ
と
。 

 

「
三
因
」
は
、
南
宋
・
陳
言
の
『
三
因
極
一
病
証
方
論
』
〔
淳
熙
元
年
（
一
一
七
四
）
頃
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
医
説
」
は
、
南
宋
・
張
杲
の
『
医
説
』
〔
淳
熙
十
六
年
（
一
一
八
九
）
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
資
生
」「
資
生
経
」
「
針
灸
資
生
経
」「
針
灸
資
生
経
」
は
、
南
宋
・
王
執
中
の
『
針
灸
資
生
経
』〔
嘉
定
十
三
年
（
一
二
二
〇
）
刊
〕
の
こ
と
。 

 

「
子
午
流
注
針
経
」
は
、
南
宋
・
何
若
愚
撰
・
閻
明
広
注
解
の
『
子
午
流
注
針
経
』〔
十
二
世
紀
中
頃
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
脾
胃
論
」
は
、
金
・
李
東
垣
の
『
脾
胃
論
』〔
淳
祐
九
年
（
一
二
四
九
）
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
宝
鑑
」
は
、
元
・
羅
天
益
『
衛
生
宝
鑑
』
〔
至
元
二
十
年
（
一
二
八
三
）
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
針
経
指
南
」
は
、
金
元
・
竇
黙
の
『
針
経
指
南
』（
十
四
世
紀
初
め
刊
）
の
こ
と
。 

 

「
刊
誤
」
は
、
元
・
戴
起
宗
の
『
脈
訣
刊
誤
集
解
』（
十
三
世
紀
末
～
十
四
世
紀
前
半
）
の
こ
と
。 

 

「
十
四
」「
十
四
経
」
は
、
元
・
滑
寿
の
『
十
四
経
発
揮
』〔
至
正
元
年
（
一
三
四
一
）
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
針
灸
四
書
」
は
、
元
・
竇
桂
芳
の
『
針
灸
四
書
』〔
至
大
四
年
（
一
三
一
一
）
刊
。
何
若
愚
撰
・
閻
明
広
撰
注
『
子
午
流
注
針
経
』、
著
者
未
詳
『
黄
帝

明
堂
灸
経
』、
竇
黙
『
針
経
指
南
』
、
荘
綽
『
灸
膏
肓
腧
穴
法
』
を
含
む
〕
の
こ
と
。 

 

「
明
堂
」「
明
堂
灸
経
」「
明
堂
経
」
「
黄
帝
明
堂
灸
経
」
は
、『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
こ
と
。 

 

「
神
応
経
」
は
、
明
・
劉
瑾
の
『
神
応
経
』
〔
洪
熙
元
年
（
一
四
二
五
）
序
刊
〕
の
こ
と
。 

 

「
徐
」
「
徐
氏
」「
徐
氏
大
全
」
「
大
全
」
「
徐
氏
灸
経
」「
徐
灸
」
は
、
明
・
徐
鳳
の
『
針
灸
大
全
』〔
正
統
四
年
（
一
四
三
九
）
刊
〕
の
こ
と
。 

 

「
医
学
源
流
」
「
源
流
」
は
、
明
・
熊
宗
立
の
『
医
書
大
全
』〔
正
統
十
一
年
（
一
四
四
六
）
自
序
刊
〕
の
医
学
源
流
の
こ
と
。 

 

「
奇
効
」
は
、
明
・
董
宿
『
奇
効
良
方
』
〔
成
化
七
年
（
一
四
七
一
）
刊
〕
の
こ
と
。 
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「
難
経
俗
解
」
は
、
明
・
熊
宗
立
の
『
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
』〔
成
化
八
年
（
一
四
七
二
）
刊
〕
の
こ
と
。 

 

「
医
林
」「
医
林
集
」
「
林
」
は
、
明
・
王
璽
の
『
医
林
集
要
』〔
成
化
十
八
年
（
一
四
八
二
）
序
刊
〕
の
こ
と
。 

 

「
纂
要
」
は
、
明
・
廬
和
の
『
丹
渓
先
生
医
書
纂
要
』〔
成
化
二
十
年
（
一
四
八
四
）
年
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
集
書
」
は
、
明
・
楊
珣
の
『
針
灸
集
書
』
〔
正
徳
七
年
（
一
一
三
三
）
～
明
・
十
年
（
一
五
一
五
）
頃
成
立
〕
の
こ
と
。
現
在
、
伝
本
が
唯
一
知
ら
れ

る
中
国
中
医
科
学
院
の
朝
鮮
刊
本
は
巻
下
の
み
残
存
。
内
閣
文
庫
に
上
下
巻
の
揃
っ
た
写
本
が
伝
存
。 

 

「
聚
」
「
聚
英
」「
針
灸
聚
英
」
「
英
」
は
、
明
・
高
武
の
『
針
灸
聚
英
』〔
正
徳
十
四
年
（
一
五
一
九
）
刊
〕
の
こ
と
。 

 

「
神
農
」
、「
神
農
灸
経
」「
農
灸
」
、「
神
農
経
」
、「
神
農
針
経
」、
は
、『
神
農
皇
帝
真
伝
針
灸
図
』『
神
農
皇
帝
真
伝
針
灸
経
』
の
こ
と
。
京
大
附
属
図
書

館
富
士
川
文
庫
と
内
閣
文
庫
に
写
本
が
伝
存
。
富
士
川
本
の
末
尾
に
は
「
嘉
靖
己
亥
〔
十
八
年
（
一
五
三
九
）〕
歳
、
明
徳
堂
刊
行
」
の
元
刊
記
が
記
さ
れ

て
い
る
。『
図
』
と
『
経
』
の
二
部
か
ら
な
り
、『
図
』
で
は
経
穴
図
（
計
二
十
二
図
）
に
記
さ
れ
た
経
穴
に
つ
い
て
部
位
・
主
治
病
症
・
所
属
経
脈
を
記
載

す
る
。
『
経
』
で
は
人
神
忌
日
・
病
症
別
の
治
穴
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。
曲
直
瀬
玄
朔
の
『
日
用
灸
法
』
に
も
引
用
が
見
ら
れ
る
。 

 

「
医
学
綱
目
」
は
、
明
・
楼
英
の
『
医
学
綱
目
』
〔
嘉
靖
四
十
四
年
（
一
五
六
五
）
刊
〕
の
こ
と
。 

 

「
入
門
」
は
、
明
・
李
梴
の
『
医
学
入
門
』
〔
万
暦
三
年
（
一
五
七
五
）
成
〕
の
こ
と
。 

 

「
序
例
」
は
、
明
・
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』〔
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
成
〕
序
例
の
こ
と
。 

 

「
秘
要
」
は
、
巻
上-

十
五
丁-

裏
に
引
用
が
見
ら
れ
る
。
未
詳
。 

 

「
針
灸
」
は
、
巻
上-

三
十
六
丁-

裏
に
引
用
が
見
ら
れ
る
。
未
詳
。 

 

「
脈
会
」
は
、
巻
上-

四
十
一
丁-

表
に
引
用
が
見
ら
れ
る
。
未
詳
。 

 

「
難
経
図
［
艹
／
勻
］
」
は
、
巻
上-

四
十
八
丁-

裏
に
引
用
が
見
ら
れ
る
。
未
詳
。 
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「
便
毒
秘
灸
」
は
、
巻
上-

三
十
七
丁-

裏
に
引
用
が
見
ら
れ
る
（
前
述
）。
未
詳
。 

 

「
灸
経
」
は
、
序-

一
丁-

表
の
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
起
」
に
「
或
時
、
岐
伯
ヲ
シ
テ
医
法
ヲ
問
答
ス
。
其
時
此
ノ
『
灸
経
』
ヲ
モ
論
シ
玉
イ
テ
」
と
見

え
る
。 

 

（
四
）
書
名
〔
医
書
（
国
書
）〕 

 

本
書
に
引
用
さ
れ
る
書
名
の
内
、
医
書
（
国
書
）
は
次
の
通
り
。 

 

「
全
九
」、
「
針
灸
集
要
」。 

 

次
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
る
。 

 

「
全
九
」
は
、
月
湖
原
著
の
漢
文
体
の
『
（
真
名
）
全
九
集
』
を
、
道
三
が
増
改
し
た
『
（
仮
名
）
全
九
集
』〔
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
の
成
立
と
伝

え
ら
れ
る
〕
の
こ
と
。 

 

「
針
灸
集
要
」
は
、
曲
直
瀬
道
三
著
の
『
針
灸
集
要
』
の
こ
と
。 

 

医
書
（
漢
籍
）
は
四
十
九
書
、
和
書
は
二
書
の
名
が
み
え
た
。『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
は
三
巻
で
は
あ
る
が
決
し
て
大
部
と
言
え
る
分
量
で
は
な
く
、
一
冊

本
と
し
て
十
分
に
収
ま
る
。
そ
の
よ
う
な
書
を
講
釈
す
る
た
め
に
こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
医
書
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
講
釈
が
如
何
に
高

度
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

医
書
（
漢
籍
）
の
内
訳
は
、
唐
以
前
が
十
二
書
、
宋
代
が
十
一
書
、
金
元
代
が
七
書
、
明
代
が
十
三
書
、
不
明
が
六
書
で
あ
る
。
宋
以
後
の
医
書
が
多
く
、

明
の
医
書
も
積
極
的
に
用
い
て
お
り
、
当
時
最
新
で
あ
っ
た
医
学
を
す
ば
や
く
吸
収
し
講
釈
に
も
用
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
刊
年
成
立
年
が
明
ら
か
な

も
の
の
う
ち
、
そ
の
下
限
は
明
・
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』〔
万
暦
六
年
（
一
五
七
八
）
成
〕
で
あ
っ
た
。
こ
こ
よ
り
、
本
書
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
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の
成
立
は
一
五
七
八
年
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

医
書
（
国
書
）
は
二
書
。
両
書
と
も
曲
直
瀬
道
三
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
お
よ
び
同
書
中
の
経
穴
の
講
釈
を
す
る
際
に
、
国
書

で
は
道
三
の
著
書
の
み
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
は
、
本
書
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
が
曲
直
瀬
門
で
行
わ
れ
た
講
釈
の
筆
録
で
あ

る
こ
と
を
強
く
肯
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
講
釈
で
は
当
時
の
日
本
で
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
針
灸
諸
流
派
の
経
穴
学
な
ど
は
書
籍
の
引
用
と
し
て
は

取
り
込
ん
で
い
な
い
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
何
も
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
、
曲
直
瀬
家
な
ど
当
時
の
日
本
の
中
心
的
位
置
に
い
た
医
家
と
、

針
灸
を
行
っ
て
い
た
諸
流
派
と
の
関
係
を
示
す
、
新
た
に
見
い
だ
さ
れ
た
一
つ
の
事
項
と
言
え
る
。 

 

（
五
）
書
名
〔
医
書
以
外
〕 

 

本
書
に
引
用
さ
れ
る
書
名
の
内
、
医
書
以
外
は
次
の
通
り
。 

 

「
爾
雅
」
、「
玉
」「
玉
篇
」、「
字
書
」、「
会
」、「
韻
海
」、「
中
庸
」、「
周
易
」「
易
」、「
礼
記
」、「
周
礼
」、「
孝
経
」、「
礼
記
注
疏
」、「
論
語
」、「
孟

子
」
、
「
列
子
」
、
「
荘
子
」
、「
事
林
広
記
」「
事
林
前
集
」「
事
林
」、
「
通
書
大
全
」。 

 

こ
の
う
ち
、
「
会
」
は
、
元
・
黄
公
紹
編
輯
、
元
・
熊
忠
擧
要
の
『
古
今
韻
会
挙
要
』
の
こ
と
。 

 

医
書
以
外
で
は
、
字
書
・
韻
書
や
経
書
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
引
用
書
名
か
ら
、
語
釈
を
す
る
際
に
字
書
・
韻
書
を
十
分
に
活
用
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
講
釈
は
、
臨
床
上
必
要
な
実
用
的
事
項
ば
か
り
で
は
な
く
語
釈
な
ど
も
含
み
、
諸
書
を
用
い
て
学
問
的
に
行
っ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
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二
．
記
述
内
容 

  

本
書
に
は
、
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
つ
い
て
、
語
音
、
語
義
、
語
釈
な
ど
か
ら
、
人
名
・
書
名
の
解
説
、
あ
る
い
は
経
穴
部
位
の
諸
書
校
勘
に
つ
い
て
、

ま
た
実
際
に
経
穴
を
取
る
際
に
参
考
と
な
る
よ
う
な
臨
床
的
記
事
な
ど
が
、
所
謂
「
ゾ
体
」
を
多
く
用
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
内
容
は
先
に
述

べ
た
通
り
曲
直
瀬
門
に
関
わ
る
者
に
よ
る
語
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。 

 

語
釈
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
巻
上-

二
十
丁-

裏
に 

 

哽
哽
、
咽
塞
貌
歟
、
一
渓
云
、
ム
セ
フ
ゾ
、 

（
哽
哽
は
、
咽
塞
の
貌
か
。
一
渓
が
云
ふ
、
む
せ
ふ
ぞ
。） 

 

と
あ
る
。
こ
れ
は
天
突
穴
の
下
の
主
治
条
文 

 

主
咳
逆
気
喘
、
暴
啞
不
能
言
、
身
寒
熱
頸
腫
、
喉
中
鳴
翕
翕
、
胸
中
気
哽
哽
也
、 

（
咳
逆
気
喘
、
暴
か
に
啞
し
て
言
ふ
こ
と
能
わ
ず
、
身
寒
熱
し
頸
腫
れ
、
喉
中
鳴
る
こ
と
翕
翕
と
し
て
、
胸
中
の
気
哽
哽
た
る
を
主
る
。） 

 

の
「
哽
哽
」
に
対
し
て
漢
語
を
和
語
に
よ
っ
て
語
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。「
哽
」
に
は
「
喉
が
つ
か
え
て
む
せ
ぶ
」
の
意
が
あ
り
、
胸
に
気
が
塞
が
り
咽
が

つ
か
え
む
せ
る
様
子
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
の
編
者
は
こ
れ
を
咽
が
塞
が
る
様
子
と
し
、
道
三
の
語
釈
「
む
せ
ぶ
」
を
記
し
て
い
る
。 
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ま
た
、
巻
上-

四
十
二
丁-

裏
に
み
え
る 

 
白
屑
ト
ハ
、
シ
ラ
ク
ボ
ノ
コ
ト
ゾ
、 

（
白
屑
と
は
、
し
ら
く
ぼ
の
こ
と
ぞ
。
） 

 

は
、
顖
会
穴
の
主
治
条
文
で
あ
る 

 

主
頭
目
眩
、
頭
皮
腫
生
白
屑
、
兼
主
面
赤
暴
腫
也
、 

（
頭
目
眩

く
る
め

き
、
頭
皮
腫
れ
白
屑
を
生
ず
る
を
主
り
、
兼
て
面
赤
く
暴
は
か
に
腫
る
る
を
主
る
。） 

 

の
「
白
屑
」
に
対
し
て
漢
語
を
和
語
に
よ
っ
て
語
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ラ
ク
ボ
（
し
ら
く
も
、
白
癬
）
は
皮
膚
病
の
一
種
で
軽
い
痒
み
が
あ
り
、
か
く

と
白
い
粉
が
落
ち
て
く
る
も
の
で
、
頭
に
多
い
。
顖
会
穴
は
前
頭
部
に
あ
る
経
穴
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
実
際
に
経
穴
を
取
る
際
に
参
考
と
な
る
よ
う
な
臨
床
的
記
事
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
巻
上-

三
十
一
丁-

表
に 

 

在
リ

二

肘
ノ

上
三
寸
ニ

一

、
伸ノ

ベ

レ

肘
ヲ

ー
肘
ノ

上
ト
ハ
本
ノ
方
ヲ
云
、
腋
ツ
ボ
ノ
ト
ヲ
リ
ニ
腕
デ
カ
ラ
出
テ
伸
レ
バ
陥
ナ
ル

処
ア
リ 

（
肘
の
上
三
寸
に
在
り
、
肘
を
伸
べ

ー
肘
の
上
と
は
本
の
方
を
云
ふ
、
腋
つ
ぼ
の
通
り
に
腕
か
ら
出
て
伸
ぶ
れ
ば
陥
な
る
処
あ
り
） 
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と
あ
り
、
ま
た
巻
上-

三
十
五
丁-

表
に 

 
足
ノ

大
指
ノ
次

ー
中
ノ
横
文
、
本
ヨ
リ
一
ノ
横
文
ト
二
ノ
横
文
ト
ノ
間
ニ
シ
ハ
ア
リ
、
ソ
ノ
マ
ン
中
ナ
リ 

（
足
の
大
指
の
次

ー
中
の
横
文
、
本
よ
り
一
の
横
文
と
二
の
横
文
と
の
間
に
し
は
あ
り
、
そ
の
ま
ん
中
な
り
） 

 

な
ど
と
あ
り
、
身
体
の
特
徴
を
よ
く
観
察
把
握
し
取
穴
で
き
る
よ
う
具
体
的
に
解
説
し
て
い
る
。『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
を
講
釈
し
な
が
ら
、
経
穴
の
取
穴
に

つ
い
て
臨
床
的
に
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
様
子
が
窺
い
知
れ
る
。 

 

あ
る
い
は
、 

 

一
渓
云
、
膂
肉
サ
グ
リ
ワ
ケ
テ
点
セ
ラ
ル
ル
ソ
、 

（
一
渓
云
、
膂
肉 

探
り
分
け
て
点
せ
ら
る
る
ぞ
。） 

 

は
、
先
に
挙
げ
た
志
室
穴
の
取
穴
に
つ
い
て
「
寿
命
院
曰
…
…
」
を
引
用
し
て
述
べ
ら
れ
る
背
中
正
中
線
の
外
の
分
寸
に
つ
い
て
の
説
明
に
続
い
て
記
載
さ

れ
て
い
る
道
三
の
言
葉
で
あ
る
。
膂
肉
は
背
部
の
筋
肉
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
探
り
分
け
る
よ
う
に
志
室
穴
を
取
穴
す
る
と
い
う
。
経
穴
を
取
穴
す
る
際
に
体

を
よ
く
触
れ
て
部
位
を
決
め
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
道
三
の
言
葉
で
あ
る
。 

  

以
上
、
本
節
で
検
討
し
た
こ
と
か
ら
、
本
書
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
を
曲
直
瀬
門
に
関
わ
る
者
が
講
述
し
た
記
録
で
あ
り
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
抄
物
と
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位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
そ
の
講
述
は
書
物
を
読
み
解
釈
す
る
こ
と
に
止
ま
ら
ず
経
穴
取
穴
の
実
際
を
も
含
め
た
講
義
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
曲
直
瀬
門
の
経
穴
研
究
・
講
釈
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
書
を
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
時
の
中
国
鍼
灸
医
学
思
想
の
受
容
と
そ
れ
に
基
づ
く
講
釈
と
い
っ
た
展
開
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。 
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第
三
節 
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』 

   

内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
曲
直
瀬
門
流
の
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
研
究
お
よ
び
経
穴
研
究
に
か
か
わ

る
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
長
野
仁
氏
よ
り
教
授
さ
れ
、
加
畑
聡
子
氏
協
力
の
も
と
同
書
の
書
入
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。 

 

一
．
書
誌
事
項 

ま
ず
、
本
書
の
書
誌
事
項
に
つ
い
て
次
に
記
す
。 

  

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』（
内
閣
文
庫
、
三
〇
四-

二
三
七
） 

 

三
巻
一
冊
。
五
十
五
丁
、
線
装
。
十
一
行
、
二
十
字
、
無
界
、
四
周
単
辺
、
双
黒
魚
尾
、
黒
口
。
版
心
、
書
名
丁
数
（
灸
経 

 

一
）。 

 

首
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
序
」
末
「
至
大
辛
亥
春
月
燕
山
ノ

活
済
堂
刊
」
一
丁
、
次
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
巻
上
」
（「
定
ル
ノ

二

尺
寸
ヲ

一

法
」
至
「
正
人
形

第
二
十
」）、
末
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
巻
上
終
」
一
至
三
十
丁
表
、
次
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
巻
中
」（「
背
人
形
第
一
」
至
「
側
人
形
第
七
」）
末
「
新
刊

黄
帝
明
堂
灸
経
巻
中
終
」
三
十
丁
裏
至
四
十
六
丁
表
、
次
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
巻
下
」（
「［
小
児
明
堂
序
］」
末
「
燕
山
活
山
堂
刊
／
建
安
竇
佳
芳
校
正
時

刊
」
、
次
「
正
人
形
第
一
」
至
「
背
人
形
第
三
」）
末
「
明
堂
灸
経
巻
第
下
終
」
四
十
六
丁
裏
至
五
十
五
丁
裏
。 



第四章 『新刊黄帝明堂灸経鈔』について 

- 213 - 

 
題
簽
「
（
虫
損
）
明
堂
灸
経 

全
」 

 

印
記
（
全
て
陽
刻
）
、
「
医
学
図
書
」
「
躋
寿
殿
書
籍
記
」「
多
紀
氏
蔵
書
印
」 

 

表
表
紙
見
返
し
に
「
今
医
家
記
針
灸
之
穴
為
偶
人
点
誌
其
処
名
明
堂
按
銅
／
人
兪
穴
図
序
曰
、
昔
黄
帝
問
岐
伯
以
人
之
経
絡
窮
妙
于
血
脉
／
参
変
于
陰
陽

尽
書
其
言
蔵
於
金
蘭
之
室
洎
雷
公
請
問
乃
／
坐
明
堂
以
授
之
後
世
言
明
堂
者
以
此
／ 

右
事
物
紀
原

抄
張
杲
医
説
而
得
之

×
×
×
×
×
×
×
×

」
の
墨
書
あ
り
。 

 

第
一
丁
表
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
序
」
の
匡
郭
右
外
に
多
紀
元
簡
識
語
「
○
懐
仙
閣
ニ
此
書
ノ
和
解
一
巻
ア
リ
、
天
正
十
一
癸
未
ノ
時
ニ
成
ル
書
也
、
其

内
ニ
啓
云
、
養
云
ナ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
啓
迪
院
、
養
安
院
ノ
説
／
ヲ
書
集
メ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
ヘ
タ
リ
、
今
其
説
ヲ
上
層
或
ハ
傍
記
シ
テ
以
テ
考
ニ
備
ト
云
、
天

明
丁
未
ノ
十
月
、
元
簡
識
、
／
○
再
按
ス
ル
ニ
、
東
井
、
一
渓
ノ
説
ア
リ
テ
、
又
、
琳
考
、
琳
按
ト
云
所
ア
リ
、
琳
ハ
正
琳
ナ
リ
、
元
祖
養
安
院
ナ
リ
、
コ

レ
ニ
テ
其
家
先
ノ
作
ナ
ル
コ
ト
明
カ
ナ
リ
」
の
墨
書
あ
り
。 

 

匡
郭
外
、
本
文
傍
書
と
し
て
黒
墨
と
朱
墨
に
よ
る
多
数
の
書
入
れ
あ
り
。 

 

第
二
十
九
丁
の
版
心
の
丁
数
を
三
十
九
と
誤
刻
す
る
。 

  

以
上
、
本
書
の
書
誌
事
項
に
つ
い
て
記
述
し
た
。
次
に
、
本
書
の
書
入
れ
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
述
べ
た
い
。 

 

二
．
書
入
れ
に
つ
い
て 

  

第
一
丁
表
に
記
さ
れ
た
多
紀
元
簡
識
語
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
〔（ 
）
内
は
筆
者
に
よ
る
補
記
〕。 
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懐
仙
閣
に
此
書
の
和
解
一
巻
あ
り
。
天
正
十
一
癸
未
（
一
五
八
三
）
の
時
に
成
る
書
な
り
。
其
の
内
に
啓
云
、
養
云
な
ど
あ
る
と
き
は
啓
迪
院
、
養

安
院
の
説
を
書
き
集
め
た
る
も
の
と
見
へ
た
り
。
今
其
の
説
を
上
層
或
い
は
傍
記
し
て
以
て
考
に
備
ふ
と
云
ふ
。
天
明
丁
未
（
七
年
・
一
七
八
七
）
の

十
月
、
元
簡
識
。 

 

○
再
按
す
る
に
、
東
井
、
一
渓
の
説
あ
り
て
、
又
、
琳
考
、
琳
按
と
云
ふ
所
あ
り
。
琳
は
正
琳
な
り
、
元
祖
養
安
院
な
り
。
こ
れ
に
て
其
の
家
先
の

作
な
る
こ
と
明
か
な
り
。 

  

こ
の
元
簡
識
語
に
よ
る
と
、
本
書
の
書
入
れ
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
多
紀
元
簡
が
曲
直
瀬
養
安
院
家
の
懐
仙
閣
に
所
蔵
さ
れ
る
、
天

正
十
一
年
（
一
五
八
三
・
癸
未
）
に
成
っ
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
和
解
一
巻
に
書
か
れ
た
啓
迪
院
、
養
安
院
、
東
井
の
諸
説
を
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
・

丁
未
）
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

識
語
を
記
し
た
多
紀
元
簡
（
宝
暦
五
年
・
一
七
五
五
～
文
化
七
年
・
一
八
一
〇
、
享
年
五
十
六
）
は
、
名
は
元
簡
、
幼
名
は
金
松
、
字
は
廉
夫
、
通
称
は

安
清
・
安
長
、
号
は
桂
山
・
櫟
窓
な
ど
。
多
紀
元
悳
の
長
男
。
嗣
子
は
三
男
の
元
胤
、
五
男
は
元
堅
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
奥
医
師
・
法
眼
。
医
学
館

に
お
い
て
幕
府
医
官
の
子
弟
を
教
育
す
る
と
と
も
に
、
著
述
を
多
く
な
し
考
証
医
学
を
確
立
し
た
。
編
著
書
に
は
『
素
問
識
』『
霊
枢
識
』『
傷
寒
論
輯
義
』

『
金
匱
要
略
輯
義
』『
檪
窓
類
抄
』
『
脈
学
輯
要
』
『
挨
穴
集
説
』『
観
聚
方
要
補
』『
医
賸
』
ほ
か
多
数
が
あ
る
。 

 

懐
仙
閣
は
曲
直
瀬
養
安
院
家
の
蔵
書
室
の
室
号
（
四
）
。
こ
の
蔵
書
目
録
と
し
て
は
江
戸
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
五
）『
懐
仙
楼
書
目
』（
内

閣
文
庫
所
蔵
、
二
一
九-

一
六
七
）
が
現
存
す
る
。
そ
こ
に
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
和
解
と
思
し
き
書
名
は
著
録
さ
れ
て
い
な
い
。「
黄
帝
明
堂
灸
経 

二

本 

写
」
と
の
著
録
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
多
紀
元
簡
が
目
睹
し
た
も
の
と
の
関
連
は
不
明
。
懐
仙
閣
に
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の

和
解
の
現
伝
は
未
詳
。
多
紀
元
簡
は
曲
直
瀬
養
安
院
家
の
七
代
・
正
雄
と
交
流
が
あ
り
、
養
安
院
家
の
蔵
書
を
見
、
借
り
て
鈔
写
し
て
お
り
（
六
）
、
本
書
も
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そ
の
交
流
の
中
で
借
り
受
け
た
も
の
を
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

本
書
に
は
黒
墨
と
朱
墨
に
よ
る
二
種
の
書
入
れ
が
あ
る
が
、
上
述
の
多
紀
元
簡
に
よ
る
懐
仙
閣
所
蔵
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
和
解
か
ら
の
筆
写
は
お
よ
そ
黒

墨
で
な
さ
れ
て
い
る
。
朱
墨
で
は
、
本
書
と
他
書
と
の
校
勘
の
結
果
を
主
と
し
て
記
し
て
い
る
。
こ
の
校
勘
に
用
い
ら
れ
た
書
は
『
聖
恵
（
太
平
聖
恵
方
）』

『
四
書
（
針
灸
四
書
）
』
『
聚
英
（
針
灸
聚
英
）
』『
千
金
（
千
金
方
）
』『
竇
本
（
竇
桂
芳
・
針
灸
四
書
）』『
甲
乙
（
甲
乙
経
）』
が
あ
る
。 

 

三
．
書
入
れ
の
実
際 

  

こ
こ
に
、
本
書
に
墨
筆
で
書
き
込
ま
れ
た
書
入
れ
を
列
挙
す
る
。
記
載
法
は
、
こ
こ
で
の
通
し
番
号
：
書
入
れ
位
置
（
丁
数
表
裏
）：
書
入
れ
対
象
の
本

文
「
書
入
れ
」
と
す
る
。
書
名
に
は
筆
者
が
『 

』
を
付
し
た
。〈 

〉
内
は
筆
写
に
よ
る
補
記
。 

 

１
：
序
一
丁
表
：
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
序
「
此
書
ハ
元
朝
七
主
武
宗
至
大
四
年
辛
亥
ノ
歳
ニ
、
建
安
竇
桂
芳
ガ
『
聖
恵
方
』
ヨ
リ
灸
経
バ
カ
リ
ヲ
撮
抜

シ
テ
別
ニ
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
ト
称
ス
ル
也
、」 

（
此
書
は
元
朝
七
主
の
武
宗
の
至
大
四
年
辛
亥
の
歳
に
、
建
安
の
竇
桂
芳
が
『
聖
恵
方
』
よ
り
灸
経
ば
か
り
を
撮
抜
し
て
別
に
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』

と
称
す
る
な
り
。
） 

 ２
：
序
一
丁
裏
：
夫
レ

明
堂
ハ

者
…
…
「
明
堂
閣
ニ
、
銅
人
形
ヲ
置
玉
、
銅
人
ハ
経
絡
ヲ
タ
タ
シ
、
其
経
其
経
ノ
灸
穴
ヲ
能
究
明
シ
タ
ゾ
、
一
経
ニ
火
ヲ

ト
ボ
セ
バ
、
煙
其
一
経
ノ
諸
穴
ヘ
出
ヤ
ウ
ニ
シ
タ
ゾ
、
」「
○
按
此
説
太
タ
奇
ナ
リ
、
蠟
ヲ
ヌ
リ
水
銀
ヲ
ツ
メ
ル
コ
ト
ハ
『
癸
辛
雑
志
』
ニ
見
ヘ
タ
リ
、」 
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（
明
堂
閣
に
、
銅
人
形
を
置
き
玉
ふ
。
銅
人
は
経
絡
を
た
だ
し
、
其
の
経
、
其
の
経
の
灸
穴
を
能
く
究
明
し
た
ぞ
。
一
経
に
火
を
と
ぼ
せ
ば
、
煙
、

其
の
一
経
の
諸
穴
へ
出
る
や
う
に
し
た
ぞ
。）（
○
按
ず
る
に
、
此
の
説
、
太
だ
奇
な
り
。
蠟
を
ぬ
り
水
銀
を
つ
め
る
こ
と
は
『
癸
辛
雑
志
』
に
見

へ
た
り
。
） 

 ３
：
序
一
丁
裏
：
至
大
辛
亥
春
月
燕
山
活
済
堂
刊
「
養
考
、
至
大
四

辛亥
年
、
当
日
本
人
王
九
十
四
代
花
園
院
応
長
元
年
辛
亥
也
、
天
正
十
一
癸
未
年
迄

ハ
凡
二
百
七
十
三
年
歟カ

、
」 

（
養
が
考
ふ
る
に
、
至
大
四

辛亥
の
年
、
当
日
本
人
の
王
九
十
四
代
花
園
院
、
応
長
元
年
辛
亥
な
り
。
天
正
十
一
癸
未
年
迄
は
凡
そ
二
百
七
十
三
年

か
。
） 

 ４
：
序
一
丁
裏
：
燕
山
「
『
事
林
前
集
』
云
、
大
元
都
燕
山
府
、
号
大
都
、
」 

（
『
事
林
前
集
』
に
云
ふ
、「
大
元
は
燕
山
府
に
都
し
、
大
都
と
号
す
」
と
。） 

 ５
：
序
一
丁
裏
：
活
済
堂
「
活
済
堂
ハ
桂
芳
先
君
之
薬
室
也
、
見
『
源
流
』
竇
漢
卿
ガ
伝
、」 

（
活
済
堂
は
桂
芳
先
君
の
薬
室
な
り
。
『
源
流
』
の
竇
漢
卿
が
伝
に
見
ゆ
。） 

 ６
：
序
一
丁
裏
：
「
○
按
ス
ル
ニ
、
古
本
ニ
ハ
此
間
目
録
ア
リ
、
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
目
録
ト
ア
ル
ヨ
シ
、
扨
又
、
目
録
ノ
後
ニ
建
安
竇
桂
芳
校
正
ト

ア
リ
テ
、
末
ニ
皇
慶
壬
子
中
元
ト
ア
ル
ト
見
ヘ
タ
リ
、
此
本
ニ
ハ
如
何
シ
テ
カ
脱
シ
タ
リ
、」 
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（
○
按
ず
る
に
、
古
本
に
は
此
の
間
に
目
録
あ
り
。
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
目
録
と
あ
る
よ
し
。
扨
又
、
目
録
の
後
に
建
安
竇
桂
芳
校
正
と
あ
り
て
、

末
に
皇
慶
壬
子
中
元
と
あ
る
と
見
へ
た
り
。
此
の
本
に
は
如
何
し
て
か
脱
し
た
り
。） 

 ７
：
一
丁
表
：
「
儒
医
桃
谿
居
士
劉
信
甫
カ

編
ス
ル
『
医
学
全
書
』
之
序
ヲ
大
徳

乙巳
年
中
ニ
建
安
後
学
静
斎
竇
佳
芳
書
之
、」 

（
儒
医
の
桃
谿
居
士
劉
信
甫
が
編
ず
る
『
医
学
全
書
』
の
序
を
大
徳

乙巳
年
中
に
建
安
後
学
静
斎
竇
佳
芳
が
之
を
書
す
。） 

 ８
：
四
丁
表
：
凡
着
ケ

レ

灸
ヲ

…
…
「
凡
着
灸
ー
已
下
分
段
錯
乱
シ
テ
理
不
通
、
キ
リ
ツ
イ
テ
ミ
ル
ゾ
、
」
「
一
、
凡
着
灸
療
病
、
歴
春
夏
秋
冬
不
較
者
、

灸
炷
雖
然
数
足
、
如
不
得
瘡
発
膿
壊
、
其
疾
不
愈
、
得
瘡
発
膿
壊
、
所
患
即
差
、『
甲
乙
経
』
云
、」「
東
井
云
、
一
渓
ハ
此
ノ
義
ヲ
ト
レ
リ
、」「
一
ニ
、

凡
着
灸
療
病
、
歴
春
夏
秋
冬
不
較
者
、
得
瘡
発
膿
壊
所
患
即
差
、
如
灸
炷
雖
然
数
足
、
不
得
瘡
発
膿
壊
、
其
疾
不
愈
、『
甲
乙
経
』
云
、」「
右
二
説
畢

竟
同
コ
ト
ゾ
、
」 

（
凡
そ
着
灸
…
…
已
下
の
分
段
、
錯
乱
し
て
理
通
ら
ず
、
き
り
つ
い
で
み
る
ぞ
。）（
一
に
、
凡
そ
灸
を
着
け
病
を
療
す
る
に
、
春
夏
秋
冬
を
歴
て

較い

へ
ざ
る
者
、
灸
炷
然
ゆ
る
数
足
る
と
雖
も
、
如も

し
瘡
発
し
膿
壊
る
を
得
ざ
れ
ば
其
の
疾
愈
へ
ず
。
瘡
発
し
膿
壊
る
を
得
れ
ば
、
患
す
る
所
即
ち

差い

ゆ
。『
甲
乙
経
』
に
云
ふ
。）（
東
井
が
云
ふ
、
一
渓
は
此
の
義
を
と
れ
り
。）（
一
に
、
凡
そ
灸
を
着
け
病
を
療
す
る
に
、
春
夏
秋
冬
を
歴
て
較い

へ
ざ
る
者
、
瘡
発
し
膿
壊
る
を
得
れ
ば
患
す
る
所
即
ち
差い

ゆ
、
如も

し
然
ゆ
る
数
足
る
と
雖
も
、
瘡
発
し
膿
壊
る
を
得
ざ
れ
ば
、
其
の
疾
愈
へ
ず
。

『
甲
乙
経
』
に
云
ふ
。
）
（
右
の
二
説
、
畢
竟
同
こ
と
ぞ
。） 

 ９
：
四
丁
表
：
較
「
○
此
字
ヲ
チ
ツ
カ
ズ
、
」 
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（
○
此
の
字
を
ち
つ
か
ず
。） 

 10
：
四
丁
表
：
故
履
「
日
本
ニ
テ
ハ
尻
切
之
心
也
、」 

（
日
本
に
て
は
尻
切
の
心
な
り
。） 

 11
：
四
丁
裏
：
一
二
尺
「
『
資
生
』
ニ
一
二
寸
ニ
作
ル
、
」 

（
『
資
生
』
に
一
二
寸
に
作
る
。
） 

 12
：
四
丁
裏
：
火
痂
「
火
痂
ハ
ク
ロ
ブ
タ
ト
ヨ
マ
セ
タ
ゾ
、」 

（
火
痂
は
く
ろ
ぶ
た
と
よ
ま
せ
た
ぞ
。
） 

 13
：
四
丁
裏
：
若
シ

灸
瘡
退
テ

二

火
痂
ヲ

一

、
後
用
イ

二

桃
樹
…
…
「
右
ノ
桃
枝
、
柳
皮
、
胡
荽
、
黄
連
ノ
四
味
ノ
洗
湯
ニ
テ
灸
瘡
ヲ
洗
テ
、
後
、
梹
榔
子
、

款
冬
花
ノ
二
味
ヲ
散
薬
ニ
シ
テ
ヒ
子
リ
カ
ク
ル
、
立
ニ
愈
ゾ
、
惣
別
諸
瘡
ノ
イ
ヱ
シ
シ
ヲ
ア
グ
ル
ゾ
、
是
当
流
ノ
秘
説
ナ
リ
、
檳
能
滲
湿
気
生
好
肉
、

外
科
金
瘡
等
ニ
用
之
、
是
謂
也
、
款
能
補
肺
気
、
肺
者
主
肌
皮
、
故
用
之
也
、
」「
東
井
云
、
灸
瘡
久
不
愈
ニ
ハ
、
艾
葉
ヲ
ヨ
ク
モ
ミ
色
白
ナ
ル
ホ
ド
ニ

シ
テ
傅
也
、
妙
也
、
又
芍
合
二
味
抹
シ
テ
摻
之
、」 

（
右
の
桃
枝
、
柳
皮
、
胡
荽
、
黄
連
の
四
味
の
洗
湯
に
て
灸
瘡
を
洗
て
、
後
、
梹
榔
子
、
款
冬
花
の
二
味
を
散
薬
に
し
て
ひ
ね
り
か
く
る
。
立
ち

ど
こ
ろ
に
愈
ゆ
る
ぞ
。
惣
別
、
諸
瘡
の
い
ゑ
し
し
を
あ
ぐ
る
ぞ
。
是
れ
当
流
の
秘
説
な
り
。
檳
は
能
く
湿
気
を
滲
じ
好
肉
を
生
じ
、
外
科
金
瘡
等
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に
之
を
用
ゆ
、
是
れ
の
謂
な
り
。
款
は
能
く
肺
気
を
補
し
、
肺
は
肌
皮
を
主
る
、
故
に
之
を
用
ふ
る
な
り
。）（
東
井
が
云
ふ
、
灸
瘡
久
し
く
愈
へ

ざ
る
に
は
、
艾
葉
を
よ
く
も
み
色
白
な
る
ほ
ど
に
し
て
傅つ

く
な
り
、
妙
な
り
。
又
、
芍
合
二
味 

抹
し
て
之
を
摻
る
。） 

 14
：
五
丁
表
：
人
神
「
大
乙
神
ト
モ
云
ゾ
、『
通
書
大
全
』
ニ
是
ヲ
遂
日
人
神
ト
云
タ
ゾ
、」 

（
大
乙
神
と
も
云
ぞ
。
『
通
書
大
全
』
に
是
を
遂
日
人
神
と
云
た
ぞ
。） 

 15
：
五
丁
表
：
人
神
ノ

所
レ

在
不
レ

宜
二

針
灸
ス

一

「
○
『
千
金
』『
外
台
』
同
異
ア
リ
、
可
攷
、
今
略
之
、」 

（
○
『
千
金
』
『
外
台
』
に
同
異
あ
り
。
攷
ず
べ
し
。
今
之
を
略
す
。） 

 16
：
五
丁
表
：
一
日
ハ

在
リ

二

大
指
ニ

一

「
『
通
書
大
全
』
作
足
大
指
、
」 

（
『
通
書
大
全
』
は
足
大
指
に
作
る
。） 

 17
：
五
丁
表
：
五
日
ハ

在
リ

二

口
舌
ニ

一

「
『
千
金
』
口
舌
咽
懸
、」 

（
『
千
金
』
は
口
舌
咽
懸
。） 

 18
：
五
丁
表
：
六
日
ハ

在
リ

二

両
手
ニ

一

「
『
事
林
』
ニ
作
足
小
指
、
『
千
金
』
同
、『
外
台
』
ニ
手
小
指
、」 

（
『
事
林
』
に
足
小
指
に
作
る
。
『
千
金
』
同
じ
。『
外
台
』
に
手
小
指
。
） 
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 19
：
五
丁
表
：
八
日
ハ

在
リ

二

足
腕
ニ

一

「
東
井
云
、
即
足
趺
也
、」 

（
東
井
が
云
ふ
、
即
ち
足
趺
な
り
。
） 

 20
：
五
丁
表
：
十
一
日
ハ

在
リ

二

鼻ハ
ナ

柱
ハ
シ
ラ

ニ
一

「
『
千
金
翼
』
云
、
及
眉
、
」 

（
『
千
金
翼
』
に
云
ふ
、
眉
に
及
ぶ
、
と
。
） 

 21
：
五
丁
表
：
十
六
日
ハ

在
リ

レ

胸
ニ

「
『
千
金
』
作
胸
乳
、
」 

（
『
千
金
』
に
胸
乳
に
作
る
。） 

 22
：
五
丁
表
：
十
七
日
ハ

在
リ

二

気
衝
ニ

一

「
『
千
金
翼
』
云
、
及
脇
、
」 

（
『
千
金
翼
』
に
云
ふ
、
脇
に
及
ぶ
、
と
。
） 

 23
：
五
丁
裏
：
毎
月
忌
日
不
レ

宜
二

針
灸
出
血
ニ

一

「『
神
農
針
灸
』
ニ
ハ
作
遂
月
血
忌
日
、
」 

（
『
神
農
針
灸
』
に
遂
月
血
忌
日
に
作
る
。
） 

 24
：
八
丁
表
：
月
猒
…
…
月
激
「
マ
ナ
ゴ
ヨ
ミ
ニ
月
猒
月
激
ナ
ド
ト
シ
ル
ス
ゾ
、」 
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（
ま
な
ご
よ
み
に
月
猒
月
激
な
ど
と
し
る
す
ぞ
。） 

 25
：
八
丁
表
：
月
激
「
『
徐
氏
』『
通
書
大
全
』
等
ニ
号
死
別
、」 

（
『
徐
氏
』『
通
書
大
全
』
等
に
死
別
と
号
す
。） 

 26
：
八
丁
表
：
六
害
「
『
通
書
大
全
』
ニ
六
害
ヲ
作
月
害
、『
徐
』
ニ
作
独
火
、」 

（
『
通
書
大
全
』
に
六
害
を
月
害
に
作
る
。
『
徐
』
に
独
火
に
作
る
。） 

 27
：
八
丁
裏
：
尻
神
「
尻
神
ト
ハ
人
神
ノ
コ
ト
ソ
、
九
宮
ニ
尻
神
ア
レ
ハ
道
理
カ
ス
ム
ヤ
、
五
宮
ニ
バ
カ
リ
尻
神
ア
ル
コ
ト
ヲ
云
タ
ソ
、
何
ト
モ
ス

マ
ヌ
コ
ト
ゾ
、
」 

（
尻
神
と
は
人
神
の
こ
と
ぞ
。
九
宮
に
尻
神
あ
れ
ば
道
理
か
す
む
や
。
五
宮
に
ば
か
り
尻
神
あ
る
こ
と
を
云
た
ぞ
。
何
と
も
す
ま
ぬ
こ
と
ぞ
。） 

 28
：
九
之
十
丁
裏
：
百
会
…
…
「
口
伝
云
、
自
大
椎
至
眉
間
一
尺
八
寸
也
、
一
渓
叟
云
、
同
身
寸
ニ
テ
量
也
、
毫
釐
モ
不
違
、
其
一
尺
八
寸
ノ
縄
子
ヲ

二
ツ
ニ
折
テ
点
之
、
然
レ
バ
眉
間
ヨ
リ
モ
大
椎
ヨ
リ
モ
九
寸
ツ
ツ
也
、
其
前
一
寸
ヨ
セ
テ
百
会
也
、」 

（
口
伝
に
云
ふ
、
大
椎
自
り
眉
間
に
至
る
は
一
尺
八
寸
な
り
。
一
渓
叟
が
云
ふ
、
「
同
身
寸
に
て
量
る
な
り
、
毫
釐
も
違
わ
ず
」
と
。
其
の
一
尺

八
寸
の
縄
子
を
二
つ
に
折
り
て
之
に
点
す
。
然
れ
ば
眉
間
よ
り
も
大
椎
よ
り
も
九
寸
つ
づ
な
り
。
其
の
前
に
一
寸
よ
せ
て
百
会
な
り
。） 
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29
：
十
一
丁
表
：
宛
「
□
云
、
宛
、
於
院
切
、
『
詩
』
宛
丘
。」「
四
方
高
中
央
下
、
曰
宛
丘
。」 

（
□
に
云
ふ
、
宛
は
於
院
の
切
。『
詩
』〔『
詩
経
』
陳
風
、
宛
丘
〕
に
宛
丘
あ
り
。）（
四
方
高
く
中
央
下
き
を
宛
丘
と
曰
ふ
。） 

 30
：
十
一
丁
表
：
天
突
…
…
五
分
「
五
分
、『
聚
英
』『
素
問
』
注

気
穴

論×

『
聖
済
総
録
』『
針
灸
集
書
』
等
ニ
ハ
下
四
寸
ト
云
也
、『
甲
乙
経
』『
千
金
方
』

『
西
方
子
』
ニ
五
寸
、 

又
此
『
明
堂
』
ノ
奥
ノ
小
児
ノ
灸
部
ニ
ハ
結
喉
下
三
寸
ト
云
也
、『
資
生
』
ニ
ハ
在
結
喉
下
一
夫
、『
医
学
綱
目
』
ニ
在
結
喉

下
一
寸
宛
宛
中
、
又
別
所
ニ
作
四
寸
、
今
爰
ニ
ハ
結
喉
ノ
下
五
分

云×
×

云
、
刊
本
ニ
作
五
寸
、
諸
穴
不
同
、
何
是
而
何
非
乎
、
老
師
云
、『
十
四
経
』
ニ

ハ
頸
結
喉
下
一
寸

云×
×

云
、
秘
伝
ニ
唯
以
三
寸
説
為
準
、
頸
結
喉
下
三
寸
両
骨
間
ト
シ
レ
、」 

（
五
分
、
『
聚
英
』『
素
問
』
注

気
穴

論×

『
聖
済
総
録
』『
針
灸
集
書
』
等
に
は
下
四
寸
と
云
ふ
な
り
。
『
甲
乙
経
』『
千
金
方
』『
西
方
子
』
に
五
寸
。 

又
た
此
の
『
明
堂
』
の
奥
の
小
児
の
灸
部
に
は
結
喉
下
三
寸
と
云
ふ
な
り
。『
資
生
』
に
は
結
喉
の
下
一
夫
に
在
り
、
と
。『
医
学
綱
目
』
に
結
喉

の
下
一
寸
宛
宛
中
に
在
り
、
と
。
又
た
別
所
に
四
寸
に
作
る
。
今
爰こ

こ

に
は
結
喉
の
下
五
分

云×
×

云
、
と
。
刊
本
に
五
寸
に
作
る
。
諸
穴
同
じ
か
ら
ず
。

何
れ
が
是
か
何
れ
が
非
か
。
老
師
が
云
ふ
、『
十
四
経
』
に
は
頸
結
喉
の
下
一
寸

云×
×

云
、
と
。
秘
伝
に
唯
だ
三
寸
の
説
を
以
て
準
と
為
し
、
頸
結

喉
の
下
三
寸
が
両
骨
間
と
し
れ
。） 

 31
：
十
二
表
：
章
門
…
…
「
『
参
伍
的
法
』
ニ

在
大
横
外
、
直
季
脇
肋
端
、
臍
上
二
寸
両
旁
九
寸
、
側
臥
、
屈
上
足
、
伸
下
足
、
挙
臂
取
之
、
又
云
、

肘
尖
尽
処
、
是
穴
、『
素
』
ノ
新
注
同
、
又
、『
難
経
俗
解
』
ノ
説
同
、
此
ト
リ
ヤ
ウ
ハ
惣
シ
テ
ド
ウ
ノ
メ
グ
リ
二
尺
七
寸
ガ
定
也
、
然
ト
モ
、
肥
痩
ニ

ヨ
リ
違
ゾ
、
サ
レ
ト
モ
先
二
尺
七
寸
取
テ
、
肥
タ
ル
人
ナ
ラ
ハ
余
ル
分
ヲ
三
ツ
ニ
折
テ
一
分
添
也
、
先
二
尺
七
寸
ヲ
三
ツ
ニ
折
テ
、
臍
ヨ
リ
ク
ラ
ベ
テ

一
分
ノ
九
寸
ヲ
腕
ヘ
引
テ
肥
タ
ル
分
ノ
三
ツ
一
分
ヲ
加
ベ
シ
、
痩
人
ナ
ラ
バ
痩
分
ノ
三
ツ
一
分
ヲ
縮
ベ
シ
、
サ
レ
ト
モ
臍
上
二
寸
ニ
点
シ
テ
旁
九
寸
ト
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云
説
モ
肥
痩
ニ
ヨ
ツ
テ
違
イ
ア
ラ
ン
、
又
生
付
ノ
肥
痩
ニ
ヨ
ツ
テ
違
ア
ル
故
、
但
季
肋
ノ
端
側
ト
云
説
可
ナ
ラ
ン
、」 

（
『
参
伍
的
法
』
に
大
横
の
外
、
季
脇
肋
端
に
直
り
、
臍
上
二
寸
の
両
旁
九
寸
に
在
り
、
側
臥
し
て
、
上
足
を
屈
し
、
下
足
を
伸
べ
、
臂
を
挙
げ

て
之
を
取
る
。
又
た
云
ふ
、
肘
尖
の
尽
く
処
、
是
の
穴
な
り
。『
素
』
の
新
注
も
同
じ
。
又
た
、『
難
経
俗
解
』
の
説
も
同
じ
。
此
の
と
り
や
う
は
、

惣
じ
て
ど
う
の
め
ぐ
り
二
尺
七
寸
が
定
な
り
。
然
れ
ど
も
、
肥
痩
に
よ
り
違
ふ
ぞ
。
さ
れ
ど
も
先
ず
二
尺
七
寸
取
り
て
、
肥
た
る
人
な
ら
ば
余
る

分
を
三
つ
に
折
て
一
分
添
へ
る
な
り
。
先
ず
二
尺
七
寸
を
三
つ
に
折
り
て
、
臍
よ
り
く
ら
べ
て
一
分
の
九
寸
を
腕
へ
引
て
肥
た
る
分
の
三
つ
一
分

を
加
ふ
べ
し
。
痩
人
な
ら
ば
痩
分
の
三
つ
一
分
を
縮
む
べ
し
。
さ
れ
ど
も
臍
上
二
寸
に
点
し
て
旁
ら
九
寸
と
云
ふ
説
も
肥
痩
に
よ
っ
て
違
い
あ
ら

ん
。
又
た
生
れ
付
き
の
肥
痩
に
よ
っ
て
違
ひ
あ
る
故
、
但
だ
季
肋
の
端
側
と
云
ふ
説
可
な
ら
ん
。） 

 32
：
十
五
表
：
湧
泉
…
…
「
相
伝
云
、
六
月
二
十
日
ニ
灸
此
穴
、
則
ア
カ
ガ
リ
ヲ
治
ス
、
但
卒
爾
ニ
ハ
此
穴
不
可
灸
ト
云
ヘ
リ
、」 

（
相
伝
に
云
ふ
、
六
月
二
十
日
に
此
の
穴
に
灸
す
れ
ば
則
ち
あ
か
が
り
を
治
す
。
但
し
卒
爾
に
は
此
の
穴
灸
す
べ
か
ら
ず
と
云
へ
り
。） 

 

33
：
十
六
丁
表
：
石
門
…
…
「
一
名
丹
田
、
養
按
ニ
、
臍
下
三
寸
、
関
元
ヲ
モ
丹
田
ト
云
ソ
、」 

（
一
名
丹
田
。
養
が
按
ず
る
に
、
臍
下
三
寸
、
関
元
を
も
丹
田
と
云
ぞ
。
） 

 34
：
十
七
丁
表
：
聴
会
…
…
惇
惇
惲
惲
「
『
霊
枢
』
経
脈
第
十
、
耳
聾
渾
渾
焞
焞
、」 

（
『
霊
枢
』
経
脈
第
十
に
、「
耳
聾
渾
渾
焞
焞
」
と
。） 
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35
：
十
七
丁
表
：
亶
中
一
穴
ハ

…
…
在
リ

二

両
乳
ノ

間
陥
ナ
ル

者
ノ

中
ニ

一

「
両
乳
ニ
縄
ヲ
ハ
リ
テ
二
ツ
折
テ
、
カ
タ
カ
タ
ヨ
リ
ア
テ
テ
点
ス
ル
ソ
、
婦
人
ハ

乳
頭
垂
下
ス
、
故
ニ
ト
リ
ニ
ク
シ
、
天
突
ノ
下
六
寸
八
分
ニ
点
シ
テ
亶
中
ノ
穴
ト
ス
、」 

（
両
乳
に
縄
を
は
り
て
二
つ
〈
に
〉
折
て
、
か
た
か
た
よ
り
あ
て
て
点
す
る
ぞ
。
婦
人
は
乳
頭
垂
下
す
、
故
に
と
り
に
く
し
。
天
突
の
下
六
寸
八

分
に
点
し
て
亶
中
の
穴
と
す
。
） 

 36
：
二
十
二
丁
表
：
食
竇
二
穴
ハ

…
…

滀
ト
ト
コ
ホ
テ

陸ロ
ク

陸ロ
ク

ト
シ
テ

「
滀
ハ
『
玉
』
ニ
聚
水
也
、
陸
陸
ハ
漉
漉
ト
同
仮
借
ノ
法
ナ
リ
、」 

（
滀
は
『
玉
』
に
聚
水
な
り
。
陸
陸
は
漉
漉
と
同
じ
。
仮
借
の
法
な
り
。
） 

 37
：
二
十
二
丁
表
：
華
佗
…
…
「
啓
云
、
『
便
毒
秘
伝
』
足
拇
爪
甲
上
ニ
針
シ
テ
血
ヲ
出
ス
、
針
タ
タ
ス
バ
爪
ヲ
フ
カ
ク
キ
リ
血
ヲ
出
ス
、」 

（
啓
が
云
ふ
、『
便
毒
秘
伝
』
に
足
拇
〈
指
〉
爪
甲
上
に
針
し
て
血
を
出
す
。
針
た
た
ず
ば
爪
を
ふ
か
く
き
り
血
を
出
す
、
と
。） 

 38
：
二
十
二
丁
表
：
華
佗
…
…
「
私
云
、
内
ノ
字
如
何
、
疝
気
ハ
厥
陰
ノ
経
ノ
病
ト
承
ル
間
、
然
則
外
側
ニ
テ
ヨ
カ
ラ
ン
、
老
師
云
、
検
『
医
林
集

要
』
疝
部
ノ
灸
治
則
第
一
番
大
敦
、
然
則
改
内
字
宜
為
外
字
、
」 

（
私
云
ふ
、
内
の
字
、
如
何
と
。
疝
気
は
厥
陰
の
経
の
病
と
承
る
間
、
然
れ
ば
則
ち
外
側
に
て
よ
か
ら
ん
。
老
師
云
、『
医
林
集
要
』
疝
部
の
灸

治
を
検
す
る
に
、
則
ち
第
一
番
は
大
敦
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
内
字
を
改
め
て
宜
し
く
外
字
と
為
す
べ
し
。） 

 39
：
二
十
三
丁
表
：
脇
堂
…
…
「
『
十
四
経
』
『
集
書
』
『
西
方
子
』『
銅
人
』『
綱
目
』
ニ
无
之
、『
資
生
』
ニ
有
、
脇
堂
穴
『
明
』
下
ト
出
セ
リ
、」 
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（
『
十
四
経
』
『
集
書
』
『
西
方
子
』
『
銅
人
』『
綱
目
』
に
之
れ
无
し
。『
資
生
』
に
有
り
、「
脇
堂
穴
『
明
』
下
」
と
出
せ
り
。） 

 40
：
二
十
四
丁
表
：
中
衝
…
…
「
養
云
、
『
徐
氏
』
ニ
、
中
衝
、
中
指
の
内
端
、
老
師
直
伝
ニ
外
ト
云
説
ヲ
用
イ
ヨ
、
労
宮
ノ
穴
ヲ
取
ル
ニ
準
テ
ゾ
、

手
厥
陰
ノ
経
ハ
中
指
ノ
外
側
必
定
也
、」 

（
養
が
云
ふ
、『
徐
氏
』
に
、
中
衝
、
中
指
内
端
と
。
老
師
直
伝
に
外
と
云
ふ
説
を
用
い
よ
、
と
。
労
宮
の
穴
を
取
る
に
準

な
ぞ
ら

ふ
て
ぞ
。
手
厥
陰
の

経
は
中
指
の
外
側
必
定
な
り
。
） 

 41
：
二
十
七
丁
表
：
鳩
尾
一
穴
ハ

在
リ

二

蔽
骨
ノ

下
五
分
陥
ナ
ル

者
中
ニ

一

「『
全
九
』
ノ

中
云
、
蔽
骨
者
岐
骨
之
下
一
寸
謂
蔽
骨
、
依
人
或
有
或
無
也
、『
新

校
正
』
『
甲
乙
』
『
全
九
』
ノ
説
ハ
蔽
骨
ノ
長
一
寸
ト
相
聞
候
、
又
『
王
氷
』『
英
』『
済
』
今
此
『
明
堂
』
ノ
説
ハ
五
分
ト
相
聞
候
、
以
何
為
正
之
字
、

老
師
云
、
岐
骨
ノ
下
五
分
ガ
蔽
骨
、
蔽
骨
ノ
下
五
分
ガ
鳩
尾
也
、
无
蔽
骨
則
岐
下
一
寸
ガ
鳩
尾
也
、
右
『
王
氷
』『
英
』『
済
』
此
『
明
堂
』
等
ノ
説
吉

也
、（
図
）」 

（
『
全
九
』
の
中
に
云
ふ
、
蔽
骨
は
岐
骨
の
下
一
寸
を
蔽
骨
と
謂
ひ
、
人
に
依
り
て
或
い
は
有
り
或
い
は
無
き
な
り
。『
新
校
正
』『
甲
乙
』『
全
九
』

の
説
は
蔽
骨
の
長
さ
一
寸
と
相
聞
き
候
、
又
た
『
王
氷
』『
英
』『
済
』
今
此
の
『
明
堂
』
の
説
は
五
分
と
相
聞
き
候
。
何
れ
を
以
て
正
の
字
と
為

す
か
。
老
師
が
云
ふ
、
岐
骨
の
下
五
分
が
蔽
骨
、
蔽
骨
の
下
五
分
が
鳩
尾
な
り
。
蔽
骨
无
け
れ
ば
則
ち
岐
下
一
寸
が
鳩
尾
な
り
。
右
『
王
氷
』『
英
』

『
済
』
此
の
『
明
堂
』
等
の
説
吉
な
り
。（
図
）） 
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42
：
三
十
丁
表
：
養
老
…
…
「
○
按
ル
ニ
古
本
ニ
ハ
後
上
腕
字
ア
リ
、」 

（
○
按
ず
る
に
古
本
に
は
後
上
腕
の
字
あ
り
。） 

 

43
：
三
十
一
丁
表
：
癲
病
瘈ケ

イ

瘲シ
ウ

「
『
精
義
語
録
』
云
、
釈
瘈
瘲

瘈
音
弊
、
又
胡
計
反
、

瘲
音
従
、
又
子
用
反×

曰
瘈
痛
也
、
瘲
従
也
、
廼
腹
中
之
病
也
、
腹
痛
而
曲
従
、
従
是

曰
瘈
瘲
、
原
由
五
蔵
寒
熱
相
搏
所
致
、
故
『
経
』
曰
、
蔵
脈
緊
急
則
為
瘈
瘲
、
細
察
其
由
乃
因
血
中
有
火
毒
、
故
作
腹
疼
、
今
人
不
知
病
、
或
之
由
錯

認
瘈
瘲
為
砂
証
非
也
、
是
治
之
法
、
可
以
砭
石
刺
委
中
、
出
血
立
已
、
或
三
陳
湯
亦
妙
、
陳
樟
木
、
陳
艾
葉
、
陳
壁
土
、
是
也
、」「
○
按
、
瘈
瘲
ノ
解

ハ
穏
ナ
ラ
サ
レ
ト
モ
三
陳
湯
ノ
尤
奇
ナ
リ
、
宜
ク
試
ム
ベ
シ
」 

（
『
精
義
語
録
』
に
云
ふ
、「
瘈
瘲

瘈
は
音
弊
、
又
た
胡
計
の
反
、

瘲
は
音
従
、
又
た
子
用
の
反×

を
釈
し
て
曰
く
瘈
は
痛
な
り
。
瘲
は
従
な
り
。
廼
ち
腹
中
の
病
な
り
。
腹
痛
し

て
曲
従
す
、
是
れ
に
従
り
て
瘈
瘲
と
曰
ふ
」
と
。
原
由
は
五
蔵
の
寒
熱
相
搏
ち
致
す
所
な
り
。
故
に
『
経
』
に
曰
く
、「
蔵
脈
緊
急
な
れ
ば
則
ち

瘈
瘲
と
為
る
」
と
。
其
の
由
を
細
察
す
れ
ば
乃
ち
血
中
に
火
毒
有
る
に
因
る
。
故
に
腹
疼
を
作
す
。
今
人
は
病
を
知
ら
ず
。
或
い
は
之
の
由
を
瘈

瘲
と
錯
認
し
て
、
砂
証
と
為
す
は
非
な
り
。
是
の
治
の
法
、
砭
石
を
以
て
委
中
を
刺
す
可
し
、
出
血
す
れ
ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
已い

ゆ
。
或
い
は
三
陳

湯
も
亦
た
妙
な
り
。
陳
樟
木
、
陳
艾
葉
、
陳
壁
土
、
是
れ
な
り
。）（
○
按
ず
る
に
、
瘈
瘲
の
解
は
穏
な
ら
ざ
れ
ど
も
三
陳
湯
の
尤
も
奇
な
り
。
宜

く
試
む
べ
し
。） 

 

44
：
三
十
一
丁
表
：
腎
兪
…
…
「
啓
云
、
諸
明
堂
ニ
曰
、
臍
与
相
斉
雖
然
人
ニ
有
腹
ノ
垂
者
、」 

（
啓
が
云
ふ
、
諸
も
ろ
の
明
堂
に
曰
く
、
臍
と
相
斉
し
き
、
然
り
と
雖
へ
ど
も
人
に
腹
の
垂
る
る
者
有
り
。） 
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45
：
三
十
三
丁
裏
：
大
椎
…
…
「
按
ニ
右
大
椎
ハ
一
椎
ノ
上
ト
諸
書
ノ
説
ニ
ア
ル
ニ
、
何
ソ
『
明
堂
』
ノ
ミ
ニ
大
顀
在
項
第
一
椎
下
陥
者
中
也
、
上
下

之
分
別
、
一
毛
大
山
ノ
差
別
タ
ル
ベ
シ
、
又
『
素
問
』
ノ
注
ノ
陶
道
身
柱
ノ
次
序
モ
常
ニ
聞
及
候
ト
ハ
相
違
、
果
シ
テ
『
素
注
』
ヲ
本
ト
可
用
乎
、
如

何
、
老
師
云
、
大
椎
ハ
在
第
一
椎
下
、
陶
道
在
第
二
椎
下
、
身
柱
在
第
三
椎
下
、
神
道
在
第
五
椎
下
、
宜
諷
類
ニ
モ
次
第
セ
リ
、
所
以
然
脊
椎
無
穴
歌

云
、
四
八
十
椎
並
一
二
ト
云
ヘ
ハ
四
椎
ニ
ハ
无
穴
兪
也
、
身
柱
ヲ
第
二
ニ
ス
レ
ハ
第
三
可
為
無
穴
歟
、
不
応
也
、
畢
竟
宜
諷
類
ノ
相
伝
ヲ
専
要
ト
ナ
サ

ル
ベ
シ
ト
ゾ
、
又
大
椎
ヲ
定
ル
ニ
秘
説
云
、
大
椎
ハ
大
骨
与
骨
斉
大
骨
ノ
下
節
大
椎
也
、
大
椎
之
上
ニ
小
椎
三
節
有
是

或
有
二
、

或
有
一×

謂
之

項
ク
ビ
ツ
ケ

骨ホ
ネ

、
或
隠

或
見
、
其
三
椎
ニ
ト
リ
ア
ハ
ズ
、
両
ノ
肩
ト
横
ニ
斉
キ
大
骨
ノ
下
ヲ
大
椎
ノ
穴
ト
取
ル
也
、
又
云
、
大
椎
ノ
大
目
ヲ
付
ベ
シ
、」「
○
按
『
資
生
』
ニ
ハ

第
一
椎
上
ノ
説
ア
リ
、
此
ニ
略
ス
、
可
考
合
、」 

（
按
ず
る
に
、
右
の
大
椎
は
一
椎
の
上
と
諸
書
の
説
に
あ
る
に
、
何
ぞ
『
明
堂
』
の
み
に
大
顀
は
項
第
一
椎
の
下
、
陥
な
る
者
の
中
に
在
る
な
り
、

と
。
上
下
の
分
別
、
一
毛
大
山
の
差
別
た
る
べ
し
。
又
た
『
素
問
』
の
注
の
陶
道
身
柱
の
次
序
も
常
に
聞
き
及
び
候
と
は
相
違
ふ
。
果
た
し
て
『
素

注
』
を
本
と
用
ふ
る
べ
き
か
、
如
何
。
老
師
が
云
ふ
、
大
椎
は
第
一
椎
の
下
に
在
り
、
陶
道
は
第
二
椎
の
下
に
在
り
、
身
柱
は
第
三
椎
の
下
に
在

り
、
神
道
は
第
五
椎
の
下
に
在
り
、〈
『
切
紙
』〉
宜
諷
類
に
も
次
第
せ
り
。
然
る
所
以
は
〈『
切
紙
』〉
脊
椎
無
穴
歌
に
云
ふ
、「
四
、
八
、
十
椎
並

び
に
一
二
」
と
云
へ
ば
四
椎
に
は
穴
兪
无
し
。
身
柱
を
第
二
に
す
れ
ば
第
三
は
無
穴
た
る
べ
き
か
。
応
ぜ
ざ
る
な
り
。
畢
竟
〈『
切
紙
』〉
宜
諷
類

の
相
伝
を
専
要
と
な
さ
る
べ
し
と
ぞ
。
又
た
大
椎
を
定
る
に
秘
説
に
云
ふ
、
大
椎
は
大
骨
と
骨
斉
し
き
大
骨
の
下
節
、
大
椎
な
り
。
大
椎
の
上
に

小
椎
三
節
是
れ
有
り

或
い
は
二
有
り
、

或
い
は
一
有
り×

之
を

項
ク
ビ
ツ
ケ

骨ホ
ネ

と
謂
ふ
、
或
い
は
隠
れ
或
い
は
見
は
る
、
其
の
三
椎
に
と
り
あ
は
ず
、
両
の
肩
と
横
に
斉
し

き
大
骨
の
下
を
大
椎
の
穴
と
取
る
な
り
。
又
た
云
ふ
、
大
椎
の
大
目
を
付
く
べ
し
。）（
○
按
ず
る
に
、『
資
生
』
に
は
第
一
椎
上
の
説
あ
り
。
此

に
略
す
。
考
合
す
べ
し
。） 
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46
：
三
十
三
丁
裏
：
志
室
…
…
「
或
云
、
志
室
ハ
背
部
第
三
行
ド
ヲ
リ
也
、
然
ル
ニ
三
寸
半
ト
云
半
ノ
字
ハ
衍
文
歟
、
立
曰
、
意
庵
渡
唐
ノ
時
、『
新

明
堂
』
ヲ
取
テ
帰
朝
ス
、
ソ
レ
ニ
第
二
行
ハ
去
脊
椎
二
寸
、
第
三
行
ハ
去
脊
椎
三
寸
五
分
ト
書
タ
リ
、
五
分
ハ
椎
ノ
イ
レ
シ
ロ
ノ
心
ゾ
、
雖
然
三
寸
半

ト
有
ハ
非
レ

誤
ニ
ハ

、
道
三
云
、
第
二
行
モ
第
三
行
モ
寸
法
ニ
ハ
不
拘
、
ソ
レ
ラ
ヲ
サ
グ
リ
ワ
ケ
テ
点
ス
ル
ソ
、
過
半
『
新
明
堂
』
ノ
心
ト
ア
ウ
ゾ
、
第

三
行
ヲ
去
脊
三
寸
ト
ア
ル
ハ
椎
骨
ノ
イ
レ
シ
ロ
ヲ
除
テ
ノ
義
也
、 

『
資
生
経
』
ニ
『
明
堂
上
経
』
作
両
旁
各
三
寸
、
又
『
銅
人
経
』
同
、
而
『
下
経
』

乃
作
三
寸
半
、
必
是
分
外
半
字
也
、
」 

（
或
ひ
と
が
云
く
、「
志
室
は
背
部
第
三
行
ど
を
り
な
り
。
然
る
に
三
寸
半
と
云
ふ
半
の
字
は
衍
文
か
。
立
が
曰
く
、
意
庵
渡
唐
の
時
、『
新
明
堂
』

を
取
り
て
帰
朝
す
。
そ
れ
に
第
二
行
は
脊
椎
を
去
る
こ
と
二
寸
、
第
三
行
は
脊
椎
を
去
る
こ
と
三
寸
五
分
と
書
た
り
」
と
。
五
分
は
椎
の
い
れ
し

ろ
の
心
ぞ
。
然
り
と
雖
ど
も
三
寸
半
と
有
る
は
誤
に
は
非
ず
。
道
三
が
云
ふ
、「
第
二
行
も
第
三
行
も
寸
法
に
は
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
さ
ぐ
り

わ
け
て
点
す
る
ぞ
」
と
。
過
半
『
新
明
堂
』
の
心
と
あ
う
ぞ
。
第
三
行
を
脊
を
去
る
こ
と
三
寸
と
あ
る
は
椎
骨
の
い
れ
し
ろ
を
除
い
て
の
義
な
り
。 

『
資
生
経
』
に
『
明
堂
上
経
』
は
両
旁
各
三
寸
に
作
り
、
又
た
『
銅
人
経
』
も
同
じ
。
而
し
て
『
下
経
』
は
乃
ち
三
寸
半
に
作
る
。
必
ず
是
れ
分

外
の
半
の
字
な
り
。） 

 

47
：
三
十
三
丁
表
：
脾
兪
「
脾
主
四
時
、
土
ハ
四
時
ノ
末
ヲ
主
ル
、
故
ニ
脾
ハ
人
身
ノ
末
ヲ
主
也
、
小
児
四
五
歳
マ
デ
ハ
チ
リ
ゲ
ト
云
テ
身
柱
第
三

ノ
椎
ヲ
灸
ス
、
其
別
灸
ス
ル
ニ
ハ
先
十
一
椎
ヲ
灸
ス
ル
者
也
、
」 

（
脾
は
四
時
を
主
る
、
土
は
四
時
の
末
を
主
る
、
故
に
脾
は
人
身
の
末
を
主
る
な
り
。
小
児
四
五
歳
ま
で
は
チ
リ
ゲ
と
云
ひ
て
身
柱
第
三
の
椎
を

灸
す
。
其
の
別
に
灸
す
る
に
は
先
づ
十
一
椎
を
灸
す
る
者
な
り
。
） 
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48
：
灸
両
眼
ノ

小
眥
ノ

上
髪
「
小
眥
ハ
マ
ジ
リ
ゾ
、『
頭
書
』
ニ
、
自
眉
後
至
小
眥
五
分
、
眉
後
之
上
髪
際
一
寸
、
以
上
一
寸
五
分
也
、『
老
師
鈔
』
ニ
、

眉
毛
ノ
中
心
ニ
点
シ
テ
上
三
寸
、
眉
中
ノ
点
ヨ
リ
ワ
キ
ヘ
ス
グ
ニ
縄
ヲ
引
テ
マ
シ
リ
ノ
ト
ヲ
リ
バ
カ
リ
其
ヒ
ロ
サ
ヲ
髪
際
ノ
中
ヨ
リ
ハ
キ
テ
取
ベ
シ
、

按
ニ
二
説
不
同
、
未
審
、
」 

（
小
眥
は
マ
ジ
リ
ぞ
。『
頭
書
』
に
、
眉
後
自
り
小
眥
に
至
る
は
五
分
、
眉
後
の
上
髪
際
は
一
寸
、
上
一
寸
五
分
を
以
て
す
る
な
り
、
と
。『
老
師

鈔
』
に
、
眉
毛
の
中
心
に
点
し
て
上
三
寸
、
眉
中
の
点
よ
り
わ
き
へ
す
ぐ
に
縄
を
引
て
マ
シ
リ
の
と
を
り
ば
か
り
其
の
ひ
ろ
さ
を
髪
際
の
中
よ
り

は
き
て
取
る
べ
し
。
按
ず
る
に
、
二
説
同
じ
か
ら
ず
、
未
だ
審
ら
か
な
ら
ず
。） 

 

49
：
三
十
四
丁
裏
：
陶
道
一
穴
、
在
リ

二

項
ウ
ナ
シ

大
椎
節
ノ

下
間
タ

「
此
説
、『
素
問
ノ
注
』『
銅
人
』
ナ
ト
ト
合
セ
リ
、
是
甚
非
説
也
、
陶
道
ハ
項
二
椎
節
下

間
、
爰
ニ
云
大
ノ
字
二
ノ
字
ナ
ル
ベ
シ
、
此
前
背
人
形
第
三
大
椎
穴
ノ
下
ニ
詳
也
、」 

（
此
の
説
、『
素
問
の
注
』『
銅
人
』
な
ど
と
合
せ
り
。
是
れ
甚
だ
非
説
な
り
。
陶
道
は
項
の
二
椎
の
節
の
下
間
、
爰こ

こ

に
云
ふ
大
の
字
は
二
の
字
な

る
べ
し
。
此
れ
前
の
背
人
形
第
三
の
大
椎
穴
の
下
に
詳
ら
か
な
り
。） 

 

50
：
三
十
四
丁
裏
：
在
リ

二

項
ウ
ナ
シ

大
椎
節
ノ

下
間
タ

：「『
十
四
経
』『
西
方
子
』『
集
書
』
皆
如
是
、」 

（
『
十
四
経
』
『
西
方
子
』
『
集
書
』
は
、
皆
な
是
の
如
し
。） 

 

51
：
三
十
五
丁
表
：
神
道
「
啓
云
、
五
椎
下
両
旁
各
三
寸
ヲ
神
道
ト
云
、
ソ
レ
ニ
マ
キ
ル
ル
ホ
ド
ニ
清
濁
ヲ
カ
ユ
ル
ゾ
、」 



- 230 - 

（
啓
が
云
ふ
、
五
椎
の
下
両
旁
、
各
お
の
三
寸
を
神
道
と
云
ふ
、
そ
れ
に
ま
ぎ
る
る
ほ
ど
に
清
濁
を
か
ゆ
る
ぞ
。） 

 
52
：
三
十
五
丁
表
：
陽
［
岡
＋
寸
］
○
「
或
書
ニ
作
陽
綱
、『
外
台
』
ニ
ハ
作
十
一
椎
下
両
傍
各
三
寸
、
按
ニ
十
一
椎
下
ハ
意
舎
ノ
穴
也
、『
外
台
』
ノ

説
非
也
、
十
椎
下
ト
云
説
尤
也
、
」 

（
或
る
書
に
陽
綱
に
作
る
。『
外
台
』
に
は
十
一
椎
の
下
の
両
傍
各
お
の
三
寸
に
作
る
。
按
ず
る
に
、
十
一
椎
下
は
意
舎
の
穴
な
り
。『
外
台
』
の

説
非
な
り
。
十
椎
の
下
と
云
ふ
説
尤
も
な
り
。） 

 

53
：
三
十
五
丁
裏
：
玉
枕
二
穴
…
…
七
分
半
「
七
分
、
分
半
ト
云
義
ナ
レ
ト
モ
、『
十
四
』『
聚
英
』『
銅
人
』『
西
方
』
ナ
ト
ニ
ハ
一
寸
半
ト
ア
ル
ゾ
、

寸
半
ノ
説
可
也
、
」 

（
七
分
、
分
半
と
云
ふ
義
な
れ
ど
も
、
『
十
四
』『
聚
英
』『
銅
人
』『
西
方
』
な
ど
に
は
一
寸
半
と
あ
る
ぞ
。
寸
半
の
説
可
な
り
。） 

 

54
：
三
十
六
丁
表
：
天
牖
二
穴
、
在
二

貌
骨
ノ

穴
ノ

下
タ
「
貌
骨
、
或
ハ
完
骨
ト
云
ソ
、
耳
ノ
後
ノ
大
骨
ノ
ソ
イ
ダ
ヤ
ウ
ナ
骨
ゾ
、
枕
骨
ノ
下
ニ
ア
ル
ゾ
、」 

（
貌
骨
、
或
い
は
完
骨
と
云
ぞ
。
耳
の
後
の
大
骨
の
そ
い
だ
や
う
な
骨
ぞ
。
枕
骨
の
下
に
あ
る
ぞ
。） 

 

55
：
三
十
七
丁
表
：
胞
肓
…
…
主
ル

下

…
…
「
治
婦
人
腰
痛
妙
也
、
」 

（
婦
人
腰
痛
を
治
す
に
妙
な
り
。） 
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56
：
三
十
八
丁
表
：
飛
揚
二
穴
、
在
リ

二

外ソ
ト

踝
ク
ル
フ
シ

ノ

上
ミ

七
寸
「
相
伝
ニ
外
踝
ノ
上
七
寸
ド
ヲ
リ
ノ
コ
フ
ラ
ノ
方
也
、」 

（
相
伝
に
、
外
踝
の
上
七
寸
ど
を
り
の
コ
ブ
ラ
の
方
な
り
、
と
。
） 

 

57
：
三
十
九
丁
表
：
扁
骨
「
本
名
肩
髃
、
『
外
台
』
ニ
扁
骨
ト
名
ソ
、」 

（
本
名
は
肩
髃
。
『
外
台
』
に
扁
骨
と
名
づ
け
た
ぞ
。） 

 

58
：
三
十
九
丁
表
：
腰
兪
「
『
源
流
』
ニ
南
宋
徐
熙
秋
夫
ガ
伝
ニ
、
腰
兪
ニ
針
シ
テ
腰
疼
ヲ
治
シ
テ
妙
ヲ
得
タ
ル
古
事
ア
リ
、」 

（
『
源
流
』
に
南
宋
徐
熙
秋
夫
が
伝
に
、
腰
兪
に
針
し
て
腰
疼
を
治
し
て
妙
を
得
た
る
古
事
あ
り
。） 

 

59
：
三
十
九
丁
表
：
承
山
…
…
分
肉
ノ

間
ノ

「
分
肉
間
ト
ハ
、
ス
キ
サ
シ
ト
俗
ニ
云
処
ソ
、
魚
ノ
子コ

ヲ
ヒ
ル
処
ニ
杉
ヲ
サ
ス
ゾ
、
此
兌
端
腸
下
ノ
分
肉

間
、
魚
ノ
腹
ニ
似
タ
故
ス
ギ
サ
シ
ト
云
タ
ソ
、
又
魚
腹
ト
異
名
ヲ
号
ス
ル
モ
此
心
也
、」 

（
分
肉
間
と
は
、
ス
ギ
サ
シ
と
俗
に
云
ふ
処
ぞ
。
魚
の
子コ

を
ひ
る
処
に
杉
を
さ
す
ぞ
。
此
れ
兌
端
腸
下
の
分
肉
間
、
魚
の
腹
に
似
た
故
ス
ギ
サ
シ

と
云
た
ぞ
。
又
た
魚
腹
と
異
名
を
号
す
る
も
此
の
心
な
り
。） 

 

60
：
四
十
丁
表
：
秦
亟
祖
カ

灸
ス

下

狐コ

魅ミ

…
…
以
テ

併ア
ハ

セ
テ

二

両
手
ノ

大
拇
指
ヲ

一

「
啓
云
、
此
穴
ハ
少
商
ニ
ア
タ
ラ
ン
ゾ
、
少
商
ハ
禁
灸
ナ
レ
ト
モ
許
一
壮

也
、」 （

啓
が
云
ふ
、
此
穴
は
少
商
に
あ
た
ら
ん
ぞ
。
少
商
は
禁
灸
な
れ
ど
も
一
壮
を
許
す
な
り
、
と
。） 
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61
：
四
十
丁
表
：
岐
伯
灸
ス

下

…
…
灸
ス

二

臍
下
六
寸
両
傍
各
一
寸
六
分
ヲ

一

「
按
ル
ニ
、
此
ハ
帰
来
ノ
穴
歟
、
帰
来
ハ
臍
下
六
寸
旁
各
二
寸
是
也
、」 

（
按
ず
る
に
、
此
れ
は
帰
来
の
穴
か
。
帰
来
は
臍
の
下
六
寸
、
旁
各
お
の
二
寸
が
是
れ
な
り
。） 

 

62
：
四
十
二
丁
表
：
黄
帝
問
テ

二

岐
伯
ニ

一

曰
…
…
岐
伯
答
テ

云
ク

…
…
「
此
事
『
素
問
』
ニ
ハ
ミ
ヘ
ヌ
ゾ
、
」 

（
此
事
『
素
問
』
に
は
み
へ
ぬ
ぞ
。
） 

 

63
：
四
十
三
丁
裏
：
曲
髪
…
…
「
『
指
迷
』
ニ
ハ
在
耳
上
、
将
身
掩
前
正
尖
上
、
言
心
ハ
、
耳
ヲ
前
ヘ
掩
テ
其
尖
ノ
ア
タ
ル
下
ヲ
曲
鬢
ノ
穴
ト
取
ル
ソ
、」 

（
『
指
迷
』
に
は
、
耳
の
上
、
身
を
将と

り
前
に
掩お

お

ひ
て
正
尖
の
上
に
在
り
、
と
。
言
ふ
心
は
、
耳
を
前
へ
掩お

お

ひ
て
、
其
の
尖
の
あ
た
る
下
を
曲
鬢

の
穴
と
取
る
ぞ
。
） 

 

64
：
四
十
三
丁
裏
：
兌
端
一
穴
ハ

在
リ

二

頤
ヲ
ト
カ
ヒ

ノ

前マ
ヘ

下
唇
ル
ノ

下
「
頤
前
下
唇
之
下
ノ
六
字
ハ
『
千
金
』
ノ
烝
漿
ノ
穴
ノ
文
ト
統
テ
同
、
此
『
明
堂
』
ノ
誤

ナ
ル
ベ
シ
、『
千
金
』
云
、
兌
端
在
唇
上
端
、
『
十
四
経
』
曰
、」 

（
頤
前
下
唇
之
下
の
六
字
は
『
千
金
』
の
烝マ

マ

漿
の
穴
の
文
と
統
て
同
じ
、
此
の
『
明
堂
』
の
誤
な
る
べ
し
。『
千
金
』
に
云
ふ
、
兌
端
は
唇
上
端

に
在
り
、
と
。『
十
四
経
』
に
も
曰
ふ
。） 

 

65
：
四
十
七
丁
表
：
小
児
驚
癇
ノ

者
…
…
灸
ス

二

頂
上
旋
毛
中
「
或
云
、
頂
上
旋
毛
中
ト
ア
ル
ハ
百
会
ノ
コ
ト
ニ
テ
ア
ラ
ン
、
小
児
生
而
灸
之
防
驚
風
ノ
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説
者
、
百
会
ニ
有
レ

之
事
ニ
テ
候
、
タ
タ
シ
不
審
、
老
師
云
、
頂
上
旋
毛
中
ト
ハ
百
会
也
、
又
、『
素
問
注
』
百
会
穴
在
前
頂
後
一
寸
五
分
、
頂
中
旋
毛

中
陥
者
、
今
按
ニ
爰
ニ
ハ
頂
上
旋
毛
中
ト
斗
書
シ
テ
寸
分
ヲ
不
レ

言
、
旋
毛
ノ
偏
頭
ニ
ア
ル
モ
ア
リ
、
又
正
中
ニ
ア
ル
モ
ア
ル
故
歟
、
但
以
寸
法
為
正

乎
、
以
旋
毛
為
正
乎
、
老
師
云
、
治
徳
ニ
百
会
ト
ア
ル
ヲ
バ
可
拘
寸
法
、
旋
毛
ト
ア
ル
ヲ
バ
不
拘
寸
法
也
、」 

（
或
ひ
と
が
云
ふ
、「
頂
上
旋
毛
中
と
あ
る
は
百
会
の
こ
と
に
て
あ
ら
ん
。
小
児
生
じ
て
之
に
灸
し
驚
風
を
防
ぐ
の
説
は
、
百
会
に
之
れ
有
る
事

に
て
候
。
た
だ
し
不
審
な
り
」
と
。
老
師
が
云
ふ
、「
頂
上
旋
毛
中
と
は
百
会
な
り
。
又
た
、『
素
問
注
』
に
百
会
穴
は
前
頂
の
後
一
寸
五
分
、
頂

中
の
旋
毛
中
の
陥
な
る
者
に
在
り
」
と
。
今
按
ず
る
に
爰こ

こ

に
は
頂
上
旋
毛
中
と
斗
り
書
し
て
寸
分
を
言
わ
ず
。
旋
毛
の
偏
頭
に
あ
る
も
あ
り
、
又

た
正
中
に
あ
る
も
あ
る
故
か
。
但
だ
寸
法
を
以
て
正
と
為
す
か
、
旋
毛
を
以
て
正
と
為
す
か
。
老
師
が
云
ふ
、「
治
徳
に
百
会
と
あ
る
を
ば
寸
法

に
拘
わ
る
べ
し
、
旋
毛
と
あ
る
を
ば
寸
法
に
拘
わ
ら
ざ
る
な
り
」
と
。） 

 

66
：
四
十
七
丁
裏
：
小
児
夜
啼テ

イ

者
…
…
中
指
ノ

甲
後
ノ

一
分
「
甲
後
一
分
ト
云
時
ニ
、
爪
甲
ヲ
去
ル
コ
ト
一
韭
葉
ホ
ド
ト
諸
灸
経
ニ
書
タ
ソ
、
今
爰
ニ

一
分
ト
書
タ
ヲ
以
テ
一
韭
葉
ノ
分
ヲ
覚
悟
シ
タ
ゾ
、
手
中
指
甲
後
ト
云
ウ
チ
ニ
外
側
ソ
、『
徐
氏
』
作
中
指
内
端
是
中
衝
、
口
伝
云
、
外
端
也
、
所
以

然
者
、
労
宮
ハ
中
衝
ト
同
経
手
厥
陰
ナ
ル
ニ
、
労
宮
ハ
在
掌
中
央
、 

屈
無
名
指
取
之
、『
資
生
経
』
云
、
屈
中
指
、
以
今
之
観
、
莫
若
屈
中
指
無
名

指
両
者
之
間
取
之
為
允
、
以
是
按
之
則
中
衝
ハ
外
端
歟
、」 

（
甲
後
一
分
と
云
ふ
時
に
、
爪
甲
を
去
る
こ
と
一
韭
葉
ほ
ど
と
諸
灸
経
に
書
き
た
ぞ
。
今
爰
に
一
分
と
書
き
た
を
以
て
一
韭
葉
の
分
を
覚
悟
し
た

ぞ
。
手
中
指
甲
後
と
云
ふ
う
ち
に
外
側
ぞ
。『
徐
氏
』
は
中
指
内
端
は
是
れ
中
衝
に
作
る
。
口
伝
に
云
ふ
、
外
端
な
り
、
と
。
然
る
所
以
は
、
労

宮
は
中
衝
と
同
経
の
手
厥
陰
な
る
に
、
労
宮
は
掌
の
中
央
に
在
り
。 

無
名
指
を
屈
し
て
之
を
取
る
。『
資
生
経
』
に
云
ふ
、
中
指
を
屈
す
、
と
。

今
の
観
を
以
て
す
る
に
、
中
指
と
無
名
指
と
を
屈
し
て
両
者
の
間
に
之
を
取
る
こ
と
を
允
と
為
す
に
若
く
は
莫
し
。
是
れ
を
以
て
之
を
按
ず
る
に
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則
ち
中
衝
は
外
端
か
。
） 

 
67
：
四
十
八
丁
裏
：
小
児
鶏
癇
…
…
灸
ス

二

手
ノ

少
陰
「
立
云
、
即
霊
道
ノ
穴
也
、
老
師
云
、
陰
郄
穴
也
、
今
爰
ニ
半
寸
ト
云
ハ
五
分
ノ
義
也
、
然
ル
ト

キ
ン
ハ
陰
郄
ト
云
説
、
可
也
、」 

（
立
が
云
ふ
、「
即
ち
霊
道
の
穴
な
り
」
と
。
老
師
が
云
ふ
、「
陰
郄
穴
な
り
」
と
。
今
爰
に
半
寸
と
云
ふ
は
五
分
の
義
な
り
、
然
る
と
き
ん
ば
陰

郄
と
云
ふ
説
、
可
な
り
。） 

 

68
：
五
十
丁
裏
：
小
児
水
気
…
…
「
一
名
水
分
、
夏
癯

ナ
ツ
ヤ
セ

ノ
秘
灸
也
、」 

（
一
名
水
分
。
夏
癯

ナ
ツ
ヤ
セ

の
秘
灸
な
り
。
） 

 

69
：
五
十
一
丁
表
：
小
児
ノ

急
驚
風
ニ
ハ

前
頂
…
…
在
リ

二

百
会
ノ

前
一
寸
ニ

一

「
百
会
ノ
前
一
寸
五
分
ニ
ア
タ
ル
ソ
、
今
云
、
百
会
前
一
寸
ト
ハ
誤
也
、
」 

（
百
会
の
前
一
寸
五
分
に
あ
た
る
ぞ
。
今
云
ふ
、
百
会
前
一
寸
と
は
誤
り
な
り
。
） 

 

69
：
五
十
一
丁
裏
：
小
児
ハ

但
是
レ

風
癇
「
癇
字
、
イ
本
ニ
作
病
、
」 

（
癇
字
、
イ
〈
異
〉
本
に
病
に
作
る
。
） 

 

70
：
五
十
二
丁
裏
：
小
児
ノ

急
喉
痺
ニ
ハ

…
…
天
突
穴
一
壮
ヲ

一

、
在
リ

下
項
ノ

結
喉
ノ

下
三
寸
「
項
、
刊
本
作
頸
、
可
也
、
項
ハ
誤
也
、」 
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（
項
、
刊
本
は
頸
に
作
る
、
可
な
り
。
項
は
誤
な
り
。） 

 
71
：
五
十
二
裏
：
小
児
陰
腫
ル
ニ
ハ
灸
内
崑
崙
二
穴
…
…
在
リ
二
外
踝
ノ
後

シ
リ
ヘ

「
○
按
ル
ニ
、
古
本
ニ
作
内
踝
ニ
作
ル
ト
ミ
ヘ
テ
、
外
ノ
字
ノ
誤
ナ
ル

コ
ト
記
シ
ア
リ
、
」 

（
○
按
ず
る
に
、
古
本
に
作マ

マ

内
踝
に
作
る
と
み
へ
て
、
外
の
字
の
誤
な
る
こ
と
記
し
あ
り
。） 

 

72
：
五
十
四
丁
裏
：
小
児
痢
下
…
…
接
脊
「
接
脊
ハ
『
資
生
経
』
ニ
モ
ア
リ
、」 

（
接
脊
は
『
資
生
経
』
に
も
あ
り
。
） 

 

73
：
五
十
四
丁
裏
：
黄
帝
療
ス

下

小
児
ノ

…
…
尾
翠
…
…
岐
伯
カ

曰
ク

兼
テ

三
伏
内
用
テ

二

「
三
伏
ノ
二
字
、
異
ニ
ハ
作
手
足
二
字
、」 

（
三
伏
の
二
字
、
異
〈
本
〉
に
は
手
足
二
字
に
作
る
。） 

 

74
：
五
十
五
丁
裏
：
小
児
ノ

胎タ
イ

疝セ
ン

…
…
十
字
文
「
言
心
ハ
、
十
字
文
ト
ハ
ア
リ
ノ
ト
ワ
タ
リ
ト
股
ノ
大
横シ

ワ

文
ノ
ヨ
ル
処
ノ
四
ツ
ヂ
ノ
当
上
ゾ
、
」 

（
言
ふ
心
は
、
十
字
文
と
は
ア
リ
ノ
ト
ワ
タ
リ
と
股
の
大
横し

わ

文
の
よ
る
処
の
四
つ
ぢ
の
上
に
当
た
る
ぞ
。） 

 

75
：
五
十
五
丁
裏
：
「『
素
問
』
巻
已
云
、
注
ニ
分
水
穴
兪
而
直
取
居
邪
之
処
、」 

（
『
素
問
』
巻
已
に
云
ふ
、
注
に
分
水
穴
の
兪
は
而
ち
直
に
居
邪
の
処
に
取
る
、
と
。） 
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76
：
裏
表
紙
見
返
し
：
「
膏
肓 

『
生
意
方
』
曰
、
膏
肓
二
穴
、
在
第
四
椎
下
三
分
微
多
、
五
椎
上
二
分
微
少
、
以
脊
骨
分
中
横
間
両
傍
各
三
寸
半
、

離
胛
骨
一
指
許
、
上
角
摸
索
至
下
角
四
肋
三
間
、
重
按
痠
応
中
指
是
穴
」「
『
寿
域
神
方
』
巻
之
三
、
労
瘵
灸
治
ノ
下
ニ
、
膏
肓
兪
二
穴
、
在
第
四
椎
下

七
分
、
五
椎
上
三
分
、
貞
准
六
寸
両
傍
各
三
寸
半
、
四
肋
三
間
去
胛
骨
容
側
指
許
、
灸
百
壮
止
一
千
壮
、」 

（
膏
肓 
『
生
意
方
』
に
曰
く
、「
膏
肓
二
穴
、
第
四
椎
の
下
三
分
よ
り
微
か
に
多
く
、
五
椎
の
上
二
分
よ
り
微
か
に
少
な
く
、
脊
骨
分
中
横
間

を
以
て
両
傍
各
お
の
三
寸
半
に
在
り
、
胛
骨
を
離
れ
る
こ
と
一
指
許ば

か

り
、
上
角
よ
り
摸
索
し
下
角
に
至
る
四
肋
三
間
、
重
按
し
て
痠
す
る
こ
と
中

指
に
応
ず
れ
ば
是
の
穴
な
り
」
と
。『
寿
域
神
方
』
巻
之
三
、
労
瘵
灸
治
の
下
に
、「
膏
肓
兪
二
穴
、
第
四
椎
の
下
七
分
、
五
椎
の
上
三
分
、
貞
准

は
六
寸
、
両
傍
各
お
の
三
寸
半
、
四
肋
三
間
、
胛
骨
を
去
り
側
指
を
容
る
許
り
に
在
り
、
灸
百
壮
よ
り
一
千
壮
に
止
る
」
と
。） 
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第
四
節 
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
と
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
書
入
れ
の
比
較 

   

前
節
で
挙
げ
た
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
な
さ
れ
た
書
入
れ
と
、『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
の
記
述
と
の
関
わ
り
を
詳
細
に
比
較
し
、

両
者
の
関
係
お
よ
び
意
義
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
と
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
書
入
れ
を
比
較
す
る
と
、
多
く
は
同
文
ま
た
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
中
に
は

文
言
が
異
な
る
も
の
、
あ
る
い
は
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
書
入
れ
に
あ
り
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
に
な
い
も
の
も
あ
る
。
よ
っ
て
、

両
者
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
、
曲
直
瀬
門
に
お
け
る
経
穴
研
究
の
具
体
的
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
ま
た

当
時
の
経
穴
研
究
の
実
態
を
述
べ
る
上
で
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
研
究
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
下
に
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
と
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
書
入
れ
を
比
較
し
た
結
果
の
い
く
つ
か
を
列
挙
す
る
。
記
載
法
は
、

《
鈔
》（
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
）
位
置
（
丁
数
表
裏
）：「
本
文
」
と
す
る
。
筆
者
が
書
名
に
は
『 

』
を
付
し
た
。《
内
》
と
そ
れ
に
続
く
数
字
は
、
内

閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
に
つ
い
て
前
節
（
三
．
書
入
れ
の
実
際
）
で
付
し
た
通
し
番
号
を
指
す
。 

  

《
内
》
２
は
銅
人
形
の
用
途
用
法
に
つ
い
て
の
書
入
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
相
応
す
る
文
章
は
《
鈔
》
に
は 
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《
鈔
》
序
一
表
：
「
明
堂
ト
テ
閣
ヲ
タ
テ
、
黄
帝
、
其
明
堂
ニ
テ
天
下
ノ

政
マ
ツ
リ
コ
ト

ヲ
行
ヒ
玉
フ
、
或
時
、
岐
伯
ヲ
シ
テ
医
法
ヲ
問
答
ス
、
其
時
此
ノ

『
灸

経
』
ヲ
モ
論
シ
玉
イ
テ
、
人
ノ
十
二
経ケ

イ

十
五
絡ラ

ク

三
六
五
ノ
兪
穴
ア
ル
ヲ
、
銅
ニ
テ
人
形
ヲ
鋳
サ
セ
、
経
絡
兪
穴
ヲ
人
形
ニ
移
シ
テ
一
経
ニ
火
ヲ
ト
モ
セ

バ
、
煙
リ
諸
経
ニ
通
ル
ヤ
ウ
ニ
タ
ク
ン
ダ
ゾ
、
其
銅
人
形
ヲ
彼
ノ

明
堂
ニ
置
玉
フ
、」 

(

明
堂
と
て
閣
を
た
て
、
黄
帝
、
其
明
堂
に
て
天
下
の

政
ま
つ
り
ご
と

を
行
ひ
玉
ふ
。
或
る
時
、
岐
伯
を
し
て
医
法
を
問
答
す
。
其
の
時
、
此
の
『
灸
経
』

を
も
論
じ
玉
い
て
、
人
の
十
二
経け

い

十
五
絡ら

く

三
六
五
の
兪
穴
あ
る
を
、
銅
に
て
人
形
を
鋳
さ
せ
、
経
絡
兪
穴
を
人
形
に
移
し
て
一
経
に
火
を
と
も
せ

ば
、
煙
り
諸
経
に
通
る
や
う
に
た
く
ん
だ
ぞ
。
其
銅
人
形
を
彼
の
明
堂
に
置
き
玉
ふ
。) 

 

と
記
さ
れ
て
い
る
。《
鈔
》
の
記
載
が
《
内
》
に
比
べ
、
詳
細
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

  

《
内
》
３
は
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
序
」
の
末
に
記
さ
れ
た
刊
記
「
至
大
辛
亥
春
月
燕
山
活
済
堂
刊
」
に
対
す
る
書
入
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
相
応
す
る
文

章
は
《
鈔
》
に
は 

 

《
鈔
》
序
十
表
：「
至
大
（
良
孝
）
四

辛亥
年
、
当
日
本
人
ノ

王
九
十
四
代
花
薗
院
長
元
年
辛
亥
ナ
リ

也
、
天
正
十
六
戊
子
ノ

年
迄
ハ
凡
ソ
二
百
七
十
八
年
歟カ

、」 

〔
至
大
（
良
孝
）
四
（
辛
亥
）
年
、
当
日
本
人
の
王
、
九
十
四
代
花
薗
院
、
長
元
年
辛
亥
な
り
。
天
正
十
六
戊
子
の
年
迄
は
凡
そ
二
百
七
十
八
年

か
。
〕 

 

と
記
さ
れ
て
い
る
。《
鈔
》
の
「
至
大
（
良
孝
）」
と
は
、
原
文
で
は
「
至
大
」
か
ら
右
の
行
間
に
引
き
出
し
線
が
引
か
れ
「
良
孝
」
と
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
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《
内
》
で
は
当
該
部
分
は
「
養
考
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
言
が
曲
直
瀬
養
安
院
の
按
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。《
鈔
》
の
記
載
（「
至
大
」
に

「
良
孝
」
と
傍
書
）
で
は
意
味
が
通
ら
ず
、
こ
こ
は
《
内
》
に
あ
る
「
養
考
」
を
誤
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

あ
る
い
は
、
至
大
四
年
を
《
鈔
》
は
「
長
元
年
辛
亥
」
と
し
、《
内
》
は
「
応
長
元
年
辛
亥
」
と
す
る
。《
鈔
》
が
「
応
」
字
を
脱
落
し
て
い
る
こ
と
が
知

れ
る
。 

 

ま
た
、
《
内
》
で
は
「
天
正
十
一
癸
未
年
迄
ハ
凡
二
百
七
十
三
年
歟カ

」
と
記
さ
れ
、
至
大
四
年
（
一
三
一
一
）
か
ら
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
ま
で
を

「
二
百
七
十
三
年
」
と
記
す
。
一
方
、《
鈔
》
で
は
「
天
正
十
六
戊
子
ノ

年
迄
ハ
凡
ソ
二
百
七
十
八
年
歟カ

」
と
記
さ
れ
、
至
大
四
年
か
ら
天
正
十
六
年
（
一
五

八
八
）
ま
で
を
「
二
百
七
十
八
年
」
と
記
す
。
こ
の
両
書
の
記
述
を
比
較
す
る
と
懐
仙
閣
所
蔵
本
の
記
載
「
天
正
十
一
」
が
《
鈔
》
で
は
「
天
正
十
六
」
に

改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
相
違
が
両
書
の
成
立
年
に
関
わ
る
も
の
と
仮
定
す
る
と
、
懐
仙
閣
所
蔵
本
の
成
立
が
《
鈔
》
の
成
立
以
前
で
あ
る
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
る
。
《
鈔
》
が
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
な
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
可
能
性
を
支
持
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
多
紀
元
簡
が
識
語
で
「
此
書
…
…
。
天
正
十
一
癸
未
（
一
五
八
三
）
の
時
に
成
る
書
な
り
」
と
述
べ
《
内
》
が
依
っ
た
懐
仙
閣
所
蔵
本
の
成

書
年
を
天
正
十
一
年
と
す
る
根
拠
は
、
懐
仙
閣
所
蔵
本
に
成
書
年
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
《
内
》
３
の
記
述
を
も
っ
て
成
書
年
と
し
た

も
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

  

《
内
》
４
は
「
燕
山
」
に
対
し
て
『
事
林
広
記
』
前
集
を
引
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
相
応
す
る
文
章
は
《
鈔
》
に
は 

 

《
鈔
》
序
十
表
：
「
啓
云
、『
事
林
前
集
』
云
、
大
元
都
ス

二

燕
山
府
ニ

一

、
号
二

大
都
ト

一

、
」 

（
啓
が
云
ふ
、
『
事
林
前
集
』
に
云
ふ
、
大
元
、
燕
山
府
に
都
す
、
大
都
と
号
す
、） 
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と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

《
内
》
に
は
こ
の
語
が
誰
に
よ
る
も
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、《
鈔
》
に
よ
る
と
こ
の
語
は
「
啓
」
に
よ
る
も
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。 

  

《
内
》
６
は
多
紀
元
簡
が
披
見
し
た
懐
仙
閣
所
蔵
本
に
関
す
る
元
簡
の
識
語
で
あ
る
。
こ
れ
に
相
応
す
る
文
章
は
《
鈔
》
に
は 

 

《
鈔
》
序
十
一
表
：
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
目
録
」 

「
『
太
平
聖
恵
方
』
編
類
ト
ハ
前
ニ
云
タ
如
ク
宋
二
主
太
宗
皇
帝
ノ
御
時
『
聖
恵
方
』
ヲ
太
平
年
中
ニ
編
シ
テ

玉
フ
時
『
明
堂
灸
経
』
ヲ
モ
『
聖
恵
方
』

ノ
奥
ニ
編
次
ス
ト
ア
リ
、
然
ヲ
其
後
建
安
竇
桂
芳
校
正
ス
ト
『
聖
恵
方
』
ヨ
リ
抜
書
シ
テ
別
ニ
『
明
堂
灸
経
』
ヲ
校
シ
テ
刊
テ
広
ム
ル
ゾ
、」 

（
『
太
平
聖
恵
方
』
編
類
と
は
前
に
云
た
如
く
、
宋
二
主
・
太
宗
皇
帝
の
御
時
『
聖
恵
方
』
を
太
平
年
中
に
編
し
て
玉
ふ
時
、『
明
堂
灸
経
』
を
も

『
聖
恵
方
』
の
奥
に
編
次
す
と
あ
り
。
然
る
を
「
其
後
建
安
竇
桂
芳
校
正
」
す
と
『
聖
恵
方
』
よ
り
抜
書
し
、
て
別
に
『
明
堂
灸
経
』
を
校
し
て

刊
て
広
む
る
ぞ
、
） 

 

「
巻
上

ー
巻
下
、
以
上
三
巻
ニ
シ
タ
ゾ
、
天
地
人
ノ
三
才
ニ
象
リ
三
生
万
物
、

云×
×

云
」 

（
巻
上

ー
巻
下
、
以
上
三
巻
に
し
た
ぞ
。
天
地
人
の
三
才
に
象
り
三
生
万
物
、

云×
×

云
） 

 

「
皇
慶
壬
子
中
元

ー
皇
慶
ハ
至
大
ノ

之
翌
年
也
、
元
七
主
武
宗
至
大
四
年
改
元
戊
申
二

乙酉
三

庚戌
四

辛亥
元
八
主
仁
宗
皇
慶
二
年
改
元

壬子
二

癸丑
」 
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〔
皇
慶
壬
子
中
元

ー
皇
慶
は
至
大
の
翌
年
な
り
。
元
・
七
主
の
武
宗
、
至
大
四
年
改
元
戊
申
二
（
乙
酉
）
三
（
庚
戌
）
四
（
辛
亥
）、
元
・
八

主
の
仁
宗
、
皇
慶
二
年
改
元
（
壬
子
）
二
（
癸
丑
）〕 

 

「
中
元
ト
ハ
一
年
中
ニ

三
元
ト
云
テ
、
上
元
日
、
中
元
日
、
下
元
日
ト
テ
ア
ル
ゾ
、
正
月
十
五
日
、
七
月
十
五
日
、
十
月
十
五
日
ゾ
」 

（
中
元
と
は
一
年
中
に
三
元
と
云
て
、
上
元
日
、
中
元
日
、
下
元
日
と
て
あ
る
ぞ
。
正
月
十
五
日
、
七
月
十
五
日
、
十
月
十
五
日
ぞ
） 

 

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
よ
り
、
懐
仙
閣
所
蔵
本
お
よ
び
《
鈔
》
が
よ
っ
て
い
る
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』（
元
簡
の
い
う
古
本
）
に
は
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
目
録
」
が
あ
っ
た

こ
と
が
知
れ
る
。
そ
の
目
録
に
は
「
『
太
平
聖
恵
方
』
編
類
」「
巻
上
」
な
ど
と
記
さ
れ
、
目
録
の
末
に
は
「
皇
慶
壬
子
中
元
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

「
皇
慶
壬
子
」
は
皇
慶
元
年
（
一
三
一
二
）
に
あ
た
る
。
現
伝
本
の
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
刊
本
に
は
こ
の
「
目
録
」
に
相
当
す
る
箇
所
が
含
ま
れ
て
い
る
も

の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
真
柳
誠
の
報
告
に
よ
る
台
湾
故
宮
博
物
院
所
蔵
の
室
町
後
期
伝
鈔
本
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
は
こ
れ
に
該
当
す
る

記
載
が
あ
る
と
い
う
（
七
）
。
す
な
わ
ち 

 

「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
經
目
錄
／
太
平
聖
惠
方 

編
類
（
？
）
／
建
安 
竇
桂
芳 

校
正
」
六
葉
、
そ
の
末
尾
半
葉
に
四
周
單
邊
で
「
皇
慶
壬
子
（
一
三

一
二
）
中
元
／
燕
山
活
濟
堂
刊
」
の
木
記
。 

 

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
懐
仙
閣
所
蔵
本
お
よ
び
《
鈔
》
が
よ
っ
て
い
る
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
と
同
じ
記
載
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
「
皇
慶
壬
子
」



- 242 - 

の
記
述
は
目
録
の
末
に
四
周
単
辺
の
木
記
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
故
宮
博
物
院
所
蔵
本
は
未
見
で
あ
る
が
、「
室
町
後
期
の
墨
筆
眉

注
」
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
日
本
中
世
の
経
穴
研
究
に
関
わ
る
注
目
に
値
す
る
貴
重
な
一
本
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

《
内
》
13
は
灸
瘡
を
淋
洗
す
る
法
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
東
井
云
、
…
…
又
芍
合
二
味
抹
シ
テ
摻
之
」
の
文
は
《
鈔
》
に
み
え
な
い
。 

  

《
内
》
33
は
石
門
穴
の
別
名
「
丹
田
」
に
つ
い
て
、
関
元
穴
も
ま
た
丹
田
と
称
さ
れ
る
こ
と
を
曲
直
瀬
養
安
院
が
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
相
応

す
る
文
章
は
《
鈔
》
に
は 

 

「
按
ニ

臍
ノ

下
三
寸
ノ
関
元
ヲ
モ
丹
田
ト
云
ゾ
」 

（
按
に
臍
の
下
三
寸
の
関
元
を
も
丹
田
と
云
ぞ
） 

 

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
按
語
が
養
安
院
に
よ
る
も
の
と
《
鈔
》
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、《
内
》
の
記
述
に
よ
っ
て
そ
れ
が
明
ら
か
に
な
る
。 

  

以
上
、
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
と
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
書
入
れ
の
比
較
を
行
い
、
特
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
章
句
を
例
示
し
た
。

こ
こ
よ
り
、
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
が
よ
っ
た
懐
仙
閣
所
蔵
本
は
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
よ
り
以
前
に
成
書
さ
れ
た
可
能
性
が
示
唆

さ
れ
た
。
ま
た
、
先
に
例
示
し
た
通
り
、『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
と
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
書
入
れ
は
相
互
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
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り
、
按
語
の
提
示
者
が
明
ら
か
に
な
り
、
誤
記
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
、
あ
る
い
は
相
互
に
文
章
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
書
入
れ
は
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
を
補
完
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
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第
五
節 
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
に
見
え
る
「
師
」「
私
」
な
ど
に
つ
い
て 

   

前
節
ま
で
で
、
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
の
書
誌
事
項
、
引
用
書
名
・
人
名
お
よ
び
記
述
内
容
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
た
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
に

関
わ
る
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
つ
い
て
、
そ
の
書
誌
事
項
、
書
入
れ
に
つ
い
て
、
書
入
れ
の
実
際
を
述
べ
、

さ
ら
に
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
と
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
書
入
れ
の
比
較
を
行
い
、
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

本
節
で
は
、『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
の
成
立
に
関
わ
る
事
項
と
し
て
、
同
書
に
記
載
さ
れ
る
「
老
師
」「
師
」「
師
説
」「
私
」
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す

る
こ
と
を
目
的
に
、『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
と
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
と
の
比
較
を
行
う
。 

  

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
に
記
さ
れ
る
「
老
師
」「
師
」「
師
説
」
は
六
か
所
、「
私
」
は
八
か
所
に
見
ら
れ
た
。
以
下
に
そ
れ
ら
の
一
例
を
挙
げ
る
。

記
載
法
は
、《
鈔
》（
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』）
位
置
（
丁
数
表
裏
）：「
本
文
」
と
す
る
。
筆
者
が
書
名
に
は
『 

』
を
付
し
た
。《
不
審
》（『
黄
帝
明
堂

灸
経
不
審
少
々
』
）
と
そ
れ
に
続
く
丸
数
字
は
第
二
章
の
第
二
節
で
付
し
た
も
の
を
指
す
。 

 

《
鈔
》
上
三
十
二
裏
：
「
灸
セ

二

臍
ノ

下
二
寸
三
寸

ー
是
レ

ハ
石
門
ノ
穴
ナ
ラ
シ
メ
、
臍
ノ

下
二
寸
石
門
ノ

（
一
名
丹
田
）
下
三
寸
関
元
ナ
リ

也
、
動
脈
ノ

字
、
眼
ナ
リ

、
師
ノ

云
ク

二
寸
半
ノ
義
ナ
リ

也
、
私
ニ

按
ル
ニ

腎
間
ノ
動
気
ニ
ア
タ
ラ
ン
、」 
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（
臍
の
下
二
寸
三
寸
…
…
に
灸
せ
よ

ー
是
れ
は
石
門
の
穴
な
ら
し
め
、
臍
の
下
二
寸
石
門
の
（
一
名
丹
田
）
下
三
寸
関
元
な
り
。
動
脈
の
字
、

眼
な
り
。
師
の
云
く
二
寸
半
の
義
な
り
。
私
に
按
ず
る
に
腎
間
の
動
気
に
あ
た
ら
ん
、） 

  

「
臍
ノ
下
二
寸
三
寸
」
の
取
穴
法
に
つ
い
て
、「
師
」
と
「
私
」
の
按
語
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
相
当
す
る
文
章
は
、 

 

《
不
審
》
④
：
「
若
、
絶
子
ニ
ハ
灸
臍
下
二
寸
三
寸
間
動
脈
之
中
三
壮
〔
明
堂
灸
経
〕、 

右
、
二
寸
三
寸
之
間
ト
ハ
、
二
寸
五
分
ノ
コ
ト
候
哉
、
但
又
動
脈
ニ
目
ヲ
付
可
申
候
也
、 

（
「
若
し
絶
子
に
は
、
臍
下
の
二
寸
三
寸
の
間
、
動
脈
の
中
に
三
壮
を
灸
せ
よ
〔『
明
堂
灸
経
』〕」。 

右
、
「
二
寸
三
寸
の
間
」
と
は
、
二
寸
五
分
の
こ
と
候
か
。
但
し
又
た
動
脈
に
目
を
付
く
可
き
と
申
し
候
や
。） 

雖
云
、
二
寸
半
ノ
義
也
、 

（
雖
が
云
ふ
、
二
寸
半
の
義
な
り
。
） 

 

と
あ
り
、《
鈔
》
の
「
師
」
が
《
不
審
》
の
「
雖
」
に
相
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
私
」
の
按
語
「
腎
間
の
動
気
に
あ
た
ら
ん
」
は
下
腹
部
の
動
脈
拍
動
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、《
不
審
》
に
あ
る
宗
巴
の
質
問
「
又
た
動
脈
に
目
を
付
く
可
き
と
申
し
候
や
」
に
相
当
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

《
鈔
》
上
三
十
七
表
：「
華
佗
療
ス

二

男

ー
白
肉
ノ

際

ー
ウ
ス
カ
ハ
ア
ツ
カ
ハ
ノ
間
也
、
横
文
ヨ
リ
少
シ
サ
キ
也
、 

私
、
肉
ノ

字
如
何
、
疝
気
ハ
厥

陰
経
ノ
病
ト
然
ル

則
ハ

外
側
ニ
テ
ア
ラ
ン
歟
、
師
云
検
『
医
林
集
』
疝
部
之
灸
治
則
第
一
番
ニ
出
于
大
敦
、
然
ル

則
改
テ

二

肉
字
一

宜
レ

作
二

外
ノ

字
ニ

一

私
云

×
×
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外
ナ
レ
バ
大
敦
ノ

穴
ナ
リ

也
」 

（
華
佗
、
男
…
…
療
す
に
、
…
…
白
肉
の
際
…
…
。
う
す
か
は
あ
つ
か
は
の
間
な
り
。
横
文
よ
り
少
し
さ
き
な
り
。 

私
、
肉
の
字
い
か
ん
。
疝

気
は
厥
陰
経
の
病
と
然
る
則
は
外
側
に
て
あ
ら
ん
か
。
師
云
ふ
、『
医
林
集
』
疝
部
之
灸
治
を
検
す
れ
ば
則
ち
第
一
番
に
大
敦
に
出
ず
。
然
る
則

は
、
肉
字
を
改
め
て
宜
し
く
外
の
字
に
作
る
べ
し
。（
私
云
ふ
）
外
な
れ
ば
大
敦
の
穴
な
り
） 

  

「
男
子
の
卒
疝
、
陰
卵
偏
に
大
な
る
」
病
に
用
い
る
治
療
経
穴
に
つ
い
て
、「
師
」
と
「
私
」
の
問
答
様
の
語
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
相
当
す
る
文
章

は
、 

 

《
不
審
》
⑤
「
〔
明
堂
灸
経
〕
正
人
形
第
十
二
曰
、
華
佗
、
療
男
子
卒
疝
、
陰
卵
偏
大
、
取
患
人
足
ノ
大
指
、
去
爪
甲
五
分
、
内
側
白
肉
ノ
際
、
灸
三

壮
、
云
々
、 

私
云
、
右
之
説
、
内
側
之
字
如
何
、
疝
気
ハ
、
経
ハ
厥
陰
ト
御
抄
出
之
本
共
ニ
モ
相
見
ヘ
申
候
時
ハ
、
外
側
た
る
べ
く
候
哉
、
但
此
方
ノ
本
之
誤
候
哉
、

類
本
モ
皆
々
如
斯
ニ
候
也
、
勿
論
内
側
ニ
テ
候
は
ん
や
、 

（
〔
『
明
堂
灸
経
』
の
〕
正
人
形
第
十
二
に
曰
く
、「
華
佗
、
男
子
の
卒
疝
、
陰
卵
偏
に
大
な
る
を
療
す
に
、
患
人
の
足
の
大
指
を
取
り
、
爪
甲
を

去
る
こ
と
五
分
、
内
側
白
肉
の
際
、
三
壮
を
灸
す
、
云
々
」
と
。 

私 

云
ふ
、
右
の
説
、「
内
側
」
の
字
い
か
ん
。
疝
気
は
、
経
は
厥
陰
と
御
抄
出
の
本
共
に
も
相
ひ
見
へ
申
し
候
時
は
、
外
側
た
る
べ
く
候
か
。
但

だ
此
方
の
本
の
誤
り
候
か
。
類
本
も
皆
々
斯
の
如
き
に
候
や
。
勿
論
、
内
側
に
は
候
は
ん
や
。） 

雖
云
、
検
医
林
集
要
疝
部
之
灸
治
、
則
第
一
番
出
于
大
敦
、
然
則
改
内
字
、
宜
為
外
字
、 
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（
雖
が
云
ふ
、『
医
林
集
要
』
疝
部
の
灸
治
を
検
す
れ
ば
、
則
ち
第
一
番
に
大
敦
を
出
せ
り
。
然
れ
ば
則
ち
「
内
」
の
字
を
改
め
、
宜
し
く
「
外
」

字
と
為
す
べ
し
。
） 

  

と
記
さ
れ
て
い
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
《
鈔
》
の
「
私
、
肉
の
字
い
か
ん
」「
然
る
則
は
、
肉
字
を
改
め
て
宜
し
く
外
の
字
に
作
る
べ
し
」
の
「
肉
」

字
は
「
内
」
字
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、《
鈔
》
の
「
師
」
「
私
」
が
そ
れ
ぞ
れ
雖
（
道
三
）
と
宗
巴
の
事
で
あ
る
と
判
明
す
る
。 

 

こ
の
他
、「
私
」
の
按
語
に
相
当
す
る
も
の
が
《
不
審
》
に
あ
る
も
の
が
一
か
所
あ
り
、《
不
審
》
に
見
え
な
い
も
の
が
四
か
所
あ
っ
た
。《
不
審
》
に
見

え
な
い
四
か
所
の
記
載
は
、
い
ず
れ
も
《
不
審
》
の
問
答
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
「
老
師
」「
師
」「
師
説
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
も
の
の
他
、《
不
審
》
に
あ
る
も
の
が
二
か
所
あ
り
、《
不
審
》
に
見
え
な
い
も
の
が
二
か
所
あ
っ

た
。
《
不
審
》
に
見
え
な
い
二
か
所
の
記
載
は
、
い
ず
れ
も
《
不
審
》
の
問
答
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
の
比
較
結
果
を
考
え
る
に
、《
鈔
》
で
述
べ
ら
れ
る
「
師
」
は
曲
直
瀬
道
三
を
指
し
、「
私
」
は
秦
宗
巴
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。 
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小 

 
結 

   

本
章
の
結
び
と
し
て
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
の
意
義
と
、
今
回
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
同
書
と
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
黄
帝
明

堂
灸
経
不
審
少
々
』
と
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
と
の
関
係
を
次
の
通
り
ま
と
め
る
。 

 

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
は
曲
直
瀬
門
に
関
わ
る
者
が
行
っ
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
講
述
の
記
録
で
あ
り
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
抄
物
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
ま
た
そ
の
講
述
は
書
物
を
読
み
解
釈
す
る
こ
と
に
止
ま
ら
ず
経
穴
取
穴
の
実
際
を
も
含
め
た
講
義
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
の
内
容
に
は
、
杏
雨
書
屋
所
蔵
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
や
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
に
記

述
さ
れ
る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
互
い
に
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
う
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
書
を
合
わ
せ
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
時

の
経
穴
研
究
の
実
態
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
も
と
に
こ
れ
ら
三
書
の
成
立
を
試
み
に
考
え
る
と
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
以
前
あ
る
い
は
同
年
の

か
な
り
早
い
時
期
に
曲
直
瀬
道
三
と
秦
宗
巴
の
間
で
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
関
す
る
問
答
書
簡
が
交
わ
さ
れ
た
。
同
書
簡
の
内
容
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審

少
々
』
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
宗
巴
は
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
以
前
に
、
道
三
と
の
問
答
で
得
た
回
答
を
ふ
ま
え
独
自
の
見
解
を
示
し
て
『
兪
穴
参

伍
的
法
』
を
編
著
し
た
。『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
の
内
容
を
含
み
、
ま
た
そ
の
他
曲
直
瀬
門
に
関
わ
る
者
の
語
を
含
ん
だ
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
講
釈

の
抄
物
と
言
え
る
懐
仙
閣
所
蔵
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
和
解
一
巻
が
、
多
紀
元
簡
の
識
語
に
よ
る
と
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
に
成
立
し
、
そ
の
内
容
は
内
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閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
元
簡
に
よ
る
書
き
入
れ
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
は
懐
仙
閣
所
蔵
本
の
成
立
以
降
に
『
新

刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
が
成
立
し
、
同
書
は
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
。 

 

『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
は
こ
れ
ま
で
そ
の
内
容
が
知
ら
れ
て
い
な
い
書
で
あ
り
、
曲
直
瀬
門
に
よ
る
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
講
釈
の
記
録
、
ま
た
経
穴

研
究
の
成
果
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
書
は
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
曲
直
瀬
門
を
中
心
と
し
た
経
穴
研
究
の

具
体
的
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
十
七
世
紀
中
頃
の
経
穴
研
究
が
『
十
四
経
発
揮
』
を
中
心
に
行
わ
れ
る
以
前
の
日
本
中
世
の
経
穴
研
究
の
実
態
と
展
開

を
示
す
貴
重
書
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。 
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文
献
と
注 

 

（
一
） 

柳
田
征
司
、
医
書
の
抄
物 

一
（
原
典
、
漢
籍
医
書
）、
『
抄
物
の
研
究
』、
一
七
号
、
抄
物
研
究
会
、
二
〇
一
〇
年
、
一
四
～
一
五
頁
。
本
記
事

に
つ
い
て
は
、
長
野
仁
氏
か
ら
も
そ
の
記
載
の
連
絡
を
受
け
、
そ
の
重
要
性
を
示
唆
さ
れ
た
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。 

（
二
） 

本
書
の
書
誌
事
項
は
、
前
掲
の
柳
田
征
司
編
「
医
家
の
抄
物
（
一
）」
に
は
、 

 

黄
帝
明
堂
灸
経
鈔 

【
著
者
未
詳
（
新
刊
）
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
】 

○
（
新
刊
）
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔 

三
巻 

吉
田
宗
恂
カ 

承
応
三
年
整
版 

合
一
冊 

米
谷
隆
史
氏
蔵 

 

二
〇
〇
八
年
一
一
月
、
米
谷
氏
よ
り
原
本
を
貸
与
さ
れ
た
。
原
装
小
豆
色
表
紙
（
縦
二
八
・
〇
糎×

横
一
七
・
八
糎
）。
外
題
、
改
装
題
簽

に
「
灸
経
鈔 

全
」
と
墨
書
。
巻
首
に
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
起
」「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
序
鈔
」（
一
一
丁
）
あ
り
。
内
題
「
新
刊
黄
帝
明

堂
灸
経
（
巻
上
）
鈔
」
。
四
周
双
辺
（
縦
二
〇
・
九
糎×
横
一
三
・
五
糎
）。
半
面
一
一
行
。
大
黒
口
、
黒
魚
尾
、「
灸
経
抄
（
上
） 

（
丁

付
）
」
。
巻
上
四
九
丁
、
巻
中
一
九
丁
、
巻
下
八
丁
。
次
の
刊
記
が
あ
る
。 

 
 

承
応
三
天
／
初
夏
上
旬
／
刊
行 

 

と
記
さ
れ
て
い
る
。 
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（
三
） 

こ
の
「
内
側
」
に
つ
い
て
は
秦
宗
巴
が
「
外
側
」
（
大
敦
穴
）
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
行
い
、
道
三
は
そ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
が
『
黄
帝

明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
に
見
え
る
。
こ
の
両
者
の
言
葉
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
の
「
華
佗
療
男
子
卒
疝
…
…
」
の
語
釈
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
。
第
二
章
第
二
節
お
よ
び
第
四
章
第
五
節
参
照
。 

（
四
） 

小
曽
戸
洋
、
曲
直
瀬
養
安
院
家
の
人
々
、
『
漢
方
の
臨
床
』、
三
四
巻
一
二
号
、
一
九
八
七
年
、
八
七
～
一
〇
七
頁
。 

（
五
） 

町
泉
寿
郎
、
曲
直
瀬
養
安
院
家
と
朝
鮮
本
医
書
、『
日
本
思
想
文
化
研
究
』、
二
巻
一
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
九
～
四
六
頁
。 

（
六
） 

前
掲
注
五
、
町
泉
寿
郎
、
曲
直
瀬
養
安
院
家
と
朝
鮮
本
医
書
を
参
照
。 

（
七
） 

真
柳
誠
、
台
湾
訪
書
志Ⅰ

 

故
宮
博
物
院
所
蔵
の
医
薬
古
典
籍
、

h
t
t
p
:
/
/
m
ay
a
n
a
g
i.
h
u
m
.
iba

r
a
k
i
.
a
c
.j
p
/
p
aper01/TaiwanKokyu.html

、
平
成
二
十
六
年
八
月
五
日
確
認
。
以
下
、
参
考
ま
で
に
該
当
部
分

を
引
用
す
る
。 

 

 

故
宮
新
目
下
册
七
一
〇
頁
（
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
經 

三
卷
一
册
。
不
著
撰
人
。
日
本
傳
鈔
本
元
皇
慶
壬
子(

元
年)

燕
山
活
濟
堂
刊
本
）
箱

號
一
四
六
八
、
觀
字
六
一
一
號
、
天
字
一
〇
三
九
號
、
故
觀
號
一
四
〇
八
四 

 

日
本
四
針
眼
裝
。
楊
氏
守
敬
後
補
の
濃
藍
色
薄
手
表
紙
、
書
高
二
五
・
〇×

幅
一
九
・
七
㎝
。
外
題
は
四
周
雙
邊
の
題
簽
に
「
古
鈔
黄
帝

明
堂
灸
經
」
の
楊
氏
墨
書
、
扉
に
楊
氏
寫
眞
藏
書
票
を
貼
る
。
至
大
辛
亥
（
一
三
一
一
）
春
月
の
序
一
葉
、
序
末
尾
に
「
燕
山
活
濟
堂
刊
」

の
刊
記
、
ま
た
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
經
目
錄
／
太
平
聖
惠
方 
編
類
（
？
）
／
建
安 

竇
桂
芳 

校
正
」
六
葉
、
そ
の
末
尾
半
葉
に
四
周
單

邊
で
「
皇
慶
壬
子
（
一
三
一
二
）
中
元
／
燕
山
活
濟
堂
刊
」
の
木
記
。
卷
首
に
「
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
經
卷
上
（
下
）」
の
内
題
、
以
下
本
文
。

跋
文
な
し
。
料
紙
は
楮
紙
、
無
界
、
四
周
單
邊
、
白
口
・
無
魚
尾
、
無
版
心
。
每
半
葉
匡
郭
、
約
縱
二
〇
・
二×

横
一
五
・
五
㎝
、
一
二
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行
・
行
二
一
～
二
五
字
、
小
字
雙
行
、
經
穴
繪
圖
あ
り
。「
小
島
氏
／
圖
書
記
」「
尚
質
／
之
印
」「
字
／
學
古
」
お
よ
び
楊
氏
藏
印
記
三
種
。

識
語
な
し
。
室
町
後
期
の
墨
筆
眉
注
、
お
よ
び
朱
筆
で
小
島
の
萬
治
刻
本
と
の
校
異
あ
り
。
蟲
損
わ
ず
か
。 

 
故
宮
目
は
「
日
本
傳
鈔
本
」
と
著
錄
す
る
が
、「
日
本
〔
室
町
後
期
〕
傳
鈔
本
」
が
適
切
。 



  

結 
 

論 
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日
本
中
世
に
お
け
る
中
国
医
学
思
想
の
受
容
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
著
名
な
医
方
書
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
一
角
を

な
す
針
灸
に
お
い
て
は
充
分
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 

本
論
攷
で
は
、
日
本
中
世
に
お
け
る
中
国
医
学
思
想
の
受
容
と
展
開
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
に
曲
直
瀬
道
三
を
中
心
と
し
た

そ
の
一
派
の
針
灸
医
学
思
想
に
焦
点
を
当
て
研
究
を
試
み
た
。
す
な
わ
ち
、
針
灸
と
く
に
経
穴
研
究
を
中
心
と
し
て
日
本
中
世
で
中
国
針
灸
医
学
思
想
を
い

か
に
受
容
し
、
ま
た
そ
れ
以
降
に
展
開
さ
れ
た
か
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

我
が
国
に
お
け
る
経
穴
研
究
は
江
戸
時
代
以
降
盛
ん
に
行
わ
れ
、
多
く
の
経
穴
書
が
編
ま
れ
た
。
そ
こ
に
お
け
る
中
心
的
文
献
が
元
・
滑
寿
の
『
十
四
経

発
揮
』
（
一
三
四
一
年
成
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
、
つ
ま
り
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
お
い
て
は
寧
ろ
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
が
中
心
で
あ

っ
た
。
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
は
、
宋
・
太
宗
の
勅
撰
の
医
方
集
『
太
平
聖
恵
方
』（
九
九
二
年
刊
）
の
巻
百
に
収
録
さ
れ
た
「
明
堂
灸
経
」
と
「
小
児
明
堂
」

を
併
せ
単
行
し
た
も
の
で
、
十
七
世
紀
日
本
で
も
単
行
和
刻
さ
れ
流
布
し
た
、
い
わ
ば
針
灸
の
経
典
で
あ
る
が
、
就
中
こ
の
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
が
中
心
で

あ
っ
た
時
期
に
お
け
る
日
本
針
灸
医
学
思
想
の
研
究
が
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状
態
な
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
ま
た
曲
直
瀬
道
三
は
、
安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
、
後
世
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
、
日
本
医
学
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
、
針
灸
を
含
め
た
日

本
医
学
史
上
に
お
け
る
最
重
要
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
道
三
の
も
と
で
活
躍
し
、
以
降
の
経
穴
研
究
の
先
駆
け
と
な
っ
た
者
に
秦
宗
巴
と
饗
庭
東
庵
が

知
ら
れ
る
。
秦
宗
巴
は
道
三
の
門
人
で
あ
り
、
ま
た
饗
庭
東
庵
は
道
三
の
嗣
子
曲
直
瀬
玄
朔
の
門
人
で
あ
る
。
彼
ら
道
三
を
中
心
と
す
る
医
家
た
ち
は
、
こ

の
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
研
究
を
軸
に
経
穴
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
形
成
す
る
、
日
本
中
世
に
お
け
る
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
の
実
態
、
ま
た

そ
れ
以
降
の
展
開
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
に
お
け
る
針
灸
医
学
思
想
史
の
実
際
を
見
る
上
で
極
め
て
重
要
な
要
訣
で
あ
る
。
か
く
し

て
、
日
本
に
お
け
る
初
期
の
経
穴
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
曲
直
瀬
一
門
が
依
拠
す
る
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
受
容
の
実
際
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
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彼
ら
の
針
灸
技
術
・
経
穴
理
論
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
受
容
と
展
開
の
実
態
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
中
世
に
お
け
る
針
灸
医
学
思
想
の
実

態
を
審
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
本
論
攷
の
目
指
す
所
な
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
本
論
攷
に
お
い
て
は
、
先
ず
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
を
著
録
す
る
『
針
灸
集
要
』
を
概
観
し
、
こ
れ
ま
で
埋
も
れ
て
い
た
、
道
三
の
針
灸
医
学
思

想
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
道
三
と
そ
の
門
弟
で
あ
る
秦
宗
巴
と
の
間
で
行
わ
れ
た
経
穴
に
関
す
る
問
答
書
簡
の
記
録
で
あ
る
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』

（
以
下
、『
不
審
少
々
』）
と
、
道
三
お
よ
び
宗
巴
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
書
入
れ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』

（
以
下
、
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
）
の
書
入
れ
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
、
従
来
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
所
の
当
時
の
医
家
た
ち
の
針
灸
技
術
・
経
穴
理
論
に

つ
い
て
精
査
し
、
更
に
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る
意
味
で
、
従
来
そ
の
内
容
は
お
ろ
か
、
そ
の
存
在
す
ら
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸

経
鈔
』
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
た
。 

  

序
論
で
は
、
先
行
研
究
の
問
題
点
を
挙
げ
、
本
論
攷
の
意
義
と
目
的
を
明
確
に
し
た
。 

 

日
本
の
漢
方
医
学
の
歴
史
に
お
い
て
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
の
時
期
は
中
国
か
ら
の
医
学
思
想
の
受
容
と
そ
の
後
の
展
開
に
お
い
て
多
大

な
意
義
を
も
つ
時
期
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
第
一
節
で
は
中
国
伝
統
医
学
と
そ
の
日
本
に
お
け
る
受
容
の
歴
史
、
第
二
節
で
は
経
脈
経
穴
学
の
歴

史
を
概
観
し
た
。
そ
の
結
果
、
要
す
る
に
針
灸
医
学
思
想
の
研
究
が
不
十
分
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
特
に
中
世
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て

に
そ
れ
が
全
く
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。 

  

第
一
章
で
は
、
曲
直
瀬
道
三
の
編
著
『
針
灸
集
要
』
を
取
り
あ
げ
、
安
土
桃
山
時
代
に
曲
直
瀬
道
三
が
中
国
針
灸
医
学
思
想
を
い
か
に
受
容
し
て
い
た
か

に
つ
い
て
論
じ
た
。
具
体
的
に
は
本
書
の
概
要
と
し
て
、
現
伝
本
に
つ
い
て
、
成
立
に
つ
い
て
、
本
書
の
背
景
を
な
す
事
項
、
お
よ
び
道
三
の
医
学
教
育
に
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お
け
る
本
書
の
位
置
を
検
討
し
た
。
つ
い
で
本
書
の
構
成
と
引
用
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
本
書
の
特
徴
を
考
察
し
た
。 

 

我
が
国
の
医
書
に
お
け
る
針
灸
治
療
に
関
す
る
記
述
は
、
十
六
世
紀
半
ば
ま
で
は
多
く
は
見
ら
れ
な
い
。
当
時
は
諸
病
の
治
療
に
は
灸
が
主
に
用
い
ら

れ
、
針
は
主
に
癰
腫
や
外
科
領
域
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
針
灸
治
療
の
総
論
・
各
論
を
網
羅
す
る
よ
う
な
総
合
的
針
灸
専
門
書

は
見
ら
れ
な
い
。
十
六
世
紀
半
ば
以
降
、
徐
々
に
針
灸
書
が
編
ま
れ
日
本
独
特
と
も
言
え
る
針
灸
術
が
発
展
、
針
治
療
を
中
心
と
し
た
諸
流
派
が
興
っ
た
。

『
針
灸
集
要
』
は
、
日
本
的
針
灸
術
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
に
編
ま
れ
た
総
合
的
針
灸
専
門
書
で
あ
る
。
従
っ
て
『
針
灸
集
要
』
は
道
三
の

針
灸
医
学
思
想
を
示
す
の
み
で
な
く
、
日
本
中
世
に
お
け
る
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
の
実
際
を
現
し
、
当
時
の
日
本
の
針
灸
医
学
思
想
を
探
る
上
で
格

好
の
材
料
で
あ
る
。 

 

道
三
の
針
灸
医
学
思
想
の
形
成
に
は
師
で
あ
る
導
道
・
田
代
三
喜
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
。
導
道
か
ら
は
『
黄
帝
内
経
』『
難
経
』

な
ど
の
基
本
典
籍
と
と
も
に
『
太
平
聖
恵
方
』
明
堂
を
通
じ
経
穴
に
つ
い
て
学
ん
で
お
り
、
ま
た
竇
漢
卿
の
医
説
を
重
視
す
る
よ
う
授
け
ら
れ
て
い
る
。
あ

る
い
は
、
田
代
三
喜
は
明
・
徐
鳳
の
後
裔
に
針
灸
を
学
ん
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
道
三
は
師
の
学
風
を
受
け
継
ぎ
、『
針
灸
集
要
』
を
編
む
際
、
そ
の

針
灸
総
論
部
に
『
針
灸
大
全
』
を
根
幹
に
す
え
た
。
そ
し
て
、
師
の
教
え
を
受
け
継
ぐ
に
止
ま
ら
ず
、
明
の
新
刊
針
灸
書
を
も
積
極
的
に
受
容
し
、
そ
の
針

灸
医
学
思
想
の
補
強
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

一
方
で
、
そ
の
各
論
部
に
お
い
て
は
針
灸
専
門
書
を
引
用
の
基
本
と
は
せ
ず
、
医
方
書
か
ら
の
引
用
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道
三
流
の
医
学
を

学
ん
だ
も
の
が
灸
を
治
療
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
意
図
と
も
考
え
ら
れ
、
道
三
が
中
国
医
学
思
想
を
受
容
し
日
本
的
咀
嚼
の
上
で
確
立
し
た

医
学
体
系
に
針
灸
治
療
を
組
み
込
む
試
み
を
し
た
と
も
言
え
る
。
こ
こ
に
お
い
て
『
針
灸
集
要
』
は
、
中
国
医
学
思
想
の
受
容
と
日
本
的
展
開
を
残
す
資
料

と
言
え
る
。
ま
た
各
論
部
に
お
い
て
は
、
針
治
療
よ
り
灸
治
療
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
当
時
灸
法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
引
用
し
た
中
国

医
書
が
灸
治
療
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
技
術
的
・
臨
床
的
に
灸
が
用
い
や
す
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
針
灸
医
学
思
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想
を
示
す
具
体
的
事
例
と
言
え
る
。 

 

医
学
教
育
に
お
い
て
、
本
書
は
門
弟
に
対
す
る
教
育
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
道
三
が
自
己
の
臨
床
体
系
に
針
灸
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
証
左
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。
道
三
は
湯
液
治
療
の
み
な
ら
ず
、
針
灸
、
養
生
と
東
洋
医
学
全
般
を
網
羅
し
た
医
学
を
目
指
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
針
灸
集
要
』
は
、
日
本
に
お
け
る
総
合
的
針
灸
専
門
書
の
嚆
矢
と
言
え
る
も
の
で
、
当
時
の
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
と
日
本

的
咀
嚼
を
図
っ
た
書
で
あ
り
、
そ
の
後
に
起
こ
る
日
本
針
灸
諸
流
派
の
勃
興
の
礎
と
な
っ
た
書
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

  

第
二
章
で
は
、
安
土
桃
山
時
代
の
経
穴
研
究
の
一
例
と
し
て
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
を
取
り
あ
げ
検
討
し
た
。
こ
の
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』

の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
同
書
は
曲
直
瀬
道
三
と
そ
の
門
人
・
秦
宗
巴
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
経
穴
に
関
す
る
問
答
書
簡
を
録
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
当
時
の
経
穴
研
究
が
、
こ
の
よ
う
な
問
答
書
簡
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
本
論
攷
に
よ
っ
て
初
め
て
明
確
に
指
摘
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
更
に
本
書
に
は
、
両
者
が
行
っ
た
経
穴
研
究
の
実
態
の
一
端
が
残
さ
れ
て
い
た
。 

 

曲
直
瀬
道
三
は
「
世
ニ
普
ク
人
ノ
用
て
ヨ
キ
明
堂
、
又
ハ
世
名
ノ
聞
タ
ル
者
ノ
仕
候
灸
法
ア
マ
タ
集
テ
、
宜
従
甚
多
者
也
」
と
い
う
方
針
の
も
と
、
諸
書

を
参
看
、
ま
た
当
時
最
新
の
経
穴
学
を
取
り
込
み
、
あ
る
い
は
師
説
や
臨
床
的
見
地
と
照
ら
し
て
経
穴
部
位
の
考
定
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
研
究
は
『
黄
帝

明
堂
灸
経
』『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
を
経
て
、『
十
四
経
発
揮
』
を
中
心
に
行
う
に
至
っ
て
い
た
。 

 

秦
宗
巴
は
経
穴
部
位
の
諸
説
を
比
較
検
討
し
、
師
・
道
三
に
質
問
を
提
示
し
て
い
た
。
そ
こ
で
得
た
回
答
を
ふ
ま
え
独
自
の
見
解
を
示
し
て
『
兪
穴
参
伍

的
法
』
を
編
著
し
て
い
た
。 

 

『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
活
発
に
行
わ
れ
る
経
穴
研
究
の
萌
芽
と
も
言
え
る
安
土
桃
山
時
代
に
行
わ
れ
た
、
経
穴
研
究
の
実

態
の
一
端
を
残
す
良
質
な
資
料
で
あ
っ
た
。 
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第
三
章
で
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
に
な
さ
れ
た
書
入
れ
に
着
目
し
、
第
二
章
で
検
討
し
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』

に
見
え
る
曲
直
瀬
門
の
経
穴
研
究
の
一
端
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
べ
く
検
討
を
加
え
た
。 

 

先
に
述
べ
た
通
り
、
我
が
国
の
経
穴
研
究
は
江
戸
時
代
以
降
、
多
く
の
経
穴
書
が
編
ま
れ
活
発
に
行
わ
れ
た
。
道
三
、
宗
巴
の
両
者
が
、
そ
の
先
駆
け
と

も
言
え
る
安
土
桃
山
時
代
に
諸
書
を
参
看
し
経
穴
研
究
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
や
宗
巴
著
『
兪
穴
参
伍
的
法
』
な
ど
か
ら
も

知
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
未
だ
詳
細
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
に
は
道
三
・
宗
巴
の
両
者
に
関
わ

る
と
思
わ
れ
る
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
書
入
れ
に
よ
り
こ
の
時
代
に
お
け
る
経
穴
研
究
の
実
態
が
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
明
ら
か
に
な
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
書
入
れ
よ
り
、
当
時
の
経
穴
研
究
に
お
け
る
経
穴
部
位
考
定
の
過
程
は
次
の
よ
う
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
経
穴
の
部
位
に
つ
い

て
多
数
の
書
を
用
い
て
諸
説
を
校
合
比
較
し
、
師
弟
間
で
意
見
を
交
わ
し
、
あ
る
い
は
多
説
を
取
り
、
あ
る
い
は
具
体
的
部
位
を
明
示
す
る
た
め
文
言
を
改

め
、
そ
の
上
で
経
穴
部
位
の
説
を
提
示
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
書
入
れ
に
は
『
不
審
少
々
』
の
章
句
が
残
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
ま
た
『
不

審
少
々
』
に
は
見
え
な
い
語
句
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
提
示
し
、
両
者
が
相
互
に
補
完
す
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
例

え
ば
、
気
衝
穴
・
天
井
穴
の
部
位
に
つ
い
て
の
道
三
の
説
は
『
不
審
少
々
』
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
が
あ
っ
て
初
め
て

具
体
的
に
理
解
し
う
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
国
会
蔵
『
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
は
、
既
に
失
わ
れ
て
久
し
い
、
当
時
の
経
穴
研
究
の
具
体

例
を
残
し
て
い
る
点
に
お
い
て
重
大
な
意
義
を
持
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。 

  

第
四
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
を
取
り
あ
げ
、
こ
れ
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
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時
代
前
期
の
経
穴
研
究
の
様
相
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
検
討
も
本
論
攷
で
初
め
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

本
書
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
の
経
穴
研
究
の
様
相
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書

は
曲
直
瀬
一
門
で
行
わ
れ
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
講
釈
を
録
し
た
所
謂
「
抄
物
」
で
あ
り
、
内
容
の
検
討
を
通
じ
て
、
曲
直
瀬
一
門
に
よ
る
経
穴
研
究
、

特
に
『
明
堂
灸
経
』
研
究
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
本
章
で
は
第
二
章
で
取
り
上
げ
た
『
不
審
少
々
』
お
よ
び
第
三
章
で
取
り
上
げ
た
国
会

蔵
『
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
、
お
よ
び
本
章
で
新
た
に
検
討
し
た
内
閣
文
庫
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
等
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
ま
た
そ

れ
ら
は
互
い
に
補
完
す
る
内
容
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
具
体
例
を
提
示
し
て
述
べ
た
。
ま
た
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
に
よ
り
『
明
堂
灸
経
』
の
研
究
が

道
三
の
み
で
な
く
、
玄
朔
や
秦
宗
巴
ら
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
が
本
書
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ま
で
論
及
し
た
。 

 

か
く
し
て
、
こ
れ
ま
た
従
来
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
経
穴
に
つ
い
て
の
、
当
時
の
医
家
た
ち
の
理
解
に
つ
い
て
精
査
し
、
更
に
こ
れ
ら
を
ま
と
め

る
意
味
で
、
従
来
そ
の
内
容
は
お
ろ
か
、
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
の
内
容
を
を
詳
細
に
検
討
し
た
。
こ
の
『
新

刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
こ
そ
、
道
三
と
そ
の
弟
子
た
ち
の
手
に
成
る
、
所
謂
「
抄
物
」

―
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
そ
の
弟
子
た
ち
に
教
え
を
施
し
た
時
の
、

謂
わ
ば
「
講
義
ノ
ー
ト
」

―
で
あ
り
、
彼
ら
一
派
の
、
ひ
い
て
は
、
当
時
の
主
流
を
な
す
針
灸
技
術
・
経
穴
理
論
の
こ
れ
ま
で
明
ら
か
で
な
か
っ
た
内
容

を
詳
細
に
看
取
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

  

以
上
述
べ
た
通
り
、
本
論
攷
で
は
曲
直
瀬
道
三
の
針
灸
医
学
思
想
の
論
究
を
通
じ
て
日
本
中
世
に
お
け
る
針
灸
の
実
態
と
展
開
の
一
端
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究
を
試
み
た
。
日
本
医
学
史
に
お
け
る
針
灸
書
伝
来
の
記
述
は
六
世
紀
に
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に
は
そ
れ
に
関
す
る
書
物
も
我
が

国
で
多
数
執
筆
刊
行
さ
れ
、
あ
る
程
度
の
概
観
は
可
能
な
も
の
の
、
そ
の
萌
芽
を
な
す
日
本
中
世
に
お
け
る
そ
れ
は
未
だ
手
つ
か
ず
の
状
態
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
攷
で
は
、
我
が
国
に
お
け
る
経
穴
の
研
究
が
十
七
世
紀
前
半
を
境
に
そ
の
依
拠
す
る
中
国
典
籍
が
変
遷
し
て
い
っ
た
こ
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と
に
着
目
し
、
日
本
中
世
に
お
け
る
針
灸
の
実
態
と
展
開
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
特
に
安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
後
世
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
日
本
医
学
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
曲
直
瀬
道
三
を
は
じ
め
、
曲
直
瀬
門
を
中
心
と
し
た
針
灸
お
よ
び
経
穴
研
究
に
つ
い
て
、
一
方
で
綿
密
な
書
誌
学
・

文
献
学
的
な
観
点
か
ら
、
そ
し
て
そ
の
際
に
実
際
の
針
灸
実
技
の
上
か
ら
も
考
察
を
加
え
て
論
じ
た
。 

 

そ
の
結
果
本
論
攷
で
は
、
十
六
世
紀
前
半
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち
、
我
が
国
に
お
け
る
経
穴
の
研
究
が
そ
の
依
拠
す
る
中
国
典
籍
を

大
き
く
変
遷
し
た
時
期
に
、
曲
直
瀬
道
三
お
よ
び
曲
直
瀬
一
門
が
行
っ
た
経
穴
研
究
の
具
体
的
様
相
の
一
端
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
曲
直

瀬
道
三
は
当
時
の
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
と
日
本
的
咀
嚼
を
図
り
日
本
に
お
け
る
総
合
的
針
灸
専
門
書
の
嚆
矢
と
え
る
『
針
灸
集
要
』
を
編
み
、
そ
の

後
に
起
こ
る
日
本
針
灸
諸
流
派
の
勃
興
の
礎
を
な
し
て
い
た
。
ま
た
、
道
三
と
そ
の
門
人
・
秦
宗
巴
と
の
間
で
や
り
と
り
さ
れ
た
経
穴
に
関
す
る
問
答
書
簡

を
録
し
た
『
黄
帝
明
堂
灸
経
不
審
少
々
』
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
』
の
書
入
れ
、『
新
刊
黄
帝
明
堂
灸
経
鈔
』
を
詳
細
に
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
道
三
お
よ
び
曲
直
瀬
門
が
経
穴
研
究
を
種
々
の
中
国
医
書
を
参
看
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
り
、
経
穴
研
究
の
中
心

と
な
る
中
国
医
書
が
『
黄
帝
明
堂
灸
経
』『
銅
人
腧
穴
針
灸
図
経
』
を
経
て
、『
十
四
経
発
揮
』
を
中
心
に
行
う
に
至
っ
て
い
た
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
道
三
お
よ
び
曲
直
瀬
門
の
経
穴
研
究
が
、
十
七
世
紀
中
頃
以
降
の
経
穴
研
究
の
依
拠
す
る
テ
キ
ス
ト
が
『
十
四
経
発
揮
』
と
な
っ
た
一
因
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

か
く
し
て
本
論
攷
は
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
諸
文
献
の
研
究
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
た
従
来
見
逃
さ
れ
て
き
た
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江

戸
時
代
前
期
に
お
け
る
中
国
針
灸
医
学
思
想
の
受
容
の
実
態
、
そ
し
て
そ
の
展
開
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
こ
の
領
域
の
研
究
の
基
礎
に
お
い
て
、
い
さ
さ

か
な
り
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 
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本
論
文
は
、
日
本
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
に
お
い
て
舘
野
正
美
教
授
の
ご
指
導
の
も
と
で
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
舘
野
正
美
教
授
に
は
研
究
の
進
め
方
か
ら
論
文
の
取
り
ま
と
め
方
ま
で
、
終
始
並
々
な
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
多
く
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
日
本
大
学
文
理
学
部
の
山
口
守
教
授
、
本
論
文
を
精
読
い
た
だ
き
ご
丁
寧
に
ご
指
導
下
さ
っ
た
日
本
大
学
文
理
学

部
の
青
木
隆
教
授
、
田
口
一
郎
教
授
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
の
小
曽
戸
洋
部
長
に
は
、
大
学
院
入
学
前
よ
り
誠
に
多
く
の
、
そ
し
て
多
方
面
に
わ
た
る
ご
指
導
を
賜

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ご
恩
は
こ
こ
に
記
し
き
れ
ま
せ
ん
。
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
お
許
し
下
さ
っ
た
熊
本
県
立
大
学
文
学
部
の
米
谷
隆
史
教
授
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
数
多
く
の
ご
助
言
を
頂
き
ま
し
た

二
松
学
舎
大
学
文
学
部
の
町
泉
寿
郎
先
生
、
北
里
大
学
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
研
究
員
の
友
部
和
弘
先
生
、
同
研
究
部
客
員
研
究
員
の
大
浦

宏
勝
先
生
、
長
野
仁
先
生
、
小
林
健
二
先
生
、
宮
川
浩
也
先
生
、
さ
ら
に
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
の
加
畑
聡
子
先
生
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

 

本
論
文
を
取
り
ま
と
め
る
に
当
た
り
多
数
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
記
し
て
に
改
め
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
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